
計画の区分： 学部の設置

[平成２８年度設置］

　　　　　　　　　　　　　　　注１

岩手大学　理工学部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【意見伺い】設置に係る設置計画履行状況報告書

国立大学法人岩手大学　　　
令和元年５月１日現在

　作成担当者

　　担当部局（課）名　経営企画本部　戦略企画室

　　　職名・氏名　　戦略
センリャクキカク

企画グループ主査
シュサ

　星
ホシ

　達彦
タツヒコ

　　　電話番号　　０１９-６２１-６０３２

　　　（夜間）　　０１９-６２１-６０３２

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０１９-６２１-６０１４

　　　ｅ－mail　　senryaku@iwate-u.ac.jp

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　大学番号の欄については、平成３１年４月２日付事務連絡「履行状況報告書の提出について

　　　　　（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

大学番号：００９
注３

意見伺い
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（イワブチ　アキラ）

岩渕　明

（平成２７年３月）

（フナザキ　ケンイチ）

船﨑　健一

（平成２８年４月）

（イチノセ　ミツユキ）

一ノ瀬　充行

（シマダ　カズアキ） （平成３１年４月）

嶋田　和明  シライ　マサユキ

（平成２８年４月）  白井　誠之

 （平成３０年４月）

 トミタ　ヒロシ

 冨田　浩史

 （平成２９年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成３０年度に報告済の内容　→（30）

　　　　　　令和元年度に報告する内容　→（元）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人　岩手大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　岩手大学

　　　　岩手県盛岡市上田４－３－５（岩手県盛岡市上田３－１８－８）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒０２０－８５５０

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　ください。

（４） 管理運営組織

学 部 長

学 科 長

学　　長

職　　名

学科長任期満了による変更(元)
学科長任期満了による変更(30)
学科長任期満了による変更(29)
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２７年度開設の４年制の学科の完成年度を超えて報告する場合（令和元年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を超えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

理工学部
化学・生命理工学科

　学士（理工学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

246 － 206 － 228 297 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 1 )(　 　)( 6 ) ( － )

[ 7 ] [ － ] [ 6 ] [ － ] [ 8 ] [ 　 ] [ 5 ] [ － ]

199 － 164 － 184 222 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 1 )(　 　)( 6 ) ( － )

[ 3 ] [ － ] [ 6 ] [ － ] [ 5 ] [ 　 ] [ 3 ] [ － ]

110 － 105 － 106 112 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 1 )(　 　)( 4 ) ( － )

[ 3 ] [ － ] [ 4 ] [ － ] [ 3 ] [ 　 ] [ 2 ] [ － ]

96 － 95 － 91 94 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 0 )(　 　)( 4 ) ( － )

[ 0 ] [ － ] [ 2 ] [ － ] [ 2 ] [ 　 ] [ 0 ] [ － ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお、計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

平均入学定員
超 過 率

1.04 倍

Ｂ　 入学者数

(　－　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

90

(　－　) (2)

1.05 1.01

90 90 90

(2)

[ 　－　 ]

1.041.06

[ 　－　 ]

－

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

理学関係

工学関係

年 人 年次 人

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　考
学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

4年 90人 3年次 2人 364人

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定
員超過率

備　　考

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和元年度平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

[ 　－　 ] [ 　－　 ]
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

96 - 95 - 91 - 94 -

[ - ] [ - ] [ 2 ] [ - ] [ 2 ] [ - ] [ - ][　-　]

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ）

94 - 94 - 89 -

[ - ] [ - ] [ 2 ] [ - ] [ 2 ][　-　]

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ）

94 - 98 -

[ - ] [ - ] [ 2 ][　-　]

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ）

92 -

[ - ][　-　]

（ - ）（ - ）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

備　　　　　考
平成３０年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和元年度

（ - ）

373

（ - ） （ - ） （ - ）

279

[ 4 ] [ 4 ]

平成２８年度 平成２９年度

計

96 189

[ - ] [ 2 ]

４年次

１年次

２年次

３年次
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

96 人 2 人 平成２８年度 2 人 0 人 勉学意欲喪失　1名、除籍　1名

平成２８年度 0 人 0 人

平成２９年度 1 人 0 人 進路変更他大学 1名

平成２８年度 1 人 0 人 進路変更 1名

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 2 人 0 人 進路変更他大学 1名、除籍　1名

平成２８年度 1 人 0 人 勉学意欲喪失　1名

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 0 人 0 人

令和元年度 0 人 0 人

7 人 7 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２８年度】

平成２８年度の退学者数（ａ） 2
平成２８年度の在学者数（ｂ） 96

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 1
平成２９年度の在学者数（ｂ） 189

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 3
平成３０年度の在学者数（ｂ） 279

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 1
令和元年度の在学者数（ｂ） 374

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

189

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成２８年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人

3

合　　計

人

令和元年度 374 人 1 人

人平成３０年度 279

平成２９年度 1人

0.26 ％=

2.08 ％

0.52 ％

1.07 ％

=

=

=

=

=

=

=
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教
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手

- -

1前・後 1 4 1前・後 1 9

1前・後 1 5 1前・後 1 9

1前・後 1 11 1前・後 1 13

1前・後 1 9 1前・後 1 15

1前・後 1 8 1前・後 1 7

1前・後 1 9 1前・後 1 8

1前・後 1 7 1前・後 1 10

1前・後 1 5 1前・後 1 9

1前・後 1 8 1前・後 1 11

1前・後 1 7 1前・後 1 9

1前・後 1 6 1前・後 1 6

1前・後 1 7 1前・後 1 7

1前 1 1 1前 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

1前・後 1 7 1前・後 1 9

1前・後 1 7 1前・後 1 10

1後 1 1 1後 1 2

1前・後 1 11 1前・後 1 10

1前・後 1 9 1前・後 1 8

1後 1 3 1後 1 3

1前 1 1 1前 1 3

1前 1 1 1前 1 3

1後 1 3 1後 1 2

1前・後 1 5 1前・後 1 5

1前・後 1 6 1前・後 1 6

1後 1 2 1後 1 2

1前 1 3 1前 1 3

1前・後 1 3 1前・後 1 3

1後 1 2 1後 1 2

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 2

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 2 1後 1 2

1後 1 1 1後 1 1

- -

1前 1 2 1前 1 5

1後 1 2 1後 1 5

１・２後 1 2 １・２後 1 1

- -

1前 2 1 1前 2 15

- -

１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 3

１・２前 2 1 １・２前 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 3

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

＜理工学部　化学・生命理工学科＞

（１）ー① 授業科目表

【認可時又は届出時】 【令和元年度】

２　授業科目の概要

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

1

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

転
換
教
育
科
目

基礎ゼミナール 1前 1

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

小計（1科目） 小計（1科目）

1前 1 1

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

転
換
教
育
科
目

基礎ゼミナール

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅱ（上級） 英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーションⅠ（初級） 英語コミュニケーションⅠ（初級）

英語コミュニケーションⅡ（初級） 英語コミュニケーションⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（中級） 英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級） 英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級） 英語総合Ⅰ（上級）

英語コミュニケーションⅡ（上級） 英語コミュニケーションⅡ（上級）

英語基礎 英語基礎

英語発展Ａ 英語発展Ａ

英語コミュニケーションⅠ（中級） 英語コミュニケーションⅠ（中級）

英語コミュニケーションⅡ（中級） 英語コミュニケーションⅡ（中級）

英語コミュニケーションⅠ（上級） 英語コミュニケーションⅠ（上級）

英語発展Ｅ 英語発展Ｅ

英語発展Ｆ 英語発展Ｆ

英語発展Ｇ 英語発展Ｇ

英語発展Ｂ 英語発展Ｂ

英語発展Ｃ 英語発展Ｃ

英語発展Ｄ 英語発展Ｄ

中級ドイツ語 中級ドイツ語

初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展) 初級フランス語(発展)

英語発展Ｈ 英語発展Ｈ

初級ドイツ語（入門） 初級ドイツ語（入門）

初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展）

中級ロシア語 中級ロシア語

初級中国語（入門） 初級中国語（入門）

初級中国語（発展） 初級中国語（発展）

中級フランス語 中級フランス語

初級ロシア語(入門) 初級ロシア語(入門)

初級ロシア語(発展) 初級ロシア語(発展)

中級韓国語 中級韓国語

上級日本語Ａ 上級日本語Ａ

上級日本語Ｂ 上級日本語Ｂ

中級中国語 中級中国語

初級韓国語（入門） 初級韓国語（入門）

初級韓国語（発展） 初級韓国語（発展）

上級日本語Ｆ 上級日本語Ｆ

上級日本語Ｇ 上級日本語Ｇ

上級日本語Ｈ 上級日本語Ｈ

上級日本語Ｃ 上級日本語Ｃ

上級日本語Ｄ 上級日本語Ｄ

上級日本語Ｅ 上級日本語Ｅ

小計（3科目） 小計（3科目）

情
報
基
礎

情報基礎
情
報
基
礎

情報基礎

小計（1科目） 小計（1科目）

小計（44科目） 小計（44科目）

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツＡ
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツＡ

健康・スポーツＢ 健康・スポーツＢ

健康・スポーツＣ（シーズン) 健康・スポーツＣ（シーズン)

アジアの思想と文化 アジアの思想と文化

欧米の思想と文化 欧米の思想と文化

日本の歴史と文化 日本の歴史と文化

学
問
知
科
目

文
化
科
目

哲学の世界

学
問
知
科
目

文
化
科
目

哲学の世界

倫理学の世界 倫理学の世界

日本の思想と文化 日本の思想と文化

女性と科学の関係史 女性と科学の関係史

大学の歴史と現在 大学の歴史と現在

岩手大学ミュージアム学 岩手大学ミュージアム学

アジアの歴史と文化 アジアの歴史と文化

欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化

ジェンダーの歴史と文化 ジェンダーの歴史と文化
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１・２前・後 2 8 １・２前・後 2 6
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 1
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 2
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

- -

１・２前 2 4 １・２前 2 3
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 4
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 3

１・２前 2 2 １・２前 2 1

１・２後 2 2 １・２後 2 2
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 4
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 4

１・２前 2 2 １・２前 2 2

１・２後 2 2 １・２後 2 1
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 4

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

- -

１・２前・後 2 4 １・２前・後 2 4
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

- -

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- -

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 3

- -

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

欧米の言語論

芸術の世界 芸術の世界

日本語表現技術入門 日本語表現技術入門

図書館への招待 図書館への招待

文
化
科
目

心の理解

日本の文学 日本の文学

言葉の世界 言葉の世界

中国の文学 中国の文学

欧米の文学 欧米の文学

心の理解

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

欧米の言語論

コミュニケーションの現在

英語で学ぶ日本の文化

社会的人間論

社
会
科
目

市民生活と法

社
会
科
目

市民生活と法

憲法 憲法

経済のしくみ

コミュニケーションの現在

心と表象 心と表象

日本事情Ａ 日本事情Ａ

日本事情Ｂ 日本事情Ｂ

文
化
科
目

経済のしくみ

現代社会と経済 現代社会と経済

市民と政治 市民と政治

現代政治を見る眼 現代政治を見る眼

英語で学ぶ日本の文化

小計（26科目） 小計（26科目）

対人関係の心理学 対人関係の心理学

知的財産入門 知的財産入門

知財ワークショップ 知財ワークショップ

社会的人間論

現代社会の社会学 現代社会の社会学

地域と生活 地域と生活

地域と社会 地域と社会

現代の諸問題 現代の諸問題

公共社会 公共社会

多文化コミュニケーションＡ 多文化コミュニケーションＡ

キャリアを考える キャリアを考える

科学・技術と現代社会 科学・技術と現代社会

ボランティアとリーダーシップ ボランティアとリーダーシップ

自然と数理 自然と数理

数理のひろがり 数理のひろがり

宇宙のしくみ 宇宙のしくみ

多文化コミュニケーションＢ 多文化コミュニケーションＢ

小計（20科目） 小計（20科目）

生命のしくみ

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

生命のしくみ

自然のしくみ 自然のしくみ

自然の科学 自然の科学

科学と技術の歴史 科学と技術の歴史

くらしと科学技術 くらしと科学技術

物質の世界 物質の世界

自然と法則 自然と法則

自然と数理の世界 自然と数理の世界

科学技術 科学技術

小計（12科目） 小計（12科目）

環
境
科
目

「環境」を考える

環
境
科
目

「環境」を考える

生活と環境 生活と環境

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

水と環境 水と環境

廃棄物と環境 廃棄物と環境

植物栽培と環境テクノロジー 植物栽培と環境テクノロジー

都市と環境 都市と環境

地域の環境保全を考える 地域の環境保全を考える

地球環境と社会 地球環境と社会

環境マネジメントと岩手大学 環境マネジメントと岩手大学

環境の科学 環境の科学

小計（13科目） 小計（13科目）

森林と環境 森林と環境

動物と環境 動物と環境

人の暮らしと生物環境 人の暮らしと生物環境

いわて学Ⅰ いわて学Ⅰ

いわて学Ⅱ いわて学Ⅱ

宮沢賢治の世界 宮沢賢治の世界

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

現代社会をみる視角

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

現代社会をみる視角

岩手の研究 岩手の研究

環境マネジメント実践学 環境マネジメント実践学

地場産業・企業論 地場産業・企業論

三陸の研究 三陸の研究

自然災害と社会 自然災害と社会

危機管理と復興 危機管理と復興

持続可能なコミュニティーづくり実践学 持続可能なコミュニティーづくり実践学

地元の企業に学ぶＥＳＤ 地元の企業に学ぶＥＳＤ

東北の歴史 東北の歴史

地域を考える 地域を考える

地域と国際社会 地域と国際社会

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

海外研修－世界から地域を考える－ 海外研修－世界から地域を考える－

小計（16科目） 小計（16科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 1 6 1後 1 1 6

２・３前 2 1 ２・３前 2 1

２・３後 2 1 ２・３後 2 2

２・３前 2 1 ２・３前 2 2

２・３後 2 1 ２・３後 2 1

２・３前 2 1 ２・３前 2 2

２・３後 2 1 ２・３後 2 2

２・３前 2 1 ２・３前 2 1

２・３後 2 1 ２・３後 2 6

- -

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

地域課題演習D

地域課題演習E 地域課題演習E

地域課題演習F 地域課題演習F

地域課題演習G 地域課題演習G

地
域
関
連
科
目

初年次自由ゼミナール

地域課題演習A

地
域
課
題
演
習
科
目

地域課題演習A

地域課題演習B 地域課題演習B

地域課題演習C 地域課題演習C

初年次自由ゼミナール

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

地域課題演習D

地域課題演習H 地域課題演習H

小計（9科目） 小計（9科目）

地
域
課
題
演
習
科
目

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

地
域
関
連
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 1前 1 1

1前 2 1 1前 2 5

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

1前 2 1 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1 1

2後 1 1 2後 1 1 1

生
物
系

1前 2 1

生
物
系

1前 2 3

小計（14科目） - 小計（14科目） -

1後 1 2 1後 1 2

4前 2 2 4前 2 2

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

3・4前 2 1 3・4前 2 1

3・4前 2 1 3・4前 2 1

3通 1～2 1 3通 1～2 1

2・3通 1～2 1 2・3通 1～2 1

小計（8科目） - 小計（8科目） -

1後 1 1 1後 1 1

3後 1 1 3後 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 1 1 3前 1 2

3後 1 1 3後 1 1

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1 1

小計（18科目） - 小計（18科目） -

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 1 1 4前 1 1

4後 1 1 4後 1 1

2前 1  3 1 2前 1 1 3

2後 1 1 2 1 2後 1 1 2 1

3前 3 1 3 3前 3 3 1

3後 3 2 2 3後 3 3 1

4前 1 1 4前 1 1

4通 6 5 6 5 4通 6 6 6 2

小計（29科目） - 小計（29科目） -

知的財産権概論

無機工業化学

化学工学Ⅰ

機器分析化学

反応工学

化学理工学演習Ⅱ

化学理工学実験Ⅰ

化学理工学実験Ⅱ

化学理工学研修

卒業研究

分析化学

有機反応化学

構造有機化学

生化学

神経科学概論

発生生物学

分子遺伝学

医薬品科学

構造物理化学

高分子材料化学

有機工業化学

化学理工学情報Ⅰ

兼
任
・
兼
担

専
門
教
育
科
目

数
学
系

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ

線形代数学

微分方程式

ベクトル解析

確率統計学

フーリエ解析

物
理
系

物理学Ⅰ

物理学Ⅱ

化
学
系

化学Ⅰ

化学Ⅱ

化学実験

生物学

専
門
科
目

ソフトパス理工学概論

原子力工学

技術者倫理

工業経営管理論

化
学
系

化学Ⅰ

化学Ⅱ

化学実験

生物学

物性物理化学

ソフトパス理工学概論

原子力工学

技術者倫理

化学生命研修Ⅰ

化学生命研修Ⅱ

化学生命概論

科学英語Ⅰ

科学英語Ⅱ

基礎分析化学

基礎物理化学

物理化学Ⅰ

化学理工学情報Ⅱ

化学理工学演習Ⅰ

線形代数学

微分方程式

ベクトル解析

確率統計学

フーリエ解析

社会体験学習

構造物理化学

分析化学

有機化学Ⅰ

量子化学　

基礎化学工学

物
理
系

物理学Ⅰ

物理学Ⅱ

化
学
コ
ー

ス
科
目

無機反応化学

物理化学Ⅱ

有機化学Ⅱ

有機化学Ⅲ

基礎高分子化学

高分子合成化学

無機物質化学Ⅰ

無機物質化学Ⅱ

生化学

神経科学概論

発生生物学

高分子材料化学

化学工学Ⅰ

機器分析化学

反応工学

国際研修

有機合成化学

工業経営管理論

知的財産権概論

特許法特講

化学理工学情報Ⅱ

化学理工学演習Ⅰ

有機工業化学

化学理工学情報Ⅰ

化
学
コ
ー

ス
科
目

無機反応化学

物理化学Ⅱ

有機化学Ⅱ

有機化学Ⅲ

基礎高分子化学

高分子合成化学

無機物質化学Ⅰ

無機物質化学Ⅱ

物性物理化学

化学理工学演習Ⅱ

化学理工学実験Ⅰ

化学理工学実験Ⅱ

化学理工学研修

卒業研究

無機工業化学

化学工学Ⅱ

分子構造解析学

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

専
門
科
目

特許法特講

社会体験学習

化学工学Ⅱ

分子構造解析学

有機合成化学

有機化学Ⅰ

量子化学　

基礎化学工学

国際研修

化学生命研修Ⅰ

化学生命研修Ⅱ

化学生命概論

科学英語Ⅰ

科学英語Ⅱ

基礎分析化学

無機構造化学

基礎物理化学

物理化学Ⅰ

分子遺伝学

医薬品科学

有機反応化学

構造有機化学

無機構造化学

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

学
部
内
共
通
科
目

学
部
内
共
通
科
目

学
科
内
共
通
科
目

学
科
内
共
通
科
目

化
学
コ
ー

ス
科
目

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専

専
門
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

数
学
系

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

2前 2 1 2前 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1 1

2前 2 1 2前 2 2 1

2後 2 1 2後 2 2 1

2後 2 1 2後 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1 1

3前 2 1 3前 2 2

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 2 3 1 2 2後 2 4 5 2

3前 2 3 1 2 3前 2 4 5 2

3前 2 3 1 2 3前 2 3 5 2

3後 2 3 1 2 3後 2 3 5 2

3前 1 1 3前 1 1

4通 6 3 1 2 4通 6 4 5 2

小計（24科目） - 小計（24科目） -

1前 2 1 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 1 1

小計（5科目） - 小計（5科目） -

- -

卒業要件及び履修方法

化学コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目67単位と選択科目29単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の17単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の18単位、化
学コース科目の中の29単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科目、学
科内共通科目の選択科目、化学コース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

生命コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目61単位と選択科目35単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の20単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の9単位、生命
コース科目の中の29単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科目、学科
内共通科目の選択科目、生命コース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

卒業研究

理工学入門数学Ⅰ

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ

理工学入門物理Ⅱ

理工学入門化学

分子細胞生物学Ⅰ

分子細胞生物学Ⅱ

分子細胞生物学Ⅲ

基礎生理学

人体解剖学

生命情報学

生体計測工学

生物統計学

臨床生理学

ブレインサイエンス

バイオテクノロジー

システム生理学

再生医療工学

医療機器工学

微生物学概論

栄養化学

英語論文講読Ⅱ

生命理工学実験Ⅰ

生命理工学実験Ⅱ

生命理工学情報

生命理工学演習Ⅰ

生命理工学演習Ⅱ

英語論文講読Ⅰ

生物統計学

臨床生理学

システム生理学

ブレインサイエンス

バイオテクノロジー

再生医療工学

微生物学概論

栄養化学

卒業研究

生命理工学実験Ⅰ

生命理工学実験Ⅱ

理工学入門数学Ⅰ

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ

理工学入門物理Ⅱ

生命理工学情報

合計（243科目）

生命理工学演習Ⅰ

生命理工学演習Ⅱ

英語論文講読Ⅰ

英語論文講読Ⅱ

理工学入門化学

分子細胞生物学Ⅰ

分子細胞生物学Ⅱ

分子細胞生物学Ⅲ

医療機器工学

基礎生理学

人体解剖学

生命情報学

生体計測工学

合計（243科目）

卒業要件及び履修方法

化学コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目67単位と選択科目29単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の17単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の18単位、化
学コース科目の中の29単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科目、学
科内共通科目の選択科目、化学コース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

生命コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目61単位と選択科目35単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の20単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の9単位、生命
コース科目の中の29単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科目、学科
内共通科目の選択科目、生命コース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

生
命
コ
ー

ス
科
目

生
命
コ
ー

ス
科
目

高
大
連
携
科
目

専
門
科
目

専
門
教
育
科
目

高
大
連
携
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

- 1 0 0 1 - 1 0 0 1

1前・後 1 8 1前・後 1 9

1前・後 1 9 1前・後 1 10

1前・後 1 12 1前・後 1 10

1前・後 1 10 1前・後 1 12

1前・後 1 11 1前・後 1 10

1前・後 1 10 1前・後 1 10

1前・後 1 9 1前・後 1 9

1前・後 1 7 1前・後 1 9

1前・後 1 9 1前・後 1 9

1前・後 1 9 1前・後 1 9

1前・後 1 7 1前・後 1 7

1前・後 1 7 1前・後 1 8

1前 1 1 1前 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

1前・後 1 9 1前・後 1 8

1前・後 1 10 1前・後 1 9

1後 1 2 1後 1 2

1前・後 1 11 1前・後 1 10

1前・後 1 9 1前・後 1 9

1後 1 3 1後 1 3

1前 1 3 1前 1 3

1前 1 3 1前 1 3

1後 1 2 1後 1 2

1前・後 1 5 1前・後 1 5

1前・後 1 5 1前・後 1 6

1後 1 2 1後 1 2

1前 1 3 1前 1 3

1前・後 1 3 1前・後 1 3

1後 1 2 1後 1 2

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 2 1前 1 2

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 2 1後 1 2

1後 1 1 1後 1 1

- -

1前 1 5 1前 1 5

1後 1 5 1後 1 5

１・２後 1 2 １・２後 1 1

- -

1前 2 14 1前 2 16

- -

１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【平成２８年度】 【平成２９年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

1

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

転
換
教
育
科
目

基礎ゼミナール 1前 1

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

小計（1科目） 小計（1科目）

1前 1 1

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

転
換
教
育
科
目

基礎ゼミナール

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅱ（上級） 英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーションⅠ（初級） 英語コミュニケーションⅠ（初級）

英語コミュニケーションⅡ（初級） 英語コミュニケーションⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（中級） 英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級） 英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級） 英語総合Ⅰ（上級）

英語コミュニケーションⅡ（上級） 英語コミュニケーションⅡ（上級）

英語基礎 英語基礎

英語発展Ａ 英語発展Ａ

英語コミュニケーションⅠ（中級） 英語コミュニケーションⅠ（中級）

英語コミュニケーションⅡ（中級） 英語コミュニケーションⅡ（中級）

英語コミュニケーションⅠ（上級） 英語コミュニケーションⅠ（上級）

英語発展Ｅ 英語発展Ｅ

英語発展Ｆ 英語発展Ｆ

英語発展Ｇ 英語発展Ｇ

英語発展Ｂ 英語発展Ｂ

英語発展Ｃ 英語発展Ｃ

英語発展Ｄ 英語発展Ｄ

中級ドイツ語 中級ドイツ語

初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展) 初級フランス語(発展)

英語発展Ｈ 英語発展Ｈ

初級ドイツ語（入門） 初級ドイツ語（入門）

初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展）

中級ロシア語 中級ロシア語

初級中国語（入門） 初級中国語（入門）

初級中国語（発展） 初級中国語（発展）

中級フランス語 中級フランス語

初級ロシア語(入門) 初級ロシア語(入門)

初級ロシア語(発展) 初級ロシア語(発展)

中級韓国語 中級韓国語

上級日本語Ａ 上級日本語Ａ

上級日本語Ｂ 上級日本語Ｂ

中級中国語 中級中国語

初級韓国語（入門） 初級韓国語（入門）

初級韓国語（発展） 初級韓国語（発展）

上級日本語Ｆ 上級日本語Ｆ

上級日本語Ｇ 上級日本語Ｇ

上級日本語Ｈ 上級日本語Ｈ

上級日本語Ｃ 上級日本語Ｃ

上級日本語Ｄ 上級日本語Ｄ

上級日本語Ｅ 上級日本語Ｅ

小計（3科目） 小計（3科目）

情
報
基
礎

情報基礎
情
報
基
礎

情報基礎

小計（1科目） 小計（1科目）

小計（44科目） 小計（44科目）

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツＡ
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツＡ

健康・スポーツＢ 健康・スポーツＢ

健康・スポーツＣ（シーズン) 健康・スポーツＣ（シーズン)

アジアの思想と文化 アジアの思想と文化

欧米の思想と文化 欧米の思想と文化

日本の歴史と文化 日本の歴史と文化

学
問
知
科
目

文
化
科
目

哲学の世界

学
問
知
科
目

文
化
科
目

哲学の世界

倫理学の世界 倫理学の世界

日本の思想と文化 日本の思想と文化

女性と科学の関係史 女性と科学の関係史

大学の歴史と現在 大学の歴史と現在

岩手大学ミュージアム学 岩手大学ミュージアム学

アジアの歴史と文化 アジアの歴史と文化

欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化

ジェンダーの歴史と文化 ジェンダーの歴史と文化
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１・２前・後 2 6 １・２前・後 2 6
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

- -

１・２前 2 4 １・２前 2 3
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 5
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 4 １・２前・後 2 2

１・２前 2 2 １・２前 2 2

１・２後 2 2 １・２後 2 2
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 4
１・２前・後 2 4 １・２前・後 2 4

１・２前 2 3 １・２前 2 2

１・２後 2 3 １・２後 2 2
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 3

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 4 １・２前 2 3

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

- -

１・２前・後 2 4 １・２前・後 2 4
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

- -

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- -

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 2

- -

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

心の理解

欧米の言語論

コミュニケーションの現在

英語で学ぶ日本の文化

社会的人間論

欧米の言語論

芸術の世界 芸術の世界

日本語表現技術入門 日本語表現技術入門

図書館への招待 図書館への招待

心の理解

日本の文学 日本の文学

言葉の世界 言葉の世界

中国の文学 中国の文学

欧米の文学 欧米の文学

社
会
科
目

市民生活と法

社
会
科
目

市民生活と法

憲法 憲法

経済のしくみ

コミュニケーションの現在

心と表象 心と表象

日本事情Ａ 日本事情Ａ

日本事情Ｂ 日本事情Ｂ

経済のしくみ

現代社会と経済 現代社会と経済

市民と政治 市民と政治

現代政治を見る眼 現代政治を見る眼

英語で学ぶ日本の文化

小計（26科目） 小計（26科目）

対人関係の心理学 対人関係の心理学

知的財産入門 知的財産入門

知財ワークショップ 知財ワークショップ

社会的人間論

現代社会の社会学 現代社会の社会学

地域と生活 地域と生活

地域と社会 地域と社会

現代の諸問題 現代の諸問題

公共社会 公共社会

多文化コミュニケーションＡ 多文化コミュニケーションＡ

キャリアを考える キャリアを考える

科学・技術と現代社会 科学・技術と現代社会

ボランティアとリーダーシップ ボランティアとリーダーシップ

自然と数理 自然と数理

数理のひろがり 数理のひろがり

宇宙のしくみ 宇宙のしくみ

多文化コミュニケーションＢ 多文化コミュニケーションＢ

小計（20科目） 小計（20科目）

生命のしくみ

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

生命のしくみ

自然のしくみ 自然のしくみ

自然の科学 自然の科学

科学と技術の歴史 科学と技術の歴史

くらしと科学技術 くらしと科学技術

物質の世界 物質の世界

自然と法則 自然と法則

自然と数理の世界 自然と数理の世界

科学技術 科学技術

小計（12科目） 小計（12科目）

環
境
科
目

「環境」を考える

環
境
科
目

「環境」を考える

生活と環境 生活と環境

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

水と環境 水と環境

廃棄物と環境 廃棄物と環境

植物栽培と環境テクノロジー 植物栽培と環境テクノロジー

都市と環境 都市と環境

地域の環境保全を考える 地域の環境保全を考える

地球環境と社会 地球環境と社会

環境マネジメントと岩手大学 環境マネジメントと岩手大学

環境の科学 環境の科学

小計（13科目） 小計（13科目）

森林と環境 森林と環境

動物と環境 動物と環境

人の暮らしと生物環境 人の暮らしと生物環境

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

現代社会をみる視角

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

現代社会をみる視角

岩手の研究 岩手の研究

環境マネジメント実践学 環境マネジメント実践学

危機管理と復興 危機管理と復興

持続可能なコミュニティーづくり実践学 持続可能なコミュニティーづくり実践学

地元の企業に学ぶＥＳＤ 地元の企業に学ぶＥＳＤ

いわて学Ⅰ いわて学Ⅰ

いわて学Ⅱ いわて学Ⅱ

宮沢賢治の世界 宮沢賢治の世界

東北の歴史 東北の歴史

地域を考える 地域を考える

地域と国際社会 地域と国際社会

地場産業・企業論 地場産業・企業論

三陸の研究 三陸の研究

自然災害と社会 自然災害と社会

海外研修－世界から地域を考える－ 海外研修－世界から地域を考える－

小計（16科目） 小計（16科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 1 6 1後 1 1 6

２・３前 2 1 ２・３前 2 1

２・３後 2 1 ２・３後 2 1

２・３前 2 1 ２・３前 2 3

２・３後 2 1 ２・３後 2 1

２・３前 2 1 ２・３前 2 1

２・３後 2 1 ２・３後 2 1

２・３前 2 1 ２・３前 2 1

２・３後 2 1 ２・３後 2 3

- -

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

地
域
関
連
科
目

初年次自由ゼミナール

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

地域課題演習D

地域課題演習H

科目
区分

科目
区分

地域課題演習H

小計（9科目） 小計（9科目）

地域課題演習D

地域課題演習E 地域課題演習E

地域課題演習F 地域課題演習F

地域課題演習G 地域課題演習G

地
域
関
連
科
目

初年次自由ゼミナール

地
域
課
題
演
習
科
目

地域課題演習A

地
域
課
題
演
習
科
目

地域課題演習A

地域課題演習B 地域課題演習B

地域課題演習C 地域課題演習C
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 1前 1 1

1前 2 2 1前 2 4

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

3前 2 1 3前 2 1

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2後 1 1 2後 1 1 1

生
物
系

1前 2 1

生
物
系

1前 2 2

小計（14科目） - 小計（14科目） -

1後 1 2 1後 1 2

4前 2 2 4前 2 2

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

3・4前 2 1 3・4前 2 1

3・4前 2 1 3・4前 2 1

3通 1～2 1 3通 1～2 1

2・3通 1～2 1 2・3通 1～2 1

小計（8科目） - 小計（8科目） -

1後 1 1 1後 1 1

3後 1 1 3後 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 1 1 3前 1 2

3後 1 1 3後 1 1

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

小計（18科目） - 小計（18科目） -

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 1 1 4前 1 1

4後 1 1 4後 1 1

2前 1  3 1 2前 1  3 1

2後 1 1 2 1 2後 1 1 2 1

3前 3 2 2 3前 3 3 1

3後 3 2 2 3後 3 2 2

4前 1 1 4前 1 1

4通 6 5 6 4 4通 6 6 6 3

小計（29科目） - 小計（29科目） -

有機工業化学

化学理工学情報Ⅰ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専
門

化学理工学情報Ⅱ

化学理工学演習Ⅰ

化学理工学演習Ⅱ

専
門
科
目

ソフトパス理工学概論

原子力工学

技術者倫理

工業経営管理論

知的財産権概論

特許法特講

社会体験学習

国際研修

化学理工学実験Ⅰ

化学理工学実験Ⅱ

化学理工学研修

卒業研究

発生生物学

分子遺伝学

医薬品科学

化
学
コ
ー

ス
科
目

無機反応化学

物理化学Ⅱ

有機化学Ⅱ

有機化学Ⅲ

基礎高分子化学

高分子合成化学

構造有機化学

無機工業化学

化学工学Ⅰ

機器分析化学

反応工学

化学工学Ⅱ

無機物質化学Ⅰ

無機物質化学Ⅱ

物性物理化学

構造物理化学

分析化学

有機反応化学

分子構造解析学

高分子材料化学

物理学Ⅰ

有機化学Ⅰ

量子化学　

基礎化学工学

有機合成化学

生化学

神経科学概論

化学生命研修Ⅰ

化学生命研修Ⅱ

化学生命概論

科学英語Ⅰ

科学英語Ⅱ

基礎分析化学

無機構造化学

基礎物理化学

物理化学Ⅰ

単位数 専任教員等の配置

物理学Ⅱ

化
学
系

化学Ⅰ

化学Ⅱ

化学実験

生物学

兼
任
・
兼
担

専
門
教
育
科
目

数
学
系

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ

線形代数学

微分方程式

ベクトル解析

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

確率統計学

フーリエ解析

物
理
系

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

数
学
系

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ

線形代数学

微分方程式

ベクトル解析

確率統計学

フーリエ解析

物
理
系

物理学Ⅰ

物理学Ⅱ

化
学
系

化学Ⅰ

化学Ⅱ

化学実験

生物学

専
門
科
目

ソフトパス理工学概論

原子力工学

技術者倫理

工業経営管理論

知的財産権概論

特許法特講

社会体験学習

国際研修

化学生命研修Ⅰ

化学生命研修Ⅱ

化学生命概論

科学英語Ⅰ

科学英語Ⅱ

基礎分析化学

無機構造化学

基礎物理化学

物理化学Ⅰ

有機化学Ⅰ

量子化学　

基礎化学工学

有機合成化学

生化学

神経科学概論

発生生物学

分子遺伝学

医薬品科学

化
学
コ
ー

ス
科
目

無機反応化学

物理化学Ⅱ

有機化学Ⅱ

有機化学Ⅲ

基礎高分子化学

高分子合成化学

無機物質化学Ⅰ

無機物質化学Ⅱ

物性物理化学

構造物理化学

分析化学

有機反応化学

構造有機化学

無機工業化学

化学工学Ⅰ

機器分析化学

反応工学

化学工学Ⅱ

分子構造解析学

高分子材料化学

有機工業化学

化学理工学情報Ⅰ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専
門

化学理工学情報Ⅱ

化学理工学演習Ⅰ

化学理工学演習Ⅱ

化学理工学実験Ⅰ

化学理工学実験Ⅱ

化学理工学研修

卒業研究

専
門
基
礎
科
目

学
科
内
共
通
科
目

学
部
内
共
通
科
目

学
部
内
共
通
科
目

学
科
内
共
通
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

2前 2 1 2前 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1 1

2後 2 1 2後 2 2

2後 2 1 2後 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 2

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 2 3 1 2 2後 2 4 4 2

3前 2 3 1 2 3前 2 4 4 2

3前 2 3 1 2 3前 2 3 4 2

3後 2 3 1 2 3後 2 3 4 2

3前 1 1 3前 1 1

卒業研究 4通 6 3 1 2 卒業研究 4通 6 4 4 2

小計（24科目） - 小計（24科目） -

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 1 1 1前 2 1 1

小計（5科目） - 小計（5科目） -

- -

卒業要件及び履修方法

化学コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目67単位と選択科目29単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の17単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の18単位、化
学コース科目の中の29単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科目、学
科内共通科目の選択科目、化学コース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

生命コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目61単位と選択科目35単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の20単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の9単位、生命
コース科目の中の29単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科目、学科
内共通科目の選択科目、生命コース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

理工学入門数学Ⅰ

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ

理工学入門物理Ⅱ

生命理工学演習Ⅱ

英語論文講読Ⅰ

英語論文講読Ⅱ

生命理工学実験Ⅰ

生命理工学実験Ⅱ

生命理工学情報

英語論文講読Ⅰ

英語論文講読Ⅱ

生命理工学実験Ⅰ

生命理工学実験Ⅱ

生命理工学情報

高
大
連
携
科
目

理工学入門数学Ⅰ

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ

理工学入門物理Ⅱ

基礎生理学

人体解剖学

システム生理学

再生医療工学

医療機器工学

微生物学概論

栄養化学

生命理工学演習Ⅰ

生命情報学

生体計測工学

生物統計学

臨床生理学

ブレインサイエンス

バイオテクノロジー

門
教
育
科
目

門
科
目

生
命
コ
ー

ス
科
目

分子細胞生物学Ⅰ

分子細胞生物学Ⅱ

分子細胞生物学Ⅲ

門
教
育
科
目

門
科
目

生
命
コ
ー

ス
科
目

分子細胞生物学Ⅰ

分子細胞生物学Ⅱ

分子細胞生物学Ⅲ

基礎生理学

人体解剖学

生命情報学

生体計測工学

生物統計学

臨床生理学

ブレインサイエンス

バイオテクノロジー

システム生理学

再生医療工学

医療機器工学

微生物学概論

栄養化学

生命理工学演習Ⅰ

生命理工学演習Ⅱ

合計（243科目） 合計（243科目）

卒業要件及び履修方法

化学コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目67単位と選択科目29単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の17単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の18単位、化
学コース科目の中の29単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科目、学
科内共通科目の選択科目、化学コース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

生命コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目61単位と選択科目35単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の20単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の9単位、生命
コース科目の中の29単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科目、学科
内共通科目の選択科目、生命コース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

理工学入門化学 理工学入門化学

高
大
連
携
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

- 1 0 0 1
1前・後 1 8

1前・後 1 10

1前・後 1 12

1前・後 1 13

1前・後 1 6

1前・後 1 7

1前・後 1 9

1前・後 1 9

1前・後 1 11

1前・後 1 10

1前・後 1 5

1前・後 1 7

1前 1 1

２・３前 1 1

２・３後 1 1

２・３前 1 1

２・３後 1 1

２・３前 1 1

２・３後 1 1

２・３前 1 1

２・３後 1 1

1前・後 1 7

1前・後 1 9

1後 1 2

1前・後 1 11

1前・後 1 8

1後 1 3

1前 1 3

1前 1 3

1後 1 2

1前・後 1 5

1前・後 1 6

1後 1 2

1前 1 3

1前・後 1 3

1後 1 2

1前 1 1

1前 1 1

1前 1 2

1前 1 1

1後 1 1

1後 1 1

1後 1 2

1後 1 1

-

1前 1 5

1後 1 5

１・２後 1 2

-

1前 2 17

-

１・２前・後 2 2

１・２後 2 1
１・２前・後 2 1

１・２前 2 1
１・２前・後 2 1
１・２前・後 2 2

１・２後 2 1
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２前 2 1

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツＡ

健康・スポーツＢ

健康・スポーツＣ（シーズン)

小計（3科目）

情
報
基
礎

情報基礎

小計（1科目）

ジェンダーの歴史と文化

女性と科学の関係史

大学の歴史と現在

岩手大学ミュージアム学

学
問
知
科
目

文
化
科
目

哲学の世界

倫理学の世界

日本の思想と文化

アジアの思想と文化

欧米の思想と文化

日本の歴史と文化

アジアの歴史と文化

欧米の歴史と文化

英語基礎

英語発展Ａ

英語発展Ｂ

上級日本語Ｄ

上級日本語Ｅ

上級日本語Ｆ

上級日本語Ｇ

上級日本語Ｈ

小計（44科目）

初級韓国語（入門）

初級韓国語（発展）

中級韓国語

上級日本語Ａ

上級日本語Ｂ

上級日本語Ｃ

初級ロシア語(入門)

初級ロシア語(発展)

中級ロシア語

初級中国語（入門）

初級中国語（発展）

中級中国語

小計（1科目）

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）

実
践
地
科
目

転
換
教
育
科
目

基礎ゼミナール 1前 1

英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーションⅠ（初級）

英語コミュニケーションⅡ（初級）

英語コミュニケーションⅠ（中級）

初級ドイツ語（入門）

初級ドイツ語（発展）

中級ドイツ語

初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

中級フランス語

【平成３０年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

1

教
養
教
育
科
目

英語発展Ｃ

英語発展Ｄ

英語発展Ｅ

英語発展Ｆ

英語発展Ｇ

英語発展Ｈ

英語コミュニケーションⅡ（中級）

英語コミュニケーションⅠ（上級）

英語コミュニケーションⅡ（上級）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１・２前・後 2 6
１・２前・後 2 1
１・２前・後 2 2
１・２前・後 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

-

１・２前 2 3
１・２前・後 2 5
１・２前・後 2 2
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２後 2 2
１・２前・後 2 5
１・２前・後 2 4

１・２前 2 2

１・２後 2 2
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２後 2 1
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２前 2 2

１・２前 2 3

１・２前 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

-

１・２前・後 2 4
１・２前・後 2 3
１・２前・後 2 3
１・２前・後 2 4
１・２前・後 2 2
１・２前・後 2 1
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

-

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

-

１・２後 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２後 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 3

-

自然災害と社会

東北の歴史

地域を考える

地域と国際社会

海外研修－世界から地域を考える－

小計（16科目）

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

生命のしくみ

自然のしくみ

自然と数理

数理のひろがり

宇宙のしくみ

宮沢賢治の世界

危機管理と復興

持続可能なコミュニティーづくり実践学

地元の企業に学ぶＥＳＤ

地場産業・企業論

三陸の研究

水と環境

廃棄物と環境

植物栽培と環境テクノロジー

森林と環境

動物と環境

人の暮らしと生物環境

科学と技術の歴史

くらしと科学技術

科学技術

小計（12科目）

「環境」を考える

生活と環境

都市と環境

地域の環境保全を考える

地球環境と社会

環境マネジメントと岩手大学

環境の科学

小計（13科目）

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

現代社会をみる視角

岩手の研究

環境マネジメント実践学

いわて学Ⅰ

いわて学Ⅱ

環
境
科
目

キャリアを考える

科学・技術と現代社会

社
会
科
目

市民生活と法

憲法

経済のしくみ

現代社会と経済

市民と政治

現代政治を見る眼

社会的人間論

現代社会の社会学

地域と生活

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

文
化
科
目

心の理解

日本の文学

言葉の世界

物質の世界

自然と法則

自然と数理の世界

自然の科学

ボランティアとリーダーシップ

現代の諸問題

公共社会

多文化コミュニケーションＡ

多文化コミュニケーションＢ

小計（20科目）

地域と社会

対人関係の心理学

知的財産入門

知財ワークショップ

心と表象

日本事情Ａ

日本事情Ｂ

英語で学ぶ日本の文化

小計（26科目）

中国の文学

欧米の文学

欧米の言語論

芸術の世界

日本語表現技術入門

図書館への招待

コミュニケーションの現在

科目
区分

授業科目の名称
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 1 1 6

２・３前 2 1

２・３後 2 2

２・３前 2 2

２・３後 2 1

２・３前 2 1

２・３後 2 1

２・３前 2 1

２・３後 2 5

-

地域課題演習F

地域課題演習G

地域課題演習H

小計（9科目）

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

地
域
関
連
科
目

初年次自由ゼミナール

地
域
課
題
演
習
科
目

地域課題演習A

地域課題演習B

地域課題演習C

地域課題演習D

地域課題演習E

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1

1前 2 5

1後 2 1

1後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 2 1 1

3前 2 1

1前 2 2

1後 2 1

1前 2 1

1前 2 1 1

2後 1 1 1

生
物
系

1前 2 3

小計（14科目） -

1後 1 2

4前 2 2

4前 2 1

4前 2 1

3・4前 2 1

3・4前 2 1

3通 1～2 1

2・3通 1～2 1

小計（8科目） -

1後 1 1

3後 1 1

3前 2 1

3前 1 2

3後 1 1

2前 2 1

1後 2 1

1後 2 1

2前 2 1

1後 2 1

2前 2 1

2前 2 1

3前 2 1 1

1後 2 1

2前 2 1 1

2後 2 1

2後 2 1

3後 2 1 1

小計（18科目） -

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2後 2 1 1

3後 2 1 1

3前 2 1

3後 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3後 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

4前 1 1

4後 1 1

2前 1 1 3

2後 1 1 2 2

3前 3 3 2

3後 3 3 1

4前 1 1

4通 6 6 6 3

小計（29科目） -

卒業研究

化学理工学実験Ⅰ

化学理工学実験Ⅱ

化学理工学研修

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専
門

化学理工学情報Ⅱ

化学理工学演習Ⅰ

化学理工学演習Ⅱ

化学理工学情報Ⅰ

分子構造解析学

高分子材料化学

化学工学Ⅱ

化学工学Ⅰ

機器分析化学

有機工業化学

無機工業化学

分析化学

有機反応化学

反応工学

構造物理化学

無機物質化学Ⅰ

無機物質化学Ⅱ

構造有機化学

医薬品科学

化
学
コ
ー

ス
科
目

無機反応化学

基礎高分子化学

高分子合成化学

物理化学Ⅱ

有機化学Ⅱ

有機化学Ⅲ

物性物理化学

発生生物学

分子遺伝学

生化学

神経科学概論

基礎化学工学

有機合成化学

有機化学Ⅰ

量子化学　

基礎物理化学

物理化学Ⅰ

基礎分析化学

無機構造化学

社会体験学習

国際研修

学
科
内
共
通
科
目

化学生命研修Ⅰ

科学英語Ⅰ

科学英語Ⅱ

化学生命研修Ⅱ

化学生命概論

知的財産権概論

特許法特講

ソフトパス理工学概論

原子力工学

技術者倫理

物
理
系

物理学Ⅰ

化学実験

物理学Ⅱ

化
学
系

化学Ⅰ

化学Ⅱ

数
学
系

専
門
科
目

学
部
内
共
通
科
目

ベクトル解析

確率統計学

線形代数学

微分方程式

フーリエ解析

生物学

工業経営管理論

兼
任
・
兼
担

科目
区分

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

2前 2 1 1

2後 2 1

3前 2 1 1

2前 2 2 1

2後 2 2 1

2後 2 1 1

3前 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3後 2 1 1

3前 2 2

2後 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3後 2 1

2前 1 1

2後 1 1

2後 2 4 5 2

3前 2 4 5 2

3前 2 3 5 2

3後 2 3 5 2

3前 1 1

卒業研究 4通 6 4 5 2

小計（24科目） -

1前 2 2

1前 2 2

1前 2 2

1前 2 2

1前 2 1 1

小計（5科目） -

-

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  本授業科目表は、開設年度から提出年度までの間において実際に実施された授業科目に関する情報として記入してください。

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

卒業要件及び履修方法

化学コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目67単位と選択科目29単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を
含む）の内訳は専門基礎科目の中の17単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の18単
位、化学コース科目の中の29単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選
択科目、学科内共通科目の選択科目、化学コース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

生命コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目61単位と選択科目35単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を
含む）の内訳は専門基礎科目の中の20単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の9単
位、生命コース科目の中の29単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選
択科目、学科内共通科目の選択科目、生命コース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

理工学入門化学

合計（243科目）

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ

理工学入門物理Ⅱ

生命理工学情報

高
大
連
携
科
目

理工学入門数学Ⅰ

生命理工学実験Ⅰ

生命理工学実験Ⅱ

英語論文講読Ⅰ

英語論文講読Ⅱ

生命理工学演習Ⅰ

生命理工学演習Ⅱ

微生物学概論

栄養化学

再生医療工学

医療機器工学

バイオテクノロジー

システム生理学

基礎生理学

臨床生理学

ブレインサイエンス

生体計測工学

生物統計学

生
命
コ
ー

ス
科
目

分子細胞生物学Ⅰ

人体解剖学

生命情報学

分子細胞生物学Ⅱ

分子細胞生物学Ⅲ

門
教
育
科
目

門
科
目
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【平成２８年度】

【平成２９年度】

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（中級）」の兼担・兼任教員数を１１から１２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（中級）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（上級）」の兼担・兼任教員数を８から１１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（上級）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅠ（初級）」の兼担・兼任教員数を７から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（初級）」の兼担・兼任教員数を５から７に変更した。

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（初級）」の兼担・兼任教員数を４から８に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（初級）」の兼担・兼任教員数を５から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ロシア語（入門）」「初級ロシア語（発展）」の兼担・兼任教員数を１から３に変
更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「中級ロシア語」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級中国語（発展）」の兼担・兼任教員数を６から５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「上級日本語C」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「健康スポーツA」「健康スポーツB」の兼担・兼任教員数を２から５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「情報基礎」の兼担・兼任教員数を１から１４に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅠ（中級）」の兼担・兼任教員数を８から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（中級）」の兼担・兼任教員数を７から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅠ（上級）」の兼担・兼任教員数を６から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（入門）」の兼担・兼任教員数を７から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（発展）」の兼担・兼任教員数を７から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「中級ドイツ語」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代の諸問題」の兼担・兼任教員数を１から４に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「自然のしくみ」「自然と数理」」「数理のひろがり」の兼担・兼任教員数を２から３に
変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「自然と法則」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

　　　　 　　　　

・教員の昇任により、「基礎ゼミナール」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「准教授１」から「准教授０」に変更した。
　担当：横田政晶　平成29年2月教員審査済　　判定　可

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本の歴史と文化」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「心の理解」の兼担・兼任教員数を８から６に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「言葉の世界」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代社会と経済」「現代社会の社会学」の兼担・兼任教員数を５から４に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域と生活」「地域と社会」の兼担・兼任教員数を２から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「キャリアを考える」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（上級）」の兼担・兼任教員数を７から８に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（入門）」の兼担・兼任教員数を９から８に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（発展）」の兼担・兼任教員数を１０から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級フランス語（入門）」の兼担・兼任教員数を１１から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級中国語（発展）」の兼担・兼任教員数を５から６に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「健康スポーツC」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（初級）」の兼担・兼任教員数を８から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（初級）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（中級）」の兼担・兼任教員数を１２から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（中級）」の兼担・兼任教員数を１０から１２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（上級）」の兼担・兼任教員数を１１から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（初級）」の兼担・兼任教員数を７から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域と生活」「地域と社会」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代の諸問題」の兼担・兼任教員数を４から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域と国際社会」「海外研修-世界から地域を考える-」の兼担・兼任教員数を１か
ら２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初年次自由ゼミナール」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に変更
した。担当教員　芝陽子（准教授）　平成29年2月　教員審査済　判定　可

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習C」「地域課題演習H」の兼担・兼任教員数を１から３に変更した。

　　　　 　　　　

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「情報基礎」の兼担・兼任教員数を１４から１６に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本の思想と文化」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「欧米の歴史と文化」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「市民生活と法」の兼担・兼任教員数を４から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代社会と経済」の兼担・兼任教員数を４から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「社会的人間論」の兼担・兼任教員数を５から４に変更した。

・教育効果を高めるため及び習熟度別クラスを導入したため、「微分積分学Ⅰ」の「兼」を1名増に変更。
・旧カリキュラム及び教養科目等の調整や受講者数を勘案し、「物理学Ⅰ」の「兼」を1名増に変更。
・担当教員の転出に伴い、「科学理工学実験Ⅰ」の専任教員の配置を「准教授1」から「准教授2」に、「助教3」から「助教2」に変更。
・担当教員の転出に伴い、化学コース科目「卒業研究」の専任教員の配置を、「助教5」から「助教4」に変更。
・教育効果を高めるため、「理工学入門数学Ⅰ」「理工学入門数学Ⅱ」「理工学入門物理Ⅰ」「理工学入門物理Ⅱ」「理工学入門化学」にそれぞれ非常勤講師1名を追
加。

・教育効果を高めるため及び再履修者用クラスを導入したため、「微分積分学Ⅰ」の「兼」を2名増に変更。
・担当教員の昇格に伴い、「微分方程式」「社会体験学習」「化学工学Ⅰ」「化学工学Ⅱ」「理工学入門化学」の専任教員の配置を「准教授」を1名減にし、「教授」を1名増
に変更。
・担当教員の昇格に伴い、「科学理工学実験Ⅰ」の専任教員の配置を「准教授2」から「准教授3」に、「助教2」から「助教1」に変更。
・担当教員の昇格に伴い、化学コース科目「卒業研究」の専任教員の配置を「教授5」から「教授6」に、「助教4」から「助教3」に変更。
・教育効果を高めるため、「確立統計学」「化学実験」「人体解剖学」「バイオテクノロジー」の専任教員の配置を、それぞれ「教授」を1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「生物学」「科学英語Ⅰ」「神経科学概論」「無機物質化学Ⅱ」「分子細胞生物学Ⅰ」「分子細胞生物学Ⅲ」「基礎生理学」「生命情報学」の専任
教員の配置を、それぞれ「准教授」を1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「英語論文講読Ⅰ」「英語論文講読Ⅱ」生命コース科目「卒業研究」の専任教員の配置を、「教授3」から「教授4」に、「准教授1」から「准教授4」
に変更。
・教育効果を高めるため、「生命理工学実験Ⅰ」「生命理工学実験Ⅱ」の専任教員の配置を、「准教授1」から「准教授4」に変更。
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【平成３０年度】

【令和元年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「数理のひろがり」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習E」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習F」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習H」の兼担・牽引教員数を５から６に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「情報基礎」の兼担・兼任教員数を１７から１５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本思想と文化）」の兼担・兼任教員数を１から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「欧米の歴史と文化」の兼担・兼任教員数を２から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「憲法」の兼担・兼任教員数を５から４に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「経済のしくみ」の兼担・兼任教員数を２から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代社会と経済」の兼担・兼任教員数を２から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「社会的人間論」の兼担・兼任教員数を５から４に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域と社会」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代の諸問題」の兼担・兼任教員数を３から４に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（中級）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅠ（上級）」の兼担・兼任教員数を７から５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（上級）」の兼担・兼任教員数を８から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（入門）」の兼担・兼任教員数を８から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級フランス語（入門）」の兼担・兼任教員数を１０から１１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級フランス語（発展）」の兼担・兼任教員数を９から８に変更した。

・兼担・兼任教員死亡のため、「英語総合Ⅰ（初級）」の配置数を９から８に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（中級）」の兼担・兼任教員数を１０から１２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（中級）」の兼担・兼任教員数を１２から１３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（上級）」の兼担・兼任教員数を１０から６に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（上級）」の兼担・兼任教員数を１０から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅠ（中級）」の兼担・兼任教員数を９から１１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「経済のしくみ」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「市民と政治」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「社会的人間論」の兼担・兼任教員数を４から５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「対人関係の心理学」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「ボランティアとリーダーシップ」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「数理のひろがり」の兼担・兼任教員数を３から４に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「健康スポーツC」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「情報基礎」の兼担・兼任教員数を１６から１７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本の思想と文化」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本の歴史と文化」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「欧米の歴史と文化」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本の文学」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

（２） 授業科目数

・兼担教員の定年退職に伴い、「物質の世界」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域と国際社会」兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「海外研修-世界から地域を考える-」の兼担・兼任教員数を２から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習B」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習C」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習H」の兼担・兼任教員数を３から５に変更した。

・担当教員の転出に伴い、「化学理工学実験Ⅰ」「化学理工学演習Ⅱ」「卒業研究」の専任教員の配置を「助教」をそれぞれ1名減に変更。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（初級）」の兼担・兼任教員数を８から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（初級）」の兼担・兼任教員数を１０から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（中級）」の兼担・兼任教員数を１２から１３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（中級）」の兼担・兼任教員数を１3から１５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（上級）」の兼担・兼任教員数を６から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（上級）」の兼担・兼任教員数を７から８に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ（初級）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ（中級）」の兼担・兼任教員数を１０から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ（上級）」の兼担・兼任教員数を５から６に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（入門）」の兼担・兼任教員数を７から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（発展）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級フランス語（入門）」の兼担・兼任教員数を１１から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「健康・スポーツC」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるため、「化学理工学演習Ⅰ」「無機工業化学」「基礎生理学」の専任教員の配置を「教授」をそれぞれ1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「生物学」「英語論文購読Ⅰ・Ⅱ」「生命理工学実験Ⅰ・Ⅱ」「医薬品科学」「化学Ⅱ」「有機合成化学」「無機物質化学Ⅰ」「人体解剖学」「ブレイ
ンサイエンス」「卒業研究」の専任教員の配置を「准教授」をそれぞれ1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「化学理工学実験Ⅰ」「化学理工学演習Ⅱ」「確率統計学」「卒業研究」の専任教員の配置を「助教」をそれぞれ1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「微分積分学Ⅰ」「確率統計学」の兼担・兼任教員数を１名増に変更。
・担当教員の昇任に伴い、「化学理工学演習Ⅰ」「化学理工学実験Ⅱ」「卒業研究」の専任教員の配置を「准教授」を1名増にし「助教」を1名減に変更。
・担当教員の転出に伴い、「無機工業化学」「化学理工学演習Ⅰ」「卒業研究」の専任教員の配置を「准教授」を1名減に変更。

[0]

46 6 243191 6 243 46 191

選択 自由 計（Ａ） 必修 選択

　　　　 　　　　

[0] [0] [0]

設置時の計画 変更状況
備考

必修 自由 計
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

243

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

　【該当なし】

＝ 0 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目　【該当なし】

未開講の理由，代替措置の有無

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目　【該当なし】

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無
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備考

大学全体

大学全体

図書スペースの利用方法
の見直しのため(30)
図書スペースの利用方法
の見直しのため(元)

大学全体

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地
280,802 ㎡
 391,814 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
280,802 ㎡
 391,814 ㎡

運動場用地
61,037 ㎡
 92,894 ㎡

合　　　計
416,052 ㎡
 484,708 ㎡

 0 ㎡ 0 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
61,037 ㎡
 92,894 ㎡

算定の考え方が間違っ
ていたので正しい数値
に修正(29)

小　　　計
341,839 ㎡
 484,708 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
341,839 ㎡
 484,708 ㎡

そ　の　他
74,213 ㎡

 0 ㎡
0 ㎡ 0 ㎡

74,213 ㎡
 0 ㎡

（　　142,389 ㎡）
 （　　141,583 ㎡）
 （　　191,972 ㎡）

（　　　　0 ㎡） （　　　　0 ㎡）
（　　142,389 ㎡）
 （　　141,583 ㎡）
 （　　191,972 ㎡）

416,052 ㎡
 484,708 ㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計
算定の考え方が間違っ
ていたので正しい数値
に修正(29)
次世代技術実証技術研
究ラボ建設のため
（30)

142,389 ㎡
 141,583 ㎡
 191,972 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
142,389 ㎡
 141,583 ㎡
 191,972 ㎡

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

学部全体

理工学部 118 室

96 室  51 室 362 室
12 室 3 室

（補助職員　0人） （補助職員　0人）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕

理工学部

900,436〔198,532〕
 905,397〔198,852〕
 909,997〔199,025〕
 902,912〔198,398〕
 872,148〔195,791〕

11,543〔2,182〕
 11,477〔2,178〕
 11,525〔2,204〕
 11,579〔2,204〕
 11,213〔2,153〕

5,621〔5,617〕
 5,755〔5,751〕
 6,340〔5,767〕
 6,232〔5,660〕
 6,413〔5,841〕

4,577
4,556
4,743
3,850
3,744

84
87
89
82

機械・器具 標　　本

(886,718〔197,254〕)
 (891,679〔197,574〕)
 (887,312〔196,998〕)
 (872,148〔195,791〕)

（11,471〔2,178〕）
 （11,405〔2,174〕）
 （11,419〔2,204〕）
 （11,213〔2,153〕）

学部単位での特定不能な
ため、大学全体での数

視聴覚資料

0

(886,718〔197,254〕)
 (891,679〔197,574〕)
 (887,312〔196,998〕)
 (872,148〔195,791〕)

（11,471〔2,178〕）
 （11,405〔2,174〕）
 （11,419〔2,204〕）
 （11,213〔2,153〕）

（5,621〔5,617〕）
 （5,755〔5,751〕）
 （6,202〔5,630〕）
 （6,413〔5,841〕）

（4,275）
 （4,254）
 （3,750）
 （3,744）

（84）
 （87）
 （82）

（　　　0）

点 点 点

予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（28）
予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（29）
予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（30）
予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（元）

0

（5,621〔5,617〕）
 （5,755〔5,751〕）
 （6,202〔5,630〕）
 （6,413〔5,841〕）

（4,275）
 （4,254）
 （3,750）
 （3,744）

（84）
 （87）
 （82）

（　　　0）

計

900,436〔198,532〕
 905,397〔198,852〕
 909,997〔199,025〕
 902,912〔198,398〕
 872,148〔195,791〕

11,543〔2,182〕
 11,477〔2,178〕
 11,525〔2,204〕
 11,579〔2,204〕
 11,213〔2,153〕

5,621〔5,617〕
 5,755〔5,751〕
 6,340〔5,767〕
 6,232〔5,660〕
 6,413〔5,841〕

4,577
4,556
4,743
3,850
3,744

84
87
89
82

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

6,357 ㎡ 野球場 陸上競技場 テニスコート 武道場ほか

(６) 図　　書　　館

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

9,089 ㎡
664
671

682,700
680,989
677,122

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 - 千円 - 千円 図書購入費 - 千円 - 千円
経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

- 千円
国費（運営費交付金）
による経費の見

積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 - 千円 - 千円 設備購入費 - 千円 - 千円 - 千円

学生納付金以外の維持方法の概要 －

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

第６年次

- 千円 - 千円 - 千円 - 千円 - 千円 - 千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

　　　　を併せて提出してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和元年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（元）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間
の学科の
み）

開設
年度

所　在　地

年 人 年次 人 倍 年度 年度

人

人文社会科学部 4 200 3年次
10

820 － 1.04 －

　人間文化課程 4 125 6 512学士（総合科学） 1.03 － 平成28年度

　地域政策課程 4 75 4 308学士（総合科学） 1.05 － 平成28年度同上

　人間科学課程 4 － － －学士（総合科学） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

　国際文化課程 4 － － －学士（総合科学） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

　法学経済課程 4 － － －学士（総合科学） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

　環境科学課程 4 － － －学士（総合科学） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

教育学部 4 160 － 640 － 1.07 －

　学校教育教員養成課程 4 160 － 640 学士（教育） 1.07 －平成12年度

　生涯教育課程 4 － － －学士（生涯教育） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

　芸術文化課程 4 － － －学士（芸術文化） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

理工学部 4 440 3年次
20

1800 － 1.03 －

　化学・生命理工学科 4 90 2 364 学士（理工学） 1.04 －平成28年度

　物理・材料理工学科 4 80 2 324 学士（理工学） 1.04 －平成28年度同上

　システム創成工学科 4 270 16 1112 学士（工学） 1.03 －平成28年度同上

工学部 平成28年より学生募集停止

　応用化学・生命工学科 4 － － － 学士（工学） － －平成21年度 平成28年より学生募集停止

　マテリアル工学科 4 － － － 学士（工学） － －平成21年度同上 平成28年より学生募集停止

　電気電子・情報システム工学科 4 － － － 学士（工学） － －平成21年度同上 平成28年より学生募集停止

　機械システム工学科 4 － － － 学士（工学） － －平成21年度同上 平成28年より学生募集停止

　社会環境工学科 4 － － － 学士（工学） － －平成21年度同上 平成28年より学生募集停止

農学部 230 3年次
5

990 － 1.04 －

　植物生命科学科 4 40 1 162 学士（農学） 1.04 －平成28年度

　応用生物化学科 4 40 1 162 学士（農学） 1.03 －平成28年度同上

　森林科学科 4 30 － 120 学士（農学） 1.03 －平成28年度同上

　食料生産環境学科 4 60 2 244 学士（農学） 1.05 －平成28年度同上

　動物科学科 4 30 1 122 学士（農学） 1.03 －平成28年度同上

　農学生命課程 4 － － － 学士（農学） － －平成19年度同上 平成28年より学生募集停止

　応用生物化学課程 4 － － － 学士（農学） － －平成19年度同上 平成28年より学生募集停止

　共生環境課程 4 － － － 学士（農学） － －平成19年度同上 平成28年より学生募集停止

　動物科学課程 4 － － － 学士（農学） － －平成19年度同上 平成28年より学生募集停止

　共同獣医学科 6 30 － 180 学士（獣医学） 1.10 －平成24年度同上

　獣医学課程 6 － － － 学士（獣医学） － －平成19年度同上 平成24年より学生募集停止

大学全体 － 1030 35 4250 － 1.05 － － －

大 学 の 名 称 備　　考

総合科学研究科（修士課程） 2 294 － 588 － 0.95 －

　地域創生専攻 2 54 － 108 修士（農学）
修士（水産学）
修士（工学）
修士（スポーツ
健康科学）
修士（学術）

1.07 －平成29年度岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

　総合文化学専攻 2 10 － 20 修士（学術） 0.75 －平成29年度岩手県盛岡市上田3
丁目18番34号

　理工学専攻 2 180 － 360 修士（理工学）
修士（工学）
修士（芸術工
学）

0.96 －平成29年度岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

　農学専攻 2 50 － 100 修士（農学） 0.85 －平成29年度岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

　岩手大学

岩手県盛岡市上田3
丁目18番34号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番33号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

　岩手大学大学院
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人文社会科学研究科（修士課程） 2 16

　人間科学専攻 2 － － － 修士（学術） － －平成16年度 平成29年より学生募集停止

教育学研究科（専門職学位課程） 2 16 － 32 － 1.12 －

　教職実践専攻 2 16 － 32教職修士（専門職） 1.12 －平成28年度

工学研究科（博士前期課程） 2 165

　電気電子・情報システム工学専攻 2 － － － 修士（工学） － －平成21年度 平成29年より学生募集停止

　金型・鋳造工学専攻 2 － － － 修士（工学） － －平成18年度同上 平成29年より学生募集停止

農学研究科（修士課程） 2 67

　共生環境専攻 2 － － － 修士（農学） － －平成21年度 平成29年より学生募集停止

理工学研究科（博士課程） 3 18 － 18 － 0.61 －

　自然・応用科学専攻 3 6 － 6博士（理工学又は
理学）

0.50 －平成31年度

　システム創成工学専攻 3 9 － 9博士（工学） 0.33 －平成31年度同上

　デザイン・メディア工学専攻 3 3 － 3博士（工学又は芸
術工学）

1.66 －平成31年度同上

工学研究科（博士課程） 3 20

　フロンティア物質機能工学専攻 3 － － － 博士（工学） － －平成21年度 平成31年より学生募集停止

　電気電子・情報システム工学専攻 3 － － － 博士（工学） － －平成21年度同上 平成31年より学生募集停止

　機械・社会環境システム工学専攻 3 － － － 博士（工学） － －平成21年度同上 平成31年より学生募集停止

　デザイン・メディア工学専攻 3 － － －博士（工学又は芸
術工学）

－ － 平成21年度同上 平成31年より学生募集停止

獣医学研究科（博士課程） 4 5 － 10 － 1.50 －

　共同獣医学専攻 4 5 － 10 博士（獣医学） 1.50 －平成30年度

連合農学研究科（博士課程） 3 24 － 48 － 1.03 －

　生物生産科学専攻 3 9 － 18博士（農学又は学
術）

0.77 －平成30年度

　生物資源科学専攻 3 8 － 16博士（農学又は学
術）

0.75 －平成30年度同上

　地域環境創生学専攻 3 7 － 14博士（農学又は学
術）

1.71 －平成30年度同上

　生物生産科学専攻 3 － － －博士（農学又は学
術）

－ － 平成2年度同上 平成30年より学生募集停止

　生物資源科学専攻 3 － － －博士（農学又は学
術）

－ － 平成2年度同上 平成30年より学生募集停止

　寒冷圏生命システム学専攻 3 － － －博士（農学又は学
術）

－ － 平成18年度同上 平成30年より学生募集停止

　生物環境科学専攻 3 － － －博士（農学又は学
術）

－ － 平成2年度同上 平成30年より学生募集停止

大学院全体 － 357 － 696 － 1.04 － － －

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校種ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」の考え方は「大学設置等に係る提出書類の作成の手引き（平成31年度改訂版）」と同じです。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番34号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番33号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号
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【認可時又は届出時】 【平成２８年度】 【平成２９年度】 【平成３０年度】 【令和元年度】

５　教員組織の状況

＜理工学部　化学・生命理工学科＞

（１）ー① 担当教員表

担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

専 教授

(57)

工学博士

専 教授 専 教授専 教授

大石 好行

専 教授
高分子合成化学
高分子材料化学
有機工業化学
卒業研究

大石 好行
(57)

工学博士
高分子合成化学
高分子材料化学
有機工業化学
卒業研究

大石 好行
(58)

工学博士
高分子合成化学
高分子材料化学
有機工業化学
卒業研究

大石 好行
(59)

工学博士
高分子合成化学
高分子材料化学
有機工業化学
卒業研究

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(63)

理学博士

専 教授専 教授

嶋田 和明

専 教授
化学 II
有機化学Ⅰ

嶋田 和明
(63)

理学博士
化学 II
有機化学Ⅰ

嶋田 和明
(64)

理学博士
化学 II
有機化学Ⅰ

兼任 講師

(65)

理学博士

兼任 講師兼任 講師

嶋田 和明

化学 II
有機化学Ⅰ
有機合成化学

嶋田 和明
(65)

理学博士
化学 II
有機化学Ⅰ
有機合成化学

専 教授

(51)

博士（理学）

専 教授 専 教授専 教授

白井 誠之

専 教授
無機構造化学
無機反応化学
無機物質化学Ⅰ
無機物質化学Ⅱ
卒業研究

白井 誠之
(51)

博士（理学）
無機構造化学
無機反応化学
無機物質化学Ⅰ
無機物質化学Ⅱ
卒業研究

(52)

博士（理学）

白井 誠之

無機構造化学
無機反応化学
無機物質化学Ⅰ
無機物質化学Ⅱ
卒業研究

(53)

博士（理学）

白井 誠之

無機構造化学
無機反応化学
無機物質化学Ⅰ
無機物質化学Ⅱ
卒業研究

専 教授

(52)

博士（工学）

専 教授 専 教授専 教授

竹口 竜弥

専 教授
フーリエ解析
量子化学
物理化学Ⅱ
物性物理化学
卒業研究

竹口 竜弥
(52)

博士（工学）
フーリエ解析
量子化学
物理化学Ⅱ
物性物理化学
卒業研究

竹口 竜弥
(53)

博士（工学）
フーリエ解析
量子化学
物理化学Ⅱ
物性物理化学
卒業研究

竹口 竜弥
(54)

博士（工学）
フーリエ解析
量子化学
物理化学Ⅱ
物性物理化学
卒業研究

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

専 教授

(56)

博士（工学）

専 教授 専 教授専 教授

平原 英俊

専 教授

ソフトパス理工学概論
基礎分析化学
分析化学
機器分析化学
化学理工学演習Ⅱ
化学理工学研修
卒業研究

平原 英俊
(56)

博士（工学）
ソフトパス理工学概論
基礎分析化学
分析化学
機器分析化学
化学理工学演習Ⅱ
化学理工学研修
卒業研究

平原 英俊
(57)

博士（工学）
ソフトパス理工学概論
基礎分析化学
分析化学
機器分析化学
化学理工学演習Ⅱ
化学理工学研修
卒業研究

平原 英俊
(58)

博士（工学）
ソフトパス理工学概論
基礎分析化学
分析化学
機器分析化学
化学理工学演習Ⅱ
化学理工学研修
卒業研究

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

専 教授

(56)

博士（工学）

専 教授 専 教授専 教授

八代　仁

専 教授
基礎物理化学
物理化学I
基礎化学工学
卒業研究

八代　仁
(56)

博士（工学）
基礎物理化学
物理化学I
基礎化学工学
卒業研究

博士（工学）
基礎物理化学
物理化学I
基礎化学工学
卒業研究

八代　仁
(57)

博士（工学）
基礎物理化学
物理化学I
基礎化学工学
無機工業化学
化学理工学演習Ⅰ

八代　仁
(58)

専 教授

(61)

理学博士

専 教授 専 教授専 教授

一ノ瀬 充行

専 教授

確率統計学
化学生命研修Ⅱ
医薬品科学
基礎生理学
人体解剖学
臨床生理学
システム生理学
医療機器工学
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

一ノ瀬 充行
(61)

理学博士
確率統計学
化学生命研修Ⅱ
医薬品科学
基礎生理学
人体解剖学
臨床生理学
システム生理学
医療機器工学
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

一ノ瀬 充行
(62)

理学博士
確率統計学
化学生命研修Ⅱ
医薬品科学
基礎生理学
人体解剖学
臨床生理学
システム生理学
医療機器工学
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

卒業研究

一ノ瀬 充行
(63)

理学博士
確率統計学
化学生命研修Ⅱ
医薬品科学
基礎生理学
人体解剖学
臨床生理学
システム生理学
医療機器工学
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

大石 好行
(60)

＜平成28年4月＞
工学博士

高分子合成化学
高分子材料化学
有機工業化学
卒業研究

嶋田 和明
(66)

＜平成28年4月＞
理学博士

化学 II
有機化学Ⅰ
有機合成化学

白井 誠之
(54)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

無機構造化学
無機反応化学
無機物質化学Ⅰ
無機物質化学Ⅱ
卒業研究

竹口 竜弥
(55)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

フーリエ解析
量子化学
物理化学Ⅱ
物性物理化学
卒業研究

平原 英俊
(59)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

ソフトパス理工学概論
基礎分析化学
分析化学
機器分析化学
化学理工学演習Ⅱ
化学理工学研修
卒業研究

八代　仁
(59)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

基礎物理化学
物理化学I
基礎化学工学
無機工業化学
化学理工学演習Ⅰ

卒業研究

一ノ瀬 充行
(64)

＜平成28年4月＞
理学博士

確率統計学
化学生命研修Ⅱ
医薬品科学
基礎生理学
人体解剖学
臨床生理学
システム生理学
医療機器工学
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

教授 専 教授専 教授

小栗栖 太郎

専 教授

ベクトル解析
化学生命概論
生化学
分子細胞生物学Ⅲ
生物統計学
バイオテクノロジー
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
生命理工学情報
卒業研究

小栗栖 太郎
(60)

理学博士
ベクトル解析
化学生命概論
生化学
分子細胞生物学Ⅲ
生物統計学
バイオテクノロジー
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
生命理工学情報
卒業研究

(63)
＜平成28年4月＞
理学博士

ベクトル解析
化学生命概論
生化学
分子細胞生物学Ⅲ
生物統計学
バイオテクノロジー
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
生命理工学情報
卒業研究

専 教授

(60)

専 教授

(49)

博士（医学）

専 教授 専 教授専 教授

冨田 浩史

専 教授

ソフトパス理工学概論
神経科学概論
分子細胞生物学Ⅰ
生命情報学
ブレインサイエンス
再生医療工学
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

冨田 浩史
(49)

博士（医学）
ソフトパス理工学概論
神経科学概論
分子細胞生物学Ⅰ
生命情報学
ブレインサイエンス
再生医療工学
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

ソフトパス理工学概論
神経科学概論
分子細胞生物学Ⅰ
生命情報学
ブレインサイエンス
再生医療工学
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

冨田 浩史
(50)

博士（医学）

卒業研究

専
准教
授

(47)

博士（工学）

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

宇井 幸一

専
准教
授

化学Ⅰ
化学理工学演習Ⅱ
卒業研究

宇井 幸一
(47)

博士（工学）
化学Ⅰ
化学理工学演習Ⅱ
卒業研究
化学理工学実験Ⅰ

宇井 幸一
(48)

博士（工学）
化学Ⅰ
化学理工学演習Ⅱ
卒業研究
化学理工学実験Ⅰ

宇井 幸一
(49)

博士（工学）
化学Ⅰ
化学理工学演習Ⅱ
卒業研究
化学理工学実験Ⅰ

(54)

博士（工学）

専
准教
授

専
准教
授

呉　松竹

専
准教
授

無機工業化学
化学理工学演習Ⅰ
卒業研究

呉　松竹
(54)

博士（工学）
無機工業化学
化学理工学演習Ⅰ
卒業研究

呉　松竹
(55)

博士（工学）
無機工業化学
化学理工学演習Ⅰ
卒業研究

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

専
准教
授

(54)

博士（工学）

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

是永 敏伸

専
准教
授

構造有機化学
化学理工学演習Ⅰ
化学理工学実験Ⅰ
卒業研究

是永 敏伸
(54)

博士（工学）
構造有機化学
化学理工学演習Ⅰ
化学理工学実験Ⅰ
卒業研究

是永 敏伸
(55)

博士（工学）
構造有機化学
化学理工学演習Ⅰ
化学理工学実験Ⅰ
卒業研究

是永 敏伸
(56)

博士（工学）
構造有機化学
化学理工学演習Ⅰ
化学理工学実験Ⅰ
化学Ⅱ
有機合成化学

卒業研究　　

准教
授

(44)

博士（工学）

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

芝﨑 祐二

専
准教
授

基礎高分子化学
化学理工学情報Ⅰ
化学理工学情報Ⅱ
化学理工学演習Ⅱ
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究

芝﨑 祐二
(44)

博士（工学）
基礎高分子化学
化学理工学情報Ⅰ
化学理工学情報Ⅱ
化学理工学演習Ⅱ
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究

芝﨑 祐二
(45)

博士（工学）
基礎高分子化学
化学理工学情報Ⅰ
化学理工学情報Ⅱ
化学理工学演習Ⅱ
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究

博士（工学）
基礎高分子化学
化学理工学情報Ⅰ
化学理工学情報Ⅱ
化学理工学演習Ⅱ
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究

芝﨑 祐二
(46)

専

専
准教
授

(44)

博士（工学）

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

土岐 規仁

専
准教
授

基礎数学
構造物理化学
反応工学
化学理工学演習Ⅰ
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究

土岐 規仁
(44)

博士（工学）
基礎数学
構造物理化学
反応工学
化学理工学演習Ⅰ
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究

土岐 規仁
(45)

博士（工学）
基礎数学
構造物理化学
反応工学
化学理工学演習Ⅰ
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究

博士（工学）
基礎数学
構造物理化学
反応工学
化学理工学演習Ⅰ
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究

専 教授専 教授 専 教授

確率統計学
人体解剖学
バイオテクノロジー
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
卒業研究

福田　智一
(48)

博士（医学）
確率統計学
人体解剖学
バイオテクノロジー
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
卒業研究

小栗栖 太郎
(62)

理学博士
ベクトル解析
化学生命概論
生化学
分子細胞生物学Ⅲ
生物統計学
バイオテクノロジー
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
生命理工学情報
卒業研究

冨田 浩史
(51)

博士（医学）
ソフトパス理工学概論
神経科学概論
分子細胞生物学Ⅰ
生命情報学
ブレインサイエンス
再生医療工学
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
基礎生理学

土岐 規仁

福田　智一
(49)

博士（医学）
＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

＜平成28年4月＞

小栗栖 太郎
(61)

理学博士
ベクトル解析
化学生命概論
生化学
分子細胞生物学Ⅲ
生物統計学
バイオテクノロジー
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
生命理工学情報
卒業研究

理学博士

専

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(46)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

小栗栖 太郎

冨田 浩史
(52)

＜平成28年4月＞
博士（医学）

ソフトパス理工学概論
神経科学概論
分子細胞生物学Ⅰ
生命情報学
ブレインサイエンス
再生医療工学
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
基礎生理学

卒業研究

福田　智一
(50)

＜平成29年4月＞
博士（医学）

確率統計学
人体解剖学
バイオテクノロジー
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
卒業研究

宇井 幸一
(50)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

化学Ⅰ
化学理工学演習Ⅱ
卒業研究
化学理工学実験Ⅰ

是永 敏伸
(57)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

構造有機化学
化学理工学演習Ⅰ
化学理工学実験Ⅰ
化学Ⅱ
有機合成化学

卒業研究　　

芝﨑 祐二
(47)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

土岐 規仁
(47)

基礎高分子化学
化学理工学情報Ⅰ
化学理工学情報Ⅱ
化学理工学演習Ⅱ
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究

＜平成28年4月＞
博士（工学）

基礎数学
構造物理化学
反応工学
化学理工学演習Ⅰ
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・
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（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）
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専任・
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

専
准教
授

金子　武人

専
准教
授

(43)

博士（医学）
生物学
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
医薬品科学
人体解剖学
卒業研究

＜平成29年10月＞

専 教授

(50)

博士（工学）

専 教授 専 教授専
准教
授

横田 政晶

専
准教
授

基礎ゼミナール
微分方程式
社会体験学習
化学工学Ⅰ
化学工学Ⅱ
卒業研究
理工学入門化学

横田 政晶
(50)

博士（工学）
基礎ゼミナール
微分方程式
社会体験学習
化学工学Ⅰ
化学工学Ⅱ
卒業研究
理工学入門化学

横田 政晶
(52)

横田 政晶
(51)

博士（工学）
基礎ゼミナール
微分方程式
社会体験学習
化学工学Ⅰ
化学工学Ⅱ
卒業研究
理工学入門化学
化学実験

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

専
准教
授

荒木 功人

専
准教
授

生物学
国際研修
化学生命研修Ⅰ
科学英語Ⅰ
発生生物学
分子細胞生物学Ⅱ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

荒木 功人
(50)

博士（理学）
生物学
国際研修
化学生命研修Ⅰ
科学英語Ⅰ
発生生物学
分子細胞生物学Ⅱ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

(51)

博士（理学）

荒木 功人

生物学
国際研修
化学生命研修Ⅰ
科学英語Ⅰ
発生生物学
分子細胞生物学Ⅱ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

専
准教
授

(42)

博士（工学）

専
准教
授

専
准教
授

専 助教

會澤 純雄

専 助教
化学理工学実験Ⅰ
卒業研究

會澤 純雄
(42)

博士（工学）
化学理工学実験Ⅰ
卒業研究

會澤 純雄
(43)

博士（工学）
化学理工学実験Ⅰ
卒業研究
無機物質化学Ⅱ

會澤 純雄
(44)

博士（工学）
化学理工学実験Ⅰ
卒業研究
無機物質化学Ⅱ

(38)

博士（工学）

専 助教

門磨 義浩

化学理工学実験Ⅰ
卒業研究

＜平成28年4月＞

専
准教
授

(50)

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

尾﨑　拓
(35)

博士（学術）
生物学
生命情報学
分子細胞生物学Ⅰ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

生物学
生命情報学
分子細胞生物学Ⅰ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専

芝　陽子芝　陽子
(41)

博士（理学）
初年次自由ゼミナール
英語論文講読Ⅰ
科学英語Ⅰ
分子細胞生物学Ⅲ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

(42)

博士（生命科学）
神経科学概論
基礎生理学
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
ブレインサイエンス
卒業研究

尾﨑　拓
(36)

博士（学術）

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

＜平成29年4月＞

博士（工学）
基礎ゼミナール
微分方程式
社会体験学習
化学工学Ⅰ
化学工学Ⅱ
卒業研究
理工学入門化学
化学実験

荒木 功人
(52)

博士（理学）

＜平成29年4月＞

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

菅野　江里子
(41)

博士（生命科学）
神経科学概論
基礎生理学
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

博士（理学）

専
准教
授

専
准教
授

(42)

博士（理学）
初年次自由ゼミナール
英語論文講読Ⅰ
科学英語Ⅰ
分子細胞生物学Ⅲ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

菅野　江里子

生物学
国際研修
化学生命研修Ⅰ
科学英語Ⅰ
発生生物学
分子細胞生物学Ⅱ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

准教
授

横田 政晶
(53)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

基礎ゼミナール
微分方程式
社会体験学習
化学工学Ⅰ
化学工学Ⅱ
卒業研究
理工学入門化学
化学実験

荒木 功人
(53)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

博士（学術）
生物学
生命情報学
分子細胞生物学Ⅰ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

尾﨑　拓
(37)

＜平成29年4月＞

生物学
国際研修
化学生命研修Ⅰ
科学英語Ⅰ
発生生物学
分子細胞生物学Ⅱ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

芝　陽子
(43)

＜平成29年4月＞
博士（理学）

初年次自由ゼミナール
英語論文講読Ⅰ
科学英語Ⅰ
分子細胞生物学Ⅲ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

菅野　江里子
(43)

＜平成29年4月＞
博士（生命科学）
神経科学概論
基礎生理学
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
ブレインサイエンス
卒業研究

會澤 純雄
(45)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

化学理工学実験Ⅰ
卒業研究
無機物質化学Ⅱ

金子　武人
(44)

＜平成29年10月＞
博士（医学）

生物学
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
医薬品科学
人体解剖学
卒業研究
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

専 助教

万代　俊彦
(32)

＜平成29年10月＞

化学理工学実験Ⅰ
化学理工学演習Ⅱ
卒業研究
基礎ゼミナール

専 助教

(54)

博士（理学）

専 助教 専 助教専 助教

鈴木 映一

専 助教
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究

鈴木 映一
(54)

博士（理学）
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究

博士（理学）
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究

鈴木 映一
(55)

鈴木 映一
(56)

博士（理学）
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

専
准教
授

(45)

博士（工学）

専 助教 専
准教
授

専 助教

七尾 英孝

専 助教

化学理工学演習Ⅰ
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究

七尾 英孝
(45)

博士（工学）
化学理工学演習Ⅰ
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究

七尾 英孝
(46)

博士（工学）
化学理工学演習Ⅰ
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究

化学理工学演習Ⅰ
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究
無機物質化学Ⅰ
基礎ゼミナール

七尾 英孝
(47)

博士（工学）
＜平成28年4月＞

専 助教

(36)

博士（工学）

専 助教 専 助教専 助教

村岡 宏樹

専 助教
化学理工学演習Ⅱ
化学理工学実験Ⅰ
卒業研究

村岡 宏樹
(36)

博士（工学）
化学理工学演習Ⅱ
化学理工学実験Ⅰ
卒業研究

博士（工学）
化学理工学演習Ⅱ
化学理工学実験Ⅰ
卒業研究

村岡 宏樹
(37)

博士（工学）
化学理工学演習Ⅱ
化学理工学実験Ⅰ
卒業研究

村岡 宏樹
(38)

専 助教

(53)

博士（理学）

専 助教 専 助教専 助教

坂田 和実

専 助教

生体計測工学
生命理工学演習Ⅰ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

坂田 和実
(53)

博士（理学）
生体計測工学
生命理工学演習Ⅰ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

生体計測工学
生命理工学演習Ⅰ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

坂田 和実
(54)

博士（理学）
生体計測工学
生命理工学演習Ⅰ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
確率統計学

坂田 和実
(55)

博士（理学）

卒業研究

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

専 助教

(45)
＜平成28年4月＞

専 助教 専 助教専 助教

若林 篤光

専 助教

分子遺伝学
生命理工学演習Ⅱ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

若林 篤光
(45)

＜平成28年4月＞

分子遺伝学
生命理工学演習Ⅱ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

若林 篤光
(46)

＜平成28年4月＞

分子遺伝学
生命理工学演習Ⅱ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

＜平成28年4月＞

分子遺伝学
生命理工学演習Ⅱ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

若林 篤光

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）

博士（理学）

(47)

博士（理学）

鈴木 映一
(57)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

化学理工学実験Ⅱ
卒業研究

生体計測工学
生命理工学演習Ⅰ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
確率統計学

卒業研究

若林 篤光
(48)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

分子遺伝学
生命理工学演習Ⅱ
英語論文講読Ⅰ
英語論文講読Ⅱ
生命理工学実験Ⅰ
生命理工学実験Ⅱ
卒業研究

七尾 英孝
(48)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

化学理工学演習Ⅰ
化学理工学実験Ⅱ
卒業研究
無機物質化学Ⅰ
基礎ゼミナール

村岡 宏樹
(39)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

化学理工学演習Ⅱ
化学理工学実験Ⅰ
卒業研究

坂田 和実
(56)

＜平成28年4月＞
博士（理学）
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

＜平成28年4月＞
理学博士

有機化学Ⅱ
有機化学Ⅲ
有機反応化学

兼担 教授

(47) (47) (48) (49)

博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）

兼担 教授

成田 晋也

兼担 教授

成田 晋也

博士（理学）
科学技術
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

科学技術
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

兼担 教授

成田 晋也

兼担 教授

成田 晋也

科学技術
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

兼任　

兼担 教授

尾台　喜孝

兼担 教授

尾台　喜孝

数理のひろがり
微分積分学Ⅱ

数理のひろがり
微分積分学Ⅱ

兼担 教授

(57) (57) (58) (59)

理学博士 理学博士 理学博士

兼担 教授

小川　智

兼担 教授

小川　智

理学博士
有機化学Ⅱ
有機化学Ⅲ
有機反応化学

有機化学Ⅱ
有機化学Ⅲ
有機反応化学

兼担 教授

小川　智

兼担 教授

小川　智

有機化学Ⅱ
有機化学Ⅲ
有機反応化学

有機化学Ⅱ
有機化学Ⅲ
有機反応化学

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

小川　智
(60)

兼担 教授

(57) (57) (58) (59)

博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）
兼担 教授

尾台　喜孝

兼担 教授

尾台　喜孝

博士（理学）
数理のひろがり
微分積分学Ⅱ

数理のひろがり
微分積分学Ⅱ

兼担
准教
授

石垣　剛

兼担
准教
授

石垣　剛

宇宙のしくみ
物理学Ⅰ

宇宙のしくみ
物理学Ⅰ

兼担 教授

(51) (51) (52) (53)

博士（工学） 博士（工学） 博士（工学）
兼担 教授

萩原 義裕

兼担 教授

萩原 義裕

博士（工学）
理工学入門数学Ⅰ 理工学入門数学Ⅰ

兼担 教授
理工学入門数学Ⅰ 理工学入門数学Ⅰ

兼担 教授

(61) (61) (62) (63)

兼担 教授

兼担
准教
授

(48) (48) (49) (50)

博士（工学） 博士（工学） 博士（工学）
兼担

准教
授

川崎　秀二

兼担
准教
授

川崎　秀二

博士（工学）
自然と数理
線形代数学

自然と数理
線形代数学

兼担
准教
授

川崎　秀二

兼担
准教
授

川崎　秀二

自然と数理
線形代数学

自然と数理
線形代数学

兼担
准教
授

(45) (45) (46) (47)

博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）
兼担

准教
授

石垣　剛

兼担
准教
授

石垣　剛

兼担
准教
授

木村　毅

兼担
准教
授

木村　毅

分子構造解析学 分子構造解析学

兼担 教授

(49) (49) (50) (51)

博士（工学） 博士（工学） 博士（工学）
兼担 教授

藤本 忠博

兼担 教授

藤本 忠博

博士（工学）
理工学入門数学Ⅱ 理工学入門数学Ⅱ

兼担
准教
授

兼担
准教
授

(42) (42) (43) (44)

博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）
兼担

准教
授

奈良　光紀

兼担
准教
授

奈良　光紀

博士（理学）
自然と数理
微分積分学Ⅰ

自然と数理
微分積分学Ⅰ

兼担
准教
授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

(45) (45) (46) (47)

博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）
兼担

准教
授

寺﨑　正紀

兼担
准教
授

寺﨑　正紀

博士（理学）
物質の世界
化学実験

物質の世界
化学実験

藤本 忠博

兼担 教授

藤本 忠博

理工学入門数学Ⅱ 理工学入門数学Ⅱ

兼担
准教
授

寺﨑　正紀

兼担
准教
授

寺﨑　正紀

物質の世界
化学実験

物質の世界
化学実験

兼担
准教
授

(55) (55) (56) (57)

博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）
兼担

准教
授

木村　毅

兼担
准教
授

木村　毅

博士（理学）
分子構造解析学

(52) (52) (53) (54)

兼担 教授

(52) (52)

博士（工学）
兼担 教授

花原　和之

兼担 教授

花原　和之

博士（工学）
微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅰ

＜平成28年10月＞ ＜平成28年10月＞

織田　信男 織田　信男

修士（文学） 修士（文学）
兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

心の理解 心の理解 心の理解 心の理解

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

織田　信男 織田　信男

＜平成28年4月＞
修士（文学） 修士（文学）

兼担 教授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

西崎　滋

兼担 教授

西崎　滋

宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理学Ⅱ

宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理学Ⅱ
物理学Ⅰ

萩原 義裕

兼担 教授

萩原 義裕

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（理学）
宇宙のしくみ
物理学Ⅰ

宇宙のしくみ
物理学Ⅰ

科学技術
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

理学博士 理学博士 理学博士

兼担 教授

西崎　滋

兼担 教授

西崎　滋

理学博士
宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理学Ⅱ
物理学Ⅰ

宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理学Ⅱ
物理学Ⅰ

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

奈良　光紀

兼担
准教
授

奈良　光紀

自然と数理
微分積分学Ⅰ

自然と数理
微分積分学Ⅰ

分子構造解析学

尾台　喜孝
(60)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

数理のひろがり
微分積分学Ⅱ

成田 晋也
(50)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

科学技術
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

西崎　滋
(64)

＜平成28年4月＞
理学博士

宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理学Ⅱ
物理学Ⅰ

萩原 義裕
(54)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

理工学入門数学Ⅰ

石垣　剛
(48)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

宇宙のしくみ
物理学Ⅰ

川崎　秀二
(51)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

自然と数理
線形代数学

奈良　光紀
(45)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

自然と数理
微分積分学Ⅰ

藤本 忠博
(52)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

理工学入門数学Ⅱ

木村　毅
(58)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

分子構造解析学

寺﨑　正紀
(48)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

物質の世界
化学実験

花原　和之
(52)

＜平成28年10月＞
博士（工学）

微分積分学Ⅰ

＜平成28年4月＞
修士（文学）

心の理解

織田　信男
(55)
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

齋藤　博次
(63)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
(62)

文学修士 文学修士 文学修士 文学修士
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｃ
英語発展Ｄ
英語発展Ｆ
欧米の文学

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼任 講師 兼任 教授

(60) (61)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼担 教授

＜平成28年4月＞

哲学博士 哲学博士 哲学博士 哲学博士
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展）

中級ドイツ語
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

(55)
大友　展也 大友　展也 大友　展也 大友　展也

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

理学修士 理学修士 理学修士 理学修士

山口　浩

松岡　和生 松岡　和生 松岡　和生 松岡　和生

竹村（大渕）祥子 竹村（大渕）祥子 竹村（大渕）祥子 竹村（大渕）祥子
(57) (57) (58)

兼担 教授
文学修士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

文学修士 文学修士 文学修士 文学修士
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

北村　一親 北村　一親 北村　一親 北村　一親
(57) (57) (58) (59)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

(59)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

地域と生活
地域と社会

地域と生活
地域と社会

地域と生活
地域と社会
岩手の研究

山口　浩 山口　浩 山口　浩
(61) (61) (62) (63)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

文学修士 文学修士 文学修士 文学修士
心の理解 心の理解 心の理解 心の理解

(58) (58)

＜平成28年4月＞

池田　成一
(65)

＜平成31年4月＞

文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

文学修士 文学修士 文学修士 文学修士
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）
欧米の言語論

英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
欧米の言語論
英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
欧米の言語論

英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
欧米の言語論

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

地域と生活
地域と社会
岩手の研究

髙橋　宏一 髙橋　宏一 髙橋　宏一 髙橋　宏一
(61) (61) (62) (63)

(59) (60)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

心の理解 心の理解

文学修士 文学修士 文学修士 文学修士
社会的人間論
現代社会の社会学

社会的人間論
現代社会の社会学 現代社会の社会学

社会的人間論
現代社会の社会学

＜平成28年4月＞

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

後藤　尚人 後藤　尚人 後藤　尚人
(57) (57) (58) (59)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

欧米の思想と文化 欧米の思想と文化 欧米の思想と文化

文学修士 文学修士 文学修士 文学修士
心の理解 心の理解

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

文学修士 文学修士 文学修士 文学修士
日本の文学
日本語表現技術入門

日本の文学
日本語表現技術入門

日本の文学
日本語表現技術入門

日本の文学
日本語表現技術入門

家井　美千子 家井　美千子

欧米の思想と文化

池田　成一 池田　成一 池田　成一 池田　成一
(62) (62) (63) (64)

家井　美千子 家井　美千子
(59) (59)

＜平成28年4月＞

文学修士

(55) (56) (57)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

欧米の思想と文化

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

文学修士 文学修士 文学修士 文学修士
初級フランス語(発展)
ボランティアとリー
ダーシップ
危機管理と復興

初級フランス語(発展)
ボランティアとリー
ダーシップ
危機管理と復興

初級フランス語(発展)
ボランティアとリー
ダーシップ
危機管理と復興

齋藤　伸治 齋藤　伸治 齋藤　伸治
(54) (54) (55) (56)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

齋藤　伸治

初級フランス語(発展)
ボランティアとリー
ダーシップ
危機管理と復興

後藤　尚人

齋藤　博次 齋藤　博次 齋藤　博次
(61) (61)

北村　一親
(60)

＜平成28年4月＞

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

髙橋　宏一
(64)

＜平成28年4月＞
理学修士

地域と生活
地域と社会
岩手の研究

竹村（大渕）祥子
(60)

＜平成28年4月＞
文学修士

社会的人間論
現代社会の社会学

松岡　和生
(61)

＜平成28年4月＞

山口　浩
(64)

＜平成28年4月＞
文学修士

心の理解

家井　美千子
(62)

＜平成28年4月＞

文学修士
心の理解

文学修士
日本の文学
日本語表現技術入門

池田　成一
(65)

＜平成28年4月＞
文学修士

欧米の思想と文化

大友　展也
(58)

＜平成28年4月＞
哲学博士

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

後藤　尚人
(60)

＜平成28年4月＞
文学修士

初級フランス語(発展)
ボランティアとリー
ダーシップ
危機管理と復興

齋藤　伸治
(57)

＜平成28年4月＞
文学修士

英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
欧米の言語論

齋藤　博次
(64)

＜平成28年4月＞
文学修士

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

＜平成28年4月＞
博士（学術）博士（学術）

＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）
哲学の世界 哲学の世界 哲学の世界

＜平成28年4月＞

博士（教育学） 博士（教育学） 博士（教育学） 博士（教育学）
心の理解 心の理解 心の理解 心の理解

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

修士（社会学） 修士（社会学） 修士（社会学） 修士（社会学）
社会的人間論
現代社会の社会学

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

文学修士

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

(56)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（文学）

中村　安宏 中村　安宏 中村　安宏 中村　安宏
(54) (54) (55)

文学修士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

山本　昭彦 山本　昭彦 山本　昭彦 山本　昭彦

文学修士 文学修士

(56)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
宮沢賢治の世界

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

欧米の文学

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

(61)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(59) (59) (60)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）
日本の歴史と文化
東北の歴史 東北の歴史 東北の歴史 東北の歴史

(56)

＜平成28年4月＞

文学修士 文学修士 文学修士 文学修士
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

ジェンダーの歴史と文
化
女性と科学の関係史

ジェンダーの歴史と文
化
女性と科学の関係史

ジェンダーの歴史と文
化
女性と科学の関係史

ジェンダーの歴史と文
化
女性と科学の関係史

海妻（内田）径子 海妻（内田）径子 海妻（内田）径子 海妻（内田）径子
(47) (47) (48) (49)

＜平成28年4月＞

Master of Arts　in
the Humanitie（米

国）

Master of Arts　in
the Humanitie（米

国）

＜平成28年4月＞

現代社会の社会学

博士（文学） 博士（文学）
日本の思想と文化 日本の思想と文化 日本の思想と文化 日本の思想と文化

(58)

松林　城弘 松林　城弘 松林　城弘
(57) (57) (58)

松林　城弘
(59)

小野澤　章子 小野澤　章子 小野澤　章子
(48) (48) (49) (50)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

文学修士 文学修士 文学修士
芸術の世界 芸術の世界

(54) (55)
＜平成28年4月＞

博士（文学）

(56) (57)

樋口　知志 樋口　知志 樋口　知志 樋口　知志

(55)

＜平成28年4月＞

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

横井　雅明 横井　雅明 横井　雅明 横井　雅明

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

芸術の世界 芸術の世界

木村　直弘

(55)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

教育学修士 教育学修士 教育学修士 教育学修士
英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｅ
英語発展Ｇ
英語発展Ｈ

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）

木村　直弘 木村　直弘 木村　直弘
(54)

奥野　雅子 奥野　雅子 奥野　雅子 奥野　雅子

文学修士

(56) (56) (57) (58)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(56) (57)

社会的人間論
現代社会の社会学

社会的人間論
現代社会の社会学

小野澤　章子

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(46) (47) (48)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（学術）

＜平成28年4月＞

対人関係の心理学 対人関係の心理学 対人関係の心理学

鈴木　護
(46)

博士（学術）

＜平成28年4月＞

梶（福家）さやか 梶（福家）さやか 梶（福家）さやか 梶（福家）さやか

Master of Arts　in
the Humanitie（米

国）

Master of Arts　in
the Humanitie（米

国）
対人関係の心理学

哲学の世界

音喜多　信博 音喜多　信博 音喜多　信博 音喜多　信博
(49) (49) (50) (51)

鈴木　護 鈴木　護 鈴木　護

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）
欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化

(38) (38) (39) (40)
＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞

中村　安宏
(57)

＜平成28年4月＞
博士（文学）

日本の思想と文化

樋口　知志
(59)

＜平成28年4月＞
博士（文学）

東北の歴史

松林　城弘
(60)

＜平成28年4月＞
教育学修士

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

山本　昭彦
(62)

＜平成28年4月＞
文学修士

初級フランス語(発展)

横井　雅明
(58)

＜平成28年4月＞
文学修士

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

木村　直弘
(57)

＜平成28年4月＞
文学修士

芸術の世界

奥野　雅子
(59)

＜平成28年4月＞
博士（教育学）

心の理解

小野澤　章子
(51)

＜平成28年4月＞
修士（社会学）

現代社会の社会学

鈴木　護
(49)

＜平成28年4月＞
Master of Arts　in
the Humanitie（米

国）
対人関係の心理学

音喜多　信博
(52)

＜平成28年4月＞
博士（文学）

哲学の世界

海妻（内田）径子
(50)

＜平成28年4月＞
博士（学術）

ジェンダーの歴史と文
化
女性と科学の関係史

梶（福家）さやか
(41)

＜平成28年4月＞
博士（文学）

欧米の歴史と文化
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

(54) (54) (55)

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

(43)
＜平成30年4月＞

西田　文信 西田　文信

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

Schwamborn　Frank Schwamborn　Frank

ＰＨ．Ｄ
（Education)

ＰＨ．Ｄ
（Education)

Schwamborn　Frank Schwamborn　Frank

＜平成28年4月＞

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

博士（文学） 博士（文学）博士（文学） 博士（文学）

(40) (40) (41) (42)
＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

博士前期課程（言
語・文学・社会）
（INALCO）

博士前期課程（言
語・文学・社会）
（INALCO）

博士前期課程（言
語・文学・社会）
（INALCO）

博士前期課程（言
語・文学・社会）
（INALCO）

川村　和宏 川村　和宏 川村　和宏
(39) (39) (40) (41)

＜平成28年4月＞
(47) (48)

Doktorder
Philosophie（独

国）

Doktorder
Philosophie（独

国）

中里　まき子 中里　まき子

Doktorder
Philosophie（独

国）

Doktorder
Philosophie（独国）

中里　まき子 中里　まき子

(56) (56) (57)

小島（川端）聡子 小島（川端）聡子
(47)

鋤田　智彦

Master of Arts（米国） Master of Arts（米国）

橋本　学

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

修士（文学） 修士（文学） 修士（文学） 修士（文学）
言葉の世界 言葉の世界 言葉の世界 言葉の世界

宮沢賢治の世界

(45) (45) (46) (47)
小林　葉子 小林　葉子

小島（川端）聡子 小島（川端）聡子

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

博士(文学)

髙橋　愛

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅱ（初級）
コミュニケーションの
現在

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

コミュニケーションの
現在
英語総合Ⅱ（中級）

橋本　学 橋本　学

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅱ（初級）
コミュニケーションの
現在

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅱ（初級）
コミュニケーションの
現在

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

ＰＨ．Ｄ
（Education)

ＰＨ．Ｄ
（Education)

(49)

＜平成28年4月＞

GRAS　Alexandre　Jean GRAS　Alexandre　Jean GRAS　Alexandre　Jean GRAS　Alexandre　Jean

(41) (41) (42)

小林　葉子 小林　葉子

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
欧米の文学

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
欧米の文学

川村　和宏

(43)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(58)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ａ
英語発展Ｄ

博士(学術)

(40)
＜平成30年4月＞

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中国の文学

文学修士 文学修士 文学修士 文学修士
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

橋本　学
(56)

(43) (43)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(42)
＜平成28年4月＞
博士（文学）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
欧米の文学

GRAS　Alexandre　Jean

(44)
＜平成28年4月＞
博士前期課程（言
語・文学・社会）
（INALCO）

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

川村　和宏

小島（川端）聡子
(50)

＜平成28年4月＞
修士（文学）

言葉の世界
宮沢賢治の世界

小林　葉子
(48)

＜平成28年4月＞

ＰＨ．Ｄ
（Education)

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

Schwamborn　Frank
(59)

＜平成28年4月＞
Doktorder

Philosophie（独
国）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

中里　まき子
(43)

＜平成28年4月＞
博士（文学）

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

鋤田　智彦
(41)

＜平成30年4月＞
博士(文学)

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

髙橋　愛
(44)

＜平成30年4月＞
博士(学術)

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

水野　延之
(39)

＜平成31年4月＞
博士（文学）

欧米の歴史と文化

橋本　学
(57)

＜平成28年4月＞
文学修士

英語総合Ⅱ（上級）
コミュニケーションの
現在
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

(48) (49) (50)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

浅沼　道成 浅沼　道成

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 講師 兼担 講師 兼担 講師

SMILEY JIM SMILEY JIMSMILEY JIM

情報基礎 情報基礎 情報基礎
歯学博士 歯学博士

栗林　徹 栗林　徹

歯学博士

栗林　徹

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

江原　勝行 江原　勝行 江原　勝行 江原　勝行

中級ロシア語 中級ロシア語
初級ロシア語（入門）

中級ロシア語
初級ロシア語（入門）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

中級ロシア語
初級ロシア語（入門）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

堀口　大樹 堀口　大樹

兼担 教授

博士（学術） 博士（学術） 博士（学術）

堀口　大樹 堀口　大樹
(31) (31) (32) (33)

博士(医学)

博士（学術）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

修士（歴史音楽学） 修士（歴史音楽学）

遠藤　教昭 遠藤　教昭

修士（歴史音楽学）

修士（法学） 修士（法学） 修士（法学） 修士（法学）
憲法 憲法 憲法

＜平成28年4月＞

教授 兼担

遠藤　教昭

(47) (48) (49)

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ａ

英語発展Ｄ
宮沢賢治の世界

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ａ

英語発展Ｄ
宮沢賢治の世界

修士（文学）修士（文学） 修士（文学）

(50) (50) (51)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

憲法
現代の諸問題

憲法
現代の諸問題

憲法
現代の諸問題

憲法
現代の諸問題

博士（法学） 博士（法学）

初級ロシア語（入門）
初級ロシア語（発展）

初級ロシア語（入門）
初級ロシア語（発展）

初級ロシア語（入門）
初級ロシア語（発展）

＜平成28年4月＞

秋田　淳子秋田　淳子 秋田　淳子

英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ａ
英語発展Ｂ

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(40) (41) (42)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

河合　塁 河合　塁河合　塁 河合　塁

(44) (44) (45) (46)
＜平成28年4月＞

憲法

博士（社会学） 博士（社会学） 博士（社会学） 博士（社会学）
初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

博士（法学） 博士（法学）

(40)

梁　仁實 梁　仁實 梁　仁實 梁　仁實
(44) (44) (45) (46)

教授 兼担 教授

工学博士

教育学修士 教育学修士

白倉　孝行 白倉　孝行

教育学修士

白倉　孝行

(57)

情報基礎
三陸の研究
初年次自由ゼミナール

情報基礎
三陸の研究
初年次自由ゼミナール

情報基礎
三陸の研究

博士(理学) 博士(理学)博士(理学)

(58) (59)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

五味　壮平 五味　壮平

浅沼　道成

工学博士

(59) (60) (61)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

(59) (60)

＜平成28年4月＞

(58)

兼担

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（学術）

(35) (36) (37)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

麻田　雅文 麻田　雅文

工学博士

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

博士（学術） 博士（学術）

情報基礎 情報基礎 情報基礎

麻田　雅文

五味　壮平

(58) (59) (60)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士(医学) 博士(医学)

堀口　大樹
(34)

＜平成28年4月＞
博士（学術）

中級ロシア語
初級ロシア語（入門）

梁　仁實
(47)

＜平成28年4月＞
博士（社会学）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

河合　塁
(43)

＜平成28年4月＞
博士（法学）

憲法
現代の諸問題

五味　壮平
(51)

＜平成28年4月＞
博士(理学)

情報基礎
三陸の研究

浅沼　道成
(60)

＜平成28年4月＞
教育学修士

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

白倉　孝行
(62)

＜平成28年4月＞
工学博士

情報基礎

麻田　雅文
(38)

＜平成28年4月＞
博士（学術）

初級ロシア語（入門）
初級ロシア語（発展）

SMILEY JIM
(50)

＜平成28年4月＞
修士（歴史音楽学）
英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

栗林　徹
(61)

＜平成28年4月＞
博士(医学)

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

准教
授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授兼担

(42) (42)

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

宮本　ともみ 宮本　ともみ

杭田　俊之 杭田　俊之 杭田　俊之 杭田　俊之

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（農学） 博士（農学）

(54) (55)

博士（農学）
現代社会と経済 現代社会と経済

(53) (53)

現代社会と経済
岩手の研究

現代社会と経済
岩手の研究

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

竹原　明秀 竹原　明秀 竹原　明秀

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(61) (61)

哲学の世界

松岡　勝実

兼担 教授 兼担 教授

兼任 講師

兼担 教授 兼担 教授

兼任 講師

現代社会と経済
博士（経営学）

(64) (64)

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

横山　英信

市民生活と法 市民生活と法

(55) (55)

市民生活と法 市民生活と法

内田　浩 内田　浩

菊池　孝美

憲法
現代社会をみる視角

憲法 憲法 憲法
博士（法学）

竹原　明秀
(57) (57) (58) (59)

横山　英信

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学）

笹尾　俊明 笹尾　俊明

横山　英信 横山　英信

博士（経済学）
経済のしくみ 経済のしくみ

(46) (46)

経済のしくみ 経済のしくみ

齊藤　彰一 齊藤　彰一 齊藤　彰一 齊藤　彰一

経済学修士 経済学修士 経済学修士 経済学修士
経済のしくみ 経済のしくみ経済のしくみ

＜平成28年4月＞

笹尾　俊明

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（経済学） 博士（経済学） 博士（経済学）

(43) (44)

博士（経済学）
経済のしくみ
環境マネジメントと岩
手大学

経済のしくみ
環境マネジメントと岩
手大学

＜平成28年4月＞

博士（法学）博士（法学） 博士（法学）

(54)

(64) (64)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(54) (55) (56)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

内田　浩

博士（経済学）

＜平成28年4月＞

博士（経済学）

菊池　孝美

＜平成29年4月＞
(65)

菊池　孝美

田口　典男 田口　典男

(65)
＜平成29年4月＞

現代社会と経済

博士（経営学） 博士（経営学）

田口　典男

＜平成28年4月＞

現代社会と経済 現代社会と経済

現代社会と経済
博士（経済学）

内田　浩

理学博士 理学博士 理学博士 理学博士
生命のしくみ
地域の環境保全を考え
る

生命のしくみ
地域の環境保全を考え
る

生命のしくみ
地域の環境保全を考え
る

生命のしくみ
地域の環境保全を考え
る

現代社会と経済

＜平成28年4月＞
文学修士

哲学の世界

＜平成28年4月＞
博士（法学）

現代の諸問題

宮本　ともみ
(58)

哲学の世界
「環境」を考える

開　龍美 開　龍美 開　龍美 開　龍美

宮本　ともみ

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士

(62) (63)

文学修士

(56) (57)

(53) (53)

市民生活と法 市民生活と法

松岡　勝実

＜平成28年4月＞

哲学の世界 哲学の世界

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（経済学） 博士（経済学） 博士（経済学）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
(51) (52)(50) (50)

経済のしくみ

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(47) (48)

博士（農学）

経済のしくみ
環境マネジメントと岩
手大学

経済のしくみ
環境マネジメントと岩
手大学

笹尾　俊明

宮本　ともみ

内田　浩
(57)

＜平成28年4月＞
博士（法学）

憲法

渡部（角谷）あさみ
(35)

＜平成30年4月＞
博士（経営学）

現代社会と経済

竹原　明秀
(60)

＜平成28年4月＞
理学博士

生命のしくみ
地域の環境保全を考え
る

開　龍美
(64)

＜平成28年4月＞
博士（法学）

市民生活と法

横山　英信

松岡　勝実
(56)

(56)
＜平成28年4月＞
博士（農学）

現代社会と経済

杭田　俊之
(53)

＜平成28年4月＞
経済学修士

経済のしくみ

齊藤　彰一
(49)

＜平成28年4月＞
博士（経済学）

経済のしくみ

笹尾　俊明
(45)

＜平成28年4月＞
博士（経済学）

経済のしくみ
環境マネジメントと岩
手大学
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

遠藤　匡俊 遠藤　匡俊 遠藤　匡俊 遠藤　匡俊

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士

宇佐美　公生 宇佐美　公生 宇佐美　公生

兼担 教授 兼担 教授 兼担

兼担 教授 兼担 教授

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師
保健学博士

心と表象

兼担 教授

兼任 講師

(63)

(64) (64)

(66)

心の理解
心と表象 心と表象

我妻　則明 我妻　則明

保健学博士

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

市民生活と法
現代社会をみる視角

市民生活と法市民生活と法 市民生活と法
現代社会をみる視角

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ
公共社会

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ

現代社会をみる視覚

(42) (42)

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ
公共社会

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ
公共社会

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

博士（法学）

(49) (49)
西牧　正義 西牧　正義 西牧　正義 西牧　正義

博士（学術） 博士（学術） 博士（学術） 博士（学術）
持続可能なコミュニ
ティーづくり実践学
地元の企業に学ぶＥＳ
Ｄ
環境マネジメント実践
学

持続可能なコミュニ
ティーづくり実践学
地元の企業に学ぶＥＳ
Ｄ
環境マネジメント実践
学

持続可能なコミュニ
ティーづくり実践学
地元の企業に学ぶＥＳ
Ｄ
環境マネジメント実践
学

持続可能なコミュニ
ティーづくり実践学
地元の企業に学ぶＥＳ
Ｄ
環境マネジメント実践
学

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
(42) (43)(41) (41)

塚本　善弘塚本　善弘 塚本　善弘
(48) (49)

塚本　善弘

中島　清隆

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（地域社会システム） 修士（地域社会システム） 修士（地域社会システム） 修士（地域社会システム）

現代社会の社会学
社会的人間論 社会的人間論

(47) (47)

現代社会の社会学 現代社会の社会学
社会的人間論

中島　清隆 中島　清隆 中島　清隆

(39)

博士（経済学）

哲学博士（Ph.D.）
（米国

市民生活と法 市民生活と法

深澤　泰弘 深澤　泰弘 深澤　泰弘 深澤　泰弘

＜平成28年4月＞

藤本　幸二 藤本　幸二 藤本　幸二 藤本　幸二

(40) (41)(39) (39)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学） 博士（法学）

(50) (51)

(65)

心の理解

阿久津　洋巳

哲学博士（Ph.D.）
（米国

心の理解

公共社会

＜平成30年4月＞

＜平成30年4月＞

倫理学の世界 倫理学の世界

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(60) (61)
宇佐美　公生

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
保健学博士

(31)

現代社会と経済

島田　佳憲

＜平成28年4月＞

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ
現代社会をみる視覚
地域課題演習H

佐藤　一光
(40)

＜平成30年4月＞
博士（経済学）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

阿久津　洋巳

佐藤　一光

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学） 博士（法学）

(43) (44)

博士（法学）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（法学） 修士（法学） 修士（法学） 修士（法学）

市民生活と法 市民生活と法

＜平成28年4月＞
修士（法学）

市民生活と法

藤本　幸二
(45)

＜平成28年4月＞
博士（法学）

公共社会

保健学博士

理学博士
地域と生活 地域と生活

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
(62) (63)(61) (61)

地域と生活 地域と生活

(65)

心の理解
心と表象

我妻　則明 我妻　則明

文学修士 文学修士
倫理学の世界 倫理学の世界

(59) (59)

兼担 教授 教授

理学博士 理学博士 理学博士

塚本　善弘
(50)

＜平成28年4月＞
修士（地域社会システム）

社会的人間論

中島　清隆
(44)

＜平成28年4月＞
博士（学術）

持続可能なコミュニ
ティーづくり実践学
地元の企業に学ぶＥＳ
Ｄ
環境マネジメント実践
学

西牧　正義
(52)

＜平成28年4月＞
博士（法学）

市民生活と法

深澤　泰弘
(42)

我妻　則明
(66)

＜平成29年4月＞

宇佐美　公生
(62)

＜平成28年4月＞
文学修士

保健学博士

心と表象

倫理学の世界

遠藤　匡俊
(64)

＜平成28年4月＞
理学博士

地域と生活
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保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

文学修士 文学修士
上級日本語Ｇ
地域課題演習D 地域課題演習D

兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師
博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）

地域と社会
自然災害と社会 自然災害と社会 自然災害と社会

(60)

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

自然のしくみ
図書館への招待

武井　隆明 武井　隆明

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

土井　宣夫

地域と社会
自然災害と社会

地域と社会
自然災害と社会

土井　宣夫 土井　宣夫

川田　浩一

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
体育学修士 体育学修士 体育学修士

(59) (60)

体育学修士
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

(58)

(50)

菊地　悟 菊地　悟 菊地　悟 菊地　悟

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士

アジアの思想と文化
日本の歴史と文化

アジアの思想と文化
日本の歴史と文化

(60) (60)

アジアの思想と文化
日本の歴史と文化
アジアの歴史と文化

アジアの思想と文化
日本の歴史と文化
アジアの歴史と文化

菅野　文夫 菅野　文夫 菅野　文夫

(65)

博士（教育学）
三陸の研究

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（理学） 博士（理学）

(64) (64)

＜平成28年4月＞

土井　宣夫

＜平成28年4月＞

博士（理学）
自然のしくみ

(65)

(65) (65) (66)

名越　利幸

(64)

自然のしくみ

博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学）
憲法 憲法 憲法 憲法

菊地　洋 菊地　洋 菊地　洋 菊地　洋
(44) (44) (45) (46)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
博士（理学）

(63) (63)

自然のしくみ
図書館への招待

自然のしくみ

教授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士

(61) (61)

上級日本語Ｈ
言葉の世界

上級日本語Ｈ

大野　眞男 大野　眞男

数理のひろがり

健康・スポーツＢ

清水　茂幸 清水　茂幸 清水　茂幸 清水　茂幸

文学修士 文学修士
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(59) (60)(58) (58)

上級日本語Ｄ 上級日本語Ｄ
文学修士

(61) (62)
菅野　文夫

＜平成28年4月＞
博士（数学）

(58)

健康・スポーツＡ 健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

鎌田　安久 鎌田　安久 鎌田　安久 鎌田　安久

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

文学修士 文学修士 文学修士

兼担 教授 兼担

武井　隆明 武井　隆明 武井　隆明

文学修士
上級日本語Ｄ 上級日本語Ｄ

藪　敏裕 藪　敏裕
(58) (58)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（人間科学） 博士（人間科学） 博士（人間科学） 博士（人間科学）
社会的人間論
現代社会の社会学

社会的人間論
現代社会の社会学

社会的人間論 社会的人間論
現代社会の社会学

(60) (60) (61) (62)
＜平成28年4月＞

麥倉　哲 麥倉　哲 麥倉　哲 麥倉　哲

＜平成28年4月＞

土井　宣夫

＜平成28年4月＞

体育学修士 体育学修士 体育学修士

(55) (56)

体育学修士
健康・スポーツＢ 健康・スポーツＢ

(54) (54)

健康・スポーツＢ
健康・スポーツＣ
（シーズン)

鎌田　安久
(61)

＜平成28年4月＞
体育学修士

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

菅野　文夫
(63)

＜平成28年4月＞
文学修士

アジアの思想と文化
日本の歴史と文化

菊地　悟
(61)

＜平成28年4月＞
文学修士

上級日本語Ｄ

清水　茂幸
(57)

＜平成28年4月＞
体育学修士

健康・スポーツＢ

武井　隆明
(65)

＜平成30年4月＞
博士（理学）

自然のしくみ

土井　宣夫
(67)

＜平成29年4月＞
博士（理学）

自然災害と社会

麥倉　哲
(63)

＜平成28年4月＞
博士（人間科学）
社会的人間論

菊地　洋
(47)

＜平成28年4月＞
博士（法学）

憲法

37



の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 教授

兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

犬塚　博彦
(55)

兼担
准教
授

准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

博士（理学） 博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）
自然と数理の世界 自然と数理の世界 自然と数理の世界

数理のひろがり
自然と数理の世界
数理のひろがり

本田　卓 本田　卓 本田　卓 本田　卓
(44) (44) (45) (46)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

＜平成28年4月＞

博士（文学） 博士（文学）

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授

兼任 講師

煤孫　康二
(65)

＜平成29年4月＞

芸術学修士 芸術学修士
芸術の世界

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授

健康・スポーツＣ
（シーズン)
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

澤村　省逸 澤村　省逸 澤村　省逸 澤村　省逸
(52) (52) (53) (54)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

清水　将
(49)

＜平成28年4月＞

博士（医学）
健康・スポーツＣ
（シーズン)

健康・スポーツＣ
（シーズン)
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

安井　もゆる 安井　もゆる 安井　もゆる
(52) (52) (54)

＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（医学） 博士（医学） 博士（医学） 博士（医学）
社会的人間論 社会的人間論 社会的人間論 社会的人間論

(45) (45) (46) (47)
＜平成28年4月＞

三井　隆弘

＜平成28年4月＞
(53)

＜平成28年4月＞

Master of Arts（米国） Master of Arts（米国）

英語総合Ⅱ（上級）

＜平成28年4月＞

(43)
＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞

兼担 教授

三井　隆弘 三井　隆弘 三井　隆弘

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担

梶原　昌五
(58)

数理のひろがり

芸術の世界

(64) (64)
煤孫　康二 煤孫　康二

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（医学） 博士（医学） 博士（医学）

修士（スポーツ科
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

英語総合Ⅰ（上級）

HALL JAMES MERIWETHER HALL JAMES MERIWETHER

(41)

＜平成28年4月＞

芸術学修士
芸術の世界

博士（法学）
現代社会の社会学

土屋　明広
(41)

博士（文学）
欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化

＜平成28年4月＞

理学修士

押切　源一
(62)

＜平成28年4月＞

動物と環境

＜平成28年4月＞

理学博士

文学修士
英語総合Ⅱ（初級）

教育学修士
英語総合Ⅱ（中級）

(54)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

山崎　友子
(64)

＜平成29年4月＞

博士(医学) 博士(医学) 博士(医学)
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＣ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＣ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＣ

(52)
上濱　龍也 上濱　龍也 上濱　龍也

澤村　省逸
(55)

＜平成28年4月＞
博士（医学）

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

本田　卓
(47)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

自然と数理の世界
数理のひろがり

三井　隆弘
(48)

＜平成28年4月＞
博士（医学）

社会的人間論

安井　もゆる
(54)

＜平成28年4月＞
博士（文学）

欧米の歴史と文化

上濱　龍也
(55)

＜平成28年4月＞
博士(医学)

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＣ
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兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼任 講師

(56)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

廃棄物と環境

小野寺　英輝 小野寺　英輝

工学博士

廃棄物と環境 廃棄物と環境 廃棄物と環境

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼担 教授 兼担 教授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
工学博士 工学博士 工学博士

海田　輝之 海田　輝之
(65)

＜平成30年4月＞
工学博士 工学博士

海田　輝之

数理のひろがり

工学博士

准教
授

兼担
准教
授

兼任 教授 兼任 教授

兼担 教授

＜平成31年4月＞
修士(英語英文学)
英語総合Ⅰ（上級）

博士(学校教育学)

宮川　洋一

博士(学校教育学)

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授自然と数理 自然と数理

吉井　洋二 吉井　洋二

都市と環境 都市と環境

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授

博士（理学） 博士（理学）

(49)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

山本　英和 山本　英和

(54) (55)

兼担 教授

海田　輝之 海田　輝之
(63) (63) (64)

(65)
＜平成30年4月＞

都市と環境 都市と環境 都市と環境

＜平成30年4月＞
博士(情報科学)

吉澤　正人

理学博士

物質の世界 物質の世界 物質の世界

工学博士

理学博士

吉澤　正人 吉澤　正人

理学博士 理学博士

宮川　洋一

生活と環境

(56)
＜平成30年4月＞
博士(理学)

情報基礎 情報基礎 情報基礎

＜平成28年4月＞
博士(学校教育学)

(58) (59)
＜平成29年4月＞

花見　仁史

＜平成28年4月＞
理学博士

(54)

工学博士 工学博士

物質の世界

(65)
＜平成30年4月＞

安川洋生

(52) (53) (54)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

宮川　洋一

＜平成29年4月＞

中澤　廣

(39)
宮島信也

中澤　廣

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担

(63) (63) (64)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

吉澤　正人

理学博士

花見　仁史 花見　仁史

理学博士 理学博士
自然のしくみ 自然のしくみ 自然のしくみ 自然のしくみ

(57) (57) (58) (59)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

花見　仁史

兼担 教授

兼担 教授

兼担 教授

中澤　廣

(49) (50) (51)

工学博士工学博士 工学博士

中澤　廣

(63) (63) (64)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（理学） 博士（理学）
＜平成28年4月＞

岩手大学ミュージアム
学
科学・技術と現代社会

岩手大学ミュージアム
学
科学・技術と現代社会

岩手大学ミュージアム
学
科学・技術と現代社会

岩手大学ミュージアム
学
科学・技術と現代社会

工学博士

山本　英和 山本　英和

小野寺　英輝 小野寺　英輝

(65)
＜平成30年4月＞

くらしと科学技術 くらしと科学技術 くらしと科学技術 くらしと科学技術

吉井　洋二
(60)

＜平成29年4月＞
自然と数理

宮川　洋一
(55)

＜平成28年4月＞
博士(学校教育学)
情報基礎

安川洋生
(56)

＜平成30年4月＞
博士(理学)

生活と環境

境野　直樹
(60)

花見　仁史
(60)

＜平成28年4月＞
理学博士

自然のしくみ

吉澤　正人
(66)

＜平成31年4月＞
理学博士

自然と法則

宮島信也
(39)

＜平成30年4月＞
博士(情報科学)

数理のひろがり

海田　輝之
(66)

＜平成30年4月＞

都市と環境

小野寺　英輝
(57)

＜平成28年4月＞
工学博士

岩手大学ミュージアム
学
科学・技術と現代社会

山本　英和
(52)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

くらしと科学技術
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授

伊藤　幸男 伊藤　幸男伊藤　幸男

博士(農学)

関野　登

(46) (47) (48)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 講師 兼担 講師

兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授

博士（農学）

立石　貴浩 立石　貴浩

博士(農学)

(58) (59) (60)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

塚本　知玄

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授

准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

(50) (50) (51) (52)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

情報基礎 情報基礎 情報基礎 情報基礎

大坊　真洋 大坊　真洋

博士（学術） 博士（学術）

大坊　真洋 大坊　真洋

(43) (43) (44)

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

博士（工学）

博士（工学）

山口　明 山口　明山口　明 山口　明

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
(64) (64)

出戸　秀明 出戸　秀明

(51) (52) (53)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

出戸　秀明 出戸　秀明

博士（農学）

森林と環境

「環境」を考える

(45)

立澤　文見

三好　扶 三好　扶三好　扶 三好　扶

(41)
＜平成30年4月＞

情報基礎 情報基礎 情報基礎 情報基礎

(55)

情報基礎 情報基礎 情報基礎

(50)

森林と環境

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
農学博士 農学博士

(57) (58)

情報基礎 情報基礎 情報基礎
博士(農学) 博士(農学)

関野　登

松木（佐藤）佐和子

(56)
＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

(40)

塚本　知玄 塚本　知玄

＜平成28年4月＞

情報基礎 情報基礎 情報基礎
博士（工学） 博士（工学）博士（工学）

(65) (65) (66)
＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

情報基礎 情報基礎
博士（工学） 博士（工学）

出戸　秀明

博士（工学） 博士（工学）

情報基礎 情報基礎 情報基礎 情報基礎
博士（工学） 博士（工学）博士（工学） 博士（工学）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（学術） 博士（学術）

＜平成28年4月＞

情報基礎

松山克胤

博士（工学）

(51)

博士（農学） 博士（農学）

河合　成直

(48) (48) (49) (50)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

立澤　文見立澤　文見

植物栽培と環境テクノ
ロジー

植物栽培と環境テクノ
ロジー

農学博士

植物栽培と環境テクノ
ロジー

植物栽培と環境テクノ
ロジー

博士（農学） 博士（農学）

立澤　文見

水と環境

兼担

博士(農学) 博士(農学)
＜平成28年4月＞

生命のしくみ

＜平成28年4月＞

西山　賢一

(59)
＜平成28年4月＞

生命のしくみ 生命のしくみ
廃棄物と環境

博士(学術) 博士(学術)

出戸　秀明
(67)

＜平成29年4月＞
博士（工学）

情報基礎

山口　明
(54)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

情報基礎

松山克胤
(41)

＜平成30年4月＞
博士（工学）

情報基礎

三好　扶
(46)

＜平成28年4月＞
博士（学術）

情報基礎

大坊　真洋
(53)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

情報基礎

立澤　文見
(51)

＜平成28年4月＞
博士（農学）

植物栽培と環境テクノ
ロジー

塚本　知玄
(61)

＜平成28年4月＞
博士(農学)

情報基礎

立石　貴浩
(57)

＜平成29年4月＞
博士(学術)

廃棄物と環境

松木（佐藤）佐和子
(43)

＜平成28年4月＞
博士（農学）

「環境」を考える

伊藤　幸男
(49)

＜平成28年4月＞
博士(農学)

情報基礎
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 教授

兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授情報基礎 情報基礎

(65)

生命のしくみ
自然の科学 自然の科学

(65)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
獣医学博士 獣医学博士 獣医学博士

(63) (63)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（農学） 博士（農学）

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授

佐野　宏明

農学博士
動物と環境
環境の科学 環境の科学 環境の科学 環境の科学

地域課題演習Ｈ
博士（水産学） 博士（水産学）
＜平成29年4月＞

教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

＜平成29年4月＞
博士（農）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
農学博士 農学博士 農学博士

人の暮らしと生物環境 人の暮らしと生物環境 人の暮らしと生物環境 人の暮らしと生物環境

小田　伸一 小田　伸一 小田　伸一 小田　伸一
(58) (58) (59)

＜平成28年4月＞
農学博士 農学博士 農学博士 農学博士

(61) (61) (62) (63)

(60)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

佐野　宏明 佐野　宏明 佐野　宏明

地域課題演習Ｈ

＜平成29年4月＞

兼担
准教
授

山本　清龍

森林と環境

(59)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
農学博士 農学博士 農学博士 農学博士

廣田　純一 廣田　純一 廣田　純一 廣田　純一
(62)

「環境」を考える

(61) (61) (63)

(44)

兼担

自然の科学

御領　政信 御領　政信 御領　政信

生命のしくみ

(57) (57)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（農学） 博士（農学） 博士（農学） 博士（農学）

田中　教幸 田中　教幸
(63) (64)

築城　幹典 築城　幹典

生命のしくみ 生命のしくみ生命のしくみ

木下　幸雄 木下　幸雄 木下　幸雄
(46) (47) (48)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士(農学) 博士(農学) 博士(農学)

松原　和衛 松原　和衛 松原　和衛

初年次自由ゼミナール

地域課題演習Ｃ
地域課題演習Ｈ

初年次自由ゼミナール

地域課題演習Ｈ
地域課題演習Ｂ

松原　和衛
(60) (60)

初年次自由ゼミナール 初年次自由ゼミナール
現代の諸問題

(59)

動物と環境

水と環境 水と環境 水と環境

博士(農学)

濱上　邦彦
(35)

＜平成29年4月＞

情報基礎

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞

(63)

＜平成29年4月＞
博士(薬学)

(64)

木﨑　景一朗

生命のしくみ
自然の科学

生命のしくみ
自然の科学

獣医学博士 獣医学博士

御領　政信 御領　政信

＜平成28年4月＞
農学博士

(50)

澤口　勇雄

廣田　純一
(64)

＜平成28年4月＞
農学博士

初年次自由ゼミナール

地域課題演習Ｈ
地域課題演習Ｂ

佐野　宏明
(64)

＜平成28年4月＞
農学博士

環境の科学

小田　伸一
(61)

＜平成28年4月＞
農学博士

人の暮らしと生物環境

松原　和衛
(60)

＜平成28年4月＞
博士（農学）

生命のしくみ

御領　政信
(65)

＜平成30年4月＞
獣医学博士

自然の科学
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 教授

兼担
准教
授

兼任 教授 兼任 教授

兼担 助教 兼担 助教

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

(54)

地域課題演習Ｈ
博士（獣医学）

(44)

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

(39)
＜平成30年4月＞

(55)

兼任 講師

兼担 教授 兼担 教授

(50)

森林と環境

(49)

＜平成30年4月＞
農学博士

澤口　勇雄

(54)
佐藤　至 佐藤　至

生活と環境

山田　美鈴

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（農学） 博士（農学）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士(獣医学) 博士(獣医学)

情報基礎 情報基礎

山内貴義

小藤田久義

(44)

情報基礎
博士（獣医学）

生活と環境

小出　章二 小出　章二

(65)

博士(学術)
＜平成30年4月＞

動物と環境
博士(農学)

大沼俊名

(48)
＜平成30年4月＞

(40)

生命のしくみ
博士（農学）
＜平成28年4月＞

(55)
＜平成30年4月＞

武藤由子

森林と環境
博士（農学）
＜平成30年4月＞

情報基礎

平田統一

大沼俊名
(40)

＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

情報基礎

三宅　諭
(47)

＜平成31年4月＞
博士(工学)

情報基礎

武藤由子

博士(学術)
情報基礎
水と環境

小藤田久義
(55)

＜平成30年4月＞

＜平成30年4月＞

博士（農学）
森林と環境

平田統一
(56)

＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

地域課題演習Ｈ

高橋　透
(55)

＜平成31年4月＞
農学博士

生命のしくみ

西向めぐみ
(46)

＜平成31年4月＞
博士(農学)

動物と環境
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（学術） 博士（学術） 博士（学術） 博士（学術）

情報基礎
地場産業・企業論
地域課題演習Ｂ

情報基礎
地場産業・企業論
地域課題演習Ｂ

(51) (51)

情報基礎
地場産業・企業論

情報基礎
地場産業・企業論

(52) (53)
今井　潤

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

(56) (56)
大川　一毅 大川　一毅

(52)

文学修士
心の理解 心の理解

(51) (51)

心の理解 心の理解

早坂　浩志 早坂　浩志 早坂　浩志 早坂　浩志

兼担 教授

兼任 講師

兼任 講師

兼担 教授

医学博士
初年次自由ゼミナール

立身　政信

初年次自由ゼミナール

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（社会学） 博士（社会学） 博士（社会学） 博士（社会学）

地域課題演習C
地域課題演習H
図書館への招待

現代の諸問題
地域を考える

地域課題演習A

地域課題演習C
地域課題演習H
図書館への招待
キャリアを考える
現代の諸問題
地域を考える
初年次自由ゼミナール

(61) (61)

科学と技術の歴史
地域課題演習A
地域課題演習B
地域課題演習C
地域課題演習H

地域課題演習A
地域課題演習B
地域課題演習C
地域課題演習H
図書館への招待
キャリアを考える
現代の諸問題
地域を考える

脇野　博 脇野　博

(65)

初年次自由ゼミナール

立身　政信

農学博士

(58)

(64)

＜平成29年4月＞

＜平成28年4月＞

比屋根　哲

生活と環境

＜平成28年4月＞

初年次自由ゼミナール 初年次自由ゼミナール
大学の歴史と現在

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士

(62) (63)
脇野　博

＜平成31年4月＞
博士（学術）

(65)

生活と環境

菅原　悦子

博士（学術）
＜平成28年4月＞

(62)
菅原　悦子

脇野　博

(57) (58)

文学修士

地域課題演習G
現代社会の社会学

地域課題演習G
現代社会の社会学

(56) (56)

社会的人間論
地域課題演習G

社会的人間論
地域課題演習G

堀　久美 堀　久美

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
(57) (58)

文学修士 文学修士 文学修士

大川　一毅 大川　一毅

医学博士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士

(41)

(53)

今井　潤 今井　潤

文学修士

(41)

心の理解 心の理解

立原　聖子 立原　聖子 立原　聖子 立原　聖子

堀　久美 堀　久美

文学修士
初年次自由ゼミナール
大学の歴史と現在

初年次自由ゼミナール
大学の歴史と現在

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（教育学） 修士（教育学） 修士（教育学）

(42) (43)

修士（教育学）
心の理解 心の理解

今井　潤

兼担
准教
授

脇野　博
(64)

＜平成28年4月＞
博士（社会学）

地域課題演習A

地域課題演習C
地域課題演習E
地域課題演習H

キャリアを考える
現代の諸問題
地域を考える

大川　一毅
(59)

＜平成28年4月＞
文学修士

初年次自由ゼミナール
大学の歴史と現在

堀　久美
(59)

＜平成28年4月＞
文学修士

地域課題演習G
現代社会の社会学

立原　聖子
(44)

＜平成28年4月＞
修士（教育学）

心の理解

早坂　浩志
(54)

＜平成28年4月＞
文学修士

心の理解

今井　潤
(54)

＜平成28年4月＞
博士（学術）

情報基礎
地場産業・企業論
地域課題演習Ｂ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

兼担
准教
授

兼担
准教
授

日本の思想と文化
アジアの歴史と文化
市民と政治
現代政治を見る眼
初年次自由ゼミナール
心と表象

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

(55) (55)

地域と国際社会
海外研修－世界から地
域を考える－

(47) (48)
中西　貴裕

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（地域研究） 修士（地域研究） 修士（地域研究）

(56)

修士（地域研究）
上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケー
ションＡ
多文化コミュニケー
ションＢ

(57)

平井　華代
(43)

＜平成28年4月＞
修士(農村開発学)

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

Anders Carlqvist Anders Carlqvist Anders Carlqvist Anders Carlqvist

江本　理恵 江本　理恵

博士（日本学）
（Ph.D）（瑞典）

博士（日本学）
（Ph.D）（瑞典）

日本事情Ａ
日本事情Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
英語で学ぶ日本の文化
海外研修－世界から地
域を考える－
地域課題演習Ｅ

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

＜平成29年4月＞
博士（政治学）

博士(工学)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（理学） 修士（理学）

兼担
准教
授

(45) (45)

大学の歴史と現在
地域を考える

初年次自由ゼミナール

尾中（高島）夏美

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
(49) (50)(48) (48)

日本事情Ａ
日本事情Ｂ

日本事情Ａ
日本事情Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
英語で学ぶ日本の文化

博士（日本学）
（Ph.D）（瑞典）

博士（日本学）
（Ph.D）（瑞典）

日本事情Ａ
日本事情Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
英語で学ぶ日本の文化
海外研修－世界から地
域を考える－
地域課題演習Ｅ

兼担
准教
授

Master of Arts（米国） Master of Arts（米国）

(59) (60)

Master of Arts（米国）

キャリアを考える
現代の諸問題
初年次自由ゼミナール

海外研修－世界から地
域を考える－
キャリアを考える
現代の諸問題
初年次自由ゼミナール

(58) (58)

地域課題演習F
英語で学ぶ日本の文化
海外研修－世界から地
域を考える－

地域課題演習F

海外研修－世界から地
域を考える－
キャリアを考える
現代の諸問題
初年次自由ゼミナール

尾中（高島）夏美 尾中（高島）夏美 尾中（高島）夏美

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
Master of Arts（米国）

生命のしくみ
初年次自由ゼミナール

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケー
ションＡ
多文化コミュニケー
ションＢ
地域課題演習E
地域と国際社会

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケー
ションＡ
多文化コミュニケー
ションＢ
地域課題演習E

博士(工学) 博士(工学)

織田　健志
(38)

平井　華代 平井　華代平井　華代

情報基礎 情報基礎

(46)

情報基礎

中西　貴裕 中西　貴裕

＜平成29年4月＞

主濱　祐二

修士(農村開発学)

(35)

地域と国際社会
修士(農村開発学)

教育学修士

(45) (46)(44)

松岡　洋子 松岡　洋子 松岡　洋子 松岡　洋子

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケー
ションＡ
多文化コミュニケー
ションＢ

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

地域と国際社会
海外研修－世界から地
域を考える－

(42) (43) (43)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

修士(農村開発学)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（農学）

冨永　陽子 冨永　陽子 冨永　陽子

博士（農学）博士（農学）
生命のしくみ 生命のしくみ

初年次自由ゼミナール
「環境」を考える
科学と技術の歴史

Anders Carlqvist
(51)

＜平成28年4月＞

博士（日本学）
（Ph.D）（瑞典）

日本事情Ａ
日本事情Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
英語で学ぶ日本の文化
海外研修－世界から地
域を考える－

尾中（高島）夏美
(61)

＜平成28年4月＞
Master of Arts（米国）

海外研修－世界から地
域を考える－
キャリアを考える
現代の諸問題
初年次自由ゼミナール

松岡　洋子
(58)

＜平成28年4月＞
修士（地域研究）
上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケー
ションＡ
多文化コミュニケー
ションＢ

中西　貴裕
(49)

＜平成28年4月＞
博士(工学)

情報基礎

冨永　陽子
(47)

＜平成28年4月＞
博士（農学）

生命のしくみ
初年次自由ゼミナール

科学と技術の歴史

地域と国際社会
海外研修－世界から地
域を考える－
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（年　齢）
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保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

佐藤 祐介

兼任 講師

佐藤 祐介

兼任 講師

佐藤 祐介

兼任 講師

佐藤 祐介

兼任 講師

佐藤 祐介
(72) (72) (73) (74) (75)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学）

知的財産権概論
特許法特講

知的財産権概論
特許法特講

知的財産権概論
特許法特講

知的財産権概論
特許法特講

知的財産権概論
特許法特講

兼任 講師

松山 成男

兼任 講師

松山 成男

兼任 講師

松山 成男

兼任 講師

松山 成男

兼任 講師

松山 成男
(53) (53) (54) (55) (56)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（工学） 博士（工学） 博士（工学） 博士（工学） 博士（工学）

原子力工学 原子力工学 原子力工学 原子力工学 原子力工学

兼任 講師

江原 真司

兼任 講師

江原 真司

兼任 講師

江原 真司

兼任 講師

江原 真司

兼任 講師

江原 真司
(46) (46) (47) (48) (49)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（工学） 博士（工学） 博士（工学） 博士（工学） 博士（工学）

原子力工学 原子力工学 原子力工学 原子力工学 原子力工学

兼任 講師

稲田　興

兼任 講師

稲田　興

兼任 講師

稲田　興

兼任 講師

稲田　興

兼任 講師

稲田　興
(78) (78) (79) (80) (81)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
工学士 工学士 工学士 工学士 工学士

工業経営管理論 工業経営管理論 工業経営管理論 工業経営管理論 工業経営管理論

兼任 講師

兼任 講師

兼担
准教
授

朴賢淑

兼担
准教
授

(47)

八木　一正
(66)

＜平成28年4月＞
博士（教育学）

自然と法則

英語教育修士

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

川村　暁 川村　暁
(42) (43)

兼担
准教
授

兼担
准教
授

歴史学博士

(46) (47)

歴史学博士
地域と国際社会

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

地域課題演習Ｆ

石松　弘幸 石松　弘幸

PhD.(University of
Newcastle(UK))

PhD.(University of
Newcastle(UK))

地域課題演習Ｆ

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

＜平成30年4月＞
博士(教育学)

地域課題演習Ｈ

(51)
＜平成28年4月＞

Mark de Boer

(44) (45)

＜平成29年4月＞

情報基礎

劉　海宇 劉　海宇

博士（工学） 博士（工学）
情報基礎

＜平成29年4月＞

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

劉　海宇
(48)

＜平成29年4月＞

小暮克哉
(38)

＜平成30年4月＞
修士（大学アドミニ
ストレーション）

初年次自由ゼミナール
日本の歴史と文化

(38)
小暮克哉

＜平成30年4月＞
修士（大学アドミニ
ストレーション）

アジアの歴史と文化

平野　敬和
(46)

＜平成31年4月＞
博士（文学）

現代政治を見る眼
初年次自由ゼミナール
図書館への招待
日本の思想と文化

石松　弘幸
(46)

＜平成29年4月＞

PhD.(University of
Newcastle(UK))

地域課題演習Ｆ

初年次自由ゼミナール
日本の歴史と文化

朴賢淑
(48)

＜平成30年4月＞
博士(教育学)

地域課題演習Ｈ
地域課題演習Ｅ

歴史学博士

アジアの歴史と文化
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

博士（文学）
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
Master of Arts（英国） Master of Arts（英国）

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

GAVIN　YOUNG GAVIN　YOUNG GAVIN　YOUNG GAVIN　YOUNG
(50) (50) (51) (52)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
Master of Arts（米国） Master of Arts（米国） Master of Arts（米国） Master of Arts（米国）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

博士（情報科学) 博士（情報科学) 博士（情報科学) 博士（情報科学)
対人関係の心理学 対人関係の心理学 対人関係の心理学 対人関係の心理学

(52)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（農学） 修士（農学） 修士（農学） 修士（農学）

初級中国語（発展） 初級中国語（発展）

川原　正広
(44) (44) (45) (46)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

初級中国語（発展） 初級中国語（発展）

川原　正広 川原　正広 川原　正広

亀田　金花 亀田　金花 亀田　金花 亀田　金花
(50) (50) (51)

修士（学術）
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

加藤　理恵 加藤　理恵

＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

上級日本語Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｆ
上級日本語Ｇ

上級日本語Ｂ

上級日本語Ｆ

上級日本語Ｂ

上級日本語Ｆ

上級日本語Ｂ

上級日本語Ｆ

加藤　理恵 加藤　理恵
(44) (44) (45) (46)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼任 講師 兼任 講師

(62) (62) (63) (64)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

遠藤　雅子
(56)

＜平成28年4月＞

加藤　隆 加藤　隆 加藤　隆 加藤　隆

修士（社会学）
初年次自由ゼミナール
キャリアを考える

(46)
＜平成28年4月＞

遠藤　スサンネ

兼任 講師

William Oscar Lewis ⅣWilliam Oscar Lewis Ⅳ

(47) (47)

Bachelor's Degree
（米国）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語発展Ｈ

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

Ishikawa Peggy MarrieIshikawa Peggy Marrie

＜平成28年4月＞
高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

Ishikawa Peggy MarrieIshikawa Peggy Marrie

(46) (46) (47) (48)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼任 講師 兼任 講師

(46) (46) (47) (48)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

ASANO　ROBERT KEN ASANO　ROBERT KEN ASANO　ROBERT KEN ASANO　ROBERT KEN

兼任 講師 兼任 講師

ASANO　ROBERT KEN
(49)

＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

Ishikawa Peggy Marrie

(49)
＜平成28年4月＞
高等学校卒

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

加藤　隆
(65)

＜平成28年4月＞
修士（学術）

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

加藤　理恵
(47)

＜平成28年4月＞
修士（学術）

上級日本語Ｂ

上級日本語Ｆ

亀田　金花
(53)

＜平成28年4月＞
修士（農学）

初級中国語（発展）

川原　正広
(47)

＜平成28年4月＞
博士（情報科学)

対人関係の心理学
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

陳　茜
(44) (44) (45) (46)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任

(42) (42) (43) (44)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

柴田　聡美 柴田　聡美 柴田　聡美 柴田　聡美
(48) (48) (49)

Townsend Simon Townsend Simon
(45)

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

博士（農学）
初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

後藤（木立）厚子

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

(39)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
教育学修士
（韓国）

教育学修士
（韓国）

教育学修士
（韓国）

教育学修士
（韓国）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

崔　在繕
(58) (58) (59) (60)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

崔　在繕 崔　在繕 崔　在繕

陳　茜 陳　茜

(45) (46) (47)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

学士（教育） 学士（教育） 学士（教育） 学士（教育）

講師 兼任 講師

Joseph Allan AngerhoferJoseph Allan AngerhoferJoseph Allan AngerhoferJoseph Allan Angerhofer

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)

講師 兼任 講師 兼任

学士（法学） 学士（法学） 学士（法学）
日本の文学 日本の文学 日本の文学

陳　茜

崔　宰誠 崔　宰誠 崔　宰誠 崔　宰誠
(37) (37) (38)

Bachelor's Degree
（米国）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

Townsend Simon Townsend Simon

＜平成28年4月＞
Bachelor's　Degree

（豪州）
Bachelor's　Degree

（豪州）
Bachelor's　Degree

（豪州）
Bachelor's　Degree

（豪州）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｅ
英語発展Ｆ
英語発展Ｇ

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｅ
英語発展Ｆ
英語発展Ｇ
英語総合Ⅱ（上級）
英語発展Ｈ

英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｅ
英語発展Ｆ
英語発展Ｇ
英語総合Ⅱ（上級）
英語発展Ｈ
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

(57) (57) (58)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

英語基礎

英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語基礎

英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）

佐藤　竜一 佐藤　竜一 佐藤　竜一

兼任 講師 兼任 講師

佐藤　信幸 佐藤　信幸 佐藤　信幸 佐藤　信幸
(64) (64) (65)

(50)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

初級フランス語(入門)

博士（農学）
初年次自由ゼミナール

(48)
＜平成28年4月＞

兼任 講師 兼任 講師

(57) (57) (58) (59)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（農学） 博士（農学） 博士（農学）

(66)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士（教育学） 学士（教育学） 学士（教育学） 学士（教育学）

英語基礎 英語基礎
英語総合Ⅰ（中級）

呉　慧敏 呉　慧敏 呉　慧敏 呉　慧敏 呉　慧敏
(60)

＜平成28年4月＞
博士（農学）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

佐藤　信幸
(67)

＜平成28年4月＞
学士（教育学）

英語基礎
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）

柴田　聡美
(51)

＜平成28年4月＞
修士（学術）

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

学士（教育）
初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

陳　茜
(47)

＜平成28年4月＞
修士（学術）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

Joseph Allan Angerhofer

(45)
＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

Townsend Simon
(48)

＜平成28年4月＞
Bachelor's　Degree

（豪州）

英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｅ
英語発展Ｆ
英語発展Ｇ
英語総合Ⅱ（上級）
英語発展Ｈ
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

崔　宰誠
(40)

＜平成28年4月＞
教育学修士
（韓国）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

崔　在繕
(61)

＜平成28年4月＞
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門)兼任 講師

熊本哲也

兼任 講師

熊本哲也

兼任 講師

熊本哲也

兼任 講師

熊本哲也
(57) (57) (59) (59)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

初級フランス語(入門)

影山　一男
(57) (57) (58) (59) (60)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（経済学） 修士（経済学） 修士（経済学） 修士（経済学） 修士（経済学）

現代社会と経済 現代社会と経済 現代社会と経済 現代社会と経済 現代社会と経済

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

影山　一男

兼任 講師

影山　一男

兼任 講師

影山　一男

兼任 講師

影山　一男

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

(35) (35) (36) (37)

博士（文学） 博士（文学）

遠藤　健樹 遠藤　健樹 遠藤　健樹 遠藤　健樹

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

＜平成28年4月＞

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

(63) (63) (64) (65) (65)

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

(48) (48) (49) (50) (51)

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

(37) (37) (38) (39) (40)

初級ロシア語(入門)
中級ロシア語 中級ロシア語

初級ロシア語(発展)
中級ロシア語
初級ロシア語(発展)

中級ロシア語
初級ロシア語(発展)

Blair Benjamin ReedBlair Benjamin ReedBlair Benjamin ReedBlair Benjamin Reed

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
Master of Arts（米国） Master of Arts（米国） Master of Arts（米国）

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

(63) (63) (64) (65)

中安　貴子 中安　貴子

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(56)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

文学修士 文学修士 文学修士 文学修士
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

横井　郁子 横井　郁子 横井　郁子 横井　郁子
(54) (54) (55)

修士（文学）

英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

伊東　栄志郎
(50) (50) (51) (52)

修士（学術）

兼任 講師 兼任

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）

修士（文学） 修士（文学） 修士（文学）
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

伊東　栄志郎 伊東　栄志郎 伊東　栄志郎

山口春樹 山口春樹 山口春樹 山口春樹

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

修士（ドイツ語
ドイツ文学）

修士（ドイツ語
ドイツ文学）

修士（ドイツ語
ドイツ文学）

山本　勢津子 山本　勢津子 山本　勢津子 山本　勢津子
(59) (59) (60) (61)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

修士（ドイツ語
ドイツ文学）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士（文学） 学士（文学） 学士（文学）

増田エレーナ 増田エレーナ 増田エレーナ 増田エレーナ

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

学士（文学）
初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門)

Master of Arts（米国）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）

講師 兼任 講師

平野　ユキ子 平野　ユキ子 平野　ユキ子 平野　ユキ子

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

初級中国語（入門）

中級中国語

初級中国語（入門）

中級中国語
初級中国語（発展）

中安　貴子
(59) (59) (60)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士

(62)
＜平成28年4月＞
修士（学術）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）

横井　郁子
(57)

＜平成28年4月＞
修士（文学）

初級フランス語(入門)

伊東　栄志郎
(53)

＜平成28年4月＞
文学修士

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

平野　ユキ子

＜平成28年4月＞

Blair Benjamin Reed

＜平成28年4月＞
Master of Arts（米国）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

学士（文学）
初級フランス語(入門)

(66)

増田エレーナ

＜平成28年4月＞
修士（学術）

中級ロシア語
初級ロシア語(発展)

山口春樹

＜平成28年4月＞

修士（ドイツ語
ドイツ文学）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

山本　勢津子
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

(53) (54)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語総合Ⅰ（中級）

理学博士 理学博士 理学博士
いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

兼任 講師

Hareyama James Franciscus

兼任 講師

Hareyama James Franciscus

兼任 講師

Hareyama James Franciscus

兼任 講師

Hareyama James Franciscus

兼任 講師

Hareyama James Franciscus

(51) (51) (52)

兼任 講師

Newbury Daniel Copeland

兼任 講師

Newbury Daniel Copeland

兼任 講師

Newbury Daniel Copeland

兼任 講師

Newbury Daniel Copeland

兼任 講師

Newbury Daniel Copeland

(41) (41) (42) (43)

兼任 講師

豊島　正幸

兼任 講師

豊島　正幸

兼任 講師

豊島　正幸

兼任 講師

豊島　正幸

兼任 講師

豊島　正幸
(64) (64) (65) (66) (67)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士

兼任 講師

(44)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（中級）

＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

言葉の世界 言葉の世界 言葉の世界 言葉の世界 言葉の世界

筑後　勝彦

兼任 講師

筑後　勝彦

兼任 講師

筑後　勝彦

兼任 講師

筑後　勝彦

兼任 講師

筑後　勝彦
(55)

兼任 講師

高橋　秀行
(61) (61) (62) (63)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（政治学） 修士（政治学） 修士（政治学） 修士（政治学）

市民と政治
現代政治を見る眼

市民と政治
現代政治を見る眼

(55) (56) (57) (58)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

博士（文学）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

現代政治を見る眼 現代政治を見る眼

兼任 講師

田中　宣廣

兼任 講師

田中　宣廣

兼任 講師

田中　宣廣

兼任 講師

田中　宣廣

兼任 講師

田中　宣廣
(54) (54) (55) (56) (57)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼任 講師

高橋　秀行

兼任 講師

高橋　秀行

兼任 講師

高橋　秀行

兼任 講師

席　時宜

兼任 講師

席　時宜

兼任 講師

席　時宜

兼任 講師

席　時宜

兼任 講師

席　時宜
(62) (62) (63) (64)

兼任 講師

佐藤　智子

兼任 講師

佐藤　智子

兼任 講師

佐藤　智子
(63) (63) (64)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学）

兼任 講師

(65)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

(46) (47) (48) (49)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学博士 文学博士 文学博士 文学博士 文学博士

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

修士（法学）
市民と政治
現代政治を見る眼

齋藤　直樹

兼任 講師

齋藤　直樹

兼任 講師

齋藤　直樹

兼任 講師

齋藤　直樹

兼任 講師

齋藤　直樹
(46)

初級ロシア語(発展)

初級ロシア語（入門）

初級ロシア語(発展)

初級ロシア語（入門）

初級ロシア語(発展)

初級ロシア語（入門）

兼任 講師

齋藤　俊明
(63)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

KOROBOV　DMITRY

兼任 講師

KOROBOV　DMITRY

兼任 講師

KOROBOV　DMITRY

兼任 講師

KOROBOV　DMITRY

兼任 講師

KOROBOV　DMITRY
(37) (37) (38) (39) (40)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

初級ロシア語(発展)
中級ロシア語

初級ロシア語(発展)

初級ロシア語（入門）

文学修士 文学修士 文学修士
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師

桑原　俊明

兼任 講師

桑原　俊明

兼任 講師

桑原　俊明
(59) (59) (60)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

(67) (68) (69)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士 理学博士

自然と法則 自然と法則 自然と法則

＜平成28年4月＞
Master of Arts Master of Arts Master of ArtsMaster of Arts

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーション
Ⅰ（初級）
英語コミュニケーション
Ⅱ（初級）
英語コミュニケーション
Ⅰ（中級）
英語コミュニケーション
Ⅱ（中級）
英語コミュニケーション
Ⅰ（上級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）

兼任 講師

河田　裕樹

兼任 講師

河田　裕樹

兼任 講師

河田　裕樹

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

兼任 講師

FARR Alan

兼任 講師

FARR Alan

兼任 講師

FARR Alan

兼任 講師

FARR Alan
(70) (71) (72) (73)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼任 講師

Akasaka Kathryn Annne

兼任 講師

Akasaka Kathryn Annne

兼任 講師

Akasaka Kathryn Annne

兼任 講師

Akasaka Kathryn Annne

(47) (48) (49) (50)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

学士 学士 学士 学士
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

(64)
＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞

微生物学概論 微生物学概論 微生物学概論

栄養化学 栄養化学 栄養化学

兼担 教授

下飯　仁

兼担 教授

下飯　仁

兼担 教授

下飯　仁
(64) (64)

兼担 教授

長澤　孝志

兼担 教授

長澤　孝志

兼担 教授

長澤　孝志
(63) (63) (63)

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞

(42) (43) (44) (45)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

＜平成28年4月＞
高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

兼任 講師

Lupsa　Cornelia　Daniela

兼任 講師

Lupsa　Cornelia　Daniela

兼任 講師

Lupsa　Cornelia　Daniela

兼任 講師

Lupsa　Cornelia　Daniela

兼任 講師

Lupsa　Cornelia　Daniela

(42)

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
初級フランス語(入門)

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
初級フランス語(入門)

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
初級フランス語(入門)

兼任 講師

Rutella David Owen

兼任 講師

Rutella David Owen

兼任 講師

Rutella David Owen

兼任 講師

Rutella David Owen

兼任 講師

Rutella David Owen
(51) (51) (52) (53) (54)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼任 講師

Larcens Malcome

兼任 講師

Larcens Malcome

兼任 講師

Larcens Malcome

兼任 講師

Larcens Malcome

兼任 講師

Larcens Malcome
(53) (53) (54) (55) (56)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
初級フランス語(入門)

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
初級フランス語(入門)

(43) (43) (44) (46)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

対人関係の心理学 対人関係の心理学 対人関係の心理学 対人関係の心理学
兼任 講師

細越　久美子

兼任 講師

細越　久美子

兼任 講師

細越　久美子

兼任 講師

細越　久美子
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士

科学と技術の歴史 科学と技術の歴史

文学修士 文学修士 文学修士
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅱ（上級） 英語総合Ⅱ（上級）

兼任 講師

村上　祐

兼任 講師

村上　祐
(71) (72)

兼任 講師

星野　勝利

兼任 講師

星野　勝利

兼任 講師

星野　勝利

兼任 講師

星野　勝利
(72) (73) (74) (75)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士

(71) (72) (73)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士 理学博士

地域と生活
地域と社会 地域と社会 地域と社会

理学博士
自然と数理

兼任 講師

杉浦　直

兼任 講師

杉浦　直

兼任 講師

杉浦　直

情報基礎 情報基礎 情報基礎

兼任 講師

沼田　稔
(73)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

松舘　敦子

兼任 講師

松舘　敦子

兼任 講師

松舘　敦子

兼任 講師

松舘　敦子
(54) (55) (56) (57)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士 学士 学士 学士

情報基礎

(70)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

学士 学士 学士 学士
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

Ph.D.(New School
for Social
Research)

Ph.D.(New School
for Social
Research)

Ph.D.(New School
for Social
Research)

市民と政治
現代政治を見る眼

市民と政治 市民と政治
現代政治を見る眼

市民と政治
現代政治を見る眼

兼任 講師

小林　徳子

兼任 講師

小林　徳子

兼任 講師

小林　徳子

兼任 講師

小林　徳子
(67) (68) (69)

兼任 講師

小山　花子

兼任 講師

小山　花子

兼任 講師

小山　花子

兼任 講師

小山　花子
(42) (43) (44) (45)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Ph.D.(New School
for Social
Research)

(67) (68) (69)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士 理学博士

数理のひろがり
微分積分学Ⅰ

数理のひろがり
微分積分学Ⅰ

数理のひろがり
微分積分学Ⅰ

学士 学士
英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

兼任 講師

三浦　康秀

兼任 講師

三浦　康秀

兼任 講師

三浦　康秀

中国の文学

兼任 講師

三浦　勲夫

兼任 講師

三浦　勲夫
(76) (77)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼任 講師

砂山稔

兼任 講師

砂山稔
(69) (70)

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
文学博士 文学博士

中国の文学

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士 理学博士

自然と法則 自然と法則 自然と法則

文学修士 文学修士 文学修士
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門） 初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師

吉村　泰樹

兼任 講師

吉村　泰樹

兼任 講師

吉村　泰樹
(67) (68) (69)

兼任 講師

海老澤君夫

兼任 講師

海老澤君夫

兼任 講師

海老澤君夫

兼任 講師

海老澤君夫
(69) (70) (71) (72)

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
文学修士
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

芸術の世界 芸術の世界 芸術の世界
兼任 講師

長内　努

兼任 講師

長内　努

兼任 講師

長内　努
(59) (60) (61)

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
修士 修士 修士

(29)
＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

修士 修士 修士
初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

文学修士
初級フランス語（発
展）

兼任 講師

佐竹　一郎

兼任 講師

佐竹　一郎

兼任 講師

佐竹　一郎
(27) (28)

兼任 講師

柳沢文昭
(67)

＜平成29年4月＞

(33) (34) (35)
＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

修士 修士 修士
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

＜平成29年4月＞
学士 学士 学士

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）

兼任 講師

Maher Patrick　Jeffrey

兼任 講師

Maher Patrick　Jeffrey

兼任 講師

Maher Patrick　Jeffrey

自然のしくみ 自然のしくみ 自然のしくみ

兼任 講師

Short Kevin Anthony

兼任 講師

Short Kevin Anthony

兼任 講師

Short Kevin Anthony

(59) (60) (61)
＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

兼任 講師

北爪　英一

兼任 講師

北爪　英一

兼任 講師

北爪　英一

兼任 講師

北爪　英一
(65) (66) (67) (68)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
工学博士 工学博士 工学博士 工学博士

自然のしくみ

(71)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

学士 学士 学士 学士
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級） 英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

文学修士 文学修士 文学修士
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展）

兼任 講師

平野　清八

兼任 講師

平野　清八

兼任 講師

平野　清八

兼任 講師

平野　清八
(68) (69) (70)

兼任 講師

能登　惠一

兼任 講師

能登　惠一

兼任 講師

能登　惠一

兼任 講師

能登　惠一
(70) (71) (72) (73)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士

(49) (50) (51) (52)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

文学修士 文学修士 文学修士
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ｂ
英語発展Ｃ

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ｂ
英語発展Ｃ

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ｂ
英語発展Ｃ

兼任 講師

大嶋由美

兼任 講師

大嶋由美

兼任 講師

大嶋由美

兼任 講師

大嶋由美

上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
上級日本語H

上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
上級日本語H

上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
上級日本語H

兼任 講師

大上　治子

兼任 講師

大上　治子

兼任 講師

大上　治子
(67) (68) (69)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼任 講師

大高　久枝

兼任 講師

大高　久枝

兼任 講師

大高　久枝

兼任 講師

大高　久枝
(59) (60) (61) (62)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士 学士 学士 学士

上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

(33) (34)
＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
修士（学術） 修士（学術）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ａ
英語発展Ｃ
英語発展Ｄ

中国の文学 中国の文学

兼任 講師

五十嵐祐太

兼任 講師

五十嵐祐太

学士 学士
ボランティアとリー
ダーシップ

ボランティアとリー
ダーシップ

兼任 講師

福本郁子

兼任 講師

福本郁子
(51)

＜平成30年4月＞
修士 修士

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

兼任 講師

Hamish Smith

兼任 講師

Hamish Smith

(52)
＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞

兼任 講師

佐藤康紀

兼任 講師

佐藤康紀
(48) (48)

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞

兼任 講師

越野修三

兼任 講師

越野修三
(68) (68)

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞

(32) (32)
＜平成30年4月＞

講師

内澤　英明
(66) (67) (68) (69)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理工学入門化学 理工学入門化学 理工学入門化学 理工学入門化学

修士 修士
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

微分積分学Ⅰ

(66)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

理工学入門数学Ⅰ
理工学入門数学Ⅱ

理工学入門数学Ⅰ
理工学入門数学Ⅱ

理工学入門数学Ⅰ
理工学入門数学Ⅱ

理工学入門数学Ⅰ
理工学入門数学Ⅱ

兼任 講師

鈴木　正幸

兼任 講師

鈴木　正幸

兼任 講師

鈴木　正幸
(64) (65) (66)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅰ

兼任 講師

内澤　英明

兼任 講師

内澤　英明

兼任 講師

内澤　英明

兼任

兼任 講師

佐々木　繁夫

兼任 講師

佐々木　繁夫

兼任 講師

佐々木　繁夫

兼任 講師

佐々木　繁夫

工学修士
キャリアを考える
初年次自由ゼミナール
地域課題演習Ａ

兼任 講師

大畑　　学

兼任 講師

大畑　　学

兼任 講師

大畑　　学

兼任 講師

大畑　　学
(63) (64) (65)

(68) (69) (70) (71)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

兼任 講師

猪又　優
(57)

＜平成29年4月＞

(69) (70) (71)
＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
博士（人文科学） 博士（人文科学） 博士（人文科学）
地域課題演習Ｄ 地域課題演習Ｄ 地域課題演習Ｄ

＜平成29年4月＞
博士（地理学） 博士（地理学） 博士（地理学）

地域課題演習Ｃ 地域課題演習Ｃ 地域課題演習Ｃ

兼任 講師

伊藤　博幸

兼任 講師

伊藤　博幸

兼任 講師

伊藤　博幸

兼任 講師

山崎　憲治

兼任 講師

山崎　憲治

兼任 講師

山崎　憲治
(70) (71) (72)

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
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の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

＜平成31年4月＞
経済学修士

地域課題演習Ｈ

理学博士
自然のしくみ

兼任 講師

井上　博夫
(68)

文学修士
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師

重松　公司
(65)

＜平成31年4月＞

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師

松崎　裕人
(53)

＜平成31年4月＞

兼任 講師

田代　愛
(40)

＜平成31年4月＞
学士

(48)
＜平成31年4月＞
修士（学術）

英語総合Ⅰ（上級）

(59)
＜平成31年4月＞

修士
地域課題演習F

兼任 講師

熊谷　哲孝

＜平成31年4月＞
修士

中級韓国語

兼任 講師

村上　清

博士（国際文化）
英語発展Ｂ

兼任 講師

張　眞英
(45)

学士
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）

兼任 講師

熊本　早苗
(47)

＜平成31年4月＞

兼任 講師

樋口　シモン
(37)

＜平成31年4月＞

兼任 講師

小川修平
(47)

＜平成31年4月＞
M.A. MBA

英語総合Ⅰ（上級）
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【平成２８年度】

（１）ー②担当教員表に関する変更内容
　　　　 　　　　

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大友展也教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤伸治教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤博次教授の担当科目を削除・追加した。

・平成２７年１１月　門磨 義浩助教辞職
・助教転出に伴い宇井准教授の担当科目「化学理工学実験Ⅰ」を追加。平成２８年２月教員審査済
・教育効果を高めるため及び習熟度別クラスを導入したため、「微分積分学Ⅰ」に三浦康秀兼任講師を追加。
・旧カリキュラム及び教養科目等の調整や受講者数を勘案し、「物理学Ⅰ」に西崎滋兼任教授を追加。
・教育効果を高めるため、「理工学入門数学Ⅰ」「理工学入門数学Ⅱ」に大畑学兼任講師を追加、「理工学入門物理Ⅰ」「理工学入門物理Ⅱ」に佐々木繁夫兼任講師を追加、
「理工学入門化学」に内澤英明兼任講師を追加。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため堀口大樹准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため秋田淳子講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためSMILEY JIM准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため遠藤教昭教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため栗林徹教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため五味壮平教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため樋口知志教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松林城弘教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本昭彦教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小野寺章子准教授の担当科目を削除した。

・ｼｭｳﾞｧﾑﾎﾞﾙﾝ,ﾌﾗﾝｸ准教授から教授に昇任(兼担のため教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため西田文信准教授の担当科目を削除した。

・兼担教員の退職により、島田佳憲准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため塚本善弘准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため西牧正義准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため阿久津洋巳教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため我妻則明教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大野眞男教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため浅沼道成教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため白倉孝行教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため麻田雅文准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため内田浩准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため開龍美教授の担当科目を追加した。

・笹尾俊明准教授から教授に昇任(兼担のため教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため澤村省逸准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため清水将准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため土屋明広准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHALL JAMES MERIWETHER准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため押切源一教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため梶原昌五准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため鎌田安久教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため川田浩一教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため清水茂幸教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため武井隆明教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため名越利幸教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため藪敏裕教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松木（佐藤）佐和子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため伊藤幸男准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため関野登教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため廣田純一教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため木下幸雄准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐野宏明教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため犬塚博彦教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため上濱龍也教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため宮川洋一講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため河合成直教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため西山賢一教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため塚本知玄准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため立身政信教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大川一毅教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためAnders Carlqvist准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため江本理恵准教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため尾中（高島）夏美准教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松岡洋子教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため御領政信教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため澤口勇雄教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤至教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため脇野博教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため菅原悦子教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため比屋根哲教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためWilliam Oscar Lewis Ⅳ講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため遠藤スサンネ講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため遠藤雅子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため加藤理恵講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため後藤（木立）厚子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤信幸講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため中西貴裕准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため冨永陽子准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平井華代准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためMark de Boe講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため八木一正講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためASANO　ROBERT KEN講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤俊明講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためRutella David Owen講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためAkasaka Kathryn Annne講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためFARR Alan講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため河田裕樹講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため海老澤君夫講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためTownsend Simon講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため中安貴子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためBlair Benjamin Reed講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため増田エレーナ講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本勢津子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためKOROBOV　DMITRY講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため吉村泰樹講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため砂山稔講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三浦勲夫講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三浦康秀講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山田美鈴准教授の担当科目を追加した。
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【平成２９年度】

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小出章二教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小林徳子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松舘敦子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため沼田稔講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため杉浦直講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため星野勝利講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小山花子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため北爪英一講師の担当科目を追加した。

・横山政晶准教授から教授に昇任（平成28年8月AC教員審査済。）

・新規採用教員の芝陽子准教授に担当科目を追加した。平成29年2月AC教員審査済。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋宏一教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため竹村（大渕）祥子教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤伸治教授の担当科目を削除した。

・平成２９年４月　菅野江里子准教授就任、「神経科学概論」「基礎生理学」「英語論文講読Ⅰ」「英語論文講読Ⅱ」「生命理工学実験Ⅰ」「生命理工学実験Ⅱ」「卒業研
究」を担当。平成２８年１２月教員審査済み
・平成２９年４月　尾﨑拓准教授就任、「生物学」「分子細胞生物学」「英語論文講読Ⅰ」「英語論文講読Ⅱ」「生命理工学実験Ⅰ」「生命理工学実験Ⅱ」「卒業研究」を担
当。平成２８年１２月教員審査済み
・平成２９年４月　福田智一教授就任、「確立統計学」「人体解剖学」「バイオテクノロジー」「英語論文講読Ⅰ」「英語論文講読Ⅱ」「卒業研究」を担当。平成２８年１２
月教員審査済み
・平成２９年４月　芝陽子准教授就任、「ボランティアとリーダーシップ」「初年次自由ゼミナール」「科学英語Ⅰ」「分子細胞生物学Ⅲ」「英語論文講読Ⅰ」「英語論文講
読Ⅱ」「生命理工学実験Ⅰ」「生命理工学実験Ⅱ」「卒業研究」を担当。平成２８年１２月教員審査済み
・平成２８年１０月　横田政晶　准教授から教授へ昇任、「化学実験」を追加。平成２８年６月教員審査済み
・平成２８年１０月　會澤純雄　助教から准教授へ昇任、「無機物質化学Ⅱ」を追加。平成２８年６月教員審査済み
・教育効果を高めるため、「微分積分学Ⅰ」に花原和之兼担教授、鈴木正幸兼任講師を追加。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため村上祐講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大高久枝講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大上治子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大嶋由美講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため能登惠一講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平野清八講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため開龍美教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松岡勝実教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため横山英信教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため我妻則明講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大野眞男教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため菅野文夫教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本昭彦教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小野寺章子准教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため川村和宏准教授の担当科目を追加した。

・兼担教員の退職により、西田文信准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため菊池孝美講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため田口典男講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため安井もゆる准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため押切源一教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため梶原昌五准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため犬塚博彦教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山崎友子教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため吉井洋二教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため土井宣夫講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため麥倉哲教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため藪敏裕教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため澤村省逸准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため煤孫康二講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため本田卓准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため木﨑景一朗教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため脇野博教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため堀久美准教授の担当科目を削除・追加した。

・今井潤准教授から教授に昇任(兼担のため教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため今井潤教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためAnders Carlqvist准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため立石貴浩准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本清龍准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため廣田純一教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため濱上邦彦准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため田中教幸准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため築城幹典教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため織田健志の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため石松弘幸准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため川村暁准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため劉海宇教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためASANO　ROBERT KEN講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためWilliam Oscar Lewis Ⅳ講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため江本理恵准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため尾中（高島）夏美准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松岡洋子教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため冨永陽子美准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平井華代准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため主濱祐二准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋秀行講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHareyama James Franciscus講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためRutella David Owen講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためFARR Alan講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため海老澤君夫講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三浦勲夫講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤信幸講師の担当科目を追加・削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため柴田聡美講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためTownsend Simon講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため中安貴子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため伊東栄志郎講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため熊本哲也講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためShort Kevin Anthony講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためMaher Patrick　Jeffre講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため柳沢文昭講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐竹一郎講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため長内努講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山田美鈴准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小山花子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため沼田稔講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため杉浦直講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大高久枝講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため能登惠一講師の担当科目を削除した。
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【令和元年度】

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山崎憲治講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため鋤田智彦准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋愛准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため橋本学准教授の担当科目を追加した。

・兼担教員死亡のため,秋田淳子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため五味壮平准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため笹尾俊明准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため伊藤博幸講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため猪又優講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため竹村（大渕）祥子教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤博次教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松林城弘教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小島（川端）聡子准教授の担当科目を追加した。

・平成２９年１０月　金子武人准教授就任、「生物学」「英語論文購読Ⅰ・Ⅱ」「生命理工学実験Ⅰ・Ⅱ」「医薬品科学」「卒業研究」を担当。平成２９年６月教員審査済み
・平成２９年１０月　万代俊彦助教就任、「基礎ゼミナール」「化学理工学実験Ⅰ」「化学理工学演習Ⅱ」「卒業研究」を担当。平成２９年６月教員審査済み
・平成３０年３月　七尾英孝　助教から准教授へ昇任、「無機物質化学Ⅰ」を追加。平成２９年１２月教員審査済み
・教育効果を高めるため、「無機工業化学」「化学理工学演習Ⅰ」に八代仁教授を追加、「基礎生理学」に冨田浩史教授を追加、「化学Ⅱ」「有機合成化学」に是永敏伸准教
授を追加、「人体解剖学」に金子武人准教授を追加、「ブレインサイエンス」に菅野江里子准教授を追加、「確率統計学」に坂田和美助教を追加。平成２９年１２月教員審査
済み
・教育効果を高めるため、「微分積分学Ⅰ」に松川倫明兼担教授を、「確率統計学」に南正昭兼担教授を追加。
・平成２９年６月　呉松竹准教授辞職

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため麥倉哲教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため澤村省逸准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHALL JAMES MERIWETHER准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため安井もゆる准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山崎友子教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため安川洋生教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため塚本善弘准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため西牧正義准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため藤本幸二准教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤一光准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため阿久津洋巳講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため我妻則明講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため関野登教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本清龍准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため廣田純一授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため濱上邦彦准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため木崎景一朗教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤至教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため吉澤正人講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため宮島信也教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため中澤廣講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松山克胤准教授の担当科目を追加した。

・塚本知玄准教授から教授に昇任(兼担のため教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため立石貴浩准教授の担当科目を追加した。

・尾中（高島）夏美准教授から教授に昇任(兼担のため教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため尾中（高島）夏美教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため冨永陽子准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため主濱祐二准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため織田健志准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため劉海宇講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小藤田久義教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山内貴義准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大沼俊名准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平田統一助教の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため武藤由子准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため脇野博教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためBlair Benjamin Reed講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため伊東栄志郎講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため熊本哲也講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため桑原俊明講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤直樹講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤智子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小暮克哉准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため朴賢淑准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤竜一講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためTownsend Simon講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため陳茜講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため中安貴子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三浦勲講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小山花子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小出章二教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため星野勝利講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため村上祐講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平野清八講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためNewbury Daniel Copeland講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため細越久美子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためRutella David Owen講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためFARR Alan講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため海老澤君夫講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため砂山稔講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため福本郁子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため五十嵐裕太講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためShort Kevin Anthony講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため柳沢文昭講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため猪又優講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤康紀講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHamish Smith講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため越野修三講師の担当科目を追加した。

・平成３１年３月　万代俊彦助教辞職

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大友展也教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松林城弘教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本昭彦教授の担当科目を削除した。

・奥野雅子准教授から教授に昇任（兼担のため教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小野澤章子准教授の担当科目を削除加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋愛准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため水野延之准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため橋本学准教授の担当科目を削除・追加した。
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（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため梁人實准教授の担当科目を削除した。

・兼担教員の退職により、江原勝行准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため遠藤教昭教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため渡部あさみ准教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松岡勝実教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため藤本幸二准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため麥倉哲教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため澤村省逸准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHALL JAMES MERIWETHER准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため境野直樹教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため吉澤正人講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため立石貴浩准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松木（佐藤）佐和子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため木下幸雄准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため御領政信講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山内貴義准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三宅諭准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため武藤由子准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋透教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため西向めぐみ准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため脇野博教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためAnders Carlqvist准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため冨永陽子准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平野敬和准教授の担当科目を追加した。

・兼担教員の退職により、川村暁准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため朴賢淑准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためGAVIN　YOUNG講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤信幸講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため柴田聡美講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためBlair Benjamin Reed講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため横井郁子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため遠藤健樹講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋秀行講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため筑後勝彦講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため細越久美子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため河田裕樹講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため吉村泰樹講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三浦康秀講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため杉浦直講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため村上清講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため熊谷哲孝講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため田代愛講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松崎裕人講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため重松公司講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため井上博夫講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大上治子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平野清八講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためShort Kevin Anthony講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHamish Smith講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため五十嵐祐太講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小川修平講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため樋口シモン講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため熊本早苗講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため張眞英講師の担当科目を追加した。
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　および、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

［　2　］ ［　4　］［　0　］ ［ ▲3 ］ ［  3  ］

10 11 0 4 25

［ ▲3 ］ ［  3  ］

10 11 0 4 25

9 5

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の
必要教授数

設置時の計画 現在（報告時）の状況

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員数【大学】

(9) (7) (0) (6) (22)

4 25

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ｄ）

8 7

歳 名 名

年齢構成

0

　（２）－③　年齢構成

0 7 22
10 11

［　2　］ ［　4　］［　0　］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 0 0

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= 0 ％
25

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
25

= 113.63 ％
22
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

③の合計数（c）

門磨　義浩 卒業研究

合計（Ｄ）

１

後任補充状況の集計（Ｅ）

1
科目

准教授 呉　松竹

無機工業化学

番　号 職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 2

選択

必修

選択

自由自由 0

0 0

0必修必修 2 科目

選択

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0自由 0 自由 0

必修

2

化学理工学実験Ⅰ

選択

自由

科目

①

選択

助教 万代　俊彦

1

必修 6

職　位 専任教員氏名

化学理工学実験Ⅰ

必修・選択・自由の別

①

必修

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

必修

①

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

平成27年11月末に岩手大学を辞職したため就任を辞退（28）

担当予定科目

助教 H27.11

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0

1 選択

必修

0

自由 0

計 9 科目 計 9 計 0

①の合計数（a） ②の合計数（b）

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

0

選択 1 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

7 計

必修 0

計 0

自由

6

0 選択 0

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

8

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

3 人

必修 8 科目 必修

計

0 選択

必修

科目 選択 0

③の合計数（c）

2 人

計

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

化学理工学演習Ⅱ

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

0

2 0

必修・選択・自由の別 辞任等の理由

平成29年6月30日付で一身上の都合により辞任（30）

平成31年3月31日付で一身上の都合により辞任（元）

担当予定科目

必修 基礎ゼミナール ①

卒業研究 ①

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

人
科目

2

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

必修

①

自由自由

計 計計

化学理工学演習Ⅰ ①H29.6

0

0

科目

後任補充状況

1 科目

0 科目

7 科目 計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

必修

必修

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

必修 ①
H31.3

必修 卒業研究 ①

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 1

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 13.63 ％
3
22
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

専任教員の辞職に伴う担当授業科目については、他の専任教員が担当するため問題ない。
また，学生の周知に関しては，新入生に配布する「履修の手引き」やWebのシラバスにおいて，学生の授業に支障のないよう周知してい
る。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

H30.3.31付け65歳のため定年退職（30）選択 有機化学Ⅰ ②1 教授 嶋田 和明

必修 化学 II ②

必修 1 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c）①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

1
0 自由 0

計 2 科目 計 0 計 2

選択 1 選択 0

自由 0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 1 必修 0

選択 1 科目 選択 0
人
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区　　　分
今後の
の実施計画

認　可　時

（○○年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（○○年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（□□年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（□□年）

履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等　【該当なし】

附　帯　事　項　等

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、調査結果が公表された年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

　ｂ　実施方法

　　（全学）教育推進機構から各学部事務を通じて教員へ周知の上，実施

　　（理工学部）
　　　・平成３０年度の授業実施状況調査を行った。
　　　・ＨＰにて周知を行い授業公開を実施した。

　　（理工学部）
　　　・平成３０年度授業実施状況調査の実施
　　　・授業公開　前期・後期で理工学部専門科目について授業公開を実施

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　ｃ　委員会の審議事項等

②　実施状況

　　（全学）　６回（参加教員１３人ほか事務職員２人）

　　（理工学部）１４回（参加教員１０人）ほか事務職員３人

　　（全学）　ＦＤ実施計画，ＧＰＡ，学年暦，卒業生・修了生アンケートについて審議

　　（理工学部）教育課程の編成，授業科目の履修、教育実習、非常勤講師、
　　　　　　　　インターンシップ、国際研修、教育の質保障に関することを審議

　ａ　委員会の設置状況

　　（理工学部）理工学部教務委員会　　【規則：別添資料２】

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　ａ　実施内容

　　（全学）

　　・　全学ＦＤ研修
　　・　授業公開
　　・　新任教員研修会
　　・　授業評価アンケートの実施

　　（全学）教育推進機構教育推進連携部門　【規則：別添資料１】

７　その他全般的事項

＜理工学部　化学・生命理工学科＞

（１） 設置計画変更事項等　【該当なし】

①　実施体制
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（３） 教育課程連携協議会に関する事項　【該当なし】

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

①　体制

　ａ　委員会の設置状況（各区分を踏まえた委員構成を踏まえた委員の追加や交代状況含む）

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

　ｃ　委員会の審議事項等

②　審議状況

　ａ　審議した内容

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　（理工学部）毎年度、前期及び後期に授業アンケートを実施し、アンケート結果の分析を行っている。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｄ　その他

　　（全学）全学ＦＤ研修（平成３０年８月３０日）　教員１１４名参加

　　（理工学部）
　　　・授業評価アンケート
　　　　アンケート結果を科目ごとに担当教員へ返却し、授業改善に役立てるとともに、
　　　　学科ごとにアンケート結果の分析を検討し、改善点のまとめを行った。
　　　・授業実施報告
　　　　平成３０年度の授業実施状況調査を行った。
　　　・授業公開
　　　　実験、実習、研修以外の講義科目について、一般市民向けに授業の公表を行った。

　　（全学）授業評価アンケート結果及び全学ＦＤ研修アンケート結果を踏まえ，教育推進機構教育推進連携部門に
　　　　　　おいて，改善事項を整理し，全学ＦＤ研修のテーマとして改善に向けた取組を実施。

　　（理工学部）各学科で改善点の把握を行い授業改善につなげている。また、授業評価
　　　　　　アンケート結果については、学生にも公表を行い学生からのチェックにも役立てている。

　　（全学）前期及び後期に授業アンケートを実施（全学共通教育）

　　（全学）アンケートの集計結果を授業担当教員に通知。（学生には非公開）

　　（理工学部）アンケートの集計結果とともに、各学科での分析結果を報告書にまとめ、
　　　　　　　　教職員および学生に向けてホームページにて公表している。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況
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（注）・　今後公表する予定の場合は、「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は、

　　　　「無」にマルを記入してください。

　ａ　ホームページへの公表予定の有無　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表無の場合の特段の理由　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　ｂ　公表有の場合の公表（予定）時期　　（　　令和元年　７月　　）

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和元年度）

　ｂ　公表方法

　　・令和元年度年度計画の自己点検・評価を通じた「自己点検・評価報告書」等を
　　　大学ホームページ上に公開予定（令和２年度中）

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・令和２年度　公表予定

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

③　認証評価を受ける計画

　　・今年度、評価機関の評価を受ける予定

　　　設置計画に基づき着実に履行した。引き続き設置計画に沿って履行する。

（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（イワブチ　アキラ）

岩渕　明

（平成２７年３月）

（フナザキ　ケンイチ）

船﨑　健一

（平成２８年４月）

（コバヤシ　サトル）

小林　悟

（マツカワ　ミチアキ） （平成３１年４月）

松川　倫明  （ナカヤマ　アツコ）

（平成２８年４月）  中山　敦子

 （平成３０年４月）

 （ヨシモト　ノリユキ）

 吉本　則之

 （平成２９年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成３０年度に報告済の内容　→（30）

　　　　　　令和元年度に報告する内容　→（元）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　　ください。

（４） 管理運営組織

学 部 長

学 科 長

学　　長

職　　名

学科長任期満了による変更(元)
学科長任期満了による変更(30)
学科長任期満了による変更(29)

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人　岩手大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　岩手大学

　　　　岩手県盛岡市上田４－３－５（岩手県盛岡市上田３－１８－８）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒０２０－８５５０

（３） 調査対象大学等の位置
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２７年度開設の４年制の学科の完成年度を超えて報告する場合（令和元年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を超えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

理工学部
物理・材料理工学科

　学士（理工学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

205 － 203 － 279 － 215 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 3 ) ( － ) ( 2 ) ( － )

[ － ] [ － ] [ 3 ] [ － ] [ 2 ] [ － ] [ 3 ] [ － ]

147 － 132 － 178 － 142 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 3 ) ( － ) ( 2 ) ( － )

[ － ] [ － ] [ 1 ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 2 ] [ － ]

95 － 95 － 94 － 92 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 2 ) ( － ) ( 1 ) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 1 ] [ － ]

82 － 82 － 88 － 83 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 2 ) ( － ) ( 0 ) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 1 ] [ － ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお、計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定
員超過率

備　　考

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和元年度平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

[ 　－　 ] [ 　－　 ]

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　考
学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

4年 80人 3年次 2人 324人

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

理学関係

工学関係

年 人 年次 人

編入学定員 収容定員

80 80 80

(2)

[ 　－　 ]

1.031.02

[ 　－　 ]

－

平均入学定員
超 過 率

1.04 倍

Ｂ　 入学者数

(　－　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

80

(　－　) (2)

1.02 1.10
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

82 - 82 - 88 - 83 -

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ 1 ][　-　]

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ）

79 - 81 - 85 -

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ][　-　]

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ）

80 - 81 -

[ - ] [ - ] [ - ][　-　]

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ）

80 -

[ - ][　-　]

（ - ）（ - ）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

平成２８年度 平成２９年度

計

82 161

[ - ] [ - ]

４年次

１年次

２年次

３年次

（ - ）

329

（ - ） （ - ） （ - ）

249

[ - ] [ 1 ]

平成３０年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和元年度

平成28年度入学生のうち2名が、平成29年4月
1日付けでシステム創成工学科に転学科し
た。(29)

備　　　　　考
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

82 人 1 人 平成２８年度 1 人 0 人 進路変更(他大学)　1名

平成２８年度 1 人 0 人 進路変更(他大学)　1名

平成２９年度 1 人 0 人 進路変更(他大学)　1名

平成２８年度 0 人 0 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 3 人 0 人 進路変更(他大学)　2名、家庭の事情　1名

平成２８年度 0 人 0 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 0 人 0 人

令和元年度 0 人 0 人

6 人 6 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２８年度】

平成２８年度の退学者数（ａ） 1
平成２８年度の在学者数（ｂ） 82

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 2
平成２９年度の在学者数（ｂ） 161

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 3
平成３０年度の在学者数（ｂ） 249

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 329

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

161

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成２８年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人

3

合　　計

人

令和元年度 329 人 0 人

人平成３０年度 249

平成２９年度 2人

0 ％=

1.21 ％

1.24 ％

1.2 ％

=

=

=

=

=

=

=
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

- -

1前・後 1 4 1前・後 1 9

1前・後 1 5 1前・後 1 9

1前・後 1 11 1前・後 1 13

1前・後 1 9 1前・後 1 15

1前・後 1 8 1前・後 1 7

1前・後 1 9 1前・後 1 8

1前・後 1 7 1前・後 1 10

1前・後 1 5 1前・後 1 9

1前・後 1 8 1前・後 1 11

1前・後 1 7 1前・後 1 9

1前・後 1 6 1前・後 1 6

1前・後 1 7 1前・後 1 7

1前 1 1 1前 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

1前・後 1 7 1前・後 1 9

1前・後 1 7 1前・後 1 10

1後 1 1 1後 1 2

1前・後 1 11 1前・後 1 10

1前・後 1 9 1前・後 1 8

1後 1 3 1後 1 3

1前 1 1 1前 1 3

1前 1 1 1前 1 3

1後 1 3 1後 1 2

1前・後 1 5 1前・後 1 5

1前・後 1 6 1前・後 1 6

1後 1 2 1後 1 2

1前 1 3 1前 1 3

1前・後 1 3 1前・後 1 3

1後 1 2 1後 1 2

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 2

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 2 1後 1 2

1後 1 1 1後 1 1

- -

1前 1 2 1前 1 5

1後 1 2 1後 1 5

１・２後 1 2 １・２後 1 1

- -

1前 2 1 1前 2 1 14

- -

１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 3

１・２前 2 1 １・２前 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 3

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

＜理工学部　物理・材料理工学科＞

（１）ー① 授業科目表

【認可時又は届出時】 【令和元年度】

２　授業科目の概要

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

2

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

転
換
教
育
科
目

基礎ゼミナール 1前 1

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

小計（1科目） 小計（1科目）

1前 1 2

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

転
換
教
育
科
目

基礎ゼミナール

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅱ（上級） 英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーションⅠ（初級） 英語コミュニケーションⅠ（初級）

英語コミュニケーションⅡ（初級） 英語コミュニケーションⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（中級） 英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級） 英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級） 英語総合Ⅰ（上級）

英語コミュニケーションⅡ（上級） 英語コミュニケーションⅡ（上級）

英語基礎 英語基礎

英語発展Ａ 英語発展Ａ

英語コミュニケーションⅠ（中級） 英語コミュニケーションⅠ（中級）

英語コミュニケーションⅡ（中級） 英語コミュニケーションⅡ（中級）

英語コミュニケーションⅠ（上級） 英語コミュニケーションⅠ（上級）

英語発展Ｅ 英語発展Ｅ

英語発展Ｆ 英語発展Ｆ

英語発展Ｇ 英語発展Ｇ

英語発展Ｂ 英語発展Ｂ

英語発展Ｃ 英語発展Ｃ

英語発展Ｄ 英語発展Ｄ

中級ドイツ語 中級ドイツ語

初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展) 初級フランス語(発展)

英語発展Ｈ 英語発展Ｈ

初級ドイツ語（入門） 初級ドイツ語（入門）

初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展）

中級ロシア語 中級ロシア語

初級中国語（入門） 初級中国語（入門）

初級中国語（発展） 初級中国語（発展）

中級フランス語 中級フランス語

初級ロシア語(入門) 初級ロシア語(入門)

初級ロシア語(発展) 初級ロシア語(発展)

中級韓国語 中級韓国語

上級日本語Ａ 上級日本語Ａ

上級日本語Ｂ 上級日本語Ｂ

中級中国語 中級中国語

初級韓国語（入門） 初級韓国語（入門）

初級韓国語（発展） 初級韓国語（発展）

上級日本語Ｆ 上級日本語Ｆ

上級日本語Ｇ 上級日本語Ｇ

上級日本語Ｈ 上級日本語Ｈ

上級日本語Ｃ 上級日本語Ｃ

上級日本語Ｄ 上級日本語Ｄ

上級日本語Ｅ 上級日本語Ｅ

小計（3科目） 小計（3科目）

情
報
基
礎

情報基礎
情
報
基
礎

情報基礎

小計（1科目） 小計（1科目）

小計（44科目） 小計（44科目）

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツＡ
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツＡ

健康・スポーツＢ 健康・スポーツＢ

健康・スポーツＣ（シーズン) 健康・スポーツＣ（シーズン)

アジアの思想と文化 アジアの思想と文化

欧米の思想と文化 欧米の思想と文化

日本の歴史と文化 日本の歴史と文化

学
問
知
科
目

文
化
科
目

哲学の世界

学
問
知
科
目

文
化
科
目

哲学の世界

倫理学の世界 倫理学の世界

日本の思想と文化 日本の思想と文化

女性と科学の関係史 女性と科学の関係史

大学の歴史と現在 大学の歴史と現在

岩手大学ミュージアム学 岩手大学ミュージアム学

アジアの歴史と文化 アジアの歴史と文化

欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化

ジェンダーの歴史と文化 ジェンダーの歴史と文化
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１・２前・後 2 8 １・２前・後 2 6
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 1
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 2
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

- -

１・２前 2 4 １・２前 2 3
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 4
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 3

１・２前 2 2 １・２前 2 1

１・２後 2 2 １・２後 2 2
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 4
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 4

１・２前 2 2 １・２前 2 2

１・２後 2 2 １・２後 2 1
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 4

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

- -

１・２前・後 2 4 １・２前・後 2 4
１・２前・後 2 1 1 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2 1
１・２前・後 2 1 1 １・２前・後 2 2 1
１・２前・後 2 1 1 １・２前・後 2 1 1
１・２前・後 2 1 1 １・２前・後 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

- -

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- -

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 3

- -

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

欧米の言語論

芸術の世界 芸術の世界

日本語表現技術入門 日本語表現技術入門

図書館への招待 図書館への招待

文
化
科
目

心の理解

日本の文学 日本の文学

言葉の世界 言葉の世界

中国の文学 中国の文学

欧米の文学 欧米の文学

心の理解

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

欧米の言語論

コミュニケーションの現在

英語で学ぶ日本の文化

社会的人間論

社
会
科
目

市民生活と法

社
会
科
目

市民生活と法

憲法 憲法

経済のしくみ

コミュニケーションの現在

心と表象 心と表象

日本事情Ａ 日本事情Ａ

日本事情Ｂ 日本事情Ｂ

文
化
科
目

経済のしくみ

現代社会と経済 現代社会と経済

市民と政治 市民と政治

現代政治を見る眼 現代政治を見る眼

英語で学ぶ日本の文化

小計（26科目） 小計（26科目）

対人関係の心理学 対人関係の心理学

知的財産入門 知的財産入門

知財ワークショップ 知財ワークショップ

社会的人間論

現代社会の社会学 現代社会の社会学

地域と生活 地域と生活

地域と社会 地域と社会

現代の諸問題 現代の諸問題

公共社会 公共社会

多文化コミュニケーションＡ 多文化コミュニケーションＡ

キャリアを考える キャリアを考える

科学・技術と現代社会 科学・技術と現代社会

ボランティアとリーダーシップ ボランティアとリーダーシップ

自然と数理 自然と数理

数理のひろがり 数理のひろがり

宇宙のしくみ 宇宙のしくみ

多文化コミュニケーションＢ 多文化コミュニケーションＢ

小計（20科目） 小計（20科目）

生命のしくみ

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

生命のしくみ

自然のしくみ 自然のしくみ

自然の科学 自然の科学

科学と技術の歴史 科学と技術の歴史

くらしと科学技術 くらしと科学技術

物質の世界 物質の世界

自然と法則 自然と法則

自然と数理の世界 自然と数理の世界

科学技術 科学技術

小計（12科目） 小計（12科目）

環
境
科
目

「環境」を考える

環
境
科
目

「環境」を考える

生活と環境 生活と環境

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

水と環境 水と環境

廃棄物と環境 廃棄物と環境

植物栽培と環境テクノロジー 植物栽培と環境テクノロジー

都市と環境 都市と環境

地域の環境保全を考える 地域の環境保全を考える

地球環境と社会 地球環境と社会

環境マネジメントと岩手大学 環境マネジメントと岩手大学

環境の科学 環境の科学

小計（13科目） 小計（13科目）

森林と環境 森林と環境

動物と環境 動物と環境

人の暮らしと生物環境 人の暮らしと生物環境

いわて学Ⅰ いわて学Ⅰ

いわて学Ⅱ いわて学Ⅱ

宮沢賢治の世界 宮沢賢治の世界

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

現代社会をみる視角

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

現代社会をみる視角

岩手の研究 岩手の研究

環境マネジメント実践学 環境マネジメント実践学

地場産業・企業論 地場産業・企業論

三陸の研究 三陸の研究

自然災害と社会 自然災害と社会

危機管理と復興 危機管理と復興

持続可能なコミュニティーづくり実践学 持続可能なコミュニティーづくり実践学

地元の企業に学ぶＥＳＤ 地元の企業に学ぶＥＳＤ

東北の歴史 東北の歴史

地域を考える 地域を考える

地域と国際社会 地域と国際社会

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

海外研修－世界から地域を考える－ 海外研修－世界から地域を考える－

小計（16科目） 小計（16科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 1 6 1後 1 7

２・３前 2 1 ２・３前 2 1

２・３後 2 1 ２・３後 2 2

２・３前 2 1 ２・３前 2 2

２・３後 2 1 ２・３後 2 1

２・３前 2 1 ２・３前 2 2

２・３後 2 1 ２・３後 2 2

２・３前 2 1 ２・３前 2 1

２・３後 2 1 ２・３後 2 6

- -

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

地域課題演習D

地域課題演習E 地域課題演習E

地域課題演習F 地域課題演習F

地域課題演習G 地域課題演習G

地
域
関
連
科
目

初年次自由ゼミナール

地域課題演習A

地
域
課
題
演
習
科
目

地域課題演習A

地域課題演習B 地域課題演習B

地域課題演習C 地域課題演習C

初年次自由ゼミナール

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

地域課題演習D

地域課題演習H 地域課題演習H

小計（9科目） 小計（9科目）

地
域
課
題
演
習
科
目

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

地
域
関
連
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 1前 1 1

1前 2 1 1前 2 2 1 3

1後 2 1 1後 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2前 1 2 2前 1 1 3

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 2

2後 1 1 2後 1 1

生
物
系

1前 2 1

生
物
系

1前 2 3

地
学
系

2後 2 1

地
学
系

2後 2 1

－ －

1後 1 1 1後 1 1

4前 2 2 4前 2 2

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

3・4前 2 1 3・4前 2 1

3・4前 2 1 3・4前 2 1

3通 1～2 2 3通 1～2 1 1

2・3通 1～2 2 2・3通 1～2 1 1

－ －

1後 1 10 9 3 1 1後 1 10 8 2 2

1後 1 1 1後 1 1

2後 1 1 2後 1 1

3前 1 1 3前 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 4 1 3前 2 2 3 1

3後 2 2 2 3後 2 2 2 2

4前 1 10 9 3 4前 1 12 9 3 1

4前 1 10 9 3 4前 1 12 9 3 1

3前 2 5 4 2 3前 2 5 4 1 1

3後 2 4 5 1 2 3後 2 5 5 2 2

3通 1 1 1 3通 1 1 1

1後 2 1 1後 2 2

材料組織学Ⅰ 2前 2 1 材料組織学Ⅰ 2前 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ －

3前 2 1 3前 2 1

3前 1 1 3前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

3前 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

量子物理学Ⅱ

物理数学演習Ⅰ

物理数学演習Ⅱ

粒子線計測学

現代物理学Ⅰ

現代物理学Ⅱ

応用確率統計学

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

光学

固体物理学

電子物性学

材料計測学

誘電体材料学

半導体理工学

有機材料学

磁性理工学

超伝導理工学

特別講義Ⅰ

特別講義Ⅱ

工場見学

熱力学

電気回路学

電磁気学Ⅰ

電磁気学Ⅱ

量子物理学Ⅰ

統計物理学

数値計算法

プログラミング学

物理･材料理工学実験Ⅰ

物理･材料理工学実験Ⅱ

物理･材料理工学基礎演習

設計製図

科学技術英語Ⅰ

専門英語セミナー

特別研修

フーリエ解析

物
理
系

物理学

物理学実験

化
学
系

化学Ⅰ

化学Ⅱ

化学実験

科学技術英語Ⅱ

数
学
系

小計（16科目）

国際研修

小計（8科目）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

線形代数学

微分方程式

ベクトル解析

複素解析

確率統計学

物理･材料理工学実験Ⅱ

専門英語セミナー

量子物理学Ⅰ

統計物理学

フーリエ解析

原子力工学

技術者倫理

工業経営管理論

知的財産権概論

特許法特講

社会体験学習

電磁気学Ⅱ

特別講義Ⅱ

工場見学

熱力学

電気回路学

電磁気学Ⅰ

小計（16科目）

国際研修

数
理
･
物
理
コ
ー

ス
科
目

現代物理学Ⅱ

応用確率統計学

現代物理学Ⅰ

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ

線形代数学

生物学

地学

専
門
科
目

学
部
内
共
通
科
目

ソフトパス理工学概論

原子力工学

技術者倫理

工業経営管理論

知的財産権概論

特許法特講

社会体験学習

学
科
内
共
通
科
目

微分方程式

ベクトル解析

複素解析

確率統計学

物
理
系

物理学

物理学実験

物理数学演習Ⅰ

物理数学演習Ⅱ

粒子線計測学

電子物性学

材料計測学

誘電体材料学

半導体理工学

有機材料学

磁性理工学

化
学
系

化学Ⅰ

化学Ⅱ

化学実験

生物学

地学

特別研修

特別講義Ⅰ

超伝導理工学

小計（8科目）

学
科
内
共
通
科
目

物理･材料理工学基礎演習

設計製図

科学技術英語Ⅰ

科学技術英語Ⅱ

数値計算法

プログラミング学

物理･材料理工学実験Ⅰ

光学

固体物理学

ナノ理工学 ナノ理工学

小計（30科目） 小計（30科目）

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

数
学
系

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ

数
理
･
物
理
コ
ー

ス
科
目

量子物理学Ⅱ

専
門
科
目

学
部
内
共
通
科
目

ソフトパス理工学概論

73



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

2前 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3後 2 2

幾何学Ⅰ 2前 2 1 幾何学Ⅰ 2前 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

卒業研究 4通 6 5 5 1 卒業研究 4通 6 7 5 2

小計（14科目） － 小計（14科目） －

2後 2 1 2後 2 1

材料物理化学Ⅰ 2前 2 1 材料物理化学Ⅰ 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2

3前 2 1 3前 2

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

卒業研究 4通 6 5 4 2 卒業研究 4通 6 5 4 1 1

小計（16科目） － 小計（16科目） －

1前 2 1 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 1 1

1前 2 1 1前 2 1 1

1前 2 1 1前 2 2

－ －

－ －

卒業要件及び履修方法

数理・物理コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目56単位と選択科目40単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の21単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の26単位、数
理・物理コース科目の中の8単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科
目、学科内共通科目の選択科目、数理・物理コース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

マテリアルコース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目62単位と選択科目34単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の21単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の26単位、マ
テリアルコース科目の中の14単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科
目、学科内共通科目の選択科目、マテリアルコース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

卒業要件及び履修方法

数理・物理コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目56単位と選択科目40単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含む）
の内訳は専門基礎科目の中の21単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の26単位、数理・物
理コース科目の中の8単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科目、学科
内共通科目の選択科目、数理・物理コース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

マテリアルコース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目62単位と選択科目34単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含む）
の内訳は専門基礎科目の中の21単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の26単位、マテリア
ルコース科目の中の14単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科目、学科
内共通科目の選択科目、マテリアルコース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

鋳造材料学

複合材料学

金属構造材料学

材料強度学

電気化学

半導体デバイス工学

エコ材料学

接合工学

反応工学

鉄鋼製錬

非鉄製錬

専
門
科
目

数
理
･
物
理
コ
ー

ス
科
目

応用微分方程式

複雑系科学

ゲーム理論

応用解析学

幾何学Ⅱ

複合材料学

材料強度学

反応工学

鉄鋼製錬

非鉄製錬

鋳造材料学

高
大
連
携
科
目

理工学入門数学Ⅰ

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ

理工学入門物理Ⅱ

マ
テ
リ
ア
ル
コ
ー

ス
科
目

材料力学

材料物理化学Ⅱ

材料組織学Ⅱ

材料物理化学Ⅱ

専
門
教
育
科
目

高
大
連
携
科
目

理工学入門数学Ⅰ

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ

理工学入門物理Ⅱ

数
理
･
物
理
コ
ー

ス
科
目

応用微分方程式

複雑系科学

ゲーム理論

応用解析学

幾何学Ⅱ

マ
テ
リ
ア
ル
コ
ー

ス
科
目

材料力学

接合工学

電気化学

半導体デバイス工学

エコ材料学

材料組織学Ⅱ

小計（5科目）

合計（234科目） 合計（234科目）

理工学入門化学 理工学入門化学

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

金属構造材料学

小計（5科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
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手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

- -

1前・後 1 8 1前・後 1 9

1前・後 1 9 1前・後 1 10

1前・後 1 12 1前・後 1 10

1前・後 1 10 1前・後 1 12

1前・後 1 11 1前・後 1 10

1前・後 1 10 1前・後 1 10

1前・後 1 9 1前・後 1 9

1前・後 1 7 1前・後 1 9

1前・後 1 9 1前・後 1 9

1前・後 1 9 1前・後 1 9

1前・後 1 7 1前・後 1 7

1前・後 1 7 1前・後 1 8

1前 1 1 1前 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

1前・後 1 9 1前・後 1 8

1前・後 1 10 1前・後 1 9

1後 1 2 1後 1 2

1前・後 1 11 1前・後 1 10

1前・後 1 9 1前・後 1 9

1後 1 3 1後 1 3

1前 1 3 1前 1 3

1前 1 3 1前 1 3

1後 1 2 1後 1 2

1前・後 1 5 1前・後 1 5

1前・後 1 5 1前・後 1 6

1後 1 2 1後 1 2

1前 1 3 1前 1 3

1前・後 1 3 1前・後 1 3

1後 1 2 1後 1 2

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 2 1前 1 2

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 2 1後 1 2

1後 1 1 1後 1 1

- -

1前 1 5 1前 1 5

1後 1 5 1後 1 5

１・２後 1 2 １・２後 1 1

- -

1前 2 1 13 1前 2 1 14

- -

１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【平成２８年度】 【平成２９年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

2

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

転
換
教
育
科
目

基礎ゼミナール 1前 1

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

小計（1科目） 小計（1科目）

1前 1 2

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

転
換
教
育
科
目

基礎ゼミナール

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅱ（上級） 英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーションⅠ（初級） 英語コミュニケーションⅠ（初級）

英語コミュニケーションⅡ（初級） 英語コミュニケーションⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（中級） 英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級） 英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級） 英語総合Ⅰ（上級）

英語コミュニケーションⅡ（上級） 英語コミュニケーションⅡ（上級）

英語基礎 英語基礎

英語発展Ａ 英語発展Ａ

英語コミュニケーションⅠ（中級） 英語コミュニケーションⅠ（中級）

英語コミュニケーションⅡ（中級） 英語コミュニケーションⅡ（中級）

英語コミュニケーションⅠ（上級） 英語コミュニケーションⅠ（上級）

英語発展Ｅ 英語発展Ｅ

英語発展Ｆ 英語発展Ｆ

英語発展Ｇ 英語発展Ｇ

英語発展Ｂ 英語発展Ｂ

英語発展Ｃ 英語発展Ｃ

英語発展Ｄ 英語発展Ｄ

中級ドイツ語 中級ドイツ語

初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展) 初級フランス語(発展)

英語発展Ｈ 英語発展Ｈ

初級ドイツ語（入門） 初級ドイツ語（入門）

初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展）

中級ロシア語 中級ロシア語

初級中国語（入門） 初級中国語（入門）

初級中国語（発展） 初級中国語（発展）

中級フランス語 中級フランス語

初級ロシア語(入門) 初級ロシア語(入門)

初級ロシア語(発展) 初級ロシア語(発展)

中級韓国語 中級韓国語

上級日本語Ａ 上級日本語Ａ

上級日本語Ｂ 上級日本語Ｂ

中級中国語 中級中国語

初級韓国語（入門） 初級韓国語（入門）

初級韓国語（発展） 初級韓国語（発展）

上級日本語Ｆ 上級日本語Ｆ

上級日本語Ｇ 上級日本語Ｇ

上級日本語Ｈ 上級日本語Ｈ

上級日本語Ｃ 上級日本語Ｃ

上級日本語Ｄ 上級日本語Ｄ

上級日本語Ｅ 上級日本語Ｅ

小計（3科目） 小計（3科目）

情
報
基
礎

情報基礎
情
報
基
礎

情報基礎

小計（1科目） 小計（1科目）

小計（44科目） 小計（44科目）

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツＡ
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツＡ

健康・スポーツＢ 健康・スポーツＢ

健康・スポーツＣ（シーズン) 健康・スポーツＣ（シーズン)

アジアの思想と文化 アジアの思想と文化

欧米の思想と文化 欧米の思想と文化

日本の歴史と文化 日本の歴史と文化

学
問
知
科
目

文
化
科
目

哲学の世界

学
問
知
科
目

文
化
科
目

哲学の世界

倫理学の世界 倫理学の世界

日本の思想と文化 日本の思想と文化

女性と科学の関係史 女性と科学の関係史

大学の歴史と現在 大学の歴史と現在

岩手大学ミュージアム学 岩手大学ミュージアム学

アジアの歴史と文化 アジアの歴史と文化

欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化

ジェンダーの歴史と文化 ジェンダーの歴史と文化
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選
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自
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助
　
教

助
　
手

１・２前・後 2 6 １・２前・後 2 6
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

- -

１・２前 2 4 １・２前 2 3
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 5
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 4 １・２前・後 2 2

１・２前 2 2 １・２前 2 2

１・２後 2 2 １・２後 2 2
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 4
１・２前・後 2 4 １・２前・後 2 4

１・２前 2 3 １・２前 2 2

１・２後 2 3 １・２後 2 2
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 3

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 4 １・２前 2 3

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

- -

１・２前・後 2 4 １・２前・後 2 4
１・２前・後 2 1 2 １・２前・後 2 1 2
１・２前・後 2 2 1 １・２前・後 2 2 1
１・２前・後 2 1 2 １・２前・後 2 1 2
１・２前・後 2 1 1 １・２前・後 2 1 1
１・２前・後 2 1 1 １・２前・後 2 1 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

- -

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- -

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 2

- -

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

心の理解

欧米の言語論

コミュニケーションの現在

英語で学ぶ日本の文化

社会的人間論

欧米の言語論

芸術の世界 芸術の世界

日本語表現技術入門 日本語表現技術入門

図書館への招待 図書館への招待

心の理解

日本の文学 日本の文学

言葉の世界 言葉の世界

中国の文学 中国の文学

欧米の文学 欧米の文学

社
会
科
目

市民生活と法

社
会
科
目

市民生活と法

憲法 憲法

経済のしくみ

コミュニケーションの現在

心と表象 心と表象

日本事情Ａ 日本事情Ａ

日本事情Ｂ 日本事情Ｂ

経済のしくみ

現代社会と経済 現代社会と経済

市民と政治 市民と政治

現代政治を見る眼 現代政治を見る眼

英語で学ぶ日本の文化

小計（26科目） 小計（26科目）

対人関係の心理学 対人関係の心理学

知的財産入門 知的財産入門

知財ワークショップ 知財ワークショップ

社会的人間論

現代社会の社会学 現代社会の社会学

地域と生活 地域と生活

地域と社会 地域と社会

現代の諸問題 現代の諸問題

公共社会 公共社会

多文化コミュニケーションＡ 多文化コミュニケーションＡ

キャリアを考える キャリアを考える

科学・技術と現代社会 科学・技術と現代社会

ボランティアとリーダーシップ ボランティアとリーダーシップ

自然と数理 自然と数理

数理のひろがり 数理のひろがり

宇宙のしくみ 宇宙のしくみ

多文化コミュニケーションＢ 多文化コミュニケーションＢ

小計（20科目） 小計（20科目）

生命のしくみ

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

生命のしくみ

自然のしくみ 自然のしくみ

自然の科学 自然の科学

科学と技術の歴史 科学と技術の歴史

くらしと科学技術 くらしと科学技術

物質の世界 物質の世界

自然と法則 自然と法則

自然と数理の世界 自然と数理の世界

科学技術 科学技術

小計（12科目） 小計（12科目）

環
境
科
目

「環境」を考える

環
境
科
目

「環境」を考える

生活と環境 生活と環境

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

水と環境 水と環境

廃棄物と環境 廃棄物と環境

植物栽培と環境テクノロジー 植物栽培と環境テクノロジー

都市と環境 都市と環境

地域の環境保全を考える 地域の環境保全を考える

地球環境と社会 地球環境と社会

環境マネジメントと岩手大学 環境マネジメントと岩手大学

環境の科学 環境の科学

小計（13科目） 小計（13科目）

森林と環境 森林と環境

動物と環境 動物と環境

人の暮らしと生物環境 人の暮らしと生物環境

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

現代社会をみる視角

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

現代社会をみる視角

岩手の研究 岩手の研究

環境マネジメント実践学 環境マネジメント実践学

危機管理と復興 危機管理と復興

持続可能なコミュニティーづくり実践学 持続可能なコミュニティーづくり実践学

地元の企業に学ぶＥＳＤ 地元の企業に学ぶＥＳＤ

いわて学Ⅰ いわて学Ⅰ

いわて学Ⅱ いわて学Ⅱ

宮沢賢治の世界 宮沢賢治の世界

東北の歴史 東北の歴史

地域を考える 地域を考える

地域と国際社会 地域と国際社会

地場産業・企業論 地場産業・企業論

三陸の研究 三陸の研究

自然災害と社会 自然災害と社会

海外研修－世界から地域を考える－ 海外研修－世界から地域を考える－

小計（16科目） 小計（16科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 1 6 1後 1 7

２・３前 2 1 ２・３前 2 1

２・３後 2 1 ２・３後 2 1

２・３前 2 1 ２・３前 2 3

２・３後 2 1 ２・３後 2 1

２・３前 2 1 ２・３前 2 1

２・３後 2 1 ２・３後 2 1

２・３前 2 1 ２・３前 2 1

２・３後 2 1 ２・３後 2 3

- -

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

地
域
関
連
科
目

初年次自由ゼミナール

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

地域課題演習D

地域課題演習H

科目
区分

科目
区分

地域課題演習H

小計（9科目） 小計（9科目）

地域課題演習D

地域課題演習E 地域課題演習E

地域課題演習F 地域課題演習F

地域課題演習G 地域課題演習G

地
域
関
連
科
目

初年次自由ゼミナール

地
域
課
題
演
習
科
目

地域課題演習A

地
域
課
題
演
習
科
目

地域課題演習A

地域課題演習B 地域課題演習B

地域課題演習C 地域課題演習C
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 1前 1 1

1前 2 1 1 1前 2 1 1 3

1後 2 1 1後 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2前 1 2 2前 1 4

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2後 1 1 2後 1 1
生

物

系
1前 2 1

生

物

系
1前 2 2

地

学

系
2後 2 1

地

学

系
2後 2 1

－ －

1後 1 1 1後 1 1

4前 2 2 4前 2 2

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

3・4前 2 1 3・4前 2 1

3・4前 2 1 3・4前 2 1

3通 1～2 2 3通 1～2 2

2・3通 1～2 2 2・3通 1～2 2

－ －

1後 1 10 10 2 1 1後 1 10 9 2 1

1後 1 1 1後 1 1

2後 1 1 2後 1 1

3前 1 1 3前 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 4 1 3前 2 1 3 2

3後 2 3 1 3後 2 1 3 2

4前 1 10 10 2 4前 1 12 9 4

4前 1 10 10 2 4前 1 12 9 4

3前 2 5 5 1 3前 2 5 4 2

3後 2 4 5 1 2 3後 2 5 5 2 2

3通 1 1 1 3通 1 1 1

1後 2 1 1後 2 2

材料組織学Ⅰ 2前 2 1 材料組織学Ⅰ 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

－ －

3前 2 1 3前 2 1

3前 1 1 3前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

統計物理学

光学

固体物理学

電子物性学

材料計測学

誘電体材料学

半導体理工学

有機材料学

磁性理工学

数
理
･
物
理
コ
ー

ス
科
目

特別講義Ⅰ

特別講義Ⅱ

工場見学

熱力学

電気回路学

電磁気学Ⅰ

電磁気学Ⅱ

量子物理学Ⅰ

量子物理学Ⅱ

物理数学演習Ⅰ

物理数学演習Ⅱ

粒子線計測学

現代物理学Ⅰ

現代物理学Ⅱ

応用確率統計学

超伝導理工学

小計（30科目）

化学Ⅱ

化学実験

生物学

専
門
科
目

学
部
内
共
通
科
目

ソフトパス理工学概論

原子力工学

技術者倫理

工業経営管理論

知的財産権概論

特許法特講

社会体験学習

小計（8科目）

学
科
内
共
通
科
目

物理･材料理工学基礎演習

設計製図

科学技術英語Ⅰ

科学技術英語Ⅱ

数値計算法

プログラミング学

物理･材料理工学実験Ⅰ

物理･材料理工学実験Ⅱ

専門英語セミナー

特別研修

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

数
学
系

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ

線形代数学

微分方程式

ベクトル解析

複素解析

確率統計学

フーリエ解析

物
理
系

物理学

物理学実験

化
学
系

化学Ⅰ

数
学
系

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ

線形代数学

微分方程式

ベクトル解析

複素解析

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

確率統計学

フーリエ解析

専
門
教
育
科
目

数
理
･
物
理
コ
ー

ス
科
目

物理数学演習Ⅰ

物理数学演習Ⅱ

学
科
内
共
通
科
目

物理･材料理工学基礎演習

設計製図

科学技術英語Ⅱ

物
理
系

物理学

物理学実験

化
学
系

化学Ⅰ

化学Ⅱ

化学実験

地学

有機材料学

磁性理工学

超伝導理工学

小計（30科目）

量子物理学Ⅱ

生物学

専
門
科
目

学
部
内
共
通
科
目

ソフトパス理工学概論

原子力工学

技術者倫理

工業経営管理論

知的財産権概論

特許法特講

専
門
基
礎
科
目

物理･材料理工学実験Ⅱ

専門英語セミナー

特別研修

特別講義Ⅰ

特別講義Ⅱ

工場見学

社会体験学習

小計（8科目）

科学技術英語Ⅰ

数値計算法

プログラミング学

物理･材料理工学実験Ⅰ

光学

固体物理学

電子物性学

材料計測学

誘電体材料学

半導体理工学

熱力学

電気回路学

電磁気学Ⅰ

電磁気学Ⅱ

量子物理学Ⅰ

統計物理学

粒子線計測学

現代物理学Ⅰ

現代物理学Ⅱ

応用確率統計学

地学

小計（16科目）

国際研修

ナノ理工学

小計（16科目）

国際研修

ナノ理工学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

2前 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 2

幾何学Ⅰ 2前 2 1 幾何学Ⅰ 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

卒業研究 4通 6 5 5 1 卒業研究 4通 6 7 5 2

小計（14科目） － 小計（14科目） －

2後 2 1 2後 2 1

材料物理化学Ⅰ 2前 2 1 材料物理化学Ⅰ 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2

3前 2 1 3前 2

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

卒業研究 4通 6 5 5 1 卒業研究 4通 6 5 4 2

小計（16科目） － 小計（16科目） －

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 1 1 1前 2 1 1

1前 2 1 1 1前 2 1 1

1前 2 2 1前 2 2

－ －

－ －

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

数
理
･
物
理
コ
ー

ス
科
目

応用微分方程式

複雑系科学

ゲーム理論

応用解析学

幾何学Ⅱ

マ
テ
リ
ア
ル
コ
ー

ス
科
目

材料力学

材料物理化学Ⅱ

材料組織学Ⅱ

金属構造材料学

材料強度学

電気化学

半導体デバイス工学

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ

理工学入門物理Ⅱ

小計（5科目）

高
大
連
携
科
目

理工学入門数学Ⅰ

エコ材料学

接合工学

反応工学

鉄鋼製錬

非鉄製錬

鋳造材料学

複合材料学

材料組織学Ⅱ

金属構造材料学

材料強度学

電気化学

半導体デバイス工学

エコ材料学

接合工学

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

数
理
･
物
理
コ
ー

ス
科
目

応用微分方程式

複雑系科学

ゲーム理論

応用解析学

幾何学Ⅱ

小計（5科目）

反応工学

鉄鋼製錬

非鉄製錬

鋳造材料学

複合材料学

高
大
連
携
科
目

理工学入門数学Ⅰ

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ

理工学入門物理Ⅱ

マ
テ
リ
ア
ル
コ
ー

ス
科
目

材料力学

材料物理化学Ⅱ

卒業要件及び履修方法

数理・物理コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目56単位と選択科目40単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の21単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の26単位、数
理・物理コース科目の中の8単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科
目、学科内共通科目の選択科目、数理・物理コース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

マテリアルコース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目62単位と選択科目34単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の21単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の26単位、マ
テリアルコース科目の中の14単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科
目、学科内共通科目の選択科目、マテリアルコース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

卒業要件及び履修方法

数理・物理コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目56単位と選択科目40単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の21単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の26単位、数
理・物理コース科目の中の8単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科
目、学科内共通科目の選択科目、数理・物理コース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

マテリアルコース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目62単位と選択科目34単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の21単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の26単位、マ
テリアルコース科目の中の14単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科
目、学科内共通科目の選択科目、マテリアルコース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

理工学入門化学

合計（234科目）

理工学入門化学

合計（234科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

-

1前・後 1 8

1前・後 1 10

1前・後 1 12

1前・後 1 13

1前・後 1 6

1前・後 1 7

1前・後 1 9

1前・後 1 9

1前・後 1 11

1前・後 1 10

1前・後 1 5

1前・後 1 7

1前 1 1

２・３前 1 1

２・３後 1 1

２・３前 1 1

２・３後 1 1

２・３前 1 1

２・３後 1 1

２・３前 1 1

２・３後 1 1

1前・後 1 7

1前・後 1 9

1後 1 2

1前・後 1 11

1前・後 1 8

1後 1 3

1前 1 3

1前 1 3

1後 1 2

1前・後 1 5

1前・後 1 6

1後 1 2

1前 1 3

1前・後 1 3

1後 1 2

1前 1 1

1前 1 1

1前 1 2

1前 1 1

1後 1 1

1後 1 1

1後 1 2

1後 1 1

-

1前 1 5

1後 1 5

１・２後 1 2

-

1前 2 1 16

-

１・２前・後 2 2

１・２後 2 1
１・２前・後 2 1

１・２前 2 1
１・２前・後 2 1
１・２前・後 2 2

１・２後 2 1
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２前 2 1

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【平成３０年度】

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

転
換
教
育
科
目

基礎ゼミナール 1前 1

英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーションⅠ（初級）

英語コミュニケーションⅡ（初級）

英語コミュニケーションⅠ（中級）

初級ドイツ語（入門）

初級ドイツ語（発展）

中級ドイツ語

初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

中級フランス語

上級日本語Ｄ

上級日本語Ｅ

上級日本語Ｆ

上級日本語Ｇ

上級日本語Ｈ

小計（1科目）

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）

2

英語発展Ｃ

英語発展Ｄ

英語発展Ｅ

英語発展Ｆ

英語発展Ｇ

英語発展Ｈ

英語コミュニケーションⅡ（中級）

英語コミュニケーションⅠ（上級）

英語コミュニケーションⅡ（上級）

英語基礎

英語発展Ａ

英語発展Ｂ

初級韓国語（入門）

初級韓国語（発展）

中級韓国語

上級日本語Ａ

上級日本語Ｂ

上級日本語Ｃ

初級ロシア語(入門)

初級ロシア語(発展)

中級ロシア語

初級中国語（入門）

初級中国語（発展）

中級中国語

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツＡ

健康・スポーツＢ

健康・スポーツＣ（シーズン)

小計（3科目）

情
報
基
礎

情報基礎

小計（1科目）

小計（44科目）

学
問
知
科
目

文
化
科
目

哲学の世界

倫理学の世界

日本の思想と文化

アジアの思想と文化

欧米の思想と文化

日本の歴史と文化

アジアの歴史と文化

欧米の歴史と文化

ジェンダーの歴史と文化

女性と科学の関係史

大学の歴史と現在

岩手大学ミュージアム学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１・２前・後 2 6
１・２前・後 2 1
１・２前・後 2 2
１・２前・後 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

-

１・２前 2 3
１・２前・後 2 5
１・２前・後 2 2
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２後 2 2
１・２前・後 2 5
１・２前・後 2 4

１・２前 2 2

１・２後 2 2
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２後 2 1
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２前 2 2

１・２前 2 3

１・２前 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

-

１・２前・後 2 4
１・２前・後 2 1 2
１・２前・後 2 2 1
１・２前・後 2 2 2
１・２前・後 2 1 1
１・２前・後 2 1
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

-

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

-

１・２後 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２後 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 3

-

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

文
化
科
目

心の理解

日本の文学

言葉の世界

物質の世界

自然と法則

自然と数理の世界

自然の科学

ボランティアとリーダーシップ

現代の諸問題

公共社会

多文化コミュニケーションＡ

多文化コミュニケーションＢ

小計（20科目）

科目
区分

授業科目の名称

コミュニケーションの現在

心と表象

日本事情Ａ

日本事情Ｂ

英語で学ぶ日本の文化

小計（26科目）

中国の文学

欧米の文学

欧米の言語論

芸術の世界

日本語表現技術入門

図書館への招待

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

生命のしくみ

自然のしくみ

自然と数理

数理のひろがり

宇宙のしくみ

地域と社会

対人関係の心理学

知的財産入門

知財ワークショップ

キャリアを考える

科学・技術と現代社会

社
会
科
目

市民生活と法

憲法

経済のしくみ

現代社会と経済

市民と政治

現代政治を見る眼

社会的人間論

現代社会の社会学

地域と生活

水と環境

廃棄物と環境

植物栽培と環境テクノロジー

森林と環境

動物と環境

人の暮らしと生物環境

科学と技術の歴史

くらしと科学技術

科学技術

小計（12科目）

「環境」を考える

生活と環境

都市と環境

地域の環境保全を考える

地球環境と社会

宮沢賢治の世界

危機管理と復興

持続可能なコミュニティーづくり実践学

地元の企業に学ぶＥＳＤ

地場産業・企業論

三陸の研究

環境の科学

小計（13科目）

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

現代社会をみる視角

岩手の研究

環境マネジメント実践学

いわて学Ⅰ

いわて学Ⅱ

環
境
科
目

環境マネジメントと岩手大学

自然災害と社会

東北の歴史

地域を考える

地域と国際社会

海外研修－世界から地域を考える－

小計（16科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 1 7

２・３前 2 1

２・３後 2 2

２・３前 2 2

２・３後 2 1

２・３前 2 1

２・３後 2 1

２・３前 2 1

２・３後 2 5

-

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

地域課題演習F

地域課題演習G

地域課題演習H

小計（9科目）

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

地
域
関
連
科
目

初年次自由ゼミナール

地
域
課
題
演
習
科
目

地域課題演習A

地域課題演習B

地域課題演習C

地域課題演習D

地域課題演習E
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1

1前 2 2 1 3

1後 2 1 1

1後 2 1 1

1後 2 1

2前 2 1 1

2後 2 1

2前 2 1 1

2前 2 1

1前 2 1

2前 1 4

1前 2 1

1後 2 2

2後 1 1
生

物

系
1前 2 3

地

学

系
2後 2 1

－

1後 1 1

4前 2 2

4前 2 1

4前 2 1

3・4前 2 1

3・4前 2 1

3通 1～2 2

2・3通 1～2 2

－

1後 1 10 9 2 1

1後 1 1

2後 1 1

3前 1 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1 3 2

3後 2 1 3 2

4前 1 12 9 4

4前 1 12 9 4

3前 2 5 4 2

3後 2 5 5 2 2

3通 1 1 1

1後 2 2

材料組織学Ⅰ 2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3後 2 1

－

3前 2 1

3前 1 1

3後 1 1

3前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

2後 2 1

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

線形代数学

微分方程式

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

数
学
系

学
部
内
共
通
科
目

確率統計学

フーリエ解析

ベクトル解析

複素解析

物
理
系

物理学

物理学実験

化学実験

生物学

地学

化
学
系

化学Ⅰ

化学Ⅱ

小計（16科目）

専
門
科
目

工業経営管理論

知的財産権概論

ソフトパス理工学概論

原子力工学

技術者倫理

国際研修

小計（8科目）

特許法特講

社会体験学習

科学技術英語Ⅰ

科学技術英語Ⅱ

数値計算法

学
科
内
共
通
科
目

物理･材料理工学基礎演習

設計製図

物理･材料理工学実験Ⅱ

専門英語セミナー

プログラミング学

物理･材料理工学実験Ⅰ

特別講義Ⅱ

工場見学

特別研修

特別講義Ⅰ

電磁気学Ⅰ

電磁気学Ⅱ

熱力学

電気回路学

光学

固体物理学

量子物理学Ⅰ

統計物理学

誘電体材料学

半導体理工学

電子物性学

材料計測学

超伝導理工学

ナノ理工学

有機材料学

磁性理工学

小計（30科目）

数
理
･
物
理
コ
ー

ス
科
目

量子物理学Ⅱ

現代物理学Ⅰ

現代物理学Ⅱ

物理数学演習Ⅰ

物理数学演習Ⅱ

粒子線計測学

応用確率統計学

83



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

2後 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3前 2 2

幾何学Ⅰ 2前 2 1 1

2後 2 1

卒業研究 4通 6 7 5 2

小計（14科目） －

2後 2 1

材料物理化学Ⅰ 2前 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3前 2

3後 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3前 2 1

3後 2

3前 2

3後 2 1

3後 2 1

卒業研究 4通 6 5 4 2

小計（16科目） －

1前 2 2

1前 2 2

1前 2 1 1

1前 2 1 1

1前 2 2

－

－

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  本授業科目表は、開設年度から提出年度までの間において実際に実施された授業科目に関する情報として記入してください。

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

ゲーム理論

応用解析学

幾何学Ⅱ

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

数
理
･
物
理
コ
ー

ス
科
目

応用微分方程式

複雑系科学

材料組織学Ⅱ

金属構造材料学

材料強度学

マ
テ
リ
ア
ル
コ
ー

ス
科
目

材料力学

材料物理化学Ⅱ

エコ材料学

接合工学

電気化学

半導体デバイス工学

非鉄製錬

鋳造材料学

反応工学

鉄鋼製錬

複合材料学

高
大
連
携
科
目

理工学入門数学Ⅰ

理工学入門化学

小計（5科目）

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ

理工学入門物理Ⅱ

数理・物理コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目56単位と選択科目40単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の21単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の26単位、
数理・物理コース科目の中の8単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選
択科目、学科内共通科目の選択科目、数理・物理コース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

マテリアルコース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目62単位と選択科目34単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の21単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の26単位、
マテリアルコース科目の中の14単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選
択科目、学科内共通科目の選択科目、マテリアルコース科目の選択科目である。
○卒業要件
教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

合計（234科目）

卒業要件及び履修方法
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【平成２８年度】

【平成２９年度】

・教育効果を高めるため及び習熟度別クラスを導入したため、「微分積分学Ⅰ」の「兼」を1名増に変更。
・担当教員の昇格に伴い、「物理･材料理工学基礎演習」「物理･材料理工学実験Ⅱ」「専門英語セミナー」「特別研修」」「特別講義Ⅰ」「電気回路学」マテリアルコース
科目「卒業研究」の専任教員の配置を「助教」を1名減にし、「准教授」を1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「理工学入門数学Ⅰ」「理工学入門数学Ⅱ」「理工学入門物理Ⅰ」「理工学入門物理Ⅱ」「理工学入門化学」にそれぞれ非常勤講師1名を追
加。

・教育効果を高めるため及び再履修者用クラスを導入したため、「微分積分学Ⅰ」の「兼」を2名増に変更。
・教育効果を高めるため、「線形代数学」「ベクトル解析」「熱力学」「応用解析学」の専任教員の配置を、それぞれ「教授」を1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「微分積分学Ⅱ」「生物学」の「兼」を1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「物理学実験」の専任教員の配置を、「助教」を2名増に変更。
・教育効果を高めるため、「特別講義Ⅱ」の専任教員の配置を、「教授」「助教」各1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「物理・材料理工学実験Ⅱ」の専任教員の配置を、「教授」「准教授」「助教」各1名増に変更。
・教育効果を高めるため、数理・物理コース科目「卒業研究」の専任教員の配置を、「教授5」から「教授7」に、「助教1」から「助教2」に変更。
・教育効果を高めるため、「応用微分方程式」の開講時期を「2前」から「2後」に変更。
・担当教員の昇格に伴い、「材料物理化学Ⅰ」「金属構造材料学」「接合工学」「複合材料学」の専任教員の配置を「准教授」を1名減にし、「教授」を1名増に変更。
・担当教員の昇格に伴う変更および教育効果を高めるため、「物理･材料理工学実験Ⅰ」の専任教員の配置を「准教授」を1名減にし「教授」「助教」を各1名増に変
更。
・担当教員の昇格に伴う変更および教育効果を高めるため、「専門英語セミナー」「特別研修」の専任教員の配置をそれぞれ「教授10」から「教授12」に、「准教授10」
から「准教授9」に、「助教2」から「助教4」に変更。
・担当教員の昇格及び転出に伴う変更および教育効果を高めるため、「特別講義Ⅰ」の専任教員の配置を「准教授」を1名減にし「助教」を1名増に変更。
・担当教員の昇格及び転出に伴う変更および教育効果を高めるため、マテリアルコース科目「卒業研究」の専任教員の配置を「准教授」を1名減にし「助教」を1名増
に変更。
・担当教員の昇格及び転出に伴い、「物理･材料理工学基礎演習」の専任教員の配置を「准教授」を1名減に変更。
・担当教員の転出に伴い、「材料物理化学Ⅱ」「電気化学」「鉄鋼製錬」「非鉄製錬」の専任教員の配置を「教授」を1名減に変更し、教育効果を高めるため「材料物理
化学Ⅱ」の「兼」を1名増に変更。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域と生活」「地域と社会」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代の諸問題」の兼担・兼任教員数を４から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域と国際社会」「海外研修-世界から地域を考える-」の兼担・兼任教員数を
１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初年次自由ゼミナール」の兼担・兼任教員数を６から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習C」「地域課題演習H」の兼担・兼任教員数を１から３に変更し
た。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「情報基礎」の兼担・兼任教員数を１３から１５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本の思想と文化」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「欧米の歴史と文化」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「市民生活と法」の兼担・兼任教員数を４から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代社会と経済」の兼担・兼任教員数を４から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「社会的人間論」の兼担・兼任教員数を５から４に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（上級）」の兼担・兼任教員数を７から８に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（入門）」の兼担・兼任教員数を９から８に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（発展）」の兼担・兼任教員数を１０から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級フランス語（入門）」の兼担・兼任教員数を１１から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級中国語（発展）」の兼担・兼任教員数を５から６に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「健康スポーツC」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（初級）」の兼担・兼任教員数を８から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（初級）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（中級）」の兼担・兼任教員数を１２から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（中級）」の兼担・兼任教員数を１０から１２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（上級）」の兼担・兼任教員数を１１から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（初級）」の兼担・兼任教員数を７から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代の諸問題」の兼担・兼任教員数を１から４に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「自然のしくみ」「数理のひろがり」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「自然と数理」の兼担・兼任教員数を０から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「自然と法則」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

　　　　 　　　　

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本の歴史と文化」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「心の理解」の兼担・兼任教員数を８から６に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「言葉の世界」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代社会と経済」「現代社会の社会学」の兼担・兼任教員数を５から４に変更し
た。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域と生活」「地域と社会」の兼担・兼任教員数を２から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「キャリアを考える」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ロシア語（入門）」「初級ロシア語（発展）」の兼担・兼任教員数を１から３に
変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「中級ロシア語」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級中国語（発展）」の兼担・兼任教員数を６から５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「上級日本語C」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「健康スポーツA」「健康スポーツB」の兼担・兼任教員数を２から５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「情報基礎」の兼担・兼任教員数を０から１３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅠ（中級）」の兼担・兼任教員数を８から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（中級）」の兼担・兼任教員数を７から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅠ（上級）」の兼担・兼任教員数を６から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（入門）」の兼担・兼任教員数を７から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（発展）」の兼担・兼任教員数を７から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「中級ドイツ語」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（中級）」の兼担・兼任教員数を１１から１２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（中級）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（上級）」の兼担・兼任教員数を８から１１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（上級）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅠ（初級）」の兼担・兼任教員数を７から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（初級）」の兼担・兼任教員数を５から７に変更した。

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（初級）」の兼担・兼任教員数を４から８に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（初級）」の兼担・兼任教員数を５から９に変更した。
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【平成３０年度】

【令和元年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

・教育効果を高めるため、「微分積分学Ⅰ」「幾何学Ⅰ」の専任教員の配置を、それぞれ「教授」を1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「半導体理工学」の専任教員の配置を、「准教授」を1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「確率統計学」「化学Ⅱ」「生物学」の「兼」を1名増に変更。

　　　　 　　　　

・専任教員の定年退職のため、「物質の世界」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授０」に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域と国際社会」兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「「海外研修-世界から地域を考える-」の兼担・兼任教員数を２から３に変更し
た。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習B」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習C」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習H」の兼担・兼任教員数を３から５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（初級）」の兼担・兼任教員数を８から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（初級）」の兼担・兼任教員数を１０から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（中級）」の兼担・兼任教員数を１２から１３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（中級）」の兼担・兼任教員数を１３から１５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（上級）」の兼担・兼任教員数を６から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（上級）」の兼担・兼任教員数を７から８に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ（初級）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ（中級）」の兼担・兼任教員数を１０から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ（上級）」の兼担・兼任教員数を５から６に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（入門）」の兼担・兼任教員数を７から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（発展）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級フランス語（入門）」の兼担・兼任教員数を１１から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「健康・スポーツC」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「経済のしくみ」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「市民と政治」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「社会的人間論」の兼担・兼任教員数を４から５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「対人関係の心理学」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「ボランティアとリーダーシップ」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「数理のひろがり」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２」に変更した。
担当教員　宮島信也（教授）　平成30年2月　教員審査済　判定　可

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「健康スポーツC」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「情報基礎」の兼担・兼任教員数を１５から１６に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本の思想と文化」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本の歴史と文化」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「欧米の歴史と文化」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本の文学」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（中級）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅠ（上級）」の兼担・兼任教員数を７から５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（上級）」の兼担・兼任教員数を８から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（入門）」の兼担・兼任教員数を８から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級フランス語（入門）」の兼担・兼任教員数を１０から１１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級フランス語（発展）」の兼担・兼任教員数を９から８に変更した。

・兼担・兼任教員死亡のため、「英語総合Ⅰ（初級）」の配置数を９から８に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（中級）」の兼担・兼任教員数を１０から１２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（中級）」の兼担・兼任教員数を１２から１３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（上級）」の兼担・兼任教員数を１０から６に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（上級）」の兼担・兼任教員数を１０から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅠ（中級）」の兼担・兼任教員数を９から１１に変更した。

　　　　 　　　　

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「数理のひろがり」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習E」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習F」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・担当教員の昇格に伴い、「固体物理学」「誘電体材料学」「社会体験学習」「国際研修」「物理・材料理工学基礎演習」「科学技術英語Ⅰ」「物理・材料理工学実験Ⅱ」
「卒業研究」「物理・材料理工学実験Ⅰ」「専門英語セミナー」「特別研修」「特別講義Ⅰ」の専任教員の配置を「准教授」を1名減にし、「教授」を1名増に変更。
・担当教員の昇格に伴い、「物理学実験」「物理・材料理工学実験Ⅰ」「専門英語セミナー」「特別研修」「特別講義Ⅰ」「卒業研究」の専門教員の配置を「助教」を１名
減にし、「准教授」を1名増に変更。
・担当教員の辞職に伴い、「ソフトパス理工学概論」「物理･材料理工学基礎演習」「専門英語セミナー」「特別研修」「特別講義Ⅰ」「卒業研究」「電磁気学Ⅱ」「半導体
理工学」「半導体デバイス工学」の専任教員の配置を、「教授」を1名減に変更し、教育効果を高めるため同科目の「兼」を1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「電気化学」「材料物理化学Ⅱ」の専任教員の配置を、「准教授」を1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「接合工学」の専任教員の配置を、「准教授」を1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「電気回路学」の開講時期を「2後」から「2前」に変更。
・教育効果を高めるため、「粒子線計測学」の開講時期を「3前」から「3後」に変更。
・教育効果を高めるため、「複雑系科学」の開講時期を「3後」から「3前」に変更。
・教育効果を高めるため、「応用解析学」の開講時期を「3前」から「3後」に変更。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「情報基礎」の兼担・兼任教員数を１６から１４に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本思想と文化）」の兼担・兼任教員数を１から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「欧米の歴史と文化」の兼担・兼任教員数を２から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「憲法」の兼担・兼任教員数を５から４に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「経済のしくみ」の兼担・兼任教員数を２から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代社会と経済」の兼担・兼任教員数を２から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「社会的人間論」の兼担・兼任教員数を５から４に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域と社会」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代の諸問題」の兼担・兼任教員数を３から４に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習H」の兼担・牽引教員数を５から６に変更した。
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

[0] [0] [0]

設置時の計画 変更状況
備考

必修 自由 計

[0]

40 6 234188 6 234 40 188

選択 自由 計（Ａ） 必修 選択

（２） 授業科目数
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

234

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目　【該当なし】

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

（３） 未開講科目　【該当なし】

未開講の理由，代替措置の有無

　【該当なし】

＝ 0 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝
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備考

大学全体

大学全体

図書スペースの利用方法
の見直しのため(30)
図書スペースの利用方法
の見直しのため(元)

大学全体

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地
280,802 ㎡
 391,814 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
280,802 ㎡
 391,814 ㎡

運動場用地
61,037 ㎡
 92,894 ㎡

合　　　計
416,052 ㎡
 484,708 ㎡

 0 ㎡ 0 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
61,037 ㎡
 92,894 ㎡

算定の考え方が間違っ
ていたので正しい数値
に修正(29)

小　　　計
341,839 ㎡
 484,708 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
341,839 ㎡
 484,708 ㎡

そ　の　他
74,213 ㎡

 0 ㎡
0 ㎡ 0 ㎡

74,213 ㎡
 0 ㎡

（　　142,389 ㎡）
 （　　141,583 ㎡）
 （　　191,972 ㎡）

（　　　　0 ㎡） （　　　　0 ㎡）
（　　142,389 ㎡）
 （　　141,583 ㎡）
 （　　191,972 ㎡）

416,052 ㎡
 484,708 ㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計
算定の考え方が間違っ
ていたので正しい数値
に修正(29)
次世代技術実証技術研
究ラボ建設のため
（30)

142,389 ㎡
 141,583 ㎡
 191,972 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
142,389 ㎡
 141,583 ㎡
 191,972 ㎡

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

学部全体

理工学部 118 室

96 室  51 室 362 室
12 室 3 室

（補助職員　0人） （補助職員　0人）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕

理工学部

900,436〔198,532〕
 905,397〔198,852〕
 909,997〔199,025〕
 902,912〔198,398〕
 872,148〔195,791〕

11,543〔2,182〕
 11,477〔2,178〕
 11,525〔2,204〕
 11,579〔2,204〕
 11,213〔2,153〕

5,621〔5,617〕
 5,755〔5,751〕
 6,340〔5,767〕
 6,232〔5,660〕
 6,413〔5,841〕

4,577
4,556
4,743
3,850
3,744

84
87
89
82

機械・器具 標　　本

(886,718〔197,254〕)
 (891,679〔197,574〕)
 (887,312〔196,998〕)
 (872,148〔195,791〕)

（11,471〔2,178〕）
 （11,405〔2,174〕）
 （11,419〔2,204〕）
 （11,213〔2,153〕）

学部単位での特定不能な
ため、大学全体での数

視聴覚資料

0

(886,718〔197,254〕)
 (891,679〔197,574〕)
 (887,312〔196,998〕)
 (872,148〔195,791〕)

（11,471〔2,178〕）
 （11,405〔2,174〕）
 （11,419〔2,204〕）
 （11,213〔2,153〕）

（5,621〔5,617〕）
 （5,755〔5,751〕）
 （6,202〔5,630〕）
 （6,413〔5,841〕）

（4,275）
 （4,254）
 （3,750）
 （3,744）

（84）
 （87）
 （82）

（　　　0）

点 点 点

予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（28）
予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（29）
予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（30）
予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（元）

0

（5,621〔5,617〕）
 （5,755〔5,751〕）
 （6,202〔5,630〕）
 （6,413〔5,841〕）

（4,275）
 （4,254）
 （3,750）
 （3,744）

（84）
 （87）
 （82）

（　　　0）

計

900,436〔198,532〕
 905,397〔198,852〕
 909,997〔199,025〕
 902,912〔198,398〕
 872,148〔195,791〕

11,543〔2,182〕
 11,477〔2,178〕
 11,525〔2,204〕
 11,579〔2,204〕
 11,213〔2,153〕

5,621〔5,617〕
 5,755〔5,751〕
 6,340〔5,767〕
 6,232〔5,660〕
 6,413〔5,841〕

4,577
4,556
4,743
3,850
3,744

84
87
89
82

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

6,357 ㎡ 野球場 陸上競技場 テニスコート 武道場ほか

(６) 図　　書　　館

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

9,089 ㎡
664
671

682,700
680,989
677,122

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 - 千円 - 千円 図書購入費 - 千円 - 千円
経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

- 千円
国費（運営費交付金）
による経費の見

積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 - 千円 - 千円 設備購入費 - 千円 - 千円 - 千円

学生納付金以外の維持方法の概要 －

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

第６年次

- 千円 - 千円 - 千円 - 千円 - 千円 - 千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

　　　　を併せて提出してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和元年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（元）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間
の学科の
み）

開設
年度

所　在　地

年 人 年次 人 倍 年度 年度

人

人文社会科学部 4 200 3年次
10

820 － 1.04 －

　人間文化課程 4 125 6 512学士（総合科学） 1.03 － 平成28年度

　地域政策課程 4 75 4 308学士（総合科学） 1.05 － 平成28年度同上

　人間科学課程 4 － － －学士（総合科学） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

　国際文化課程 4 － － －学士（総合科学） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

　法学経済課程 4 － － －学士（総合科学） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

　環境科学課程 4 － － －学士（総合科学） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

教育学部 4 160 － 640 － 1.07 －

　学校教育教員養成課程 4 160 － 640 学士（教育） 1.07 －平成12年度

　生涯教育課程 4 － － －学士（生涯教育） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

　芸術文化課程 4 － － －学士（芸術文化） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

理工学部 4 440 3年次
20

1800 － 1.03 －

　化学・生命理工学科 4 90 2 364 学士（理工学） 1.04 －平成28年度

　物理・材料理工学科 4 80 2 324 学士（理工学） 1.04 －平成28年度同上

　システム創成工学科 4 270 16 1112 学士（工学） 1.03 －平成28年度同上

工学部 平成28年より学生募集停止

　応用化学・生命工学科 4 － － － 学士（工学） － －平成21年度 平成28年より学生募集停止

　マテリアル工学科 4 － － － 学士（工学） － －平成21年度同上 平成28年より学生募集停止

　電気電子・情報システム工学科 4 － － － 学士（工学） － －平成21年度同上 平成28年より学生募集停止

　機械システム工学科 4 － － － 学士（工学） － －平成21年度同上 平成28年より学生募集停止

　社会環境工学科 4 － － － 学士（工学） － －平成21年度同上 平成28年より学生募集停止

農学部 230 3年次
5

990 － 1.04 －

　植物生命科学科 4 40 1 162 学士（農学） 1.04 －平成28年度

　応用生物化学科 4 40 1 162 学士（農学） 1.03 －平成28年度同上

　森林科学科 4 30 － 120 学士（農学） 1.03 －平成28年度同上

　食料生産環境学科 4 60 2 244 学士（農学） 1.05 －平成28年度同上

　動物科学科 4 30 1 122 学士（農学） 1.03 －平成28年度同上

　農学生命課程 4 － － － 学士（農学） － －平成19年度同上 平成28年より学生募集停止

　応用生物化学課程 4 － － － 学士（農学） － －平成19年度同上 平成28年より学生募集停止

　共生環境課程 4 － － － 学士（農学） － －平成19年度同上 平成28年より学生募集停止

　動物科学課程 4 － － － 学士（農学） － －平成19年度同上 平成28年より学生募集停止

　共同獣医学科 6 30 － 180 学士（獣医学） 1.10 －平成24年度同上

　獣医学課程 6 － － － 学士（獣医学） － －平成19年度同上 平成24年より学生募集停止

大学全体 － 1030 35 4250 － 1.05 － － －

大 学 の 名 称 備　　考

総合科学研究科（修士課程） 2 294 － 588 － 0.95 －

　地域創生専攻 2 54 － 108 修士（農学）
修士（水産学）
修士（工学）
修士（スポーツ
健康科学）
修士（学術）

1.07 －平成29年度岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

　総合文化学専攻 2 10 － 20 修士（学術） 0.75 －平成29年度岩手県盛岡市上田3
丁目18番34号

　理工学専攻 2 180 － 360 修士（理工学）
修士（工学）
修士（芸術工
学）

0.96 －平成29年度岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

　農学専攻 2 50 － 100 修士（農学） 0.85 －平成29年度岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

　岩手大学

岩手県盛岡市上田3
丁目18番34号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番33号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

　岩手大学大学院
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人文社会科学研究科（修士課程） 2 16

　人間科学専攻 2 － － － 修士（学術） － －平成16年度 平成29年より学生募集停止

教育学研究科（専門職学位課程） 2 16 － 32 － 1.12 －

　教職実践専攻 2 16 － 32教職修士（専門職） 1.12 －平成28年度

工学研究科（博士前期課程） 2 165

　電気電子・情報システム工学専攻 2 － － － 修士（工学） － －平成21年度 平成29年より学生募集停止

　金型・鋳造工学専攻 2 － － － 修士（工学） － －平成18年度同上 平成29年より学生募集停止

農学研究科（修士課程） 2 67

　共生環境専攻 2 － － － 修士（農学） － －平成21年度 平成29年より学生募集停止

理工学研究科（博士課程） 3 18 － 18 － 0.61 －

　自然・応用科学専攻 3 6 － 6博士（理工学又は
理学）

0.50 －平成31年度

　システム創成工学専攻 3 9 － 9博士（工学） 0.33 －平成31年度同上

　デザイン・メディア工学専攻 3 3 － 3博士（工学又は芸
術工学）

1.66 －平成31年度同上

工学研究科（博士課程） 3 20

　フロンティア物質機能工学専攻 3 － － － 博士（工学） － －平成21年度 平成31年より学生募集停止

　電気電子・情報システム工学専攻 3 － － － 博士（工学） － －平成21年度同上 平成31年より学生募集停止

　機械・社会環境システム工学専攻 3 － － － 博士（工学） － －平成21年度同上 平成31年より学生募集停止

　デザイン・メディア工学専攻 3 － － －博士（工学又は芸
術工学）

－ － 平成21年度同上 平成31年より学生募集停止

獣医学研究科（博士課程） 4 5 － 10 － 1.50 －

　共同獣医学専攻 4 5 － 10 博士（獣医学） 1.50 －平成30年度

連合農学研究科（博士課程） 3 24 － 48 － 1.03 －

　生物生産科学専攻 3 9 － 18博士（農学又は学
術）

0.77 －平成30年度

　生物資源科学専攻 3 8 － 16博士（農学又は学
術）

0.75 －平成30年度同上

　地域環境創生学専攻 3 7 － 14博士（農学又は学
術）

1.71 －平成30年度同上

　生物生産科学専攻 3 － － －博士（農学又は学
術）

－ － 平成2年度同上 平成30年より学生募集停止

　生物資源科学専攻 3 － － －博士（農学又は学
術）

－ － 平成2年度同上 平成30年より学生募集停止

　寒冷圏生命システム学専攻 3 － － －博士（農学又は学
術）

－ － 平成18年度同上 平成30年より学生募集停止

　生物環境科学専攻 3 － － －博士（農学又は学
術）

－ － 平成2年度同上 平成30年より学生募集停止

大学院全体 － 357 － 696 － 1.04 － － －

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校種ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」の考え方は「大学設置等に係る提出書類の作成の手引き（平成31年度改訂版）」と同じです。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番34号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番33号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

91



【認可時又は届出時】 【平成２８年度】 【平成２９年度】 【平成３０年度】 【令和元年度】

専

基礎数学
フーリエ解析
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
量子物理学Ⅰ
超伝導理工学
卒業研究

専 教授

花見　仁史

専 教授 専 教授 専 教授 専 教授 専

(63)

専 教授

専 教授 専 教授 専 教授 専 教授 専 教授

花見　仁史
(59)

理学博士
自然のしくみ
物理学
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
現代物理学Ⅱ
卒業研究

松川 倫明
(58)

工学博士
基礎数学
フーリエ解析
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
量子物理学Ⅰ
超伝導理工学
微分積分学Ⅰ
卒業研究

教授

教授

理学博士
基礎ゼミナール
宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
物理数学演習Ⅱ
現代物理学Ⅰ
卒業研究

(61) (61)

理学博士
基礎ゼミナール
宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
物理数学演習Ⅱ
現代物理学Ⅰ
卒業研究

(62)

理学博士
基礎ゼミナール
宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
物理数学演習Ⅱ
現代物理学Ⅰ
卒業研究

理学博士
基礎ゼミナール
宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
物理数学演習Ⅱ
現代物理学Ⅰ
卒業研究

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

西崎　滋

基礎数学
フーリエ解析
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
量子物理学Ⅰ
超伝導理工学
卒業研究

花見　仁史
(58)

成田 晋也
(47)

博士（理学）
科学技術
物理･材料理工学基礎演
習
科学技術英語Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
量子物理学Ⅱ
粒子線計測学
卒業研究
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

西崎　滋

成田 晋也
(48)

博士（理学）

成田 晋也
(49)

博士（理学）

自然のしくみ
物理学
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
現代物理学Ⅱ
卒業研究

理学博士

松川 倫明
(56)

工学博士

理学博士
自然のしくみ
物理学
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
現代物理学Ⅱ
卒業研究

松川 倫明
(56)

工学博士

理学博士
自然のしくみ
物理学
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
現代物理学Ⅱ
卒業研究

松川 倫明
(57)

＜平成28年4月＞

中山　敦子
(56)

＜平成28年10月＞
博士（理学）

専 教授

教授 専 教授 専

専 教授

科学技術
物理･材料理工学基礎演
習
科学技術英語Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
量子物理学Ⅱ
粒子線計測学
卒業研究
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

西崎　滋

専 教授 専 教授 専 教授

(57)
花見　仁史
(57)

科学技術
物理･材料理工学基礎演
習
科学技術英語Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
量子物理学Ⅱ
粒子線計測学
卒業研究
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

西崎　滋

(47)

博士（理学）

成田 晋也

科学技術
物理･材料理工学基礎演
習
科学技術英語Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
量子物理学Ⅱ
粒子線計測学
卒業研究
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

専

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

教授専 教授 専 教授

中山　敦子
(54)

博士（理学）
物理・材料理工学実験
Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
熱力学
卒業研究

中山　敦子
(55)

博士（理学）
物理・材料理工学実験
Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
熱力学
卒業研究

＜平成28年10月＞

専 教授

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

尾台　喜孝
(60)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

数理のひろがり
微分積分学Ⅱ
複素解析
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
応用解析学
卒業研究

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

教授 専 教授

尾台　喜孝
(58)

博士（理学）
数理のひろがり
微分積分学Ⅱ
複素解析
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
応用解析学
卒業研究

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

尾台　喜孝
(59)(57)

博士（理学）
数理のひろがり
微分積分学Ⅱ
複素解析
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
応用解析学
卒業研究

博士（理学）

専専 教授

尾台　喜孝

専 教授

数理のひろがり
微分積分学Ⅱ
複素解析
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
応用解析学
卒業研究

尾台　喜孝
(57)

博士（理学）
数理のひろがり
微分積分学Ⅱ
複素解析
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
応用解析学
卒業研究

＜平成28年4月＞

５　教員組織の状況

＜理工学部　物理・材料理工学科＞

（１）ー① 担当教員表

担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名
兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

基礎数学
フーリエ解析
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
量子物理学Ⅰ
超伝導理工学
卒業研究

工学博士

＜平成28年10月＞

理学博士
基礎ゼミナール
宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
物理数学演習Ⅱ
現代物理学Ⅰ
卒業研究

花見　仁史
(60)

＜平成28年4月＞
理学博士

自然のしくみ
物理学
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
現代物理学Ⅱ
卒業研究

物理・材料理工学実験
Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
熱力学
卒業研究

成田 晋也
(50)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

科学技術
物理･材料理工学基礎演
習
科学技術英語Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
量子物理学Ⅱ
粒子線計測学
卒業研究
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

西崎　滋
(64)

＜平成28年4月＞

松川 倫明
(59)

＜平成28年4月＞
工学博士

基礎数学
フーリエ解析
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
量子物理学Ⅰ
超伝導理工学
微分積分学Ⅰ
卒業研究
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名
兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

博士（工学）
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
材料物理化学Ⅱ
電気化学
鉄鋼製錬
非鉄製錬
卒業研究

山口 勉功

博士（工学）
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
材料力学
材料強度学
エコ材料学
卒業研究

(52) (54)(53)

博士（工学）
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
材料力学
材料強度学
エコ材料学
卒業研究

物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
材料力学
材料強度学
エコ材料学
卒業研究

教授 専

専 教授 専 教授 専 教授 専 教授

平塚 貞人

博士（工学）
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
材料力学
材料強度学
エコ材料学
卒業研究

藤代 博之

基礎ゼミナール
ソフトパス理工学概論
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
電磁気学Ⅱ
半導体理工学
半導体デバイス工学
卒業研究

基礎ゼミナール
ソフトパス理工学概論
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
電磁気学Ⅱ
半導体理工学
半導体デバイス工学
卒業研究

基礎ゼミナール
ソフトパス理工学概論
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
電磁気学Ⅱ
半導体理工学
半導体デバイス工学
卒業研究

教授 専 教授 専 教授 専 教授 専 教授

博士（工学）

平塚 貞人平塚 貞人

(46)

博士（工学）
確率統計学
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
工場見学
材料組織学Ⅰ
材料計測学
卒業研究

兼任 講師 兼任

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

教授

吉澤 正人
(65)

理学博士
物質の世界
微分方程式
特別講義Ⅱ
電子物性学

鎌田 康寛
(48)

博士（工学）
確率統計学
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
工場見学
材料組織学Ⅰ
材料計測学
卒業研究

(65)
＜平成28年4月＞
理学博士

物質の世界
微分方程式
特別講義Ⅱ
電子物性学

鎌田 康寛
(49)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

確率統計学
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
工場見学
材料組織学Ⅰ
材料計測学
卒業研究

講師

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

専

宮島　信也
(38)

博士 (情報科学)
微分積分学Ⅰ
線形代数学
ベクトル解析
専門英語セミナー
特別研修
応用解析学
卒業研究

専 教授 専 教授

専 教授 専 教授 専 教授

宮島　信也
(39)

博士 (情報科学)
微分積分学Ⅰ
線形代数学
ベクトル解析
専門英語セミナー
特別研修
応用解析学
幾何学Ⅰ
数理のひろがり
卒業研究

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

教授専

山口 勉功
(52) (52)

博士（工学）
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
材料物理化学Ⅱ
電気化学
鉄鋼製錬
非鉄製錬
卒業研究

藤代 博之
(60)

藤代 博之
(59)

工学博士 工学博士

(61)

工学博士

藤代 博之
(59)

工学博士
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

基礎ゼミナール
ソフトパス理工学概論
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
電磁気学Ⅱ
半導体理工学
半導体デバイス工学
卒業研究

専

(65)

理学博士

吉澤 正人

物質の世界
微分方程式
特別講義Ⅱ
電子物性学

鎌田 康寛 鎌田 康寛 鎌田 康寛

兼任 講師

確率統計学
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
工場見学
材料組織学Ⅰ
材料計測学
卒業研究

(46)

専 教授 専 教授 専 教授

(52)
平塚 貞人

(64)

理学博士

吉澤 正人

物質の世界
微分方程式
物理･材料理工学基礎演
習

専 教授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士

物質の世界
微分方程式
物理･材料理工学基礎演
習

吉澤 正人
(63)

理学博士
物質の世界
微分方程式
物理･材料理工学基礎演
習

＜平成28年4月＞

吉澤 正人
(63)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年10月＞ ＜平成28年10月＞

専 教授

博士（工学）

(47)

博士（工学）
確率統計学
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
工場見学
材料組織学Ⅰ
材料計測学
卒業研究

博士 (情報科学)
微分積分学Ⅰ
線形代数学
ベクトル解析
専門英語セミナー
特別研修
応用解析学
幾何学Ⅰ
数理のひろがり
卒業研究

吉澤 正人

宮島　信也
(40)

＜平成28年10月＞

平塚 貞人
(55)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
材料力学
材料強度学
エコ材料学
卒業研究
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名
兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

専
准教
授

奈良　光紀
(44)

博士（理学）
自然と数理
微分積分学Ⅰ
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
応用微分方程式
幾何学Ⅰ
卒業研究

准教
授

准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

博士（工学）

ベクトル解析
社会体験学習
国際研修
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
統計物理学
磁性理工学
卒業研究

奈良　光紀
(43)

博士（理学）
自然と数理
微分積分学Ⅰ
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
応用微分方程式
幾何学Ⅰ
卒業研究

奈良　光紀
(42)

博士（理学）
自然と数理
微分積分学Ⅰ
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
応用微分方程式
幾何学Ⅰ
卒業研究

専
准教
授

専
准教
授

専

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

川﨑　秀二
(50)

博士（工学）
自然と数理
線形代数学
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
応用確率統計学
複雑系科学
卒業研究

中西 良樹
(45)

自然と数理
線形代数学
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
応用確率統計学
複雑系科学
卒業研究

博士（工学）
自然と数理
線形代数学
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
応用確率統計学
複雑系科学
卒業研究

中西 良樹
(43)

博士（理学）
ベクトル解析
社会体験学習
国際研修
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
統計物理学
磁性理工学
卒業研究

中西 良樹

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

石垣　剛
(47)

博士（理学）
宇宙のしくみ
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
光学
卒業研究

瓜生 誠司
(48)

物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
熱力学
電磁気学Ⅰ
有機材料学
卒業研究

物理･材料理工学基礎演
習
数値計算法
プログラミング学
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
工場見学
ナノ理工学
物理数学演習Ⅰ
卒業研究

吉本 則之
(55)

学術博士
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
熱力学
電磁気学Ⅰ
有機材料学
卒業研究

専
准教
授

(47)

博士（理学）
物理･材料理工学基礎演
習
数値計算法
プログラミング学
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
工場見学
ナノ理工学
物理数学演習Ⅰ
卒業研究

物理･材料理工学基礎演
習
数値計算法
プログラミング学
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
工場見学
ナノ理工学
物理数学演習Ⅰ
卒業研究

(46)

石垣　剛

宇宙のしくみ
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
光学
卒業研究

瓜生 誠司

石垣　剛
(45)

博士（理学）
宇宙のしくみ
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
光学
卒業研究

専 教授 専 教授 専 教授 専 教授 専 教授

吉本 則之
(56)

学術博士

専

専
准教
授

奈良　光紀

ベクトル解析
社会体験学習
国際研修
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
統計物理学
磁性理工学
卒業研究

(42)

博士（理学）
自然と数理
微分積分学Ⅰ
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
応用微分方程式
幾何学Ⅰ
卒業研究

(43)

博士（理学）

川﨑　秀二
(49)

博士（理学）

博士（工学）
自然と数理
線形代数学
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
応用確率統計学
複雑系科学
卒業研究

＜平成28年4月＞

(44)

博士（理学）

博士（理学）

専
准教
授

博士（理学）

川﨑　秀二
(48)

(46)

博士（理学）
物理･材料理工学基礎演
習
数値計算法
プログラミング学
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
工場見学
ナノ理工学
物理数学演習Ⅰ
卒業研究

川﨑　秀二

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

専
准教
授

吉本 則之
(54)

学術博士
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
熱力学
電磁気学Ⅰ
有機材料学
卒業研究

吉本 則之
(54)

学術博士
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
熱力学
電磁気学Ⅰ
有機材料学
卒業研究

(45)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

中西 良樹

瓜生 誠司 瓜生 誠司

石垣　剛
(46)

博士（理学）
宇宙のしくみ
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
光学
卒業研究

専
准教
授

ベクトル解析
社会体験学習
国際研修
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
統計物理学
磁性理工学
卒業研究

(48)

博士（理学）

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

吉本 則之

瓜生 誠司
(49)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

物理･材料理工学基礎演
習
数値計算法
プログラミング学
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
工場見学
ナノ理工学
物理数学演習Ⅰ
卒業研究

川﨑　秀二
(51)

(57)
＜平成28年4月＞
学術博士

物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
熱力学
電磁気学Ⅰ
有機材料学
卒業研究

石垣　剛
(48)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

宇宙のしくみ
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
光学
卒業研究

奈良　光紀
(45)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

自然と数理
微分積分学Ⅰ
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
応用微分方程式
幾何学Ⅰ
卒業研究

＜平成28年4月＞
博士（工学）

自然と数理
線形代数学
物理･材料理工学基礎演
習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
応用確率統計学
複雑系科学
卒業研究

中西 良樹
(46)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

ベクトル解析
社会体験学習
国際研修
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
統計物理学
磁性理工学
卒業研究
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名
兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

専

(29)

博士（理学）
物理学実験
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
卒業研究

谷口 晴香
(29)

博士（理学）
物理学実験
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
卒業研究

谷口 晴香
(30)

博士（理学）
物理学実験
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
卒業研究

物理学実験
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
卒業研究

谷口 晴香谷口 晴香

専 助教 専 助教 専 助教 専 助教

＜平成28年4月＞
博士（工学）

情報基礎
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
材料組織学Ⅱ
卒業研究

根岸健太郎
(32)

＜平成28年10月＞
博士(理学)

専 助教 専 助教 専

物理学実験
物理・材料理工学実験
Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
卒業研究

根岸健太郎
(30)

博士(理学)

専
准教
授

博士（工学）
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
材料物理化学Ⅰ
金属構造材料学
接合工学
複合材料学
卒業研究

山口　明
(51)

情報基礎
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
材料組織学Ⅱ
卒業研究

博士（工学）

山口　明
(52)

水本 将之

＜平成28年4月＞

助教

山口　明
(53)

博士（工学）
情報基礎
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
材料組織学Ⅱ
卒業研究

根岸健太郎
(31)

博士(理学)
物理学実験
物理・材料理工学実験
Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
卒業研究

准教
授

博士（工学）
情報基礎
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
材料組織学Ⅱ
卒業研究

(43)

博士（工学）
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
材料物理化学Ⅰ
金属構造材料学
接合工学
複合材料学
卒業研究

専
准教
授

専
准教
授

専

山口　明
(51)

博士（工学）
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
材料物理化学Ⅰ
金属構造材料学
接合工学
複合材料学
卒業研究

准教
授

専
准教
授

専 教授 専 教授 専 教授 専 教授

博士（工学）
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
反応工学
鋳造材料学
卒業研究

水本 将之
(45)

(41)

博士（工学）

晴山　巧

(43)

専
准教
授

専

物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
反応工学
鋳造材料学
卒業研究

晴山　巧
(43)

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専 教授

小林　悟
(47)

博士（理学）
社会体験学習
国際研修
物理･材料理工学基礎演
習
科学技術英語Ⅰ
物理･材料理工学実験Ⅰ
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
固体物理学
誘電体材料学
卒業研究

博士（理学）
社会体験学習
国際研修
物理･材料理工学基礎演
習
科学技術英語Ⅰ
物理･材料理工学実験Ⅰ
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
固体物理学
誘電体材料学
卒業研究

博士（理学）
社会体験学習
国際研修
物理･材料理工学基礎演
習
科学技術英語Ⅰ
物理･材料理工学実験Ⅰ
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
固体物理学
誘電体材料学
卒業研究

博士（理学）
社会体験学習
国際研修
物理･材料理工学基礎演
習
科学技術英語Ⅰ
物理･材料理工学実験Ⅰ
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
固体物理学
誘電体材料学
卒業研究

小林　悟
(45)

小林　悟
(46)

小林　悟
(45)

(31)

博士（理学）

助教

専
准教
授

博士（工学）
情報基礎
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
材料組織学Ⅱ
卒業研究

晴山　巧
(41)

博士（工学）
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
反応工学
鋳造材料学
卒業研究

水本 将之

晴山　巧
(42)

博士（工学）
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
反応工学
鋳造材料学
卒業研究

水本 将之

専
准教
授

(44)

博士（工学）
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
材料物理化学Ⅰ
金属構造材料学
接合工学
複合材料学
卒業研究

＜平成28年10月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年10月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

小林　悟
(48)

水本 将之
(46)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
材料物理化学Ⅰ
金属構造材料学
接合工学
複合材料学
卒業研究

山口　明
(54)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

社会体験学習
国際研修
物理･材料理工学基礎演
習
科学技術英語Ⅰ
物理･材料理工学実験Ⅰ
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
固体物理学
誘電体材料学
卒業研究

晴山　巧
(44)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
反応工学
鋳造材料学
卒業研究

物理学実験
物理・材料理工学実験
Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
卒業研究

谷口 晴香
(32)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

物理学実験
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅱ
卒業研究

専
准教
授

西川　総
(43)

＜平成31年4月＞
博士(工学)

接合工学
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＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

物理学実験
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
卒業研究

内藤 智之
(49)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
電気回路学
半導体理工学
卒業研究

准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専

(46) (46)

博士（理学）
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
電気回路学
卒業研究

(47)

博士（理学）
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
電気回路学
卒業研究

准教
授

関本 英弘
(35)

博士（工学）
物理学実験
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
卒業研究

内藤 智之
(48)

博士（理学）
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
電気回路学
半導体理工学
卒業研究

助教

葛原　大軌

物理学実験
物理・材料理工学実験
Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
卒業研究

博士（理学）
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅱ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
電気回路学
卒業研究

専 助教 専 助教 専
准教
授

博士（工学）

内藤 智之

専 助教 専 助教 専 助教

(33)

博士（工学）

関本 英弘

物理学実験
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
卒業研究

内藤 智之

関本 英弘
(33)

博士（工学）
物理学実験
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
卒業研究

内藤 智之

専 助教 専

専 助教 専

(34)

博士(理学)

葛原　大軌
(33)

博士(理学)
物理学実験
物理・材料理工学実験
Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
卒業研究

物理学実験
物理･材料理工学基礎演
習
物理･材料理工学実験Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
卒業研究

関本 英弘
(34)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年10月＞＜平成28年10月＞
(35)

＜平成28年10月＞
博士(理学)

物理学実験
物理・材料理工学実験
Ⅰ
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
卒業研究
電気化学
材料物理化学Ⅱ

関本 英弘
(36)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

葛原　大軌
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兼担
准教
授

(56)

兼担
准教
授

是永 敏伸

兼担 教授

南　正昭

化学Ⅱ

＜平成28年4月＞

(53)
＜平成28年4月＞

確率統計学

准教
授

兼担
准教
授

(35) (36)

博士（学術）
兼担

准教
授

尾崎　拓

兼担
准教
授

尾崎　拓

博士（学術）
生物学 生物学

兼担

教授
准教
授

横田　政晶

荒木　功人

兼担
准教
授

(50) (50) (51) (52)

博士（理学） 博士（理学）

荒木　功人

兼担
准教
授

荒木　功人

兼担
准教
授

博士（理学） 博士（理学）
生物学 生物学 生物学 生物学

兼担
准教
授

寺﨑　正紀

准教
授

荒木　功人

兼担
准教
授

兼担 教授

(50) (50) (51) (52)

博士（工学） 博士（工学） 博士（工学）
兼担 教授

金子　武人

兼担
准教
授

(43)

兼担 教授

兼担
准教
授

藤本　忠博

兼担
准教
授

越谷　信

地学 地学

教授

藤本　忠博

兼担 教授

藤本　忠博

博士（工学）
理工学入門数学Ⅱ 理工学入門数学Ⅱ

兼担
准教
授

横田　政晶

博士（工学）
理工学入門化学
化学Ⅰ

理工学入門化学
化学Ⅰ

兼担 兼担
准教
授

物質の世界
化学Ⅰ
化学Ⅱ
化学実験

物質の世界
化学Ⅰ
化学Ⅱ
化学実験

寺﨑　正紀

横田　政晶

理工学入門化学 理工学入門化学

寺﨑　正紀

兼担
准教
授

清水　友治

兼担
准教
授

兼担 教授

(57) (57) (58) (59)

理学博士 理学博士 理学博士
兼担 教授

越谷　信

兼担 教授

越谷　信

理学博士
地学 地学兼担

准教
授

兼担
准教
授

清水　友治

兼担
准教
授

工学博士

越谷　信

兼担
准教
授

(56) (56) (57) (58)

工学博士
設計製図 設計製図 設計製図 設計製図

清水　友治清水　友治

工学博士 工学博士

＜平成29年10月＞
生物学

兼担
准教
授

(45) (45) (46) (47)

博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）

兼担
准教
授

寺﨑　正紀

兼担
准教
授

博士（理学）
物質の世界
化学Ⅰ
化学Ⅱ
化学実験

物質の世界
化学Ⅰ
化学Ⅱ
化学実験

兼担 教授

萩原 義裕

博士（工学）
微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅰ

花原　和之

兼担 教授

(52) (53)

兼担 教授

花原　和之

兼担 教授
博士（工学）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼担 教授

(51) (51) (52) (53)

博士（工学） 博士（工学） 博士（工学）
兼担 教授

萩原 義裕

兼担 教授

萩原 義裕

博士（工学）
兼担 教授

萩原 義裕

理工学入門数学Ⅰ 理工学入門数学Ⅰ

兼担

担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 教授

(49) (49) (50) (51)

博士（工学） 博士（工学） 博士（工学）
兼担兼担 教授

藤本　忠博

理工学入門数学Ⅱ 理工学入門数学Ⅱ

横田　政晶

兼担

清水　友治
(59)

＜平成28年4月＞
工学博士

設計製図

藤本　忠博
(52)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

理工学入門数学Ⅱ

横田　政晶
(53)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成29年4月＞

＜平成28年10月＞

＜平成29年4月＞

萩原 義裕
(54)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

理工学入門数学Ⅰ

花原　和之
(54)

＜平成28年10月＞
博士（工学）

微分積分学Ⅰ

越谷　信
(60)

＜平成28年4月＞
理学博士

地学

＜平成28年10月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

理工学入門数学Ⅰ 理工学入門数学Ⅰ

博士（学術）
生物学

＜平成28年4月＞

理工学入門化学
化学Ⅰ

寺﨑　正紀
(48)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

物質の世界
化学Ⅰ
化学Ⅱ
化学実験

荒木　功人
(53)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

生物学

尾崎　拓
(37)

＜平成29年4月＞

金子　武人
(43)

＜平成29年10月＞
生物学

是永 敏伸
(56)

＜平成28年4月＞
化学Ⅱ

南　正昭
(53)

＜平成28年4月＞
確率統計学

兼担 教授

藤代 博之
(62)

工学博士
基礎ゼミナール
ソフトパス理工学概論
物理･材料理工学基礎
演習
専門英語セミナー
特別研修
特別講義Ⅰ
電磁気学Ⅱ
半導体理工学
半導体デバイス工学
卒業研究
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担

文学修士
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｃ
英語発展Ｄ
英語発展Ｆ
欧米の文学

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

文学修士 文学修士
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士

齋藤　博次 齋藤　博次 齋藤　博次

英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
欧米の言語論

英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
欧米の言語論

齋藤　博次
(62) (63)

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）
欧米の言語論

英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
欧米の言語論
英語総合Ⅱ（上級）

(61) (61)

(56)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

齋藤　伸治 齋藤　伸治 齋藤　伸治 齋藤　伸治
(54) (54) (55)

初級フランス語(発展)
ボランティアとリー
ダーシップ
危機管理と復興

初級フランス語(発展)
ボランティアとリー
ダーシップ
危機管理と復興

初級フランス語(発展)
ボランティアとリー
ダーシップ
危機管理と復興

初級フランス語(発展)
ボランティアとリー
ダーシップ
危機管理と復興

(57) (57) (58) (59)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

後藤　尚人 後藤　尚人

＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士

後藤　尚人 後藤　尚人

文学修士 文学修士

兼担

哲学博士
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展）

中級ドイツ語
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

(57)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
哲学博士 哲学博士

(55) (56)

哲学博士

大友　展也 大友　展也 大友　展也 大友　展也
(55)

文学修士
欧米の思想と文化

＜平成31年4月＞

池田　成一
(65)

文学修士
欧米の思想と文化 欧米の思想と文化 欧米の思想と文化 欧米の思想と文化

文学修士 文学修士
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士

池田　成一 池田　成一 池田　成一

日本の文学
日本語表現技術入門

日本の文学
日本語表現技術入門

池田　成一
(63) (64)

日本の文学
日本語表現技術入門

日本の文学
日本語表現技術入門

(62) (62)

文学修士 文学修士

家井　美千子 家井　美千子 家井　美千子 家井　美千子
(59) (59) (60)

心の理解 心の理解 心の理解 心の理解

(61) (61) (62) (63)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

山口　浩 山口　浩

＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士

山口　浩 山口　浩

文学修士 文学修士

(60)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士

(58) (59)

文学修士

松岡　和生 松岡　和生 松岡　和生 松岡　和生
(58)

文学修士 文学修士 文学修士 文学修士
社会的人間論
現代社会の社会学

社会的人間論
現代社会の社会学 現代社会の社会学

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

社会的人間論
現代社会の社会学

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

北村　一親 北村　一親 北村　一親

(52) (52) (53) (54)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

織田　信男 織田　信男

＜平成28年4月＞
修士（文学） 修士（文学）

織田　信男

北村　一親
(57) (57)

織田　信男

修士（文学） 修士（文学）

理学修士 理学修士
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

心の理解 心の理解 心の理解 心の理解

理学修士

髙橋　宏一 髙橋　宏一 髙橋　宏一

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

髙橋　宏一
(62) (63)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

(61) (61)

織田　信男
(55)

＜平成28年4月＞
修士（文学）

心の理解

北村　一親
(60)

＜平成28年4月＞
文学修士

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

髙橋　宏一
(64)

後藤　尚人
(60)

＜平成28年4月＞
文学修士

初級フランス語(発展)
ボランティアとリー
ダーシップ
危機管理と復興

(64)
＜平成28年4月＞
文学修士

心の理解

家井　美千子
(62)

＜平成28年4月＞
文学修士

日本の文学
日本語表現技術入門

＜平成28年4月＞
理学修士

地域と生活
地域と社会
岩手の研究

竹村（大渕）祥子
(60)

＜平成28年4月＞
文学修士

社会的人間論
現代社会の社会学

松岡　和生
(61)

＜平成28年4月＞
文学修士

心の理解

山口　浩

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

(58) (59)
＜平成28年4月＞

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

(58) (59)

理学修士
地域と生活
地域と社会

地域と生活
地域と社会

地域と生活
地域と社会
岩手の研究

地域と生活
地域と社会
岩手の研究

竹村（大渕）祥子 竹村（大渕）祥子 竹村（大渕）祥子 竹村（大渕）祥子
(57) (57)

文学修士
心の理解 心の理解 心の理解 心の理解

兼任 講師 兼任 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

池田　成一
(65)

＜平成28年4月＞
文学修士

欧米の思想と文化

大友　展也
(58)

＜平成28年4月＞
哲学博士

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

(61)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

齋藤　伸治
(57)

＜平成28年4月＞
文学修士

英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
欧米の言語論

齋藤　博次
(64)

＜平成28年4月＞
文学修士

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

兼担

梶（福家）さやか 梶（福家）さやか 梶（福家）さやか 梶（福家）さやか

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
欧米の文学

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
欧米の文学

(39) (39) (40) (41)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

川村　和宏 川村　和宏

＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学）

川村　和宏 川村　和宏

博士（文学） 博士（文学）

博士（文学）
欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化

(40)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学）

(38) (39)

博士（文学）

(38)

博士（学術） 博士（学術） 博士（学術） 博士（学術）
ジェンダーの歴史と文
化
女性と科学の関係史

ジェンダーの歴史と文
化
女性と科学の関係史

ジェンダーの歴史と文
化
女性と科学の関係史

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

ジェンダーの歴史と文
化
女性と科学の関係史

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼担

海妻（内田）径子 海妻（内田）径子 海妻（内田）径子 海妻（内田）径子
(47) (47) (48) (49)

博士（文学）
哲学の世界 哲学の世界 哲学の世界 哲学の世界

博士（文学） 博士（文学）
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（文学）

音喜多　信博 音喜多　信博 音喜多　信博

対人関係の心理学 対人関係の心理学

音喜多　信博
(50) (51)

対人関係の心理学 対人関係の心理学

(49) (49)

(48)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
Master of Arts　in
the Humanitie（米

国）

Master of Arts　in
the Humanitie（米

国）

Master of Arts　in
the Humanitie（米

国）

Master of Arts　in
the Humanitie（米

国）

鈴木　護 鈴木　護 鈴木　護 鈴木　護
(46) (46) (47)

社会的人間論
現代社会の社会学 現代社会の社会学

社会的人間論
現代社会の社会学

社会的人間論
現代社会の社会学

(48) (48) (49) (50)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

小野澤　章子 小野澤　章子

＜平成28年4月＞
修士（社会学） 修士（社会学）

小野澤　章子 小野澤　章子

修士（社会学） 修士（社会学）

心の理解 心の理解 心の理解 心の理解

(58)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（教育学） 博士（教育学）

(56) (57)

博士（教育学）

奥野　雅子 奥野　雅子 奥野　雅子 奥野　雅子
(56)

文学修士 文学修士 文学修士 文学修士
芸術の世界 芸術の世界 芸術の世界

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

芸術の世界

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

木村　直弘 木村　直弘 木村　直弘 木村　直弘
(54) (54) (55) (56)

文学修士
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

文学修士 文学修士
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士

横井　雅明 横井　雅明 横井　雅明

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

横井　雅明
(56) (57)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
宮沢賢治の世界

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

欧米の文学

(55) (55)

博士（文学）

樋口　知志 樋口　知志 樋口　知志 樋口　知志
(56)

博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）
日本の思想と文化 日本の思想と文化 日本の思想と文化

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

日本の思想と文化

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼担

(61)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

山本　昭彦 山本　昭彦 山本　昭彦 山本　昭彦
(59) (59) (60)

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｅ
英語発展Ｇ
英語発展Ｈ

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）

(57) (57) (58) (59)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

松林　城弘 松林　城弘

＜平成28年4月＞
教育学修士 教育学修士

松林　城弘 松林　城弘

教育学修士 教育学修士

兼担

中村　安宏 中村　安宏 中村　安宏 中村　安宏
(54) (54) (55) (56)

音喜多　信博

文学修士

初級フランス語(発展)

横井　雅明
(58)

＜平成28年4月＞
文学修士

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

木村　直弘
(57)

＜平成28年4月＞
文学修士

芸術の世界

奥野　雅子
(59)

日本の思想と文化

樋口　知志
(59)

＜平成28年4月＞
博士（文学）

東北の歴史

松林　城弘
(60)

＜平成28年4月＞
教育学修士

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

山本　昭彦
(62)

＜平成28年4月＞

川村　和宏
(42)

＜平成28年4月＞
博士（文学）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
欧米の文学

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

中村　安宏
(57)

＜平成28年4月＞
博士（文学）

教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

博士（文学）
日本の歴史と文化
東北の歴史 東北の歴史 東北の歴史 東北の歴史

(58)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学）

(56) (57)

准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授

＜平成28年4月＞
博士（教育学）

心の理解

小野澤　章子
(51)

＜平成28年4月＞
修士（社会学）

現代社会の社会学

鈴木　護
(49)

＜平成28年4月＞
Master of Arts　in
the Humanitie（米

国）
対人関係の心理学

博士（教育学）

准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

(52)
＜平成28年4月＞
博士（文学）

哲学の世界

海妻（内田）径子
(50)

＜平成28年4月＞
博士（学術）

ジェンダーの歴史と文
化
女性と科学の関係史

梶（福家）さやか
(41)

＜平成28年4月＞
博士（文学）

欧米の歴史と文化
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

堀口　大樹 堀口　大樹

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅱ（初級）
コミュニケーションの
現在

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅱ（初級）
コミュニケーションの
現在

堀口　大樹

文学修士 文学修士 文学修士 文学修士
英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅱ（初級）
コミュニケーションの
現在

橋本　学 橋本　学 橋本　学 橋本　学
(54) (54) (55) (56)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼担

中級ロシア語 中級ロシア語
初級ロシア語（入門）

中級ロシア語
初級ロシア語（入門）

中級ロシア語
初級ロシア語（入門）

博士（学術） 博士（学術）博士（学術） 博士（学術）

博士(学術)
＜平成30年4月＞

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ａ
英語発展Ｄ

髙橋　愛
(43)

博士(文学)
初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

＜平成30年4月＞

鋤田　智彦
(40)

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中国の文学

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

兼担

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
Master of Arts（米国） Master of Arts（米国）

西田　文信 西田　文信
(43) (43)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

(40) (40) (41) (42)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

中里　まき子 中里　まき子

＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学）

中里　まき子 中里　まき子

博士（文学） 博士（文学）

兼担

Doktorder
Philosophie（独国）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

(58)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Doktorder
Philosophie（独国）

Doktorder
Philosophie（独国）

(56) (57)

Doktorder
Philosophie（独国）

Schwamborn　Frank Schwamborn　Frank Schwamborn　Frank

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(43)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士前期課程（言
語・文学・社会）
（INALCO）

博士前期課程（言
語・文学・社会）
（INALCO）

博士前期課程（言
語・文学・社会）
（INALCO）

博士前期課程（言
語・文学・社会）
（INALCO）

GRAS　Alexandre　Jean GRAS　Alexandre　Jean GRAS　Alexandre　Jean GRAS　Alexandre　Jean

(41) (41) (42)

小島（川端）聡子 小島（川端）聡子 小島（川端）聡子 小島（川端）聡子
(47) (47) (48) (49)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

修士（文学） 修士（文学） 修士（文学） 修士（文学）
言葉の世界 言葉の世界 言葉の世界 言葉の世界

宮沢賢治の世界

小林　葉子
(45) (45) (46) (47)

ＰＨ．Ｄ
（Education)

ＰＨ．Ｄ
（Education)

准教
授

准教
授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

Schwamborn　Frank
(56)

ＰＨ．Ｄ
（Education)

ＰＨ．Ｄ
（Education)

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

小林　葉子
(48)

＜平成28年4月＞

ＰＨ．Ｄ
（Education)

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

Schwamborn　Frank
(59)

＜平成28年4月＞

Doktorder
Philosophie（独国）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

中里　まき子
(43)

＜平成28年4月＞
博士（文学）

GRAS　Alexandre　Jean

(44)
＜平成28年4月＞
博士前期課程（言
語・文学・社会）
（INALCO）

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

小島（川端）聡子
(50)

＜平成28年4月＞
修士（文学）

言葉の世界
宮沢賢治の世界

＜平成30年4月＞
博士(文学)

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

髙橋　愛
(44)

＜平成30年4月＞

兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

小林　葉子 小林　葉子 小林　葉子

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

博士(学術)
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

水野　延之
(39)

＜平成31年4月＞
博士（文学）

欧米の歴史と文化

鋤田　智彦
(41)

准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

橋本　学
(57)

＜平成28年4月＞
文学修士

英語総合Ⅱ（上級）
コミュニケーションの
現在
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

堀口　大樹堀口　大樹
(31) (31) (32) (33)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

コミュニケーションの
現在
英語総合Ⅱ（中級）

(34)
＜平成28年4月＞
博士（学術）

中級ロシア語
初級ロシア語（入門）
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

現代社会と経済 現代社会と経済

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

白倉　孝行
(60) (61)

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

(59)

(59)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
教育学修士 教育学修士 教育学修士

(57)

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（経済学） 博士（経済学）

菊池　孝美 菊池　孝美
(64) (64)

憲法
現代社会をみる視角

憲法 憲法 憲法

(54) (54) (55) (56)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

内田　浩 内田　浩

＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学）

内田　浩 内田　浩

博士（法学）

(58)

情報基礎
三陸の研究
初年次自由ゼミナール

情報基礎
三陸の研究
初年次自由ゼミナール

情報基礎
三陸の研究

(48) (49) (50)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

五味　壮平 五味　壮平

＜平成28年4月＞
博士(理学) 博士(理学)

五味　壮平

博士(理学)

博士(医学)
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

麻田　雅文 麻田　雅文 麻田　雅文
(35) (36) (37)

工学博士
情報基礎 情報基礎 情報基礎

工学博士 工学博士
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

白倉　孝行 白倉　孝行

(58) (59)

博士(医学)

栗林　徹 栗林　徹 栗林　徹

歯学博士 歯学博士 歯学博士
情報基礎 情報基礎

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

情報基礎

＜平成28年4月＞

遠藤　教昭
(58) (59) (60)

浅沼　道成 浅沼　道成 浅沼　道成

修士（歴史音楽学）
英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

修士（歴史音楽学） 修士（歴史音楽学）
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

SMILEY JIM SMILEY JIM

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ａ

英語発展Ｄ
宮沢賢治の世界

SMILEY JIM
(48) (49)

英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ａ
英語発展Ｂ

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ａ

英語発展Ｄ
宮沢賢治の世界

(47)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（法学） 修士（法学） 修士（法学）

(45) (46)

修士（法学）
憲法 憲法

(44) (44) (45) (46)

江原　勝行 江原　勝行
(44) (44)

憲法 憲法

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

河合　塁 河合　塁

＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学）

河合　塁

秋田　淳子 秋田　淳子 秋田　淳子
(50) (50) (51)

憲法
現代の諸問題

憲法
現代の諸問題

憲法
現代の諸問題

憲法
現代の諸問題

(40) (40) (41) (42)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

河合　塁

博士（法学）

江原　勝行 江原　勝行

＜平成28年4月＞
博士（社会学） 博士（社会学） 博士（社会学） 博士（社会学）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

＜平成28年4月＞

梁　仁實 梁　仁實梁　仁實

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

梁　仁實

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

河合　塁
(43)

＜平成28年4月＞
博士（法学）

憲法
現代の諸問題

SMILEY JIM
(50)

＜平成28年4月＞
修士（歴史音楽学）
英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

博士（社会学）
初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

博士(医学)
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

五味　壮平
(51)

＜平成28年4月＞
博士(理学)

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

梁　仁實
(47)

＜平成28年4月＞

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 講師 兼担 講師 兼担 講師

修士（文学） 修士（文学） 修士（文学）

博士（法学）

遠藤　教昭 遠藤　教昭

兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授
情報基礎
三陸の研究

浅沼　道成
(60)

＜平成28年4月＞
教育学修士

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

白倉　孝行
(62)

＜平成28年4月＞
工学博士

情報基礎

栗林　徹
(61)

＜平成28年4月＞
(60)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士(医学)

兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

博士（学術）
初級ロシア語（入門）
初級ロシア語（発展）

内田　浩
(57)

＜平成28年4月＞
博士（法学）

憲法

麻田　雅文
(38)

＜平成28年4月＞
博士（学術） 博士（学術） 博士（学術）

初級ロシア語（入門）
初級ロシア語（発展）

初級ロシア語（入門）
初級ロシア語（発展）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

初級ロシア語（入門）
初級ロシア語（発展）

博士（法学）
兼担
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

島田　佳憲

博士（経済学）
経済のしくみ
環境マネジメントと岩
手大学

経済のしくみ
環境マネジメントと岩
手大学

経済のしくみ
環境マネジメントと岩
手大学

経済のしくみ
環境マネジメントと岩
手大学

(44)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（経済学） 博士（経済学）

(42) (43)

博士（経済学）

現代社会の社会学
社会的人間論 社会的人間論

現代社会の社会学 現代社会の社会学
社会的人間論

塚本　善弘 塚本　善弘 塚本　善弘 塚本　善弘
(47) (47) (48)

現代社会と経済

笹尾　俊明 笹尾　俊明 笹尾　俊明 笹尾　俊明
(42)

博士（経済学） 博士（経済学） 博士（経済学） 博士（経済学）
経済のしくみ 経済のしくみ 経済のしくみ

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

経済のしくみ

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼担

齊藤　彰一 齊藤　彰一 齊藤　彰一 齊藤　彰一
(46) (46) (47) (48)

経済学修士
経済のしくみ 経済のしくみ 経済のしくみ 経済のしくみ

経済学修士 経済学修士
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
経済学修士

杭田　俊之 杭田　俊之 杭田　俊之

現代社会と経済 現代社会と経済

杭田　俊之
(51) (52)

現代社会と経済
岩手の研究

現代社会と経済
岩手の研究

(50) (50)

兼担

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（農学） 博士（農学） 博士（農学） 博士（農学）

横山　英信 横山　英信 横山　英信 横山　英信
(53) (53) (54)

市民生活と法 市民生活と法 市民生活と法 市民生活と法

(55) (55) (56) (57)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

宮本　ともみ 宮本　ともみ

＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学）

宮本　ともみ 宮本　ともみ

博士（法学） 博士（法学）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学）

(53)
松岡　勝実 松岡　勝実
(53)

文学修士 文学修士 文学修士 文学修士
哲学の世界 哲学の世界

「環境」を考える
哲学の世界

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

哲学の世界

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼任

理学博士

現代社会と経済

＜平成29年4月＞
博士（経営学）

田口　典男
(65)

博士（経営学） 博士（経営学）
現代社会と経済 現代社会と経済

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

菊池　孝美
(65)

(64) (64)

現代社会と経済

＜平成29年4月＞
博士（経済学）

兼任

講師

竹原　明秀 竹原　明秀 竹原　明秀 竹原　明秀
(57) (57) (58) (59)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

開　龍美 開　龍美 開　龍美 開　龍美
(61) (61) (62) (63)

理学博士
生命のしくみ
地域の環境保全を考え
る

生命のしくみ
地域の環境保全を考え
る

生命のしくみ
地域の環境保全を考え
る

生命のしくみ
地域の環境保全を考え
る

理学博士 理学博士

(55)
＜平成28年4月＞

兼担 教授 兼担 教授

准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

＜平成28年4月＞
修士（地域社会システム）

社会的人間論

＜平成30年4月＞
博士（経営学）

現代社会と経済

竹原　明秀
(60)

＜平成28年4月＞
理学博士

生命のしくみ
地域の環境保全を考え
る

兼担
准教
授

講師

兼担 教授 兼担 教授

田口　典男 田口　典男

渡部（角谷）あさみ
(35)

兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

市民生活と法

開　龍美
(64)

＜平成28年4月＞
文学修士

哲学の世界

松岡　勝実
(56)

＜平成28年4月＞
博士（法学）

現代の諸問題

宮本　ともみ
(58)

＜平成28年4月＞
博士（法学）

市民生活と法 市民生活と法

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

博士（経済学）
経済のしくみ

笹尾　俊明
(45)

＜平成28年4月＞
博士（経済学）

経済のしくみ
環境マネジメントと岩
手大学

横山　英信
(56)

＜平成28年4月＞
博士（農学）

現代社会と経済

杭田　俊之
(53)

＜平成28年4月＞
経済学修士

経済のしくみ

齊藤　彰一
(49)

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

塚本　善弘
(50)(49)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（地域社会システム） 修士（地域社会システム） 修士（地域社会システム） 修士（地域社会システム）

(31)
＜平成28年4月＞
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

(60)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
体育学修士 体育学修士

(58) (59)

体育学修士

鎌田　安久 鎌田　安久 鎌田　安久 鎌田　安久
(58)

文学修士 文学修士
上級日本語Ｈ
言葉の世界

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士

遠藤　匡俊 遠藤　匡俊 遠藤　匡俊

倫理学の世界 倫理学の世界

遠藤　匡俊
(62) (63)

倫理学の世界 倫理学の世界

(61) (61)

博士（数学）

＜平成28年4月＞

(50)
＜平成28年4月＞

数理のひろがり

兼任 講師

兼担

体育学修士
健康・スポーツＡ 健康・スポーツＡ

健康・スポーツＢ
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

宇佐美　公生 宇佐美　公生 宇佐美　公生 宇佐美　公生
(59) (59) (60) (61)

心の理解
心と表象

(65) (66)
＜平成29年4月＞

兼任 講師

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

上級日本語Ｈ

＜平成28年4月＞

地域と生活 地域と生活

(65)

心の理解

＜平成28年4月＞
哲学博士（Ph.D.）

（米国

阿久津　洋巳

我妻　則明

＜平成29年4月＞

我妻　則明

保健学博士

心の理解
心と表象 心と表象

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
保健学博士 保健学博士

(64)
我妻　則明 我妻　則明
(64)

哲学博士（Ph.D.）
（米国

心の理解

博士（学術）
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

公共社会

(63)

佐藤　一光

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ
公共社会

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ
公共社会

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ
公共社会

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ

現代社会をみる視覚

(42) (42) (43) (44)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

藤本　幸二 藤本　幸二

＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学）

藤本　幸二 藤本　幸二

博士（法学） 博士（法学）

准教
授

阿久津　洋巳

兼任

兼担

修士（法学）
市民生活と法 市民生活と法 市民生活と法 市民生活と法

(41)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（法学） 修士（法学）

(39) (40)

修士（法学）

深澤　泰弘 深澤　泰弘 深澤　泰弘 深澤　泰弘
(39)

博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学）
市民生活と法 市民生活と法

現代社会をみる視角
市民生活と法
現代社会をみる視角

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

市民生活と法

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
(49) (49) (50) (51)

博士（学術）
持続可能なコミュニ
ティーづくり実践学
地元の企業に学ぶＥＳ
Ｄ
環境マネジメント実践
学

持続可能なコミュニ
ティーづくり実践学
地元の企業に学ぶＥＳ
Ｄ
環境マネジメント実践
学

持続可能なコミュニ
ティーづくり実践学
地元の企業に学ぶＥＳ
Ｄ
環境マネジメント実践
学

持続可能なコミュニ
ティーづくり実践学
地元の企業に学ぶＥＳ
Ｄ
環境マネジメント実践
学

博士（学術）

西牧　正義 西牧　正義 西牧　正義 西牧　正義

准教
授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（学術）

中島　清隆 中島　清隆 中島　清隆 中島　清隆
(42) (43)(41) (41)

兼担
准教
授

兼担

兼担

准教
授

兼担
准教
授

中島　清隆
(44)

＜平成28年4月＞
博士（学術）

持続可能なコミュニ
ティーづくり実践学
地元の企業に学ぶＥＳ
Ｄ
環境マネジメント実践
学

西牧　正義
(52)

＜平成28年4月＞
博士（法学）

市民生活と法

深澤　泰弘

鎌田　安久
(61)

＜平成28年4月＞
体育学修士

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

(42)
＜平成28年4月＞
修士（法学）

市民生活と法

藤本　幸二
(45)

＜平成28年4月＞
博士（法学）

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ
現代社会をみる視覚
地域課題演習H

佐藤　一光
(40)

＜平成30年4月＞
博士（経済学）

公共社会

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

(39)
＜平成30年4月＞
博士（経済学）

兼任 講師
保健学博士 保健学博士

心と表象 心と表象

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

講師

兼担 教授 兼担 教授

我妻　則明
(66)

＜平成29年4月＞

宇佐美　公生
(62)

＜平成28年4月＞
文学修士

倫理学の世界

＜平成30年4月＞

兼担 教授

兼担 教授

教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

遠藤　匡俊
(64)

＜平成28年4月＞
理学博士

地域と生活

大野　眞男 大野　眞男
(61) (61)

理学博士
地域と生活

川田　浩一

地域と生活

理学博士 理学博士
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

名越　利幸

(46)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

清水　将

兼担 教授

＜平成28年4月＞
芸術学修士 芸術学修士

麥倉　哲

(60)

文学修士 文学修士
上級日本語Ｇ
地域課題演習D 地域課題演習D

(58) (58)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

藪　敏裕藪　敏裕

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（人間科学） 博士（人間科学） 博士（人間科学）

(61) (62)

博士（人間科学）
社会的人間論 社会的人間論

現代社会の社会学

(60) (60)

社会的人間論
現代社会の社会学

社会的人間論
現代社会の社会学

麥倉　哲 麥倉　哲 麥倉　哲

博士（教育学）
三陸の研究

地域と社会
自然災害と社会 自然災害と社会 自然災害と社会

＜平成28年4月＞

教授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（理学） 博士（理学）

(63) (64)

兼担 教授 兼担 教授

アジアの思想と文化
日本の歴史と文化
アジアの歴史と文化

兼担

煤孫　康二 煤孫　康二

修士（スポーツ科
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

(49)
＜平成28年4月＞

博士（理学）

武井　隆明

博士（理学）

＜平成28年4月＞

博士（理学）

博士（理学） 博士（理学）

博士（理学）

澤村　省逸
(52) (52) (53) (54)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

憲法

澤村　省逸 澤村　省逸

憲法 憲法

澤村　省逸

博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学）
憲法

菊地　洋 菊地　洋 菊地　洋 菊地　洋

健康・スポーツＢ

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（理学）

(63)

体育学修士 体育学修士 体育学修士

自然のしくみ
図書館への招待

自然のしくみ

(65) (65)
＜平成30年4月＞

＜平成28年4月＞

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

菊地　悟 菊地　悟 菊地　悟

アジアの思想と文化
日本の歴史と文化

アジアの思想と文化
日本の歴史と文化

菊地　悟
(59) (60)

アジアの思想と文化
日本の歴史と文化
アジアの歴史と文化

兼担 教授

土井　宣夫 土井　宣夫
(64) (64)

体育学修士
健康・スポーツＢ
健康・スポーツＣ
（シーズン)

健康・スポーツＢ 健康・スポーツＢ

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

健康・スポーツＢ

自然のしくみ
図書館への招待

自然のしくみ 自然のしくみ

武井　隆明

＜平成30年4月＞
博士（理学）

(58) (58)

武井　隆明 武井　隆明 武井　隆明

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士

清水　茂幸 清水　茂幸 清水　茂幸 清水　茂幸
(54) (54) (55) (56)

文学修士
上級日本語Ｄ 上級日本語Ｄ 上級日本語Ｄ 上級日本語Ｄ

文学修士 文学修士

(61)

兼担

(62)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

菅野　文夫 菅野　文夫 菅野　文夫 菅野　文夫
(60) (60)

講師

地域と社会
自然災害と社会

地域と社会
自然災害と社会

土井　宣夫 土井　宣夫 土井　宣夫
(65) (65) (66)

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

清水　茂幸
(57)

＜平成28年4月＞
体育学修士

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

菊地　洋
(47)

＜平成28年4月＞
博士（法学）

憲法

澤村　省逸
(55)

菅野　文夫
(63)

＜平成28年4月＞
文学修士

アジアの思想と文化
日本の歴史と文化

菊地　悟
(61)

＜平成28年4月＞
文学修士

上級日本語Ｄ

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

武井　隆明
(65)

＜平成30年4月＞
博士（理学）

自然のしくみ

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼担 教授

土井　宣夫
(67)

＜平成29年4月＞
博士（理学）

自然災害と社会

麥倉　哲
(63)

＜平成28年4月＞
博士（人間科学）
社会的人間論

兼任

兼担 教授 兼担 教授

教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

＜平成28年4月＞
博士（医学）

(44) (44) (45)

(64) (64)

芸術の世界 芸術の世界

健康・スポーツＣ
（シーズン)

健康・スポーツＣ
（シーズン)
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＣ
（シーズン)
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

博士（医学） 博士（医学）博士（医学） 博士（医学）
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

本田　卓 本田　卓

(45) (45) (46)

(41)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（医学） 博士（医学） 博士（医学） 博士（医学）

社会的人間論 社会的人間論 社会的人間論 社会的人間論

Master of Arts（米国）

本田　卓

HALL JAMES MERIWETHER

博士（法学）

(43)
＜平成28年4月＞

英語総合Ⅱ（上級）

(47)

英語総合Ⅰ（上級）

Master of Arts（米国）

HALL JAMES MERIWETHER

煤孫　康二

現代社会の社会学

土屋　明広

＜平成28年4月＞

(41)
＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

兼担
准教
授

本田　卓
(44) (44) (45) (46)

生活と環境

博士(理学)

兼担 教授 兼担 教授

情報基礎情報基礎 情報基礎

博士(学校教育学) 博士(学校教育学) 博士(学校教育学)

宮川　洋一 宮川　洋一 宮川　洋一
(52) (53) (54)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞

＜平成29年4月＞
自然と数理 自然と数理

吉井　洋二 吉井　洋二
(58)

英語総合Ⅱ（中級）

(64)
＜平成29年4月＞

山崎　友子

教育学修士

兼担 教授

博士(医学)
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＣ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＣ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＣ

(54)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士(医学)

(52) (53)

博士(医学)

上濱　龍也 上濱　龍也 上濱　龍也

文学修士
英語総合Ⅱ（初級）

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士 理学博士 理学博士

動物と環境

理学修士
＜平成28年4月＞

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

梶原　昌五

幾何学Ⅱ 幾何学Ⅱ幾何学Ⅱ 幾何学Ⅱ
数理のひろがり

(58)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（理学） 博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）

自然と数理の世界 自然と数理の世界 自然と数理の世界
数理のひろがり

自然と数理の世界
数理のひろがり

三井　隆弘 三井　隆弘 三井　隆弘 三井　隆弘

兼担
准教
授

押切　源一 押切　源一 押切　源一 押切　源一
(62) (62) (63)

欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化

(52) (52) (54)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

安井　もゆる

＜平成28年4月＞

幾何学Ⅱ

上濱　龍也
(55)

＜平成28年4月＞

自然と数理の世界
数理のひろがり

三井　隆弘
(48)

＜平成28年4月＞
博士（医学）

社会的人間論

安井　もゆる
(54)

＜平成28年4月＞
博士（文学）

欧米の歴史と文化

押切　源一
(65)

＜平成28年4月＞
理学博士

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼任 講師

兼担
准教
授

芸術学修士
芸術の世界

(65)
＜平成29年4月＞

本田　卓
(47)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

兼担
准教
授

兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

博士（文学）

安井　もゆる 安井　もゆる

博士（文学） 博士（文学）

犬塚　博彦
(55)

(64)

兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授

博士(学校教育学)
情報基礎

博士(医学)
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＣ

吉井　洋二
(60)

＜平成29年4月＞
自然と数理

宮川　洋一
(55)

＜平成28年4月＞

(59)
＜平成29年4月＞

兼任 教授 兼任 教授

兼担 教授

安川洋生
(56)

＜平成30年4月＞
博士(理学)

生活と環境

境野　直樹
(60)

＜平成31年4月＞
修士(英語英文学)
英語総合Ⅰ（上級）

安川洋生
(56)

＜平成30年4月＞
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

博士（農学）
生命のしくみ

兼担

西山　賢一
(50)

水と環境

＜平成28年4月＞
農学博士

河合　成直

植物栽培と環境テクノ
ロジー

植物栽培と環境テクノ
ロジー

植物栽培と環境テクノ
ロジー

植物栽培と環境テクノ
ロジー

(59)

准教
授

(50)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（農学） 博士（農学） 博士（農学） 博士（農学）

立澤　文見 立澤　文見 立澤　文見 立澤　文見
(48) (48) (49)

情報基礎 情報基礎 情報基礎 情報基礎

(50) (50) (51) (52)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

大坊　真洋 大坊　真洋

＜平成28年4月＞
博士（工学） 博士（工学）

大坊　真洋 大坊　真洋

博士（工学） 博士（工学）
兼担

准教
授

工学博士 工学博士

海田　輝之 海田　輝之
(65) (65)

＜平成30年4月＞＜平成30年4月＞

松山克胤
(41)

博士（工学）
情報基礎 情報基礎 情報基礎

博士（工学）
＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
博士（工学）

出戸　秀明 出戸　秀明 出戸　秀明
(65) (66)

情報基礎 情報基礎

(65)

廃棄物と環境 廃棄物と環境

(42)
＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

(41)

博士（理学）

芝　陽子 芝　陽子

工学博士 工学博士 工学博士
都市と環境 都市と環境 都市と環境

(63) (63) (64)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

海田　輝之 海田　輝之

＜平成28年4月＞

海田　輝之

廃棄物と環境

中澤　廣
(65)

兼担 教授 兼担

＜平成30年4月＞
工学博士

廃棄物と環境

小野寺　英輝 小野寺　英輝 小野寺　英輝 小野寺　英輝

兼担
准教
授

(54) (54) (55) (56)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
工学博士 工学博士 工学博士 工学博士

岩手大学ミュージアム
学
科学・技術と現代社会

岩手大学ミュージアム
学
科学・技術と現代社会

岩手大学ミュージアム
学
科学・技術と現代社会

岩手大学ミュージアム
学
科学・技術と現代社会

兼担
准教
授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（工学） 博士（工学）

出戸　秀明 出戸　秀明

山本　英和 山本　英和 山本　英和 山本　英和
(49) (49) (50) (51)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（理学） 博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）

くらしと科学技術 くらしと科学技術 くらしと科学技術 くらしと科学技術

(64) (64)

博士（学術）
情報基礎 情報基礎 情報基礎 情報基礎

(45)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（学術） 博士（学術）

(43) (44)

博士（学術）

三好　扶 三好　扶 三好　扶 三好　扶

兼担
准教
授

兼担
准教
授

(66)
＜平成30年4月＞
工学博士

都市と環境

海田　輝之

初年次自由ゼミナール

芝　陽子
(43)

＜平成29年4月＞
博士（理学）

情報基礎

大坊　真洋
(53)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

情報基礎

立澤　文見
(51)

＜平成28年4月＞
博士（農学）

植物栽培と環境テクノ
ロジー

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

博士（理学）
初年次自由ゼミナール 初年次自由ゼミナール

教授

兼任 講師

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師都市と環境 都市と環境

中澤　廣 中澤　廣 中澤　廣
(63) (63) (64)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼担 教授
工学博士 工学博士 工学博士

兼担 教授 兼担 教授

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

出戸　秀明
(67)

＜平成29年4月＞
博士（工学）

情報基礎

小野寺　英輝
(57)

＜平成28年4月＞
工学博士

岩手大学ミュージアム
学
科学・技術と現代社会

山本　英和
(52)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

くらしと科学技術

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

松山克胤
(42)

＜平成30年4月＞
博士（工学）

情報基礎

三好　扶
(46)

＜平成28年4月＞
博士（学術）

(43)

博士（工学）
＜平成30年4月＞

情報基礎

兼担 教授

兼担 教授

＜平成28年4月＞
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

博士（農学）

環境の科学

(61) (61)

動物と環境
環境の科学

情報基礎 情報基礎

博士（農学）

農学博士 農学博士 農学博士 農学博士
人の暮らしと生物環境 人の暮らしと生物環境

佐野　宏明 佐野　宏明

人の暮らしと生物環境 人の暮らしと生物環境

小田　伸一
(58) (58) (59) (60)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

小田　伸一 小田　伸一

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

小田　伸一

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
農学博士 農学博士 農学博士 農学博士

環境の科学 環境の科学

博士（農学） 博士（農学） 博士（農学） 博士（農学）

佐野　宏明 佐野　宏明

＜平成29年4月＞
博士（水産学） 博士（水産学）
＜平成29年4月＞

地域課題演習Ｈ 地域課題演習Ｈ

佐野　宏明

＜平成29年4月＞

(62) (63)

水と環境

廣田　純一

農学博士 農学博士

田中　教幸 田中　教幸
(63) (64)

情報基礎

博士(農学)

兼担 教授 兼担 教授

濱上　邦彦

水と環境 水と環境

(35)

博士(農学) 博士(農学) 博士(農学)

木下　幸雄 木下　幸雄 木下　幸雄
(46) (47)

初年次自由ゼミナール 初年次自由ゼミナール
現代の諸問題

初年次自由ゼミナール

地域課題演習Ｃ
地域課題演習Ｈ

初年次自由ゼミナール

地域課題演習Ｈ
地域課題演習Ｂ

(61) (61) (62) (63)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

廣田　純一 廣田　純一

＜平成28年4月＞
農学博士 農学博士

廣田　純一

兼担 教授 兼担 教授

「環境」を考える

＜平成29年4月＞
(44)

博士（農）

山本　清龍

農学博士 農学博士
森林と環境 森林と環境

＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞

関野　登 関野　登
(57) (58)

博士(農学)
情報基礎 情報基礎 情報基礎

博士(農学) 博士(農学)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

伊藤　幸男 伊藤　幸男 伊藤　幸男
(47) (48)

「環境」を考える

(46)

博士（農学）

松木（佐藤）佐和子
(40)

＜平成29年4月＞

立石　貴浩 立石　貴浩

＜平成29年4月＞
博士(学術) 博士(学術)

＜平成28年4月＞
博士(農学)

(58) (59)

博士(農学)

塚本　知玄 塚本　知玄 塚本　知玄

教授

＜平成28年4月＞

兼担

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担

生命のしくみ 生命のしくみ
廃棄物と環境

(55) (56)

兼担
准教
授

松原　和衛 松原　和衛 松原　和衛 松原　和衛
(59) (59) (60) (60)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

生命のしくみ 生命のしくみ 生命のしくみ 生命のしくみ

築城　幹典 築城　幹典
(57) (57)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(49)
＜平成28年4月＞
博士(農学)

情報基礎

塚本　知玄
(61)

＜平成28年4月＞
博士(農学)

情報基礎

立石　貴浩
(57)

(64)
＜平成28年4月＞
農学博士

環境の科学

小田　伸一
(61)

＜平成28年4月＞
農学博士

人の暮らしと生物環境

松原　和衛
(60)

＜平成28年4月＞
博士（農学）

生命のしくみ

兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

＜平成29年4月＞
博士(学術)

廃棄物と環境

博士(農学)
情報基礎 情報基礎 情報基礎

(60)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

講師 兼担 講師

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

松木（佐藤）佐和子
(43)

＜平成28年4月＞
博士（農学）

「環境」を考える

伊藤　幸男

兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

廣田　純一
(64)

＜平成28年4月＞
農学博士

初年次自由ゼミナール

地域課題演習Ｈ
地域課題演習Ｂ

(48)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

獣医学博士 獣医学博士

(65)
＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
獣医学博士

動物と環境

(50)
＜平成29年4月＞
博士(薬学)

御領　政信 御領　政信
(65)

＜平成28年4月＞

木﨑　景一朗

生命のしくみ
自然の科学 自然の科学 自然の科学

＜平成28年4月＞
(63) (63) (64)

御領　政信 御領　政信 御領　政信

獣医学博士
生命のしくみ
自然の科学

生命のしくみ
自然の科学

獣医学博士
＜平成28年4月＞

＜平成30年4月＞
(65)

＜平成28年4月＞

澤口　勇雄
(63)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士(獣医学) 博士(獣医学)

＜平成28年4月＞
博士（農学）

農学博士

森林と環境

(49) (50)
＜平成28年4月＞

森林と環境

生命のしくみ

博士（農学）

(40)
＜平成28年4月＞

(48)
＜平成30年4月＞
博士(農学)

情報基礎

地域課題演習Ｈ

＜平成30年4月＞
博士（農学）

博士(学術)
情報基礎

(44)
＜平成30年4月＞

武藤由子

(55)
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

平田統一

森林と環境

(54)
小藤田久義

農学博士

＜平成30年4月＞

博士（農学）

動物と環境

大沼俊名
(39)

(54)

生活と環境 生活と環境

(65)
＜平成30年4月＞
獣医学博士

自然の科学

平田統一
(56)

＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

地域課題演習Ｈ

大沼俊名
(40)

＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

情報基礎

三宅　諭
(47)

＜平成31年4月＞
博士(工学)

情報基礎

武藤由子

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

御領　政信

兼任 講師

澤口　勇雄

兼担 教授

兼担 教授

兼担
准教
授

山田　美鈴

兼担 教授

小出　章二

兼担 教授

小出　章二

兼担 教授

佐藤　至

兼担 教授

佐藤　至
(55)

情報基礎

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

山内貴義

博士（獣医学）
情報基礎

兼担 助教 兼担 助教

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼任 教授 兼任 教授

(44)
＜平成30年4月＞
博士(学術)

情報基礎
水と環境

小藤田久義
(55)

＜平成30年4月＞
博士（農学）

森林と環境
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

科学と技術の歴史
地域課題演習A
地域課題演習B
地域課題演習C
地域課題演習H

地域課題演習A
地域課題演習B
地域課題演習C
地域課題演習H
図書館への招待
キャリアを考える
現代の諸問題
地域を考える

(62)
＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

(51) (51) (52) (53)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

早坂　浩志 早坂　浩志

＜平成28年4月＞

立原　聖子 立原　聖子 立原　聖子 立原　聖子

＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

社会的人間論
地域課題演習G

社会的人間論
地域課題演習G

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

地域課題演習G
現代社会の社会学

(56) (56) (57) (58)

情報基礎
地場産業・企業論
地域課題演習Ｂ

情報基礎
地場産業・企業論

情報基礎
地場産業・企業論
地域課題演習Ｂ

博士（学術） 博士（学術） 博士（学術） 博士（学術）
情報基礎
地場産業・企業論

今井　潤 今井　潤 今井　潤 今井　潤
(51) (51) (52) (53)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

心の理解 心の理解 心の理解 心の理解

早坂　浩志

農学博士

＜平成28年4月＞

初年次自由ゼミナール 初年次自由ゼミナール
大学の歴史と現在

初年次自由ゼミナール
大学の歴史と現在

初年次自由ゼミナール
大学の歴史と現在

文学修士 文学修士

堀　久美 堀　久美

文学修士 文学修士

堀　久美 堀　久美

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

大川　一毅 大川　一毅 大川　一毅

医学博士
初年次自由ゼミナール

(58)

初年次自由ゼミナール
兼担

大川　一毅
(56) (56) (57) (58)

比屋根　哲

博士（学術）
生活と環境

兼任 講師

立身　政信
(65)

＜平成29年4月＞

＜平成28年4月＞

立身　政信

＜平成28年4月＞

(65)
＜平成31年4月＞

生活と環境

博士（学術）

菅原　悦子

脇野　博 脇野　博 脇野　博 脇野　博
(61) (61) (62)

菅原　悦子

地域課題演習C
地域課題演習H
図書館への招待

現代の諸問題
地域を考える

地域課題演習A

地域課題演習C
地域課題演習H
図書館への招待
キャリアを考える
現代の諸問題
地域を考える
初年次自由ゼミナール

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

早坂　浩志

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（教育学） 修士（教育学） 修士（教育学）

(42) (43)

修士（教育学）
心の理解 心の理解

(41) (41)

心の理解 心の理解

地域課題演習G
現代社会の社会学

大川　一毅

博士（社会学）

地域課題演習A

地域課題演習C
地域課題演習E
地域課題演習H

キャリアを考える
現代の諸問題
地域を考える

兼担 教授

高橋　透
(55)

＜平成31年4月＞
農学博士

生命のしくみ

兼担 教授

兼任 講師

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

西向めぐみ
(46)

＜平成31年4月＞
博士(農学)

動物と環境

脇野　博
(64)

＜平成28年4月＞
(63)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（社会学） 博士（社会学） 博士（社会学） 博士（社会学）

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

教授

兼担 教授

(59)
＜平成28年4月＞
文学修士

初年次自由ゼミナール
大学の歴史と現在

医学博士
初年次自由ゼミナール

(64)

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

早坂　浩志
(54)

＜平成28年4月＞
文学修士

心の理解

今井　潤
(54)

＜平成28年4月＞
博士（学術）

情報基礎
地場産業・企業論
地域課題演習Ｂ

堀　久美
(59)

＜平成28年4月＞
文学修士

地域課題演習G
現代社会の社会学

立原　聖子
(44)

＜平成28年4月＞
修士（教育学）

心の理解

兼担
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

(35)
＜平成29年4月＞

(43)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士(農村開発学)

(42) (43)

修士(農村開発学)

平井　華代 平井　華代 平井　華代

博士（政治学）
日本の思想と文化
アジアの歴史と文化
市民と政治
現代政治を見る眼
初年次自由ゼミナール
心と表象

＜平成29年4月＞

織田　健志
(38)

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

博士（農学）

兼担

冨永　陽子
(44) (45) (46)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

情報基礎

冨永　陽子

情報基礎 情報基礎

冨永　陽子

博士(工学) 博士(工学) 博士(工学)

中西　貴裕 中西　貴裕 中西　貴裕
(46) (47) (48)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞
修士（地域研究） 修士（地域研究） 修士（地域研究） 修士（地域研究）

教育学修士

主濱　祐二

(56) (57)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

松岡　洋子 松岡　洋子

＜平成28年4月＞

松岡　洋子

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
Master of Arts（米国） Master of Arts（米国） Master of Arts（米国）

(59) (60)

Master of Arts（米国）

キャリアを考える
現代の諸問題
初年次自由ゼミナール

海外研修－世界から地
域を考える－
キャリアを考える
現代の諸問題
初年次自由ゼミナール

(58) (58)

地域課題演習F
英語で学ぶ日本の文化
海外研修－世界から地
域を考える－

地域課題演習F

海外研修－世界から地
域を考える－
キャリアを考える
現代の諸問題
初年次自由ゼミナール

生命のしくみ
初年次自由ゼミナール

生命のしくみ 生命のしくみ
初年次自由ゼミナール
「環境」を考える
科学と技術の歴史

博士（農学） 博士（農学）

尾中（高島）夏美 尾中（高島）夏美 尾中（高島）夏美 尾中（高島）夏美

修士（理学） 修士（理学）
大学の歴史と現在
地域を考える

初年次自由ゼミナール

＜平成28年4月＞
(45) (45)

＜平成28年4月＞

日本事情Ａ
日本事情Ｂ

日本事情Ａ
日本事情Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
英語で学ぶ日本の文化

日本事情Ａ
日本事情Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
英語で学ぶ日本の文化
海外研修－世界から地
域を考える－
地域課題演習Ｅ

日本事情Ａ
日本事情Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
英語で学ぶ日本の文化
海外研修－世界から地
域を考える－
地域課題演習Ｅ

博士（日本学）
（Ph.D）（瑞典）

博士（日本学）
（Ph.D）（瑞典）

博士（日本学）
（Ph.D）（瑞典）

博士（日本学）
（Ph.D）（瑞典）

江本　理恵 江本　理恵

准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担 教授

Anders Carlqvist Anders Carlqvist Anders Carlqvist

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケー
ションＡ
多文化コミュニケー
ションＢ

中西　貴裕
(49)

＜平成28年4月＞
博士(工学)

情報基礎

冨永　陽子
(47)

＜平成28年4月＞
博士（農学）

生命のしくみ
初年次自由ゼミナール

科学と技術の歴史

平井　華代
(43)

尾中（高島）夏美
(61)

＜平成28年4月＞
Master of Arts（米国）

海外研修－世界から地
域を考える－
キャリアを考える
現代の諸問題
初年次自由ゼミナール

松岡　洋子
(58)

＜平成28年4月＞
修士（地域研究）

兼担 教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

Anders Carlqvist
(51)

＜平成28年4月＞

博士（日本学）
（Ph.D）（瑞典）

日本事情Ａ
日本事情Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
英語で学ぶ日本の文化
海外研修－世界から地
域を考える－

Anders Carlqvist
(48) (48) (49) (50)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケー
ションＡ
多文化コミュニケー
ションＢ
地域課題演習E
地域と国際社会

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケー
ションＡ
多文化コミュニケー
ションＢ
地域課題演習E

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケー
ションＡ
多文化コミュニケー
ションＢ

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケー
ションＡ
多文化コミュニケー
ションＢ

松岡　洋子
(55) (55)

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

＜平成28年4月＞
修士(農村開発学)
地域と国際社会
海外研修－世界から地
域を考える－

修士(農村開発学)
地域と国際社会 地域と国際社会

海外研修－世界から地
域を考える－

地域と国際社会
海外研修－世界から地
域を考える－

兼担
准教
授

兼担
准教
授

平野　敬和
(46)

＜平成31年4月＞
博士（文学）

現代政治を見る眼
初年次自由ゼミナール
図書館への招待
日本の思想と文化
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

鈴木　正幸

兼任 講師

鈴木　正幸

兼任 講師

鈴木　正幸
(64) (65) (66)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅰ

兼任 講師

内澤　英明

兼任 講師

内澤　英明

兼任 講師

内澤　英明

兼任 講師

内澤　英明
(66) (67) (68) (69)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理工学入門化学 理工学入門化学 理工学入門化学 理工学入門化学

兼任 講師

佐々木　繁夫

兼任 講師

佐々木　繁夫

兼任 講師

佐々木　繁夫

兼任 講師

佐々木　繁夫
(68) (69) (70) (71)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

兼任 講師

大畑　　学

兼任 講師

大畑　　学

兼任 講師

大畑　　学

兼任 講師

大畑　　学
(63) (64) (65) (66)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理工学入門数学Ⅰ
理工学入門数学Ⅱ

理工学入門数学Ⅰ
理工学入門数学Ⅱ

理工学入門数学Ⅰ
理工学入門数学Ⅱ

理工学入門数学Ⅰ
理工学入門数学Ⅱ

兼任 講師

藤本　勝成

兼任 講師

藤本　勝成

兼任 講師

藤本　勝成

兼任 講師

藤本　勝成

兼任 講師

藤本　勝成
(48) (48) (49) (50) (51)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（理学） 博士（理学） 博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）

特別講義Ⅱ
ゲーム理論

特別講義Ⅱ
ゲーム理論

特別講義Ⅱ
ゲーム理論

特別講義Ⅱ
ゲーム理論

特別講義Ⅱ
ゲーム理論

兼任 講師

佐藤 祐介

兼任 講師

佐藤 祐介

兼任 講師

佐藤 祐介

兼任 講師

佐藤 祐介

兼任 講師

佐藤 祐介
(72) (72) (73) (74) (75)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学）

知的財産権概論
特許法特講

知的財産権概論
特許法特講

知的財産権概論
特許法特講

知的財産権概論
特許法特講

知的財産権概論
特許法特講

兼任 講師

松山 成男

兼任 講師

松山 成男

兼任 講師

松山 成男

兼任 講師

松山 成男

兼任 講師

松山 成男
(53) (53) (54) (55) (56)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（工学） 博士（工学） 博士（工学） 博士（工学） 博士（工学）

原子力工学 原子力工学 原子力工学 原子力工学 原子力工学

兼任 講師

江原 真司

兼任 講師

江原 真司

兼任 講師

江原 真司

兼任 講師

江原 真司

兼任 講師

江原 真司
(46) (46) (47) (48) (49)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（工学） 博士（工学） 博士（工学） 博士（工学） 博士（工学）

原子力工学 原子力工学 原子力工学 原子力工学 原子力工学

兼任 講師

稲田　興

兼任 講師

稲田　興

兼任 講師

稲田　興

兼任 講師

稲田　興

兼任 講師

稲田　興
(78) (78) (79) (80) (81)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
工学士 工学士 工学士 工学士 工学士

工業経営管理論 工業経営管理論 工業経営管理論 工業経営管理論 工業経営管理論

地域課題演習Ｈ

博士（工学） 博士（工学）
情報基礎

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

情報基礎

(47)
＜平成30年4月＞
博士(教育学)

朴賢淑

初年次自由ゼミナール
日本の歴史と文化

(38)
小暮克哉

＜平成30年4月＞
修士（大学アドミニ
ストレーション）

准教
授

川村　暁 川村　暁
(42) (43)

PhD.(University of
Newcastle(UK))

地域課題演習Ｆ 地域課題演習Ｆ

PhD.(University of
Newcastle(UK))

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

石松　弘幸 石松　弘幸
(44) (45)

兼担

(48)
＜平成30年4月＞
博士(教育学)

地域課題演習Ｈ
地域課題演習Ｅ

劉　海宇
(48)

＜平成29年4月＞
歴史学博士

アジアの歴史と文化

小暮克哉
(38)

＜平成30年4月＞
修士（大学アドミニ
ストレーション）
初年次自由ゼミナール
日本の歴史と文化

朴賢淑

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

石松　弘幸
(46)

＜平成29年4月＞

PhD.(University of
Newcastle(UK))

地域課題演習Ｆ

兼担
准教
授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

兼担
准教
授

兼担
准教
授

歴史学博士
地域と国際社会

アジアの歴史と文化

(47)
＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

(46)

歴史学博士

劉　海宇 劉　海宇
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

山口　勉功

兼任 講師

山口　勉功

兼任 講師

山口　勉功
(53) (54) (55)

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
博士（工学） 博士（工学） 博士（工学）

材料物理化学Ⅱ 材料物理化学Ⅱ 材料物理化学Ⅱ

初級中国語（発展） 初級中国語（発展） 初級中国語（発展） 初級中国語（発展）

修士（農学） 修士（農学）

川原　正広 川原　正広

修士（農学） 修士（農学）

川原　正広 川原　正広
(44) (45) (46)

＜平成28年4月＞

兼任

亀田　金花
(50) (50) (51) (52)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

上級日本語Ｂ

上級日本語Ｆ

亀田　金花 亀田　金花

上級日本語Ｂ

上級日本語Ｆ

上級日本語Ｂ

上級日本語Ｆ

亀田　金花

修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）
上級日本語Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｆ
上級日本語Ｇ

加藤　理恵 加藤　理恵 加藤　理恵 加藤　理恵
(44) (44) (45) (46)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

加藤　隆
(62) (62) (63) (64)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

加藤　隆 加藤　隆

＜平成28年4月＞

講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任

修士（社会学）

(56)

初年次自由ゼミナール
キャリアを考える

兼任

遠藤　雅子

博士（文学）
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

(46)
＜平成28年4月＞

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

Master of Arts（英国） Master of Arts（英国）

遠藤　スサンネ

(47) (47)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

William Oscar Lewis Ⅳ William Oscar Lewis Ⅳ

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

Ishikawa Peggy MarrieIshikawa Peggy MarrieIshikawa Peggy MarrieIshikawa Peggy Marrie

(46) (46) (47) (48)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語発展Ｈ

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

ASANO　ROBERT KEN
(46) (46) (47) (48)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

ASANO　ROBERT KEN ASANO　ROBERT KEN

＜平成28年4月＞

ASANO　ROBERT KEN

＜平成28年4月＞
博士（教育学）

(66)

自然と法則

八木　一正

英語教育修士
英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

(51)
＜平成28年4月＞

Mark de Boer

＜平成28年4月＞
博士（情報科学)

対人関係の心理学

修士（学術）
初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

加藤　理恵
(47)

＜平成28年4月＞
修士（学術）

上級日本語Ｂ

上級日本語Ｆ

亀田　金花
(53)

＜平成28年4月＞
修士（農学）

初級中国語（発展）

川原　正広
(47)

兼任 講師

講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

ASANO　ROBERT KEN
(49)

＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

Ishikawa Peggy Marrie

(49)
＜平成28年4月＞
高等学校卒

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

加藤　隆
(65)

＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞
修士（学術）

加藤　隆

＜平成28年4月＞

講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師対人関係の心理学

＜平成28年4月＞
博士（情報科学) 博士（情報科学) 博士（情報科学) 博士（情報科学)

対人関係の心理学 対人関係の心理学

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

対人関係の心理学

(44)

兼任
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

(44)

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

(45) (46)

修士（学術）
初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

(44)

兼任

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

Joseph Allan Angerhofer

(42) (42) (43) (44)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Joseph Allan AngerhoferJoseph Allan Angerhofer

＜平成28年4月＞

講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

陳　茜 陳　茜 陳　茜 陳　茜

＜平成28年4月＞
学士（教育） 学士（教育） 学士（教育） 学士（教育）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

(58) (58) (59) (60)
＜平成28年4月＞

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

教育学修士
（韓国）

教育学修士
（韓国）

崔　在繕 崔　在繕

教育学修士
（韓国）

教育学修士
（韓国）

崔　在繕 崔　在繕

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｅ
英語発展Ｆ
英語発展Ｇ
英語総合Ⅱ（上級）
英語発展Ｈ
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

崔　宰誠 崔　宰誠

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｅ
英語発展Ｆ
英語発展Ｇ

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｅ
英語発展Ｆ
英語発展Ｇ
英語総合Ⅱ（上級）
英語発展Ｈ

崔　宰誠

Bachelor's　Degree
（豪州）

Bachelor's　Degree
（豪州）

Bachelor's　Degree
（豪州）

Bachelor's　Degree
（豪州）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）

Townsend Simon Townsend Simon Townsend Simon Townsend Simon
(45) (45) (46) (47)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Joseph Allan Angerhofer

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

(49) (50)

修士（学術）
初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門)

(48) (48)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

柴田　聡美 柴田　聡美 柴田　聡美 柴田　聡美

学士（法学） 学士（法学） 学士（法学）
日本の文学 日本の文学

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

日本の文学

(57) (57) (58)
＜平成28年4月＞

英語基礎 英語基礎
英語総合Ⅰ（中級）

英語基礎

英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語基礎

英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）

学士（教育学） 学士（教育学）

佐藤　竜一

学士（教育学） 学士（教育学）

佐藤　竜一 佐藤　竜一

佐藤　信幸
(64) (64) (65) (66)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

佐藤　信幸 佐藤　信幸 佐藤　信幸

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

博士（農学）
初年次自由ゼミナール

後藤（木立）厚子
(48)

＜平成28年4月＞

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

呉　慧敏
(57) (57) (58) (59)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

呉　慧敏 呉　慧敏

＜平成28年4月＞

呉　慧敏

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
Master of Arts（米国） Master of Arts（米国） Master of Arts（米国）

(51) (52)

Master of Arts（米国）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

(50) (50)

学士（教育学）
英語基礎
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）

呉　慧敏
(60)

＜平成28年4月＞
博士（農学）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

崔　宰誠
(40)

＜平成28年4月＞
教育学修士
（韓国）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

崔　在繕
(61)

＜平成28年4月＞
学士（教育）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

陳　茜
(47)

＜平成28年4月＞
修士（学術）

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

GAVIN　YOUNG GAVIN　YOUNG GAVIN　YOUNG GAVIN　YOUNG

＜平成28年4月＞
博士（農学） 博士（農学） 博士（農学） 博士（農学）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

柴田　聡美
(51)

＜平成28年4月＞
修士（学術）

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

佐藤　信幸
(67)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

Joseph Allan Angerhofer

(45)
＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

Townsend Simon
(48)

＜平成28年4月＞
Bachelor's　Degree

（豪州）

英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｅ
英語発展Ｆ
英語発展Ｇ
英語総合Ⅱ（上級）
英語発展Ｈ
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

兼任

崔　宰誠
(37) (37) (38) (39)

＜平成28年4月＞

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

影山　一男 影山　一男 影山　一男 影山　一男
(60)

＜平成28年4月＞
修士（経済学）

文学修士

遠藤　健樹 遠藤　健樹

文学修士 文学修士

遠藤　健樹 遠藤　健樹

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
(56)

博士（文学） 博士（文学）
＜平成28年4月＞

博士（文学） 博士（文学）
初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

現代社会と経済

(57) (57)

現代社会と経済 現代社会と経済

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級） 英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

文学修士

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

(35) (35) (36) (37)
＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（経済学） 修士（経済学） 修士（経済学）

(58)

伊東　栄志郎 伊東　栄志郎

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

伊東　栄志郎
(50) (50) (51) (52)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

伊東　栄志郎

横井　郁子 横井　郁子 横井　郁子 横井　郁子
(54) (54) (55)

(63) (63)

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

山本　勢津子

＜平成28年4月＞

修士（文学） 修士（文学） 修士（文学） 修士（文学）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

山本　勢津子

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）

山本　勢津子
(59) (59) (60) (61)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

山本　勢津子

兼任 講師 兼任 講師

修士（ドイツ語
ドイツ文学）

修士（ドイツ語
ドイツ文学）

修士（ドイツ語
ドイツ文学）

(64) (65)

修士（ドイツ語
ドイツ文学）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

Master of Arts（米国）

増田エレーナ 増田エレーナ

＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

(37) (37) (38) (39)

山口春樹 山口春樹 山口春樹 山口春樹

＜平成28年4月＞

兼任 講師

修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）
初級ロシア語(入門)
中級ロシア語 中級ロシア語

初級ロシア語(発展)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

中級ロシア語
初級ロシア語(発展)

初級フランス語(入門)

Blair Benjamin Reed

学士（文学）
兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

＜平成28年4月＞

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）

Master of Arts（米国） Master of Arts（米国）

増田エレーナ 増田エレーナ

Master of Arts（米国）

中級ロシア語
初級ロシア語(発展)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Blair Benjamin Reed

(48) (48) (49) (50)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

初級フランス語(入門)

Blair Benjamin ReedBlair Benjamin Reed

初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門)

平野　ユキ子 平野　ユキ子 平野　ユキ子 平野　ユキ子
(63) (63) (64) (65)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士（文学） 学士（文学） 学士（文学）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

初級中国語（入門）

中級中国語

初級中国語（入門）

中級中国語
初級中国語（発展）

(59) (59) (60)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

中安　貴子 中安　貴子

＜平成28年4月＞

中安　貴子

桑原　俊明 桑原　俊明 桑原　俊明
(59) (59) (60)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士

兼任 講師 英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師

熊本哲也 熊本哲也

＜平成28年4月＞
修士（文学）

初級フランス語(入門)

平野　ユキ子
(66)

＜平成28年4月＞
学士（文学）

初級フランス語(入門)

Blair Benjamin Reed

(51)
＜平成28年4月＞

熊本哲也
(59)

＜平成28年4月＞
文学修士

初級フランス語(入門)

伊東　栄志郎
(53)

＜平成28年4月＞
文学修士

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

影山　一男

現代社会と経済

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

Master of Arts（米国）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

増田エレーナ
(40)

＜平成28年4月＞
修士（学術）

中級ロシア語
初級ロシア語(発展)

文学修士 文学修士 文学修士

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

山口春樹
(65)

＜平成28年4月＞

修士（ドイツ語
ドイツ文学）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

山本　勢津子
(62)

＜平成28年4月＞
修士（学術）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）

横井　郁子
(57)

兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

熊本哲也
(57) (57) (59)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士

初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門)

(59)

修士（経済学）
現代社会と経済
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

(49)(47) (48)(46) (46)
齋藤　直樹 齋藤　直樹 齋藤　直樹 齋藤　直樹

KOROBOV　DMITRY KOROBOV　DMITRY KOROBOV　DMITRY KOROBOV　DMITRY
(37) (37)

(63)

兼任 講師

＜平成28年4月＞
修士（法学）

市民と政治
現代政治を見る眼

修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）
初級ロシア語(発展)
中級ロシア語

初級ロシア語(発展)

初級ロシア語（入門）

初級ロシア語(発展)

初級ロシア語（入門）

初級ロシア語(発展)

初級ロシア語（入門）

齋藤　俊明

(38) (39)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

齋藤　直樹

KOROBOV　DMITRY
(40)

＜平成28年4月＞
修士（学術）

初級ロシア語(発展)

初級ロシア語（入門）

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師

佐藤　智子

兼任 講師

佐藤　智子

兼任 講師

佐藤　智子
(63) (63) (64)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学博士 文学博士 文学博士 文学博士 文学博士

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師

席　時宜
(62) (62) (63) (64) (65)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（政治学） 修士（政治学） 修士（政治学） 修士（政治学）

市民と政治
現代政治を見る眼

市民と政治
現代政治を見る眼 現代政治を見る眼 現代政治を見る眼

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

兼任 講師

高橋　秀行

兼任 講師

高橋　秀行

兼任 講師

高橋　秀行

兼任 講師

高橋　秀行
(61) (61) (62) (63)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

席　時宜

兼任 講師

席　時宜

兼任 講師

席　時宜

兼任 講師

席　時宜

言葉の世界 言葉の世界 言葉の世界 言葉の世界

兼任 講師

筑後　勝彦

兼任 講師

筑後　勝彦

兼任 講師

筑後　勝彦

兼任 講師

筑後　勝彦

兼任 講師

筑後　勝彦
(55) (55) (56) (57) (58)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

田中　宣廣

兼任 講師

田中　宣廣

兼任 講師

田中　宣廣

兼任 講師

田中　宣廣

兼任 講師

田中　宣廣
(54) (54) (55) (56) (57)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

言葉の世界

兼任 講師

豊島　正幸
(64) (64) (65) (66) (67)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士 理学博士 理学博士 理学博士

いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（中級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語総合Ⅰ（中級）

いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

兼任 講師

Newbury Daniel Copeland

兼任 講師

Newbury Daniel Copeland

兼任 講師

Newbury Daniel Copeland

兼任 講師

Newbury Daniel Copeland

兼任 講師

Newbury Daniel Copeland

(41) (41) (42) (43) (44)
＜平成28年4月＞

兼任 講師

豊島　正幸

兼任 講師

豊島　正幸

兼任 講師

豊島　正幸

兼任 講師

豊島　正幸

英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

兼任 講師

細越　久美子

兼任 講師

細越　久美子

兼任 講師

細越　久美子

兼任 講師

細越　久美子
(43) (43) (44) (46)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

Hareyama James Franciscus

兼任 講師

Hareyama James Franciscus

兼任 講師

Hareyama James Franciscus

兼任 講師

Hareyama James Franciscus

兼任 講師

Hareyama James Franciscus

(51) (51) (52) (53) (54)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

対人関係の心理学 対人関係の心理学 対人関係の心理学 対人関係の心理学

115



担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

兼任 講師

Larcens Malcome
(53) (53) (54) (55) (56)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
初級フランス語(入門)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
初級フランス語(入門)

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
初級フランス語(入門)

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
初級フランス語(入門)

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
初級フランス語(入門)

兼任 講師

Rutella David Owen

兼任 講師

Rutella David Owen

兼任 講師

Rutella David Owen

兼任 講師

Rutella David Owen

兼任 講師

Rutella David Owen
(51) (51) (52) (53) (54)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

Larcens Malcome

兼任 講師

Larcens Malcome

兼任 講師

Larcens Malcome

兼任 講師

Larcens Malcome

英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

兼任 講師

Akasaka Kathryn Annne

兼任 講師

Akasaka Kathryn Annne

兼任 講師

Akasaka Kathryn Annne

兼任 講師

Akasaka Kathryn Annne

(47) (48) (49) (50)

兼任 講師

Lupsa　Cornelia　Daniela

兼任 講師

Lupsa　Cornelia　Daniela

兼任 講師

Lupsa　Cornelia　Daniela

兼任 講師

Lupsa　Cornelia　Daniela

兼任 講師

Lupsa　Cornelia　Daniela

(42) (42) (43) (44) (45)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

兼任 講師

FARR Alan
(70) (71) (72) (73)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
Master of Arts Master of Arts Master of Arts Master of Arts

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士 学士 学士 学士

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士 理学博士

自然と法則 自然と法則 自然と法則

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーションⅠ
（初級）
英語コミュニケーションⅡ
（初級）
英語コミュニケーションⅠ
（中級）
英語コミュニケーションⅡ
（中級）
英語コミュニケーションⅠ
（上級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）

兼任 講師

河田　裕樹

兼任 講師

河田　裕樹

兼任 講師

河田　裕樹
(67) (68) (69)

兼任 講師

FARR Alan

兼任 講師

FARR Alan

兼任 講師

FARR Alan

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門） 初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師

吉村　泰樹

兼任 講師

吉村　泰樹

兼任 講師

吉村　泰樹
(67) (68) (69)

兼任 講師

海老澤君夫

兼任 講師

海老澤君夫

兼任 講師

海老澤君夫

兼任 講師

海老澤君夫
(69) (70) (71) (72)

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

(69) (70)
＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
文学博士 文学博士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士 理学博士

自然と法則 自然と法則 自然と法則

中国の文学 中国の文学
兼任 講師

砂山稔

兼任 講師

砂山稔
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士 学士

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

兼任 講師

三浦　勲夫

兼任 講師

三浦　勲夫
(76) (77)

数理のひろがり
微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ

数理のひろがり
微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ

数理のひろがり
微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ

微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ

兼任 講師

小山　花子

兼任 講師

小山　花子

兼任 講師

小山　花子

兼任 講師

小山　花子
(42) (43) (44) (45)

兼任 講師

三浦　康秀

兼任 講師

三浦　康秀

兼任 講師

三浦　康秀

兼任 講師

三浦　康秀
(67) (68) (69) (70)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士 理学博士 理学博士

兼任 講師

小林　徳子
(67) (68) (69) (70)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士 学士 学士 学士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Ph.D.(New School
for Social
Research)

Ph.D.(New School
for Social
Research)

Ph.D.(New School
for Social
Research)

Ph.D.(New School
for Social
Research)

市民と政治
現代政治を見る眼

市民と政治 市民と政治
現代政治を見る眼

市民と政治
現代政治を見る眼

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士 学士 学士 学士

情報基礎 情報基礎 情報基礎 情報基礎

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師

松舘　敦子

兼任 講師

松舘　敦子

兼任 講師

松舘　敦子

兼任 講師

松舘　敦子
(54) (55) (56) (57)

兼任 講師

小林　徳子

兼任 講師

小林　徳子

兼任 講師

小林　徳子

自然と数理

兼任 講師

杉浦　直

兼任 講師

杉浦　直

兼任 講師

杉浦　直
(71) (72) (73)

兼任 講師

沼田　稔
(73)

＜平成28年4月＞
理学博士

兼任 講師

星野　勝利
(72) (73) (74) (75)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士 理学博士

地域と生活
地域と社会 地域と社会 地域と社会

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士

科学と技術の歴史 科学と技術の歴史

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅱ（上級） 英語総合Ⅱ（上級）

兼任 講師

村上　祐

兼任 講師

村上　祐
(71) (72)

兼任 講師

星野　勝利

兼任 講師

星野　勝利

兼任 講師

星野　勝利

上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ

上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
上級日本語H

上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
上級日本語H

上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
上級日本語H

兼任 講師

大上　治子

兼任 講師

大上　治子

兼任 講師

大上　治子
(67) (68) (69)

兼任 講師

大高　久枝

兼任 講師

大高　久枝

兼任 講師

大高　久枝

兼任 講師

大高　久枝
(59) (60) (61) (62)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士 学士 学士 学士

兼任 講師

大嶋由美
(49) (50) (51) (52)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ｂ
英語発展Ｃ

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ｂ
英語発展Ｃ

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ｂ
英語発展Ｃ

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師

能登　惠一

兼任 講師

能登　惠一

兼任 講師

能登　惠一

兼任 講師

能登　惠一
(70) (71) (72) (73)

兼任 講師

大嶋由美

兼任 講師

大嶋由美

兼任 講師

大嶋由美
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級） 英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師

北爪　英一

兼任 講師

北爪　英一

兼任 講師

北爪　英一

兼任 講師

北爪　英一
(65) (66) (67) (68)

兼任 講師

平野　清八

兼任 講師

平野　清八

兼任 講師

平野　清八

兼任 講師

平野　清八
(68) (69) (70) (71)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士 学士 学士 学士

兼任 講師

Short Kevin Anthony

(59) (60) (61)
＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

学士 学士 学士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
工学博士 工学博士 工学博士 工学博士

自然のしくみ 自然のしくみ 自然のしくみ 自然のしくみ

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
修士 修士 修士

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）

兼任 講師

Maher Patrick　Jeffrey

兼任 講師

Maher Patrick　Jeffrey

兼任 講師

Maher Patrick　Jeffrey

(33) (34) (35)

兼任 講師

Short Kevin Anthony

兼任 講師

Short Kevin Anthony

初級フランス語（発
展）

兼任 講師

佐竹　一郎

兼任 講師

佐竹　一郎

兼任 講師

佐竹　一郎
(27) (28) (29)

兼任 講師

柳沢文昭
(67)

＜平成29年4月＞
文学修士

兼任 講師

長内　努
(59) (60) (61)

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
修士 修士 修士

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
修士 修士 修士

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
博士（地理学） 博士（地理学） 博士（地理学）

地域課題演習Ｃ 地域課題演習Ｃ 地域課題演習Ｃ

芸術の世界 芸術の世界 芸術の世界

兼任 講師

山崎　憲治

兼任 講師

山崎　憲治

兼任 講師

山崎　憲治
(70) (71) (72)

兼任 講師

長内　努

兼任 講師

長内　努

兼任 講師

猪又　優
(57)

兼任 講師

伊藤　博幸

兼任 講師

伊藤　博幸

兼任 講師

伊藤　博幸
(69) (70) (71)

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
博士（人文科学） 博士（人文科学） 博士（人文科学）

＜平成29年4月＞
工学修士

キャリアを考える
初年次自由ゼミナール
地域課題演習Ａ

地域課題演習Ｄ 地域課題演習Ｄ 地域課題演習Ｄ

兼任 講師

佐藤康紀
(48) (48)

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
修士 修士

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
修士 修士

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師

Hamish Smith

兼任 講師

Hamish Smith
(32) (32)

兼任 講師

佐藤康紀
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担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

ボランティアとリー
ダーシップ

ボランティアとリー
ダーシップ

兼任 講師

福本郁子

兼任 講師

福本郁子
(51) (52)

兼任 講師

越野修三

兼任 講師

越野修三
(68) (68)

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
学士 学士

兼任 講師

小川修平

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
中国の文学 中国の文学

兼任 講師

五十嵐祐太

兼任 講師

五十嵐祐太
(33)

(47)
＜平成31年4月＞
M.A. MBA

英語総合Ⅰ（上級）

(34)
＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
修士（学術） 修士（学術）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ａ
英語発展Ｃ
英語発展Ｄ

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）

兼任 講師

熊本　早苗
(47)

＜平成31年4月＞

兼任 講師

樋口　シモン
(37)

＜平成31年4月＞
学士

修士
中級韓国語

兼任 講師

村上　清
(59)

博士（国際文化）
英語発展Ｂ

兼任 講師

張　眞英
(45)

＜平成31年4月＞

兼任 講師

田代　愛

＜平成31年4月＞
修士

地域課題演習F

兼任 講師

熊谷　哲孝
(48)

(40)
＜平成31年4月＞

学士
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

＜平成31年4月＞
修士（学術）

英語総合Ⅰ（上級）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師

重松　公司
(65)

＜平成31年4月＞

兼任 講師

松崎　裕人
(53)

＜平成31年4月＞
文学修士

経済学修士
地域課題演習Ｈ

理学博士
自然のしくみ

兼任 講師

井上　博夫
(68)

＜平成31年4月＞
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【平成２８年度】

（１）ー②担当教員表に関する変更内容
　　　　 　　　　

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大友展也教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤伸治教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤博次教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため浅沼道成教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため白倉孝行教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため麻田雅文准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため堀口大樹准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため秋田淳子講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためSMILEY JIM准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため樋口知志教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松林城弘教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本昭彦教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小野寺章子准教授の担当科目を削除した。

・ｼｭｳﾞｧﾑﾎﾞﾙﾝ,ﾌﾗﾝｸ准教授から教授に昇任(兼担のため教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため西田文信准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため内田浩准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため開龍美教授の担当科目を追加した。

・笹尾俊明准教授から教授に昇任(兼担のため教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため遠藤教昭教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため栗林徹教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため五味壮平教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため鎌田安久教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため川田浩一教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため清水茂幸教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため武井隆明教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため名越利幸教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため藪敏裕教授の担当科目を削除した。

・兼担教員の退職により、島田佳憲准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため塚本善弘准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため西牧正義准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため阿久津洋巳教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため我妻則明教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大野眞男教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため犬塚博彦教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため上濱龍也教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため宮川洋一講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため河合成直教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため西山賢一教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため塚本知玄准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため澤村省逸准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため清水将准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため土屋明広准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHALL JAMES MERIWETHER准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため押切源一教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため梶原昌五准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため御領政信教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため澤口勇雄教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤至教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため脇野博教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため菅原悦子教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため比屋根哲教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松木（佐藤）佐和子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため伊藤幸男准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため関野登教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため廣田純一教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため木下幸雄准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐野宏明教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため中西貴裕准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため冨永陽子准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平井華代准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためMark de Boe講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため八木一正講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためASANO　ROBERT KEN講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため立身政信教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大川一毅教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためAnders Carlqvist准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため江本理恵准教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため尾中（高島）夏美准教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松岡洋子教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためTownsend Simon講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため中安貴子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためBlair Benjamin Reed講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため増田エレーナ講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本勢津子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためKOROBOV　DMITRY講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためWilliam Oscar Lewis Ⅳ講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため遠藤スサンネ講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため遠藤雅子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため加藤理恵講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため後藤（木立）厚子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤信幸講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため吉村泰樹講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため砂山稔講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三浦勲夫講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤俊明講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためRutella David Owen講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためAkasaka Kathryn Annne講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためFARR Alan講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため河田裕樹講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため海老澤君夫講師の担当科目を追加した。

・平成２８年４月　内藤智之　助教から准教授へ昇任。平成２８年２月教員審査済
・教育効果を高めるため及び習熟度別クラスを導入したため、「微分積分学Ⅰ」に三浦康秀兼任講師を追加。
・教育効果を高めるため、「理工学入門数学Ⅰ」「理工学入門数学Ⅱ」に大畑学兼任講師を追加、「理工学入門物理Ⅰ」「理工学入門物理Ⅱ」に佐々木繁夫兼任講師を追加、
「理工学入門化学」に内澤英明兼任講師を追加。
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【平成２９年度】

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三浦康秀講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山田美鈴准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小山花子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため村上祐講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大高久枝講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大上治子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大嶋由美講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため能登惠一講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平野清八講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小出章二教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小林徳子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松舘敦子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため沼田稔講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため杉浦直講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため星野勝利講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため川村和宏准教授の担当科目を追加した。

・兼担教員の退職により、西田文信准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため菊池孝美講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため田口典男講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため開龍美教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松岡勝実教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため北爪英一講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋宏一教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため竹村（大渕）祥子教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤伸治教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本昭彦教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小野寺章子准教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため藪敏裕教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため澤村省逸准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため煤孫康二講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため本田卓准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため安井もゆる准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため押切源一教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため横山英信教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため我妻則明講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大野眞男教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため菅野文夫教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため土井宣夫講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため麥倉哲教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本清龍准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため廣田純一教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため濱上邦彦准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため田中教幸准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため築城幹典教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため木﨑景一朗教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため梶原昌五准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため犬塚博彦教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山崎友子教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため吉井洋二教授の担当科目を追加した。

・新規採用教員の芝陽子准教授に担当科目を追加した。平成29年2月AC教員審査済。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため立石貴浩准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため尾中（高島）夏美准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松岡洋子教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため冨永陽子美准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平井華代准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため主濱祐二准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため織田健志の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため脇野博教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため堀久美准教授の担当科目を削除・追加した。

・今井潤准教授から教授に昇任(兼担のため教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため今井潤教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためAnders Carlqvist准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため江本理恵准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため柴田聡美講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためTownsend Simon講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため中安貴子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため伊東栄志郎講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため熊本哲也講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋秀行講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため石松弘幸准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため川村暁准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため劉海宇教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためASANO　ROBERT KEN講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためWilliam Oscar Lewis Ⅳ講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤信幸講師の担当科目を追加・削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小山花子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため沼田稔講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため杉浦直講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大高久枝講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため能登惠一講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためShort Kevin Anthony講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHareyama James Franciscus講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためRutella David Owen講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためFARR Alan講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため海老澤君夫講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三浦勲夫講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山田美鈴准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためMaher Patrick　Jeffre講師の担当科目を追加した。

・平成２８年１０月　中山敦子教授就任、「物理・材料理工学実験Ⅱ」「専門英語セミナー」「特別講義Ⅱ」「熱力学」「特別研修」「卒業研究」を担当。宮島信也教授就任、
「微分積分学Ⅰ」「線形代数学」「ベクトル解析」「専門英語セミナー」「応用解析学」「特別研修」「卒業研究」を担当。根岸健太郎助教就任、「物理学実験」「物理・材料
理工学実験Ⅱ」「専門英語セミナー」「特別講義Ⅱ」「特別研修」「卒業研究」を担当。葛原大軌助教就任、「物理学実験」「物理・材料理工学実験Ⅰ」「専門英語セミナー」
「特別講義Ⅰ」「特別研修」「卒業研究」を担当。平成２８年６月教員審査済み
・平成２８年１０月　水本将之　准教授から教授へ昇任。平成２８年６月教員審査済み
・教育効果を高めるため、「微分積分学Ⅰ」に花原和之兼担教授、鈴木正幸兼任講師を追加、「微分積分学Ⅱ」に三浦康秀兼任講師を追加、「生物学」に尾崎拓兼担准教授を追
加、「材料物理化学Ⅱ」に山口勉功兼任講師を追加。
・平成２９年３月　山口勉功教授辞職
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【平成３０年度】

【令和元年度】

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため吉澤正人講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大友展也教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため猪又優講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため宮島信也教授の担当科目を追加した。（平成30年2月AC教員審査済。）

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため吉澤正人講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため竹村（大渕）祥子教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤博次教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松林城弘教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため柳沢文昭講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐竹一郎講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため長内努講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山崎憲治講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため伊藤博幸講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため笹尾俊明准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため塚本善弘准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため西牧正義准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため藤本幸二准教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤一光准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため阿久津洋巳講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小島（川端）聡子准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため鋤田智彦准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋愛准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため橋本学准教授の担当科目を追加した。

・兼担教員死亡のため,秋田淳子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため五味壮平准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため安川洋生教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため中澤廣講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松山克胤准教授の担当科目を追加した。

・塚本知玄准教授から教授に昇任(兼担のため教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため立石貴浩准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため関野登教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため我妻則明講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため麥倉哲教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため澤村省逸准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHALL JAMES MERIWETHER准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため安井もゆる准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山崎友子教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山内貴義准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大沼俊名准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平田統一助教の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため武藤由子准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため脇野博教授の担当科目を追加した。

・尾中（高島）夏美准教授から教授に昇任(兼担のため教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本清龍准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため廣田純一授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため濱上邦彦准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため木崎景一朗教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤至教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小藤田久義教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため朴賢淑准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤竜一講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためTownsend Simon講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため陳茜講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため中安貴子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためBlair Benjamin Reed講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため尾中（高島）夏美教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため冨永陽子准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため主濱祐二准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため織田健志准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため劉海宇講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小暮克哉准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため海老澤君夫講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため砂山稔講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三浦勲講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため伊東栄志郎講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため熊本哲也講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため桑原俊明講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤直樹講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤智子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためNewbury Daniel Copeland講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるため、「電気化学」「材料物理化学Ⅱ」に葛原大軌准教授を追加。平成３０年１２月教員審査済み。
・教育効果を高めるため、「接合工学」に西川総准教授を追加。平成３０年６月教員審査済み。
・平成３０年９月　小林　悟　准教授から教授へ昇任。平成３０年６月教員審査済み
・平成３１年３月　藤代博之教授辞職

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため五十嵐裕太講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるため、「微分積分学Ⅰ」に松川倫明教授を追加、「数理のひろがり」「幾何学Ⅰ」に宮島信也教授を追加、「半導体理工学」に内藤智之准教授を追加。平成
２９年１２月教員審査済み
・教育効果を高めるため、「確率統計学」に南正昭兼担教授を追加、「化学Ⅰ」に是永敏伸兼担准教授を追加、「生物学」に金子武人兼担准教授を追加。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため柳沢文昭講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため猪又優講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤康紀講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHamish Smith講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため越野修三講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため福本郁子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小山花子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小出章二教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため星野勝利講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため村上祐講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平野清八講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためShort Kevin Anthony講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため細越久美子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためRutella David Owen講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためFARR Alan講師の担当科目を削除した。
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（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため熊本早苗講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため張眞英講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため村上清講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため熊谷哲孝講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため田代愛講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松崎裕人講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため重松公司講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため井上博夫講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三浦康秀講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため杉浦直講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大上治子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平野清八講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためShort Kevin Anthony講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHamish Smith講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため五十嵐祐太講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小川修平講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため樋口シモン講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため柴田聡美講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためBlair Benjamin Reed講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため横井郁子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため遠藤健樹講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋秀行講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため筑後勝彦講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため細越久美子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため河田裕樹講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため吉村泰樹講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため西向めぐみ准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため脇野博教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためAnders Carlqvist准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため冨永陽子准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平野敬和准教授の担当科目を追加した。

・兼担教員の退職により、川村暁准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため朴賢淑准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためGAVIN　YOUNG講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤信幸講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため境野直樹教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため立石貴浩准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松木（佐藤）佐和子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため木下幸雄准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため御領政信講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山内貴義准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三宅諭准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため武藤由子准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋透教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため梁人實准教授の担当科目を削除した。

・兼担教員の退職により、江原勝行准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため遠藤教昭教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため渡部あさみ准教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松岡勝実教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため藤本幸二准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため麥倉哲教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため澤村省逸准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHALL JAMES MERIWETHER准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松林城弘教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本昭彦教授の担当科目を削除した。

・奥野雅子准教授から教授に昇任（兼担のため教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小野澤章子准教授の担当科目を削除加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋愛准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため水野延之准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため橋本学准教授の担当科目を削除・追加した。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　および、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

設置時の計画 現在（報告時）の状況

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

9 5

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員数【大学】

准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）

10 9 0 3 22
12

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

10 0 3 25

(11) (10) (0) (2) (23)

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ｄ）

［　0　］ ［  3  ］

年齢構成

3

　（２）－③　年齢構成

12 10 0 3 25 25

［　2　］ ［　1　］［　0　］

12 10 0

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

［　2　］ ［　1　］［　0　］［　0　］ ［  3  ］

65 0 0

歳 名 名

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
25

= 113.63 ％
22

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= 0 ％
25
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

特別講義Ⅰ ①

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況　【該当なし】

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c）①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 0 科目 選択 0

必修 0 科目 必修

自由 0 自由 0 自由 0

0 必修 0 必修 0

選択 0 選択 0

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

計 0

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

0 人

計 0 科目 計 0 計 0

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由 0 科目

辞任等の理由

１ 教授 山口勉功 H29.3

必修 物理・材料理工学基礎演習 ①

平成29年3月31日付けで一身上の都合のため辞任（29）

必修

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

必修 特別研修 ①

選択 特別講義Ⅰ ①

選択 材料物理化学Ⅱ

専門英語セミナー ①

①

２ 教授 藤代 博之 H31.3

必修

②

必修 電気化学 ②

選択 鉄鋼製錬 ①

選択 非鉄製錬 ②

必修 卒業研究 ①

必修

基礎ゼミナール

特別研修
H31.3.31付け本学理事就任のため辞職（元）

選択 半導体デバイス工学 ②

必修 卒業研究 ①

ソフトパス理工学概論 ②

必修 物理･材料理工学基礎演習 ①

必修 専門英語セミナー ①

選択 電磁気学Ⅱ ②

選択 半導体理工学 ①

必修 ①

選択

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c）①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

9 必修 2 必修 0

選択 8 科目 選択 4

必修 11 科目 必修

選択 4 選択 0

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0 自由 0

計 19 科目 計 13 計 6

2 人
自由 0 科目 自由 0 自由

計 0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」
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　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

合計（Ｄ）＋（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c）①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 8 科目 選択 4

必修 11 科目 必修

自由 0 自由 0

9 必修 2 必修 0

選択 4 選択 0

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

=
2

= 9.09 ％
22

2 人

計 19 科目 計 13 計 6 計 0

自由 0 科目 自由 0

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

H30.3.31付け65歳のため定年退職（30）必修 物理･材料理工学基礎演習 ①

選択 物質の世界 ②

1 教授 吉澤 正人

必修 微分方程式 ②

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c）①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 1 科目 選択 0

必修 2 科目 必修

自由 0 自由 0 自由 0

1 必修 1 必修 0

選択 1 選択 0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

専任教員の辞職に伴う担当授業科目については、他の専任教員及び兼任兼担教員が担当するため問題ない。
また，学生への周知に関しては，新入生に配布する「履修の手引き」やWebシラバスにおいて，学生の授業に支障のないよう周知してい
る。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

1 人

計 3 科目 計 1 計 2

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

自由 0 科目
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区　　　分
今後の
の実施計画

認　可　時

（○○年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（○○年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（□□年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（□□年）

履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等　【該当なし】

附　帯　事　項　等

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、調査結果が公表された年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

７　その他全般的事項

＜理工学部　物理・材料理工学科＞

（１） 設置計画変更事項等　【該当なし】

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　（理工学部）理工学部教務委員会　　【規則：別添資料２】

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　ａ　実施内容

　　（全学）

　　・　全学ＦＤ研修
　　・　授業公開
　　・　新任教員研修会
　　・　授業評価アンケートの実施

　　（全学）教育推進機構教育推進連携部門　【規則：別添資料１】

　　（理工学部）
　　　・平成３０年度授業実施状況調査の実施
　　　・授業公開　前期・後期で理工学部専門科目について授業公開を実施

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　ｃ　委員会の審議事項等

②　実施状況

　　（全学）　６回（参加教員１３人ほか事務職員２人）

　　（理工学部）１４回（参加教員１０人）ほか事務職員３人

　　（全学）　ＦＤ実施計画，ＧＰＡ，学年暦，卒業生・修了生アンケートについて審議

　　（理工学部）教育課程の編成，授業科目の履修、教育実習、非常勤講師、
　　　　　　　　インターンシップ、国際研修、教育の質保障に関することを審議

　ｂ　実施方法

　　（全学）教育推進機構から各学部事務を通じて教員へ周知の上，実施

　　（理工学部）
　　　・平成３０年度の授業実施状況調査を行った。
　　　・ＨＰにて周知を行い授業公開を実施した。
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　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　（理工学部）毎年度、前期及び後期に授業アンケートを実施し、アンケート結果の分析を行っている。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｄ　その他

　　（全学）全学ＦＤ研修（平成３０年８月３０日）　教員１１４名参加

　　（理工学部）
　　　・授業評価アンケート
　　　　アンケート結果を科目ごとに担当教員へ返却し、授業改善に役立てるとともに、
　　　　学科ごとにアンケート結果の分析を検討し、改善点のまとめを行った。
　　　・授業実施報告
　　　　平成３０年度の授業実施状況調査を行った。
　　　・授業公開
　　　　実験、実習、研修以外の講義科目について、一般市民向けに授業の公表を行った。

　　（全学）授業評価アンケート結果及び全学ＦＤ研修アンケート結果を踏まえ，教育推進機構教育推進連携部門に
　　　　　　おいて，改善事項を整理し，全学ＦＤ研修のテーマとして改善に向けた取組を実施。

　　（理工学部）各学科で改善点の把握を行い授業改善につなげている。また、授業評価
　　　　　　アンケート結果については、学生にも公表を行い学生からのチェックにも役立てている。

　　（全学）前期及び後期に授業アンケートを実施（全学共通教育）

　　（全学）アンケートの集計結果を授業担当教員に通知。（学生には非公開）

　　（理工学部）アンケートの集計結果とともに、各学科での分析結果を報告書にまとめ、
　　　　　　　　教職員および学生に向けてホームページにて公表している。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

①　体制

　ａ　委員会の設置状況（各区分を踏まえた委員構成を踏まえた委員の追加や交代状況含む）

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

　ｃ　委員会の審議事項等

②　審議状況

　ａ　審議した内容

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

（３） 教育課程連携協議会に関する事項　【該当なし】

129



①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　　設置計画に基づき着実に履行した。引き続き設置計画に沿って履行する。

（４） 自己点検・評価等に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和元年度）

　ｂ　公表方法

　　・令和元年度年度計画の自己点検・評価を通じた「自己点検・評価報告書」等を
　　　大学ホームページ上に公開予定（令和２年度中）

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・令和２年度　公表予定

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

③　認証評価を受ける計画

　　・今年度、評価機関の評価を受ける予定

（注）・　今後公表する予定の場合は、「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は、

　　　　「無」にマルを記入してください。

　ａ　ホームページへの公表予定の有無　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表無の場合の特段の理由　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　ｂ　公表有の場合の公表（予定）時期　　（　　令和元年　７月　　）

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（イワブチ　アキラ）

岩渕　明

（平成２７年３月）

（フナザキ　ケンイチ）

船﨑　健一

（平成２８年４月）

（フジモト　タダヒロ）

藤本　忠博

（ウエノ　カズユキ） （平成３１年４月）

上野　和之  （コバヤシ　コウイチロウ）

（平成２８年４月）  小林　宏一郎

 （平成３０年４月）

 （コシヤ　シン）

 越谷　信

 （平成２９年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成３０年度に報告済の内容　→（30）

　　　　　　令和元年度に報告する内容　→（元）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人　岩手大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　岩手大学

　　　　岩手県盛岡市上田４－３－５（岩手県盛岡市上田３－１８－８）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒０２０－８５５０

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　ください。

（４） 管理運営組織

学 部 長

学 科 長

学　　長

職　　名

学科長任期満了による変更(元)
学科長任期満了による変更(30)
学科長任期満了による変更(29)
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２７年度開設の４年制の学科の完成年度を超えて報告する場合（令和元年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を超えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

理工学部
システム創成工学科

　学士（工学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

703 － 752 － 686 － 708 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 28 ) ( － ) ( 29 ) ( － )

[ 17 ] [ － ] [ 17 ] [ － ] [ 27 ] [ － ] [ 31 ] [ － ]

556 － 574 － 545 － 555 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 24 ) ( － ) ( 26 ) ( － )

[ 16 ] [ － ] [ 11 ] [ － ] [ 19 ] [ － ] [ 29 ] [ － ]

311 － 305 － 301 － 302 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( 13 ) ( － ) ( 18 ) ( － )

[ 11 ] [ － ] [ 8 ] [ － ] [ 6 ] [ － ] [ 10 ] [ － ]

271 － 284 － 279 － 283 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) (10) ( － ) ( 10 ) ( － )

[ 6 ] [ － ] [ 8 ] [ － ] [ 4 ] [ － ] [ 8 ] [ － ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお、計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

平均入学定員
超 過 率

1.03 倍

Ｂ　 入学者数

(　－　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

270

(　－　) (16)

1.05 1.03

270 270 270

(16)

[ 　－　 ]

1.041.00

[ 　－　 ]

－

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

工学関係

年 人 年次 人

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　考
学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

4年 270人 3年次 16人 1112人

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定
員超過率

備　　考

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和元年度平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

[ 　－　 ] [ 　－　 ]
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

271 - 284 - 279 - 283 -

[ 6 ] [ - ] [ 8 ] [ - ] [ 4 ] [ - ] [ 8 ][　-　]

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ）

272 - 282 - 278 -

[ 6 ] [ - ] [ 8 ] [ - ] [ 4 ][　-　]

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ）

280 - 289 -

[ 6 ] [ - ] [ 8 ][　-　]

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ）

278 -

[ 6 ][　-　]

（ - ）（ - ）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

平成29年4月1日付けで物理・材料理工学科か
ら2名が転学科した。(29)

備　　　　　考
平成３０年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和元年度

（ - ）

1128

（ - ） （ - ） （ - ）

841

[ 18 ] [ 26 ]

平成２８年度 平成２９年度

計

271 556

[ 6 ] [ 14 ]

４年次

１年次

２年次

３年次
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

271 人 1 人 平成２８年度 1 人 0 人 進路変更(他大学)　1名

平成２８年度 2 人 0 人 進路変更(他大学)　2名

平成２９年度 2 人 0 人 進路変更(他大学)　2名

平成２８年度 2 人 0 人 学業不振　1名、進路変更(他大学)1名

平成２９年度 3 人 0 人 学業不振　1名、進路変更(他大学)2名

平成３０年度 1 人 0 人 進路変更(他大学)　1名

平成２８年度 0 人 0 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 0 人 0 人

令和元年度 0 人 0 人

11 人 11 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２８年度】

平成２８年度の退学者数（ａ） 1
平成２８年度の在学者数（ｂ） 271

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 4
平成２９年度の在学者数（ｂ） 556

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 6
平成３０年度の在学者数（ｂ） 841

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 1128

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

0 ％=

0.36 ％

0.71 ％

0.71 ％

=

=

=

=

=

=

=

人

6

合　　計

人

令和元年度 1128 人 0 人

人平成３０年度 841

平成２９年度 4人556

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成２８年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度
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選
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自
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- -

1前・後 1 4 1前・後 1 9

1前・後 1 5 1前・後 1 9

1前・後 1 11 1前・後 1 13

1前・後 1 9 1前・後 1 15

1前・後 1 8 1前・後 1 7

1前・後 1 9 1前・後 1 8

1前・後 1 7 1前・後 1 10

1前・後 1 5 1前・後 1 9

1前・後 1 8 1前・後 1 11

1前・後 1 7 1前・後 1 9

1前・後 1 6 1前・後 1 6

1前・後 1 7 1前・後 1 7

1前 1 1 1前 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

1前・後 1 7 1前・後 1 9

1前・後 1 7 1前・後 1 10

1後 1 1 1後 1 2

1前・後 1 11 1前・後 1 10

1前・後 1 9 1前・後 1 8

1後 1 3 1後 1 3

1前 1 1 1前 1 3

1前 1 1 1前 1 3

1後 1 3 1後 1 2

1前・後 1 5 1前・後 1 5

1前・後 1 6 1前・後 1 6

1後 1 2 1後 1 2

1前 1 3 1前 1 3

1前・後 1 3 1前・後 1 3

1後 1 2 1後 1 2

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 2

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 2 1後 1 2

1後 1 1 1後 1 1

- -

1前 1 2 1前 1 5

1後 1 2 1後 1 5

１・２後 1 2 １・２後 1 1

- -

1前 2 1 2 1 1前 2 3 12

- -

１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 3

１・２前 2 1 １・２前 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 3

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

＜理工学部　システム創成工学科＞

（１）ー① 授業科目表

【認可時又は届出時】 【令和元年度】

２　授業科目の概要

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

1 1 1

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

転
換
教
育
科
目

基礎ゼミナール 1前 1

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

小計（1科目） 小計（1科目）

1前 1 1 2

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

転
換
教
育
科
目

基礎ゼミナール

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅱ（上級） 英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーションⅠ（初級） 英語コミュニケーションⅠ（初級）

英語コミュニケーションⅡ（初級） 英語コミュニケーションⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（中級） 英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級） 英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級） 英語総合Ⅰ（上級）

英語コミュニケーションⅡ（上級） 英語コミュニケーションⅡ（上級）

英語基礎 英語基礎

英語発展Ａ 英語発展Ａ

英語コミュニケーションⅠ（中級） 英語コミュニケーションⅠ（中級）

英語コミュニケーションⅡ（中級） 英語コミュニケーションⅡ（中級）

英語コミュニケーションⅠ（上級） 英語コミュニケーションⅠ（上級）

英語発展Ｅ 英語発展Ｅ

英語発展Ｆ 英語発展Ｆ

英語発展Ｇ 英語発展Ｇ

英語発展Ｂ 英語発展Ｂ

英語発展Ｃ 英語発展Ｃ

英語発展Ｄ 英語発展Ｄ

中級ドイツ語 中級ドイツ語

初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展) 初級フランス語(発展)

英語発展Ｈ 英語発展Ｈ

初級ドイツ語（入門） 初級ドイツ語（入門）

初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展）

中級ロシア語 中級ロシア語

初級中国語（入門） 初級中国語（入門）

初級中国語（発展） 初級中国語（発展）

中級フランス語 中級フランス語

初級ロシア語(入門) 初級ロシア語(入門)

初級ロシア語(発展) 初級ロシア語(発展)

中級韓国語 中級韓国語

上級日本語Ａ 上級日本語Ａ

上級日本語Ｂ 上級日本語Ｂ

中級中国語 中級中国語

初級韓国語（入門） 初級韓国語（入門）

初級韓国語（発展） 初級韓国語（発展）

上級日本語Ｆ 上級日本語Ｆ

上級日本語Ｇ 上級日本語Ｇ

上級日本語Ｈ 上級日本語Ｈ

上級日本語Ｃ 上級日本語Ｃ

上級日本語Ｄ 上級日本語Ｄ

上級日本語Ｅ 上級日本語Ｅ

小計（3科目） 小計（3科目）

情
報
基
礎

情報基礎
情
報
基
礎

情報基礎

小計（1科目） 小計（1科目）

小計（44科目） 小計（44科目）

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツＡ
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツＡ

健康・スポーツＢ 健康・スポーツＢ

健康・スポーツＣ（シーズン) 健康・スポーツＣ（シーズン)

アジアの思想と文化 アジアの思想と文化

欧米の思想と文化 欧米の思想と文化

日本の歴史と文化 日本の歴史と文化

学
問
知
科
目

文
化
科
目

哲学の世界

学
問
知
科
目

文
化
科
目

哲学の世界

倫理学の世界 倫理学の世界

日本の思想と文化 日本の思想と文化

女性と科学の関係史 女性と科学の関係史

大学の歴史と現在 大学の歴史と現在

岩手大学ミュージアム学 岩手大学ミュージアム学

アジアの歴史と文化 アジアの歴史と文化

欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化

ジェンダーの歴史と文化 ジェンダーの歴史と文化
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選
　
択

自
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教
　
授
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教
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師

助
　
教

助
　
手

１・２前・後 2 8 １・２前・後 2 6
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 1
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 2
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

- -

１・２前 2 4 １・２前 2 3
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 4
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 3

１・２前 2 2 １・２前 2 1

１・２後 2 2 １・２後 2 2
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 4
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 4

１・２前 2 2 １・２前 2 2

１・２後 2 2 １・２後 2 1
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 4

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

- -

１・２前・後 2 4 １・２前・後 2 4
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

- -

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- -

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 3

- -

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

欧米の言語論

芸術の世界 芸術の世界

日本語表現技術入門 日本語表現技術入門

図書館への招待 図書館への招待

文
化
科
目

心の理解

日本の文学 日本の文学

言葉の世界 言葉の世界

中国の文学 中国の文学

欧米の文学 欧米の文学

心の理解

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

欧米の言語論

コミュニケーションの現在

英語で学ぶ日本の文化

社会的人間論

社
会
科
目

市民生活と法

社
会
科
目

市民生活と法

憲法 憲法

経済のしくみ

コミュニケーションの現在

心と表象 心と表象

日本事情Ａ 日本事情Ａ

日本事情Ｂ 日本事情Ｂ

文
化
科
目

経済のしくみ

現代社会と経済 現代社会と経済

市民と政治 市民と政治

現代政治を見る眼 現代政治を見る眼

英語で学ぶ日本の文化

小計（26科目） 小計（26科目）

対人関係の心理学 対人関係の心理学

知的財産入門 知的財産入門

知財ワークショップ 知財ワークショップ

社会的人間論

現代社会の社会学 現代社会の社会学

地域と生活 地域と生活

地域と社会 地域と社会

現代の諸問題 現代の諸問題

公共社会 公共社会

多文化コミュニケーションＡ 多文化コミュニケーションＡ

キャリアを考える キャリアを考える

科学・技術と現代社会 科学・技術と現代社会

ボランティアとリーダーシップ ボランティアとリーダーシップ

自然と数理 自然と数理

数理のひろがり 数理のひろがり

宇宙のしくみ 宇宙のしくみ

多文化コミュニケーションＢ 多文化コミュニケーションＢ

小計（20科目） 小計（20科目）

生命のしくみ

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

生命のしくみ

自然のしくみ 自然のしくみ

自然の科学 自然の科学

科学と技術の歴史 科学と技術の歴史

くらしと科学技術 くらしと科学技術

物質の世界 物質の世界

自然と法則 自然と法則

自然と数理の世界 自然と数理の世界

科学技術 科学技術

小計（12科目） 小計（12科目）

環
境
科
目

「環境」を考える

環
境
科
目

「環境」を考える

生活と環境 生活と環境

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

水と環境 水と環境

廃棄物と環境 廃棄物と環境

植物栽培と環境テクノロジー 植物栽培と環境テクノロジー

都市と環境 都市と環境

地域の環境保全を考える 地域の環境保全を考える

地球環境と社会 地球環境と社会

環境マネジメントと岩手大学 環境マネジメントと岩手大学

環境の科学 環境の科学

小計（13科目） 小計（13科目）

森林と環境 森林と環境

動物と環境 動物と環境

人の暮らしと生物環境 人の暮らしと生物環境

いわて学Ⅰ いわて学Ⅰ

いわて学Ⅱ いわて学Ⅱ

宮沢賢治の世界 宮沢賢治の世界

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

現代社会をみる視角

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

現代社会をみる視角

岩手の研究 岩手の研究

環境マネジメント実践学 環境マネジメント実践学

地場産業・企業論 地場産業・企業論

三陸の研究 三陸の研究

自然災害と社会 自然災害と社会

危機管理と復興 危機管理と復興

持続可能なコミュニティーづくり実践学 持続可能なコミュニティーづくり実践学

地元の企業に学ぶＥＳＤ 地元の企業に学ぶＥＳＤ

東北の歴史 東北の歴史

地域を考える 地域を考える

地域と国際社会 地域と国際社会

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

海外研修－世界から地域を考える－ 海外研修－世界から地域を考える－

小計（16科目） 小計（16科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 1 6 1後 1 7

２・３前 2 1 ２・３前 2 1

２・３後 2 1 ２・３後 2 2

２・３前 2 1 ２・３前 2 2

２・３後 2 1 ２・３後 2 1

２・３前 2 1 ２・３前 2 2

２・３後 2 1 ２・３後 2 2

２・３前 2 1 ２・３前 2 1

２・３後 2 1 ２・３後 2 6

- -

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

地域課題演習D

地域課題演習E 地域課題演習E

地域課題演習F 地域課題演習F

地域課題演習G 地域課題演習G

地
域
関
連
科
目

初年次自由ゼミナール

地域課題演習A

地
域
課
題
演
習
科
目

地域課題演習A

地域課題演習B 地域課題演習B

地域課題演習C 地域課題演習C

初年次自由ゼミナール

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

地域課題演習D

地域課題演習H 地域課題演習H

小計（9科目） 小計（9科目）

地
域
課
題
演
習
科
目

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

地
域
関
連
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 3 1前 1 2 3

1前 2 1 1前 2 1 7

1後 2 1 1後 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1後・2前 2 1 3 1後・2前 2 3 1

2前・後 2 1 2 1 2前・後 2 2 1 1

 2前・後・3前 2 1 2  2前・後・3前 2 1 3

 2前・後・3後 2 1 3  2前・後・3後 2 2 3

2後・3前 2 1 1 1 2後・3前 2 2 2 1

1後 2 1 1後 2 2

1前・後 2 1 1前・後 2 3

1後・2前 2 1 1後・2前 2 3

2前・後 1 2 2前・後 1 4

1前・後 2 1 1前・後 2 4

1前 2 1 1前 2 3

1後 2 1 1後 2 3

2前 1 1 2前 1 2

生
物
系

1前 2 1

生
物
系

1前 2 3

地
学
系

2後 2 1

地
学
系

2後 2 1

－ －

1後 1 3 1 1後 1 3 2

4前 2 2 4前 2 2

3後・4前 2 1 1 1 3後・4前 2 1 1 1

4前 2 1 4前 2 1

3・4前 2 1 3・4前 2 1

3・4前 2 1 3・4前 2 1

3通 1～2 1 3通 1～2 1

2・3通 1～2 1 2・3通 1～2 1

－ －

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 1 1後 2 2

1前 2 1 1前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 2 3 2前 2 2 3

－ －

1前 1 1 1前 1 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

3前 2 1 3前 2 2

2後 2 1 2後 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1

2後 2 1 2後 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1 1

1後 1 1 1後 1 1 4

2後 2 1 3 2後 2 1 2 4

3前 2 1 3 3前 2 1 2 4

2前 2 1 2前 2 1

3後 1 1 3後 1 1

3後 1 1 3後 1 1

2後 1 1 2後 1 2

4前 1 5 4 3 4前 1 7 5 4

2後～3前 1 1 2後～3前 1 2

3後 2 2 1 3後 2 3

4前 1 5 4 3 4前 1 7 5 4

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4通 6 5 4 3 4通 6 7 5 4

－ －

国際研修

環境工学

卒業研究

学
科
内
共
通
科
目

電気回路論Ⅰ

アナログ電子回路

電磁気学Ⅰ

情報工学基礎

離散数学

電
気
電
子
通
信
コ
ー

ス
科
目

コンピュータ工学

制御システム工学

ディジタル信号処理

電子材料物性学

電子デバイス工学Ⅰ

半導体LSI工学

電子デバイス工学Ⅱ

光エレクトロニクス

エネルギー変換工学

電気機器工学

高電圧プラズマ工学

発電工学

送配電工学

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

数
学
系

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ

線形代数学

線形代数学Ⅰ

線形代数学Ⅱ

微分方程式

ベクトル解析

複素解析

確率統計学

フーリエ解析

生物学

専
門
科
目

学
部
内
共
通
科
目

ソフトパス理工学概論

原子力工学

技術者倫理

工業経営管理論

知的財産権概論

特許法特講

社会体験学習

小計（8科目）

化
学
系

化学

化学Ⅰ

化学Ⅱ

化学実験

物
理
系

物理学

物理学Ⅰ

物理学Ⅱ

物理学実験

地学

小計（21科目）

国際研修

電気回路論Ⅲ

電磁気学Ⅱ

論理回路

材料力学Ⅰ

機械力学

機械設計学

測量学

構造力学Ⅰ

小計（12科目）

電気数学

電気回路論Ⅱ

環境工学

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

数
学
系

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ

線形代数学

線形代数学Ⅰ

線形代数学Ⅱ

微分方程式

ベクトル解析

複素解析

確率統計学

フーリエ解析

物
理
系

物理学

物理学Ⅰ

物理学Ⅱ

物理学実験

化
学
系

化学

化学Ⅰ

化学Ⅱ

化学実験

電気電子工学英語研修Ⅰ

電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学専門研修

電磁波工学

ディジタル電子回路

応用電子回路

電気電子計測学

情報通信理論

情報通信ネットワーク

通信システム

電気電子工学課題実習Ⅰ

電気電子工学基礎実験

電気電子工学応用実験

プログラム言語及び演習

組込ソフトウェア実習

組込ハードウェア実習

小計（39科目）

電気電子工学特別講義

電気電子工学課題実習Ⅱ

電気設計製図

電気法規

電波法規

卒業研究

生物学

専
門
科
目

学
部
内
共
通
科
目

ソフトパス理工学概論

原子力工学

技術者倫理

工業経営管理論

知的財産権概論

特許法特講

社会体験学習

小計（8科目）

学
科
内
共
通
科
目

電気回路論Ⅰ

アナログ電子回路

電磁気学Ⅰ

情報工学基礎

離散数学

地学

小計（21科目）

論理回路

材料力学Ⅰ

機械力学

機械設計学

測量学

構造力学Ⅰ

小計（12科目）

電
気
電
子
通
信
コ
ー

ス
科
目

電気数学

電気回路論Ⅱ

電気回路論Ⅲ

電磁気学Ⅱ

電磁波工学

ディジタル電子回路

応用電子回路

電気電子計測学

情報通信理論

情報通信ネットワーク

通信システム

コンピュータ工学

制御システム工学

ディジタル信号処理

電子材料物性学

電子デバイス工学Ⅰ

半導体LSI工学

電子デバイス工学Ⅱ

光エレクトロニクス

エネルギー変換工学

電気機器工学

高電圧プラズマ工学

発電工学

送配電工学

電気電子工学課題実習Ⅰ

電気電子工学基礎実験

電気電子工学応用実験

プログラム言語及び演習

組込ソフトウェア実習

組込ハードウェア実習

電気電子工学英語研修Ⅰ

電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学専門研修

電気電子工学特別講義

電気電子工学課題実習Ⅱ

電気設計製図

電気法規

電波法規

小計（39科目）

138



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

1後 1 1 2 1後 1 1 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 1 1 4前 1 1

3後 1 3 7 1 3後 1 5 8 1

3前 2 3 7 1 3前 2 5 5 1

2前 2 1 2 2前 2 2 1

2前 2 1 2 2前 2 2 1

3後 2 1 2 3後 2 1 1 2

3前 2 1 2 3前 2 2 1

4前 2 1 1 4前 2 1 1

2後 1 1 4 2後 1 1 2 2

3前 1 4 3前 1 2 2

4前 1 3 7 1 4前 1 5 8 1

1後 1 1 1後 1 2

3後 1 1 3後 1 1

4通 6 3 7 1 4通 6 5 8 1

－ －

1前 1 2 1前 1 1 1

1後 1 3 3 1 1後 1 3 4 1

1前 1 1 1前 1 1

2前 1 2 2前 1 2

1後 1 2 1後 1 1

2後 1 2 2後 1 2

3前 1 2 6 1 3前 1 1 5 3 1

2前 1 1 2前 1 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 2 1 2後 2 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2前 1 1 2前 1 1

3前 1 2 3前 1 2

3前 1 1 3前 1 1

3前 1 1 3前 1 1

3後 2 4 9 1 3後 2 7 11 1

3後 1 4 9 8 1 3後 1 7 11 3 1

4前 1 4 9 8 4前 1 7 11 3

1前 1 1 1前 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

1前 1 1 1前 1 1

3前 2 1 3前 2 2

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

1後 1 1 1後 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4通 6 4 9 4通 6 7 11

－ －

卒業研究

卒業研究

卒業研究

卒業研究

航空流体工学

航空宇宙システム工学

小計（44科目）

精密工学

システム制御工学

計測工学

ロボティクス工学

航空宇宙工学概論

粘性流体工学

数値計算法

固体力学

基礎計算力学

自動車工学概論

生産加工学

材料力学Ⅱ

伝熱工学

燃焼工学

環境とエネルギー

トライボロジー

ロボット工学概論

生体工学

工業英語

機械科学研修Ⅰ

機械科学研修Ⅱ

ヒューマンインタフェース

データ構造とアルゴリズム

数値計算

信号処理

画像処理とパターン認識

メディアシステム

人工知能

ロボティクス

コンピュータグラフィックス

ディジタル回路設計

コンピュータアーキテクチャ

コンピュータネットワーク

オぺレーティングシステム

プログラミング言語入門

ソフトウェア構成論

集積回路

データ解析

ディジタル通信

キャリアセミナー

実用英語セミナー

情報工学特別講義

プログラミング言語及び演習Ⅰ

プログラミング言語及び演習Ⅱ

プログラミング言語及び演習Ⅲ

ソフトウェア設計及び演習

ハードウェア設計及び演習

形式言語とオートマトン

情報理論

コンパイラ

数理計画法

知
能
・
メ
デ
ィ

ア
情
報
コ
ー

ス
科
目

機
械
科
学
コ
ー

ス
科
目

機械材料学

水力学

水力学演習

機械力学演習

創造プロジェクト

システム創成プロジェクト

小計（37科目）

機械工作実習

初年次機械ゼミナール

機械基礎製図Ⅰ

機械基礎製図Ⅱ

ＣＡＤ実習

機械設計製図

ハードウェア実験

ネットワーク実験

情報工学専門実験

データベース

熱力学

熱力学演習

機械加工学

制御工学

ＦＯＲＴＲＡＮ実習

Ｃ言語実習

機械科学特別講義Ⅰ

機械科学特別講義Ⅱ

機械科学実験

材料力学演習

ソフトウェア構成論

集積回路

データ解析

ディジタル通信

形式言語とオートマトン

機
械
科
学
コ
ー

ス
科
目

機械工作実習

初年次機械ゼミナール

機械基礎製図Ⅰ

機械基礎製図Ⅱ

ＣＡＤ実習

機械設計製図

機械科学実験

材料力学演習

機械材料学

情報理論

コンパイラ

数理計画法

データベース

キャリアセミナー

実用英語セミナー

知
能
・
メ
デ
ィ

ア
情
報
コ
ー

ス
科
目

信号処理

画像処理とパターン認識

人工知能

ロボティクス

コンピュータグラフィックス

メディアシステム

ヒューマンインタフェース

データ構造とアルゴリズム

数値計算

ディジタル回路設計

コンピュータアーキテクチャ

コンピュータネットワーク

オぺレーティングシステム

プログラミング言語入門

情報工学特別講義

プログラミング言語及び演習Ⅰ

プログラミング言語及び演習Ⅱ

プログラミング言語及び演習Ⅲ

ソフトウェア設計及び演習

ハードウェア設計及び演習

ハードウェア実験

ネットワーク実験

情報工学専門実験

創造プロジェクト

システム創成プロジェクト

小計（37科目）

水力学

水力学演習

機械力学演習

熱力学

熱力学演習

機械加工学

制御工学

ＦＯＲＴＲＡＮ実習

Ｃ言語実習

機械科学特別講義Ⅰ

機械科学特別講義Ⅱ

工業英語

機械科学研修Ⅰ

機械科学研修Ⅱ

自動車工学概論

生産加工学

材料力学Ⅱ

伝熱工学

燃焼工学

環境とエネルギー

トライボロジー

ロボット工学概論

生体工学

精密工学

システム制御工学

計測工学

ロボティクス工学

航空流体工学

航空宇宙システム工学

小計（44科目）

航空宇宙工学概論

粘性流体工学

数値計算法

固体力学

基礎計算力学
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必
　
修

選
　
択

自
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教
　
授

准
教
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講
　
師

助
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助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

1前 2 2 1 1前 2 2 1

1後 1 2 9 5 4 1後 1 3 8 5 4

2後 1 2 9 5 3 2後 1 3 8 5 3

3前 1 2 9 5 3前 1 3 8 5

3前 1 7 4 3前 1 1 6 4

3後 1 3 3後 1 3

3後 2 1 3後 2 1

3前 1 3 3前 1 3

4前 1 2 9 5 4前 1 3 8 5

2前 1 2 2前 1 1 2

2後 1 3 2後 1 1 3

2後 2 1 2後 2 1

3後 1 1 3後 1 1

3前 2 1 3前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 2 3後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 1 1 3前 1 1

3後 2 1 3後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 1 1 3前 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 2 3前 2 1 1

3後 2 2 3後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 1 3前 2 1 1

3前 2 1 1 3前 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 2 3後 2 2

3前 2 1 3前 2 1

3後 1 2 3後 1 2

3後 2 1 3後 2 1

3後 1 2 9 5 3後 1 3 8 5

4通 5 2 9 5 4通 5 3 8 5

－ －

1前 2 1 1前 2 1 1

1前 2 1 1前 2 1 1

1前 2 1 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 2

－ －

－ －合計（354科目） 合計（354科目）

卒業研究

理工学入門化学

卒業研究

理工学入門化学

地盤工学

耐震工学

地震•火山防災工学

水・土砂防災工学

都市計画学

交通計画学

特別演習

小計（43科目）

高
大
連
携
科
目

理工学入門数学Ⅰ

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門化学

小計（5科目）

施設維持管理工学

水理学Ⅰ

水理学Ⅱ

水理学演習

水工学

土質力学Ⅰ

土質力学Ⅱ

土質力学演習

地質工学

理工学入門物理Ⅰ

理工学入門物理Ⅱ

公共政策学

上下水道工学

水環境工学

大気環境工学

地盤環境工学

生態環境保全学

資源循環工学

設計製図

施工法

社
会
基
盤
・
環
境
コ
ー

ス
科
目

入門地域創生論

地域創生課題演習Ⅰ

地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

社会基盤・環境プログラミング演習

数値計算法

科学技術英語Ⅰ

科学技術英語Ⅱ

測量学実習Ⅰ

測量学実習Ⅱ

構造力学Ⅱ

構造力学演習

鋼構造学

コンクリート工学

鉄筋コンクリート工学

建設材料学

土質力学Ⅱ

土質力学演習

地質工学

地盤工学

耐震工学

地震•火山防災工学

水・土砂防災工学

都市計画学

交通計画学

設計製図

施工法

特別演習

小計（43科目）

高
大
連
携
科
目

理工学入門数学Ⅰ

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ

理工学入門物理Ⅱ

理工学入門化学

小計（5科目）

卒業要件及び履修方法

電気電子通信コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目68単位と選択科目28単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含む）の
内訳は専門基礎科目の中の19単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の6単位、電気電子通信
コース科目の中の42単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科目、学科内共
通科目の選択科目、電気電子通信コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

知能・メディア情報コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目56単位と選択科目40単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含む）の
内訳は専門基礎科目の中の9単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の6単位、知能・メディア情
報コース科目の中の40単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科目、学科内
共通科目の選択科目、知能・メディア情報コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

機械科学コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目67単位と選択科目29単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含む）の
内訳は専門基礎科目の24単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の6単位、機械科学コース科目
の中の34単位であり、選択科目とは学部内共通科目の選択科目、学科内共通科目の選択科目、機械科学コース科
目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

社会基盤・環境コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目64単位と選択科目32単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含む）の
内訳は専門基礎科目の中の19単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の6単位、社会基盤・環境
コース科目の中の36単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科目、学科内共
通科目の選択科目、社会基盤・環境コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

鋼構造学

土質力学Ⅰ

社
会
基
盤
・
環
境
コ
ー

ス
科
目

入門地域創生論

地域創生課題演習Ⅰ

地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

社会基盤・環境プログラミング演習

数値計算法

科学技術英語Ⅰ

科学技術英語Ⅱ

測量学実習Ⅰ

測量学実習Ⅱ

構造力学Ⅱ

構造力学演習

機械科学コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目67単位と選択科目29単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の24単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の6単位、機械科学
コース科目の中の34単位であり、選択科目とは学部内共通科目の選択科目、学科内共通科目の選択科目、機
械科学コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

社会基盤・環境コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目64単位と選択科目32単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の19単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の6単位、社会
基盤・環境コース科目の中の36単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択
科目、学科内共通科目の選択科目、社会基盤・環境コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

卒業要件及び履修方法

電気電子通信コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目68単位と選択科目28単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の19単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の6単位、電気
電子通信コース科目の中の42単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科
目、学科内共通科目の選択科目、電気電子通信コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

知能・メディア情報コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目56単位と選択科目40単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の9単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の6単位、知
能・メディア情報コース科目の中の40単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目
の選択科目、学科内共通科目の選択科目、知能・メディア情報コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

資源循環工学

施設維持管理工学

コンクリート工学

鉄筋コンクリート工学

建設材料学

公共政策学

上下水道工学

水環境工学

大気環境工学

地盤環境工学

生態環境保全学

水理学Ⅰ

水理学Ⅱ

水理学演習

水工学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授
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教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

- -

1前・後 1 8 1前・後 1 9

1前・後 1 9 1前・後 1 10

1前・後 1 12 1前・後 1 10

1前・後 1 10 1前・後 1 12

1前・後 1 11 1前・後 1 10

1前・後 1 10 1前・後 1 10

1前・後 1 9 1前・後 1 9

1前・後 1 7 1前・後 1 9

1前・後 1 9 1前・後 1 9

1前・後 1 9 1前・後 1 9

1前・後 1 7 1前・後 1 7

1前・後 1 7 1前・後 1 8

1前 1 1 1前 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

２・３前 1 1 ２・３前 1 1

２・３後 1 1 ２・３後 1 1

1前・後 1 9 1前・後 1 8

1前・後 1 10 1前・後 1 9

1後 1 2 1後 1 2

1前・後 1 11 1前・後 1 10

1前・後 1 9 1前・後 1 9

1後 1 3 1後 1 3

1前 1 3 1前 1 3

1前 1 3 1前 1 3

1後 1 2 1後 1 2

1前・後 1 5 1前・後 1 5

1前・後 1 5 1前・後 1 6

1後 1 2 1後 1 2

1前 1 3 1前 1 3

1前・後 1 3 1前・後 1 3

1後 1 2 1後 1 2

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 2 1前 1 2

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 2 1後 1 2

1後 1 1 1後 1 1

- -

1前 1 5 1前 1 5

1後 1 5 1後 1 5

１・２後 1 2 １・２後 1 1

- -

1前 2 1 2 11 1前 2 2 14

- -

１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 1
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【平成２８年度】 【平成２９年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

1 1 1

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

転
換
教
育
科
目

基礎ゼミナール 1前 1

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

小計（1科目） 小計（1科目）

1前 1 1 2

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

転
換
教
育
科
目

基礎ゼミナール

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅱ（上級） 英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーションⅠ（初級） 英語コミュニケーションⅠ（初級）

英語コミュニケーションⅡ（初級） 英語コミュニケーションⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（中級） 英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級） 英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級） 英語総合Ⅰ（上級）

英語コミュニケーションⅡ（上級） 英語コミュニケーションⅡ（上級）

英語基礎 英語基礎

英語発展Ａ 英語発展Ａ

英語コミュニケーションⅠ（中級） 英語コミュニケーションⅠ（中級）

英語コミュニケーションⅡ（中級） 英語コミュニケーションⅡ（中級）

英語コミュニケーションⅠ（上級） 英語コミュニケーションⅠ（上級）

英語発展Ｅ 英語発展Ｅ

英語発展Ｆ 英語発展Ｆ

英語発展Ｇ 英語発展Ｇ

英語発展Ｂ 英語発展Ｂ

英語発展Ｃ 英語発展Ｃ

英語発展Ｄ 英語発展Ｄ

中級ドイツ語 中級ドイツ語

初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展) 初級フランス語(発展)

英語発展Ｈ 英語発展Ｈ

初級ドイツ語（入門） 初級ドイツ語（入門）

初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展）

中級ロシア語 中級ロシア語

初級中国語（入門） 初級中国語（入門）

初級中国語（発展） 初級中国語（発展）

中級フランス語 中級フランス語

初級ロシア語(入門) 初級ロシア語(入門)

初級ロシア語(発展) 初級ロシア語(発展)

中級韓国語 中級韓国語

上級日本語Ａ 上級日本語Ａ

上級日本語Ｂ 上級日本語Ｂ

中級中国語 中級中国語

初級韓国語（入門） 初級韓国語（入門）

初級韓国語（発展） 初級韓国語（発展）

上級日本語Ｆ 上級日本語Ｆ

上級日本語Ｇ 上級日本語Ｇ

上級日本語Ｈ 上級日本語Ｈ

上級日本語Ｃ 上級日本語Ｃ

上級日本語Ｄ 上級日本語Ｄ

上級日本語Ｅ 上級日本語Ｅ

小計（3科目） 小計（3科目）

情
報
基
礎

情報基礎
情
報
基
礎

情報基礎

小計（1科目） 小計（1科目）

小計（44科目） 小計（44科目）

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツＡ
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツＡ

健康・スポーツＢ 健康・スポーツＢ

健康・スポーツＣ（シーズン) 健康・スポーツＣ（シーズン)

アジアの思想と文化 アジアの思想と文化

欧米の思想と文化 欧米の思想と文化

日本の歴史と文化 日本の歴史と文化

学
問
知
科
目

文
化
科
目

哲学の世界

学
問
知
科
目

文
化
科
目

哲学の世界

倫理学の世界 倫理学の世界

日本の思想と文化 日本の思想と文化

女性と科学の関係史 女性と科学の関係史

大学の歴史と現在 大学の歴史と現在

岩手大学ミュージアム学 岩手大学ミュージアム学

アジアの歴史と文化 アジアの歴史と文化

欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化

ジェンダーの歴史と文化 ジェンダーの歴史と文化
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自
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講
　
師

助
　
教

助
　
手

１・２前・後 2 6 １・２前・後 2 6
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2
１・２前・後 2 1 １・２前・後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

- -

１・２前 2 4 １・２前 2 3
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 5
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 4 １・２前・後 2 2

１・２前 2 2 １・２前 2 2

１・２後 2 2 １・２後 2 2
１・２前・後 2 5 １・２前・後 2 4
１・２前・後 2 4 １・２前・後 2 4

１・２前 2 3 １・２前 2 2

１・２後 2 3 １・２後 2 2
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 3

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 4 １・２前 2 3

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

- -

１・２前・後 2 4 １・２前・後 2 4
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 3 １・２前・後 2 3
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2
１・２前・後 2 2 １・２前・後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

- -

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- -

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 1

１・２前 2 1 １・２前 2 1

１・２後 2 1 １・２後 2 2

１・２前 2 1 １・２前 2 2

- -

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

心の理解

欧米の言語論

コミュニケーションの現在

英語で学ぶ日本の文化

社会的人間論

欧米の言語論

芸術の世界 芸術の世界

日本語表現技術入門 日本語表現技術入門

図書館への招待 図書館への招待

心の理解

日本の文学 日本の文学

言葉の世界 言葉の世界

中国の文学 中国の文学

欧米の文学 欧米の文学

社
会
科
目

市民生活と法

社
会
科
目

市民生活と法

憲法 憲法

経済のしくみ

コミュニケーションの現在

心と表象 心と表象

日本事情Ａ 日本事情Ａ

日本事情Ｂ 日本事情Ｂ

経済のしくみ

現代社会と経済 現代社会と経済

市民と政治 市民と政治

現代政治を見る眼 現代政治を見る眼

英語で学ぶ日本の文化

小計（26科目） 小計（26科目）

対人関係の心理学 対人関係の心理学

知的財産入門 知的財産入門

知財ワークショップ 知財ワークショップ

社会的人間論

現代社会の社会学 現代社会の社会学

地域と生活 地域と生活

地域と社会 地域と社会

現代の諸問題 現代の諸問題

公共社会 公共社会

多文化コミュニケーションＡ 多文化コミュニケーションＡ

キャリアを考える キャリアを考える

科学・技術と現代社会 科学・技術と現代社会

ボランティアとリーダーシップ ボランティアとリーダーシップ

自然と数理 自然と数理

数理のひろがり 数理のひろがり

宇宙のしくみ 宇宙のしくみ

多文化コミュニケーションＢ 多文化コミュニケーションＢ

小計（20科目） 小計（20科目）

生命のしくみ

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

生命のしくみ

自然のしくみ 自然のしくみ

自然の科学 自然の科学

科学と技術の歴史 科学と技術の歴史

くらしと科学技術 くらしと科学技術

物質の世界 物質の世界

自然と法則 自然と法則

自然と数理の世界 自然と数理の世界

科学技術 科学技術

小計（12科目） 小計（12科目）

環
境
科
目

「環境」を考える

環
境
科
目

「環境」を考える

生活と環境 生活と環境

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

水と環境 水と環境

廃棄物と環境 廃棄物と環境

植物栽培と環境テクノロジー 植物栽培と環境テクノロジー

都市と環境 都市と環境

地域の環境保全を考える 地域の環境保全を考える

地球環境と社会 地球環境と社会

環境マネジメントと岩手大学 環境マネジメントと岩手大学

環境の科学 環境の科学

小計（13科目） 小計（13科目）

森林と環境 森林と環境

動物と環境 動物と環境

人の暮らしと生物環境 人の暮らしと生物環境

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

現代社会をみる視角

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

現代社会をみる視角

岩手の研究 岩手の研究

環境マネジメント実践学 環境マネジメント実践学

危機管理と復興 危機管理と復興

持続可能なコミュニティーづくり実践学 持続可能なコミュニティーづくり実践学

地元の企業に学ぶＥＳＤ 地元の企業に学ぶＥＳＤ

いわて学Ⅰ いわて学Ⅰ

いわて学Ⅱ いわて学Ⅱ

宮沢賢治の世界 宮沢賢治の世界

東北の歴史 東北の歴史

地域を考える 地域を考える

地域と国際社会 地域と国際社会

地場産業・企業論 地場産業・企業論

三陸の研究 三陸の研究

自然災害と社会 自然災害と社会

海外研修－世界から地域を考える－ 海外研修－世界から地域を考える－

小計（16科目） 小計（16科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 1 6 1後 1 7

２・３前 2 1 ２・３前 2 1

２・３後 2 1 ２・３後 2 1

２・３前 2 1 ２・３前 2 3

２・３後 2 1 ２・３後 2 1

２・３前 2 1 ２・３前 2 1

２・３後 2 1 ２・３後 2 1

２・３前 2 1 ２・３前 2 1

２・３後 2 1 ２・３後 2 3

- -

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

地
域
関
連
科
目

初年次自由ゼミナール

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

地域課題演習D

地域課題演習H

科目
区分

科目
区分

地域課題演習H

小計（9科目） 小計（9科目）

地域課題演習D

地域課題演習E 地域課題演習E

地域課題演習F 地域課題演習F

地域課題演習G 地域課題演習G

地
域
関
連
科
目

初年次自由ゼミナール

地
域
課
題
演
習
科
目

地域課題演習A

地
域
課
題
演
習
科
目

地域課題演習A

地域課題演習B 地域課題演習B

地域課題演習C 地域課題演習C
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 3 1前 1 2 3

1前 2 2 1前 2 1 6

1後 2 1 1後 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1後・2前 2 1 3 1後・2前 2 3 1

2前・後 2 1 2 1 2前・後 2 2 1 1

 2前・後・3前 2 1 2  2前・後・3前 2 1 2

 2前・後・3後 2 1 2  2前・後・3後 2 1 2

2後・3前 2 1 1 1 2後・3前 2 2 1 1

1後 2 1 1後 2 2

1前・後 2 3 1前・後 2 3

1後・2前 2 1 1後・2前 2 3

2前・後 1 2 2前・後 1 4

1前・後 2 3 1前・後 2 4

1前 2 2 1前 2 3

1後 2 1 1後 2 2

2前 1 1 2前 1 2

生
物
系

1前 2 1

生
物
系

1前 2 2

地
学
系

2後 2 1

地
学
系

2後 2 1

－ －

1後 1 3 1 1後 1 3 2

4前 2 2 4前 2 2

3後・4前 2 1 1 1 3後・4前 2 1 1 1

4前 2 1 4前 2 1

3・4前 2 1 3・4前 2 1

3・4前 2 1 3・4前 2 1

3通 1～2 1 3通 1～2 1

2・3通 1～2 1 2・3通 1～2 1

－ －

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 1 1後 2 2

1前 2 1 1前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 2 3 2前 2 2 3

－ －

1前 1 1 1前 1 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 2

3前 2 1 3前 2 2

2後 2 1 2後 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1

2後 2 1 2後 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1 1

1後 1 1 1後 1 1 3

2後 2 1 3 2後 2 1 2 3

3前 2 1 3 3前 2 1 2 3

2前 2 1 2前 2 1

3後 1 1 3後 1 1

3後 1 1 3後 1 1

2後 1 1 2後 1 2

4前 1 5 4 3 4前 1 7 5 3

2後～3前 1 1 2後～3前 1 2

3後 2 2 1 3後 2 3

4前 1 5 4 3 4前 1 7 5 3

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4通 6 5 4 3 4通 6 7 5 3

－ －

電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学専門研修

電気電子工学特別講義

電気電子工学課題実習Ⅱ

電気設計製図

電気法規

電波法規

小計（39科目）

発電工学

送配電工学

電気電子工学課題実習Ⅰ

電気電子工学基礎実験

電気電子工学応用実験

プログラム言語及び演習

組込ソフトウェア実習

組込ハードウェア実習

電気電子工学英語研修Ⅰ

ディジタル信号処理

電子材料物性学

電子デバイス工学Ⅰ

半導体LSI工学

電子デバイス工学Ⅱ

光エレクトロニクス

エネルギー変換工学

電気機器工学

高電圧プラズマ工学

論理回路

材料力学Ⅰ

機械力学

機械設計学

測量学

構造力学Ⅰ

小計（12科目）

電
気
電
子
通
信
コ
ー

ス
科
目

電気数学

電気回路論Ⅱ

電気回路論Ⅲ

電磁気学Ⅱ

電磁波工学

ディジタル電子回路

応用電子回路

電気電子計測学

情報通信理論

情報通信ネットワーク

通信システム

コンピュータ工学

制御システム工学

物理学Ⅱ

物理学実験

化
学
系

化学

化学Ⅰ

化学Ⅱ

化学実験

生物学

専
門
科
目

学
部
内
共
通
科
目

ソフトパス理工学概論

原子力工学

技術者倫理

工業経営管理論

知的財産権概論

特許法特講

社会体験学習

小計（8科目）

学
科
内
共
通
科
目

電気回路論Ⅰ

アナログ電子回路

電磁気学Ⅰ

情報工学基礎

離散数学

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

数
学
系

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ

線形代数学

線形代数学Ⅰ

線形代数学Ⅱ

微分方程式

ベクトル解析

複素解析

確率統計学

フーリエ解析

物
理
系

物理学

物理学Ⅰ

電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学専門研修

電気電子工学特別講義

電気電子工学課題実習Ⅱ

電気設計製図

電気法規

電波法規

小計（39科目）

発電工学

送配電工学

電気電子工学課題実習Ⅰ

電気電子工学基礎実験

電気電子工学応用実験

プログラム言語及び演習

組込ソフトウェア実習

組込ハードウェア実習

電気電子工学英語研修Ⅰ

ディジタル信号処理

電子材料物性学

電子デバイス工学Ⅰ

半導体LSI工学

電子デバイス工学Ⅱ

光エレクトロニクス

エネルギー変換工学

電気機器工学

高電圧プラズマ工学

論理回路

材料力学Ⅰ

機械力学

機械設計学

測量学

構造力学Ⅰ

小計（12科目）

電
気
電
子
通
信
コ
ー

ス
科
目

電気数学

電気回路論Ⅱ

電気回路論Ⅲ

電磁気学Ⅱ

電磁波工学

ディジタル電子回路

応用電子回路

電気電子計測学

情報通信理論

情報通信ネットワーク

通信システム

コンピュータ工学

制御システム工学

化
学
系

化学

化学Ⅰ

化学Ⅱ

化学実験

生物学

専
門
科
目

学
部
内
共
通
科
目

ソフトパス理工学概論

原子力工学

技術者倫理

工業経営管理論

知的財産権概論

特許法特講

社会体験学習

小計（8科目）

学
科
内
共
通
科
目

電気回路論Ⅰ

アナログ電子回路

電磁気学Ⅰ

情報工学基礎

離散数学

国際研修

微分方程式

ベクトル解析

複素解析

確率統計学

フーリエ解析

物
理
系

物理学

物理学Ⅰ

物理学Ⅱ

物理学実験

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

数
学
系

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ

線形代数学

線形代数学Ⅰ

線形代数学Ⅱ

環境工学

卒業研究

地学

小計（21科目）

国際研修

環境工学

卒業研究

地学

小計（21科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

1後 1 1 2 1後 1 1 2

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 1 1 4前 1 1

3後 1 4 6 1 3後 1 4 6 1

3前 2 4 6 1 3前 2 4 6 1

2前 2 1 2 2前 2 1 2

2前 2 1 2 2前 2 1 2

3後 2 1 2 3後 2 1 2

3前 2 1 2 3前 2 1 2

4前 2 1 1 4前 2 1 1

2後 1 1 4 2後 1 1 4

3前 1 4 3前 1 4

4前 1 4 6 1 4前 1 4 6 1

1後 1 1 1後 1 1

3後 1 1 3後 1 1

4通 6 4 6 1 4通 6 4 6 1

－ －

1前 1 2 1前 1 2

1後 1 3 3 1 1後 1 3 4 1

1前 1 1 1前 1 1

2前 1 2 2前 1 2

1後 1 2 1後 1 1

2後 1 2 2後 1 2

3前 1 2 6 1 3前 1 1 3 4 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2前 1 1 2前 1 1

3前 1 2 3前 1 1 1

3前 1 1 3前 1 1

3前 1 1 3前 1 1

3後 2 4 9 1 3後 2 7 8 1

3後 1 4 9 8 1 3後 1 7 8 5 1

4前 1 4 9 8 4前 1 7 8 5

1前 1 1 1前 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

1前 1 1 1前 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

1後 1 1 1後 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4通 6 4 9 4通 6 7 8

－ －

固体力学

基礎計算力学

航空流体工学

航空宇宙システム工学

小計（44科目）

ロボット工学概論

生体工学

精密工学

システム制御工学

計測工学

ロボティクス工学

航空宇宙工学概論

粘性流体工学

数値計算法

機械科学研修Ⅰ

機械科学研修Ⅱ

自動車工学概論

生産加工学

材料力学Ⅱ

伝熱工学

燃焼工学

環境とエネルギー

トライボロジー

システム創成プロジェクト

小計（37科目）

機
械
科
学
コ
ー

ス
科
目

機械工作実習

初年次機械ゼミナール

機械基礎製図Ⅰ

機械基礎製図Ⅱ

ＣＡＤ実習

機械設計製図

機械科学実験

材料力学演習

機械材料学

水力学

水力学演習

機械力学演習

熱力学

熱力学演習

機械加工学

制御工学

ＦＯＲＴＲＡＮ実習

Ｃ言語実習

機械科学特別講義Ⅰ

機械科学特別講義Ⅱ

工業英語

ソフトウェア構成論

集積回路

データ解析

ディジタル通信

形式言語とオートマトン

情報理論

コンパイラ

数理計画法

データベース

キャリアセミナー

実用英語セミナー

情報工学特別講義

プログラミング言語及び演習Ⅰ

プログラミング言語及び演習Ⅱ

プログラミング言語及び演習Ⅲ

ソフトウェア設計及び演習

ハードウェア設計及び演習

ハードウェア実験

ネットワーク実験

情報工学専門実験

創造プロジェクト

知
能
・
メ
デ
ィ

ア
情
報
コ
ー

ス
科
目

信号処理

画像処理とパターン認識

人工知能

ロボティクス

コンピュータグラフィックス

メディアシステム

ヒューマンインタフェース

データ構造とアルゴリズム

数値計算

ディジタル回路設計

コンピュータアーキテクチャ

コンピュータネットワーク

オぺレーティングシステム

プログラミング言語入門

固体力学

基礎計算力学

航空流体工学

航空宇宙システム工学

小計（44科目）

ロボット工学概論

生体工学

精密工学

システム制御工学

計測工学

ロボティクス工学

航空宇宙工学概論

粘性流体工学

数値計算法

機械科学研修Ⅰ

機械科学研修Ⅱ

自動車工学概論

生産加工学

材料力学Ⅱ

伝熱工学

燃焼工学

環境とエネルギー

トライボロジー

システム創成プロジェクト

小計（37科目）

機
械
科
学
コ
ー

ス
科
目

機械工作実習

初年次機械ゼミナール

機械基礎製図Ⅰ

機械基礎製図Ⅱ

ＣＡＤ実習

機械設計製図

機械科学実験

材料力学演習

機械材料学

水力学

水力学演習

機械力学演習

熱力学

熱力学演習

機械加工学

制御工学

ＦＯＲＴＲＡＮ実習

Ｃ言語実習

機械科学特別講義Ⅰ

機械科学特別講義Ⅱ

工業英語

ソフトウェア構成論

集積回路

データ解析

ディジタル通信

形式言語とオートマトン

情報理論

コンパイラ

数理計画法

データベース

キャリアセミナー

実用英語セミナー

情報工学特別講義

プログラミング言語及び演習Ⅰ

プログラミング言語及び演習Ⅱ

プログラミング言語及び演習Ⅲ

ソフトウェア設計及び演習

ハードウェア設計及び演習

ハードウェア実験

ネットワーク実験

情報工学専門実験

創造プロジェクト

知
能
・
メ
デ
ィ

ア
情
報
コ
ー

ス
科
目

信号処理

画像処理とパターン認識

人工知能

ロボティクス

コンピュータグラフィックス

メディアシステム

ヒューマンインタフェース

データ構造とアルゴリズム

数値計算

ディジタル回路設計

コンピュータアーキテクチャ

コンピュータネットワーク

オぺレーティングシステム

プログラミング言語入門

卒業研究

卒業研究

卒業研究

卒業研究
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

1前 2 2 1 1前 2 2 1

1後 1 2 8 5 4 1後 1 3 7 5 4

2後 1 2 8 5 3 2後 1 3 7 5 3

3前 1 2 8 5 3前 1 3 7 5

3前 1 6 4 3前 1 1 5 4

3後 1 3 3後 1 3

3後 2 1 3後 2 1

3前 1 3 3前 1 3

4前 1 2 8 5 4前 1 3 7 5

2前 1 2 2前 1 2

2後 1 3 2後 1 3

2後 2 1 2後 2 1

3後 1 1 3後 1 1

3前 2 1 3前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 2 3後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 1 1 3前 1 1

3後 2 1 3後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 1 1 3前 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 2 3前 2 1 1

3後 2 2 3後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 2後 2

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 1 3前 2 1 1

3前 2 1 1 3前 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 2 3後 2 2

3前 2 1 3前 2 1

3後 1 2 3後 1 2

3後 2 1 3後 2 1

3後 1 2 8 5 3後 1 3 7 5

4通 5 2 8 5 4通 5 3 7 5

－ －

1前 2 1 1 1前 2 1 1

1前 2 1 1 1前 2 1 1

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 2 1前 2 2

－ －

－ －

理工学入門化学

合計（354科目）

小計（43科目）

高
大
連
携
科
目

理工学入門数学Ⅰ

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ

理工学入門物理Ⅱ

小計（5科目）

卒業研究

上下水道工学

水環境工学

大気環境工学

地盤環境工学

生態環境保全学

資源循環工学

設計製図

施工法

特別演習

土質力学演習

地質工学

地盤工学

耐震工学

地震•火山防災工学

水・土砂防災工学

都市計画学

交通計画学

公共政策学

鉄筋コンクリート工学

建設材料学

施設維持管理工学

水理学Ⅰ

水理学Ⅱ

水理学演習

水工学

土質力学Ⅰ

土質力学Ⅱ

社
会
基
盤
・
環
境
コ
ー

ス
科
目

入門地域創生論

地域創生課題演習Ⅰ

地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

社会基盤・環境プログラミング演習

数値計算法

科学技術英語Ⅰ

科学技術英語Ⅱ

測量学実習Ⅰ

測量学実習Ⅱ

構造力学Ⅱ

構造力学演習

鋼構造学

コンクリート工学

小計（43科目）

高
大
連
携
科
目

理工学入門数学Ⅰ

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ

理工学入門物理Ⅱ

小計（5科目）

上下水道工学

水環境工学

大気環境工学

地盤環境工学

生態環境保全学

資源循環工学

設計製図

施工法

特別演習

土質力学演習

地質工学

地盤工学

耐震工学

地震•火山防災工学

水・土砂防災工学

都市計画学

交通計画学

公共政策学

鉄筋コンクリート工学

建設材料学

施設維持管理工学

水理学Ⅰ

水理学Ⅱ

水理学演習

水工学

土質力学Ⅰ

土質力学Ⅱ

社
会
基
盤
・
環
境
コ
ー

ス
科
目

入門地域創生論

地域創生課題演習Ⅰ

地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

社会基盤・環境プログラミング演習

数値計算法

科学技術英語Ⅰ

科学技術英語Ⅱ

測量学実習Ⅰ

測量学実習Ⅱ

構造力学Ⅱ

構造力学演習

鋼構造学

コンクリート工学

卒業研究

理工学入門化学

合計（354科目）

卒業要件及び履修方法

電気電子通信コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目68単位と選択科目28単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の19単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の6単位、電気
電子通信コース科目の中の42単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科
目、学科内共通科目の選択科目、電気電子通信コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

知能・メディア情報コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目56単位と選択科目40単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の9単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の6単位、知能・
メディア情報コース科目の中の40単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選
択科目、学科内共通科目の選択科目、知能・メディア情報コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

機械科学コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目67単位と選択科目29単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の24単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の6単位、機械科学
コース科目の中の34単位であり、選択科目とは学部内共通科目の選択科目、学科内共通科目の選択科目、機
械科学コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

社会基盤・環境コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目64単位と選択科目32単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の19単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の6単位、社会
基盤・環境コース科目の中の36単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択
科目、学科内共通科目の選択科目、社会基盤・環境コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

卒業要件及び履修方法

電気電子通信コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目68単位と選択科目28単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の19単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の6単位、電気
電子通信コース科目の中の42単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科
目、学科内共通科目の選択科目、電気電子通信コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

知能・メディア情報コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目56単位と選択科目40単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の9単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の6単位、知能・
メディア情報コース科目の中の40単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選
択科目、学科内共通科目の選択科目、知能・メディア情報コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

機械科学コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目67単位と選択科目29単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の24単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の6単位、機械科学
コース科目の中の34単位であり、選択科目とは学部内共通科目の選択科目、学科内共通科目の選択科目、機
械科学コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

社会基盤・環境コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目64単位と選択科目32単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含
む）の内訳は専門基礎科目の中の19単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の6単位、社会
基盤・環境コース科目の中の36単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択
科目、学科内共通科目の選択科目、社会基盤・環境コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

-

1前・後 1 8

1前・後 1 10

1前・後 1 12

1前・後 1 13

1前・後 1 6

1前・後 1 7

1前・後 1 9

1前・後 1 9

1前・後 1 11

1前・後 1 10

1前・後 1 5

1前・後 1 7

1前 1 1

２・３前 1 1

２・３後 1 1

２・３前 1 1

２・３後 1 1

２・３前 1 1

２・３後 1 1

２・３前 1 1

２・３後 1 1

1前・後 1 7

1前・後 1 9

1後 1 2

1前・後 1 11

1前・後 1 8

1後 1 3

1前 1 3

1前 1 3

1後 1 2

1前・後 1 5

1前・後 1 6

1後 1 2

1前 1 3

1前・後 1 3

1後 1 2

1前 1 1

1前 1 1

1前 1 2

1前 1 1

1後 1 1

1後 1 1

1後 1 2

1後 1 1

-

1前 1 5

1後 1 5

１・２後 1 2

-

1前 2 3 14

-

１・２前・後 2 2

１・２後 2 1
１・２前・後 2 1

１・２前 2 1
１・２前・後 2 1
１・２前・後 2 2

１・２後 2 1
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２前 2 1

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【平成３０年度】

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

転
換
教
育
科
目

基礎ゼミナール 1前 1

英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーションⅠ（初級）

英語コミュニケーションⅡ（初級）

英語コミュニケーションⅠ（中級）

初級ドイツ語（入門）

初級ドイツ語（発展）

中級ドイツ語

初級フランス語(入門)

初級フランス語(発展)

中級フランス語

上級日本語Ｄ

上級日本語Ｅ

上級日本語Ｆ

上級日本語Ｇ

上級日本語Ｈ

小計（1科目）

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）

1 2

英語発展Ｃ

英語発展Ｄ

英語発展Ｅ

英語発展Ｆ

英語発展Ｇ

英語発展Ｈ

英語コミュニケーションⅡ（中級）

英語コミュニケーションⅠ（上級）

英語コミュニケーションⅡ（上級）

英語基礎

英語発展Ａ

英語発展Ｂ

初級韓国語（入門）

初級韓国語（発展）

中級韓国語

上級日本語Ａ

上級日本語Ｂ

上級日本語Ｃ

初級ロシア語(入門)

初級ロシア語(発展)

中級ロシア語

初級中国語（入門）

初級中国語（発展）

中級中国語

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
目

健康・スポーツＡ

健康・スポーツＢ

健康・スポーツＣ（シーズン)

小計（3科目）

情
報
基
礎

情報基礎

小計（1科目）

小計（44科目）

学
問
知
科
目

文
化
科
目

哲学の世界

倫理学の世界

日本の思想と文化

アジアの思想と文化

欧米の思想と文化

日本の歴史と文化

アジアの歴史と文化

欧米の歴史と文化

ジェンダーの歴史と文化

女性と科学の関係史

大学の歴史と現在

岩手大学ミュージアム学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１・２前・後 2 6
１・２前・後 2 1
１・２前・後 2 2
１・２前・後 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

-

１・２前 2 3
１・２前・後 2 5
１・２前・後 2 2
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２後 2 2
１・２前・後 2 5
１・２前・後 2 4

１・２前 2 2

１・２後 2 2
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２後 2 1
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２前 2 2

１・２前 2 3

１・２前 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

-

１・２前・後 2 4
１・２前・後 2 3
１・２前・後 2 3
１・２前・後 2 4
１・２前・後 2 2
１・２前・後 2 1
１・２前・後 2 2

１・２前 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

-

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1後 2 1

-

１・２後 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２後 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 1

１・２後 2 1

１・２前 2 3

-

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

文
化
科
目

心の理解

日本の文学

言葉の世界

物質の世界

自然と法則

自然と数理の世界

自然の科学

ボランティアとリーダーシップ

現代の諸問題

公共社会

多文化コミュニケーションＡ

多文化コミュニケーションＢ

小計（20科目）

科目
区分

授業科目の名称

コミュニケーションの現在

心と表象

日本事情Ａ

日本事情Ｂ

英語で学ぶ日本の文化

小計（26科目）

中国の文学

欧米の文学

欧米の言語論

芸術の世界

日本語表現技術入門

図書館への招待

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

生命のしくみ

自然のしくみ

自然と数理

数理のひろがり

宇宙のしくみ

地域と社会

対人関係の心理学

知的財産入門

知財ワークショップ

キャリアを考える

科学・技術と現代社会

社
会
科
目

市民生活と法

憲法

経済のしくみ

現代社会と経済

市民と政治

現代政治を見る眼

社会的人間論

現代社会の社会学

地域と生活

水と環境

廃棄物と環境

植物栽培と環境テクノロジー

森林と環境

動物と環境

人の暮らしと生物環境

科学と技術の歴史

くらしと科学技術

科学技術

小計（12科目）

「環境」を考える

生活と環境

都市と環境

地域の環境保全を考える

地球環境と社会

宮沢賢治の世界

危機管理と復興

持続可能なコミュニティーづくり実践学

地元の企業に学ぶＥＳＤ

地場産業・企業論

三陸の研究

環境の科学

小計（13科目）

地
域
関
連
科
目

地
域
科
目

現代社会をみる視角

岩手の研究

環境マネジメント実践学

いわて学Ⅰ

いわて学Ⅱ

環
境
科
目

環境マネジメントと岩手大学

自然災害と社会

東北の歴史

地域を考える

地域と国際社会

海外研修－世界から地域を考える－

小計（16科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 1 7

２・３前 2 1

２・３後 2 2

２・３前 2 2

２・３後 2 1

２・３前 2 1

２・３後 2 1

２・３前 2 1

２・３後 2 5

-

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

地域課題演習F

地域課題演習G

地域課題演習H

小計（9科目）

教
養
教
育
科
目

実
践
地
科
目

地
域
関
連
科
目

初年次自由ゼミナール

地
域
課
題
演
習
科
目

地域課題演習A

地域課題演習B

地域課題演習C

地域課題演習D

地域課題演習E
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 2 3

1前 2 1 7

1後 2 1 1

1後 2 1 1

1後 2 1

2後 2 1

1後・2前 2 3 1

2前・後 2 2 1 1

 2前・後・3前 2 1 2

 2前・後・3後 2 2 2

2後・3前 2 2 1 1

1後 2 2

1前・後 2 3

1後・2前 2 3

2前・後 1 4

1前・後 2 4

1前 2 3

1後 2 3

2前 1 2

生
物
系

1前 2 3

地
学
系

2後 2 1

－

1後 1 3 2

4前 2 2

3後・4前 2 1 1 1

4前 2 1

3・4前 2 1

3・4前 2 1

3通 1～2 1

2・3通 1～2 1

－

1後 2 1

2前 2 1

1後 2 2

1前 2 1

2前 2 1

2前 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2後 2 1

1前 2 1

2前 2 1

2前 2 2 3

－

1前 1 2

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 1 1

2後 2 1

2後 2 1

3前 2 1

2後 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

1後 2 1

2前 2 2

3前 2 2

2後 2 1 1

3後 2 1

2後 2 1 1

3前 2 1 1

3後 2 1 1

3前 2 1

3後 2 1 1

1後 1 1 3

2後 2 1 2 3

3前 2 1 2 3

2前 2 1

3後 1 1

3後 1 1

2後 1 2

4前 1 7 5 3

2後～3前 1 2

3後 2 3

4前 1 7 5 3

4前 2 1

4前 2 1

4前 2 1

4通 6 7 5 3

－

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

基礎数学

微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

数
学
系

専
門
科
目

学
部
内
共
通
科
目

線形代数学Ⅱ

微分方程式

線形代数学

線形代数学Ⅰ

確率統計学

フーリエ解析

ベクトル解析

複素解析

物理学Ⅱ

物理学実験

化
学
系

化学

物
理
系

物理学

物理学Ⅰ

化学Ⅰ

地学

小計（21科目）

化学実験

生物学

化学Ⅱ

ソフトパス理工学概論

原子力工学

技術者倫理

社会体験学習

国際研修

小計（8科目）

工業経営管理論

知的財産権概論

特許法特講

電磁気学Ⅰ

情報工学基礎

学
科
内
共
通
科
目 離散数学

電気回路論Ⅰ

アナログ電子回路

機械設計学

測量学

構造力学Ⅰ

論理回路

材料力学Ⅰ

機械力学

電気数学

電気回路論Ⅱ

電気回路論Ⅲ

環境工学

小計（12科目）

電
気
電
子
通
信
コ
ー

ス
科
目

ディジタル電子回路

応用電子回路

電磁気学Ⅱ

電磁波工学

情報通信ネットワーク

通信システム

電気電子計測学

情報通信理論

ディジタル信号処理

電子材料物性学

コンピュータ工学

制御システム工学

電子デバイス工学Ⅱ

光エレクトロニクス

電子デバイス工学Ⅰ

半導体LSI工学

高電圧プラズマ工学

発電工学

エネルギー変換工学

電気機器工学

電気電子工学基礎実験

電気電子工学応用実験

送配電工学

電気電子工学課題実習Ⅰ

組込ハードウェア実習

電気電子工学英語研修Ⅰ

プログラム言語及び演習

組込ソフトウェア実習

電気電子工学特別講義

小計（39科目）

電気電子工学課題実習Ⅱ

電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学専門研修

電波法規

卒業研究

電気設計製図

電気法規
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3前 2 1

4前 2 1

2後 2 1

2後 2 1

3後 2 1

3前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

1後 1 1 1 1

2後 2 1

2前 2 1 1

2後 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3後 2 1

4前 2 1

4前 1 1

3後 1 5 8 1

3前 2 5 5 1

2前 2 2 1

2前 2 2 1

3後 2 1 1 2

3前 2 2 1

4前 2 1 1

2後 1 1 2 2

3前 1 2 2

4前 1 5 8 1

1後 1 2

3後 1 1

4通 6 5 8 1

－

1前 1 2

1後 1 3 4 1

1前 1 1

2前 1 2

1後 1 1

2後 1 2

3前 1 1 4 3 1

2前 1 1

2前 2 1

2前 2 1

2前 1 1

2後 1 1

2後 2 1

2後 1

2後 2 1

3前 2 1

2前 1 1

3前 1 2

3前 1 1

3前 1 1

3後 2 7 9 1

3後 1 7 9 3 1

4前 1 7 9 3

1前 1 1

2前 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

4前 2 1

1前 1 1

3前 2 2

3前 2 1

3後 2 1

3後 2 1

4前 2 1

1後 1 1

2後 2 1

2後 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3後 2 1

4前 2 1

4通 6 7 9

－

コンピュータグラフィックス

メディアシステム

画像処理とパターン認識

人工知能

ロボティクス

ディジタル回路設計

ヒューマンインタフェース

データ構造とアルゴリズム

オぺレーティングシステム

知
能
・
メ
デ
ィ

ア
情
報
コ
ー

ス
科
目

信号処理

数値計算

プログラミング言語入門

コンピュータアーキテクチャ

コンピュータネットワーク

ディジタル通信

形式言語とオートマトン

情報理論

ソフトウェア構成論

集積回路

データ解析

キャリアセミナー

実用英語セミナー

コンパイラ

数理計画法

データベース

プログラミング言語及び演習Ⅱ

プログラミング言語及び演習Ⅲ

情報工学特別講義

プログラミング言語及び演習Ⅰ

ハードウェア実験

ネットワーク実験

ソフトウェア設計及び演習

ハードウェア設計及び演習

システム創成プロジェクト

卒業研究

情報工学専門実験

創造プロジェクト

初年次機械ゼミナール

機械基礎製図Ⅰ

機械基礎製図Ⅱ

小計（37科目）

機
械
科
学
コ
ー

ス
科
目

機械工作実習

機械科学実験

材料力学演習

ＣＡＤ実習

機械設計製図

水力学演習

機械力学演習

機械材料学

水力学

機械加工学

制御工学

熱力学

熱力学演習

機械科学特別講義Ⅰ

機械科学特別講義Ⅱ

ＦＯＲＴＲＡＮ実習

Ｃ言語実習

機械科学研修Ⅱ

自動車工学概論

工業英語

機械科学研修Ⅰ

伝熱工学

燃焼工学

生産加工学

材料力学Ⅱ

ロボット工学概論

生体工学

環境とエネルギー

トライボロジー

計測工学

ロボティクス工学

精密工学

システム制御工学

数値計算法

固体力学

航空宇宙工学概論

粘性流体工学

基礎計算力学

航空流体工学

航空宇宙システム工学

卒業研究

小計（44科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

1前 2 2 1

1後 1 3 7 6 4

2後 1 3 7 6 3

3前 1 3 7 6

3前 1 1 5 5

3後 1 3

3後 2 1

3前 1 3

4前 1 3 7 6

2前 1 3

2後 1 4

2後 2 1

3後 1 1

3前 2 1

2前 2 1

2後 2 1

3前 2 1

3後 2 2

2前 2 1

2後 2 1

3前 1 1

3後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

3前 1 1

3前 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3前 2 1 1

3後 2 2

2前 2 1

2後 2 1

3前 2 1

2後 2 1

3前 2 1 1

3前 2 1 1

3後 2 1

3後 2 2

3前 2 1

3後 1 2

3後 2 1

3後 1 3 7 6

4通 5 3 7 6

－

1前 2 1 1

1前 2 1 1

1前 2 2

1前 2 2

1前 2 2

－

－

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  本授業科目表は、開設年度から提出年度までの間において実際に実施された授業科目に関する情報として記入してください。

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

地域創生課題演習Ⅰ

地域創生課題演習Ⅱ

社
会
基
盤
・
環
境
コ
ー

ス
科
目

入門地域創生論

社会基盤・環境プログラミング演習

数値計算法

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

測量学実習Ⅰ

測量学実習Ⅱ

科学技術英語Ⅰ

科学技術英語Ⅱ

鋼構造学

コンクリート工学

構造力学Ⅱ

構造力学演習

施設維持管理工学

水理学Ⅰ

鉄筋コンクリート工学

建設材料学

水工学

土質力学Ⅰ

水理学Ⅱ

水理学演習

地質工学

地盤工学

土質力学Ⅱ

土質力学演習

水・土砂防災工学

都市計画学

耐震工学

地震•火山防災工学

上下水道工学

水環境工学

交通計画学

公共政策学

生態環境保全学

資源循環工学

大気環境工学

地盤環境工学

特別演習

卒業研究

設計製図

施工法

小計（43科目）

高
大
連
携
科
目

理工学入門数学Ⅰ

理工学入門化学

小計（5科目）

理工学入門数学Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ

理工学入門物理Ⅱ

電気電子通信コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目68単位と選択科目28単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含む）
の内訳は専門基礎科目の中の19単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の6単位、電気電子通
信コース科目の中の42単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科目、学科
内共通科目の選択科目、電気電子通信コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

知能・メディア情報コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目56単位と選択科目40単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含む）
の内訳は専門基礎科目の中の9単位、学部内共通科目の中の1単位、学科内共通科目の中の6単位、知能・メ
ディア情報コース科目の中の40単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科
目、学科内共通科目の選択科目、知能・メディア情報コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

機械科学コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目67単位と選択科目29単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含む）
の内訳は専門基礎科目の24単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の6単位、機械科学コース
科目の中の34単位であり、選択科目とは学部内共通科目の選択科目、学科内共通科目の選択科目、機械科学
コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

社会基盤・環境コース
○教養教育科目
 31単位以上を修得すること（必修科目4単位、選択必修科目22単位、および選択科目5単位以上）。
○専門教育科目
96単位以上を修得すること（必修科目64単位と選択科目32単位以上）。なお必修科目（選択必修科目を含む）
の内訳は専門基礎科目の中の19単位、学部内共通科目の中の3単位、学科内共通科目の中の6単位、社会基盤・
環境コース科目の中の36単位であり、選択科目とは専門基礎科目の選択科目、学部内共通科目の選択科目、学
科内共通科目の選択科目、社会基盤・環境コース科目の選択科目である。
○卒業要件
 教養教育科目と専門教育科目で合計127単位以上を修得すること。
○履修科目の登録の上限は年間48単位。

合計（354科目）

卒業要件及び履修方法
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【平成２８年度】

【平成２９年度】

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域と生活」「地域と社会」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代の諸問題」の兼担・兼任教員数を４から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域と国際社会」「海外研修-世界から地域を考える-」の兼担・兼任教員数を１か
ら２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初年次自由ゼミナール」の兼担・兼任教員数を６から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習C」「地域課題演習H」の兼担・兼任教員数を１から３に変更した。

・専任教員の定年退職により兼任教員として、「情報基礎」を担当することに伴い、専任教員等の配置を「教授１」から「教授０」に、兼担・兼任教員数を１１から１４に変更
した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本の思想と文化」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「欧米の歴史と文化」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「市民生活と法」の兼担・兼任教員数を４から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代社会と経済」の兼担・兼任教員数を４から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「社会的人間論」の兼担・兼任教員数を５から４に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（上級）」の兼担・兼任教員数を７から８に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（入門）」の兼担・兼任教員数を９から８に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（発展）」の兼担・兼任教員数を１０から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級フランス語（入門）」の兼担・兼任教員数を１１から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級中国語（発展）」の兼担・兼任教員数を５から６に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「健康スポーツC」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（中級）」の兼担・兼任教員数を１２から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（中級）」の兼担・兼任教員数を１０から１２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（上級）」の兼担・兼任教員数を１１から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（初級）」の兼担・兼任教員数を７から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代の諸問題」の兼担・兼任教員数を１から４に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「自然のしくみ」「自然と数理」」「数理のひろがり」の兼担・兼任教員数を２から３に
変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「自然と法則」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

　　　　 　　　　

・教員の昇任により、「基礎ゼミナール」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授２」に、「助教１」から「助教０」に変更した。
　担当：叶榮彬　平成29年2月教員審査済　　判定　可

・教育効果を高めるため及び習熟度別クラスを導入したため、「微分積分学Ⅰ」の「兼」を1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「化学Ⅰ」「理工学入門数学Ⅰ」「理工学入門数学Ⅱ」「理工学入門物理Ⅰ」「理工学入門物理Ⅱ」「理工学入門化学」にそれぞれ非常勤講師1
名を追加。
・教育効果を高めるため、「化学」の「兼」を2名増に変更。
・旧カリキュラム及び教養科目等の調整や受講者数を勘案し、「物理学Ⅰ」の「兼」を2名増に変更。
・担当教員の昇格に伴い、「コンピュータグラフィックス」「データ構造とアルゴリズム」「数値計算」「実用英語セミナー」「情報工学特別講義」「プログラミング言語及び演
習Ⅲ」「情報工学専門実験」知能・メディア情報コース科目「卒業研究」「理工学入門数学Ⅱ」の専任教員の配置を「准教授」を1名減にし、「教授」を1名増に変更。
・担当教員の転出に伴い、「確率統計学」「地域創生課題演習Ⅰ」「地域創生課題演習Ⅱ」「地域創生課題演習Ⅲ」「社会基盤・環境工学実験」「科学技術英語Ⅱ」「交通
計画学」「公共政策学」社会基盤・環境コース科目「特別演習」「卒業研究」の専任教員の配置を「准教授」を1名減に変更。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「キャリアを考える」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ロシア語（入門）」「初級ロシア語（発展）」の兼担・兼任教員数を１から３に変
更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「中級ロシア語」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級中国語（発展）」の兼担・兼任教員数を６から５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「上級日本語C」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「健康スポーツA」「健康スポーツB」の兼担・兼任教員数を２から５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「情報基礎」の兼担・兼務教員数を１から１1に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（初級）」の兼担・兼任教員数を８から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（初級）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（初級）」の兼担・兼任教員数を４から８に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（初級）」の兼担・兼任教員数を５から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅠ（中級）」の兼担・兼任教員数を８から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（中級）」の兼担・兼任教員数を７から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅠ（上級）」の兼担・兼任教員数を６から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（入門）」の兼担・兼任教員数を７から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（発展）」の兼担・兼任教員数を７から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「中級ドイツ語」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（中級）」の兼担・兼任教員数を１１から１２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（中級）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（上級）」の兼担・兼任教員数を８から１１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（上級）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅠ（初級）」の兼担・兼任教員数を７から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（初級）」の兼担・兼任教員数を５から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本の歴史と文化」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「心の理解」の兼担・兼任教員数を８から６に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「言葉の世界」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代社会と経済」「現代社会の社会学」の兼担・兼任教員数を５から４に変更し
た。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域と生活」「地域と社会」の兼担・兼任教員数を２から３に変更した。
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【平成３０年度】

【令和元年度】

　　　　 　　　　

・兼担教員の定年退職に伴い、「物質の世界」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域と国際社会」兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「海外研修-世界から地域を考える-」の兼担・兼任教員数を２から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習B」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習C」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習H」の兼担・兼任教員数を３から５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「経済のしくみ」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「市民と政治」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「社会的人間論」の兼担・兼任教員数を４から５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「対人関係の心理学」の兼担・兼任教員数を３から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「ボランティアとリーダーシップ」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「数理のひろがり」の兼担・兼任教員数を３から４に変更した。

・教育効果を高めるため、「集積回路」「確率統計学」「交通計画学」の専任教員の配置を「教授」を1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「プログラミング言語及び演習Ⅲ」「創造プロジェクト」「生体工学」「工業英語」機械科学コース科目「卒業研究」の専任教員の配置を「准教授」
を1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「実用英語セミナー」「情報工学専門実験」知能・メディア情報コース科目「卒業研究」の専任教員の配置をそれぞれ「准教授」を3名増に変更。
・教育効果を高めるため、「地域創生課題演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「測量学実習Ⅰ・Ⅱ」「社会基盤・環境工学実験」「科学技術英語Ⅱ」「特別演習」、社会基盤・環境コース科目
「卒業研究」の専任教員の配置をそれぞれ「助教」を1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「微分積分学Ⅰ」「化学Ⅱ」「生物学」の「兼」を1名増に変更。
・担当教員の昇格に伴い、「ディジタル回路設計」「実用英語セミナー」「プログラミング言語入門」「ハードウェア設計及び演習」「情報工学特別講義」「情報工学専門実
験」、知能・メディア情報コース科目「卒業研究」の専任教員の配置をそれぞれ「准教授」を1名減にし、「教授」を1名増に変更。
・担当教員の昇任に伴い、「プログラミング言語入門」「プログラミング言語及び演習Ⅰ」「機械科学実験」「Ｃ言語実習」「機械科学研修Ⅰ・Ⅱ」「形式言語とオートマトン」
「プログラミング言語及び演習Ⅱ」「ソフトウェア設計及び演習」の専任教員の配置をそれぞれ「准教授」を1名増にし、「助教」を1名減に変更。
・担当教員の昇任に伴い、「ハードウェア実験」「ネットワーク実験」の専任教員の配置を「准教授」を2名増にし、「助教」を2名減に変更。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「健康スポーツC」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「情報基礎」の専任教員等の配置を「准教授２」から「准教授３」に変更した。兼担・
兼任教員数を１３から１４に変更した。担当教員　松山克胤（准教授）　平成29年8月　教員審査済　判定　可

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本の思想と文化」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本の歴史と文化」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「欧米の歴史と文化」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本の文学」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（中級）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅠ（上級）」の兼担・兼任教員数を７から５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅡ（上級）」の兼担・兼任教員数を８から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（入門）」の兼担・兼任教員数を８から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級フランス語（入門）」の兼担・兼任教員数を１０から１１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級フランス語（発展）」の兼担・兼任教員数を９から８に変更した。

・兼担・兼任教員死亡のため、「英語総合Ⅰ（初級）」の配置数を９から８に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（中級）」の兼担・兼任教員数を１０から１２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（中級）」の兼担・兼任教員数を１２から１３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（上級）」の兼担・兼任教員数を１０から６に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（上級）」の兼担・兼任教員数を１０から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語コミュニケーションⅠ（中級）」の兼担・兼任教員数を９から１１に変更した。

　　　　 　　　　

・教育効果を高めるため、「基礎数学」「微分積分学Ⅱ」「線形代数学」「フーリエ解析」「電磁気学Ⅰ」「電磁気学Ⅱ」「エネルギー変換工学」「電気機器工学」の専任教員
の配置を「教授」を1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「ソフトパス理工学概論」「半導体LSI工学」「電子デバイス工学Ⅱ」「高電圧プラズマ工学」「送配電工学」「電気電子工学英語研修Ⅰ」「電気電
子工学専門研修」「初年次機械ゼミナール」の専任教員の配置を「准教授」を1名増に変更。
・教育効果を高めるため、「電気電子工学基礎実験」「電気電子工学応用実験」の専任教員の配置を「准教授」を2名増に変更。
・教育効果を高めるため、「電気電子工学課題実習Ⅰ」の専任教員の配置を「助教」を3名増に変更。
・教育効果を高めるため、「物理学」「化学」「化学Ⅰ」「化学Ⅱ」「化学実験」「生物学」の「兼」を1名増に、「物理学Ⅱ」「物理学実験」の「兼」を2名増に変更。
・教育効果を高めるため、また、再履修者用クラスを導入したため、「微分積分学Ⅰ」の「教授」を1名増に「兼」を4名増に変更。
・担当教員の昇任に伴い、「微分方程式」の専任教員の配置を「准教授」を2名減にし、「教授」を2名増に変更。
・担当教員の昇任に伴い、「ベクトル解析」「地学」「社会体験学習」「材料力学Ⅰ」「電気回路論Ⅲ」「電磁波工学」「通信システム」「発電工学」「電気電子工学特別講義」
「電波法規」「ＦＯＲＴＲＡＮ実習」「材料力学Ⅱ」「数値計算法」「個体力学」「地域創生課題演習Ⅰ」「地域創生課題演習Ⅱ」「地域創生課題演習Ⅲ」「社会基盤・環境工学
実験」「科学技術英語Ⅱ」「地質工学」「地震•火山防災工学」社会基盤・環境コース科目「特別演習」「卒業研究」の専任教員の配置を「准教授」を1名減にし「教授」を1名
増に変更。
・担当教員の昇任に伴い、「光エレクトロニクス」「Ｃ言語実習」「トライボロジー」の専任教員の配置を「助教」を1名減にし「准教授」を1名増に変更。
・担当教員の昇任及び教育効果を高めるため、「電子デバイス工学Ⅰ」「電気数学」の専任教員の配置を「准教授」を1名減にし、「教授」を2名増に変更。
・担当教員の昇任及び教育効果を高めるため、「電気電子工学英語研修Ⅱ」「電気電子工学課題実習Ⅱ」電気電子通信コース科目「卒業研究」の専任教員の配置を
「教授」を2名増、「准教授」を1名増に変更。
・担当教員の昇任及び教育効果を高めるため、「工業英語」機械科学コース科目「卒業研究」の専任教員の配置を「准教授」を1名減とし、「教授」を3名増に変更。
・担当教員の昇任及び転出並びに教育効果を高めるため、「機械科学研修Ⅰ」「機械科学研修Ⅱ」の専任教員の配置を「教授4」から「教授7」に「准教授9」から「准教授
8」に「助教8」から「助教5」にそれぞれ変更。
・担当教員の昇任及び転出並びに教育効果を高めるため、「機械科学実験」の専任教員の配置を「教授0」から「教授1」に「准教授2」から「准教授3」に「助教6」から「助
教4」に変更。
・担当教員の昇任及び転出に伴い、「ＣＡＤ実習」の専任教員の配置を「准教授」を1名増、「助教」を2名減に変更。
・担当教員の転出に伴い「材料力学演習」の専任教員の配置を「教授0」から「教授1」に「助教1」から「助教0」に変更。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（初級）」の兼担・兼任教員数を８から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（初級）」の兼担・兼任教員数を１０から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（中級）」の兼担・兼任教員数を１２から１３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（中級）」の兼担・兼任教員数を１３から１５に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅰ（上級）」の兼担・兼任教員数を６から７に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語総合Ⅱ（上級）」の兼担・兼任教員数を７から８に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ（初級）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ（中級）」の兼担・兼任教員数を１０から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ（上級）」の兼担・兼任教員数を５から６に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（入門）」の兼担・兼任教員数を７から９に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級ドイツ語（発展）」の兼担・兼任教員数を９から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「初級フランス語（入門）」の兼担・兼任教員数を１１から１０に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「健康・スポーツC」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「情報基礎」の兼担・兼任教員数を１４から１２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「日本思想と文化）」の兼担・兼任教員数を１から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「欧米の歴史と文化」の兼担・兼任教員数を２から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「憲法」の兼担・兼任教員数を５から４に変更した。
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（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

[0] [0]

設置時の計画 変更状況
備考

必修 自由 計

（２） 授業科目数

[0]

102 6 354246 6 354 102 246

選択 自由 計（Ａ） 必修 選択

[0]

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代社会と経済」の兼担・兼任教員数を２から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「社会的人間論」の兼担・兼任教員数を５から４に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域と社会」の兼担・兼任教員数を２から１に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「現代の諸問題」の兼担・兼任教員数を３から４に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「数理のひろがり」の兼担・兼任教員数を４から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習E」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習F」の兼担・兼任教員数を１から２に変更した。

・教育効果を高めるため、「複素解析」の専任教員の配置を「准教授」を1名増に変更。
・担当教員の昇格に伴い、「機械工作実習」「機械科学実験」「機械科学研修Ⅰ・Ⅱ」の専任教員の配置を，それぞれ「助教」を1名減にし，「准教授」を1名増に変更。
・担当教員の昇格に伴い，「地域創生課題演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「測量学実習Ⅰ・Ⅱ」「社会基盤・環境工学実験」「科学技術英語Ⅱ」「特別演習」、社会基盤・環境コース科目
「卒業研究」の専任教員の配置を，それぞれ「助教」を1名減にし「准教授」を1名増に変更。
・教育効果を高めるため，「確率統計学」「熱力学」「熱力学演習」「工業英語」機械科学コース科目「卒業研究」の専任教員の配置を，それぞれ「准教授」を1名増に変
更。
・教育効果を高めるため，「フーリエ解析」「工業英語」「機械科学研修Ⅰ・Ⅱ」「数値計算法」機械科学コース科目「卒業研究」の専任教員の配置を，それぞれ「准教授」
を1名増に変更。
・教育効果を高めるため，「機械科学実験」「材料力学演習」「機械科学研修Ⅰ・Ⅱ」の専任教員の配置を，それぞれ「助教」を1名増に変更。
・教育効果を高めるため，「電気電子工学課題実習Ⅰ・Ⅱ」「電気電子工学基礎実験」「電気電子工学応用実験」「電気電子工学英語研修Ⅱ」電気電子通信コース科目
「卒業研究」の専任教員の配置を，それぞれ「助教」を1名増に変更。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「経済のしくみ」の兼担・兼任教員数を２から３に変更した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため、「地域課題演習H」の兼担・牽引教員数を５から６に変更した。
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

354

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

　【該当なし】

＝ 0 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目　【該当なし】

未開講の理由，代替措置の有無

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目　【該当なし】

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無
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備考

大学全体

大学全体

図書スペースの利用方法
の見直しのため(30)
図書スペースの利用方法
の見直しのため(元)

大学全体

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地
280,802 ㎡
 391,814 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
280,802 ㎡
 391,814 ㎡

運動場用地
61,037 ㎡
 92,894 ㎡

合　　　計
416,052 ㎡
 484,708 ㎡

 0 ㎡ 0 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
61,037 ㎡
 92,894 ㎡

算定の考え方が間違っ
ていたので正しい数値
に修正(29)

小　　　計
341,839 ㎡
 484,708 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
341,839 ㎡
 484,708 ㎡

そ　の　他
74,213 ㎡

 0 ㎡
0 ㎡ 0 ㎡

74,213 ㎡
 0 ㎡

（　　142,389 ㎡）
 （　　141,583 ㎡）
 （　　191,972 ㎡）

（　　　　0 ㎡） （　　　　0 ㎡）
（　　142,389 ㎡）
 （　　141,583 ㎡）
 （　　191,972 ㎡）

416,052 ㎡
 484,708 ㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計
算定の考え方が間違っ
ていたので正しい数値
に修正(29)
次世代技術実証技術研
究ラボ建設のため
（30)

142,389 ㎡
 141,583 ㎡
 191,972 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
142,389 ㎡
 141,583 ㎡
 191,972 ㎡

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

学部全体

理工学部 118 室

96 室  51 室 362 室
12 室 3 室

（補助職員　0人） （補助職員　0人）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕

理工学部

900,436〔198,532〕
 905,397〔198,852〕
 909,997〔199,025〕
 902,912〔198,398〕
 872,148〔195,791〕

11,543〔2,182〕
 11,477〔2,178〕
 11,525〔2,204〕
 11,579〔2,204〕
 11,213〔2,153〕

5,621〔5,617〕
 5,755〔5,751〕
 6,340〔5,767〕
 6,232〔5,660〕
 6,413〔5,841〕

4,577
4,556
4,743
3,850
3,744

84
87
89
82

機械・器具 標　　本

(886,718〔197,254〕)
 (891,679〔197,574〕)
 (887,312〔196,998〕)
 (872,148〔195,791〕)

（11,471〔2,178〕）
 （11,405〔2,174〕）
 （11,419〔2,204〕）
 （11,213〔2,153〕）

学部単位での特定不能な
ため、大学全体での数

視聴覚資料

0

(886,718〔197,254〕)
 (891,679〔197,574〕)
 (887,312〔196,998〕)
 (872,148〔195,791〕)

（11,471〔2,178〕）
 （11,405〔2,174〕）
 （11,419〔2,204〕）
 （11,213〔2,153〕）

（5,621〔5,617〕）
 （5,755〔5,751〕）
 （6,202〔5,630〕）
 （6,413〔5,841〕）

（4,275）
 （4,254）
 （3,750）
 （3,744）

（84）
 （87）
 （82）

（　　　0）

点 点 点

予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（28）
予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（29）
予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（30）
予算状況（運営費交付金
の状況）等の変更による
（元）

0

（5,621〔5,617〕）
 （5,755〔5,751〕）
 （6,202〔5,630〕）
 （6,413〔5,841〕）

（4,275）
 （4,254）
 （3,750）
 （3,744）

（84）
 （87）
 （82）

（　　　0）

計

900,436〔198,532〕
 905,397〔198,852〕
 909,997〔199,025〕
 902,912〔198,398〕
 872,148〔195,791〕

11,543〔2,182〕
 11,477〔2,178〕
 11,525〔2,204〕
 11,579〔2,204〕
 11,213〔2,153〕

5,621〔5,617〕
 5,755〔5,751〕
 6,340〔5,767〕
 6,232〔5,660〕
 6,413〔5,841〕

4,577
4,556
4,743
3,850
3,744

84
87
89
82

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

6,357 ㎡ 野球場 陸上競技場 テニスコート 武道場ほか

(６) 図　　書　　館

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

9,089 ㎡
664
671

682,700
680,989
677,122

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 - 千円 - 千円 図書購入費 - 千円 - 千円
経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

- 千円
国費（運営費交付金）
による経費の見

積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 - 千円 - 千円 設備購入費 - 千円 - 千円 - 千円

学生納付金以外の維持方法の概要 －

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

第６年次

- 千円 - 千円 - 千円 - 千円 - 千円 - 千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

　　　　を併せて提出してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和元年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（元）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間
の学科の
み）

開設
年度

所　在　地

年 人 年次 人 倍 年度 年度

人

人文社会科学部 4 200 3年次
10

820 － 1.04 －

　人間文化課程 4 125 6 512学士（総合科学） 1.03 － 平成28年度

　地域政策課程 4 75 4 308学士（総合科学） 1.05 － 平成28年度同上

　人間科学課程 4 － － －学士（総合科学） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

　国際文化課程 4 － － －学士（総合科学） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

　法学経済課程 4 － － －学士（総合科学） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

　環境科学課程 4 － － －学士（総合科学） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

教育学部 4 160 － 640 － 1.07 －

　学校教育教員養成課程 4 160 － 640 学士（教育） 1.07 －平成12年度

　生涯教育課程 4 － － －学士（生涯教育） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

　芸術文化課程 4 － － －学士（芸術文化） － － 平成12年度同上 平成28年より学生募集停止

理工学部 4 440 3年次
20

1800 － 1.03 －

　化学・生命理工学科 4 90 2 364 学士（理工学） 1.04 －平成28年度

　物理・材料理工学科 4 80 2 324 学士（理工学） 1.04 －平成28年度同上

　システム創成工学科 4 270 16 1112 学士（工学） 1.03 －平成28年度同上

工学部 平成28年より学生募集停止

　応用化学・生命工学科 4 － － － 学士（工学） － －平成21年度 平成28年より学生募集停止

　マテリアル工学科 4 － － － 学士（工学） － －平成21年度同上 平成28年より学生募集停止

　電気電子・情報システム工学科 4 － － － 学士（工学） － －平成21年度同上 平成28年より学生募集停止

　機械システム工学科 4 － － － 学士（工学） － －平成21年度同上 平成28年より学生募集停止

　社会環境工学科 4 － － － 学士（工学） － －平成21年度同上 平成28年より学生募集停止

農学部 230 3年次
5

990 － 1.04 －

　植物生命科学科 4 40 1 162 学士（農学） 1.04 －平成28年度

　応用生物化学科 4 40 1 162 学士（農学） 1.03 －平成28年度同上

　森林科学科 4 30 － 120 学士（農学） 1.03 －平成28年度同上

　食料生産環境学科 4 60 2 244 学士（農学） 1.05 －平成28年度同上

　動物科学科 4 30 1 122 学士（農学） 1.03 －平成28年度同上

　農学生命課程 4 － － － 学士（農学） － －平成19年度同上 平成28年より学生募集停止

　応用生物化学課程 4 － － － 学士（農学） － －平成19年度同上 平成28年より学生募集停止

　共生環境課程 4 － － － 学士（農学） － －平成19年度同上 平成28年より学生募集停止

　動物科学課程 4 － － － 学士（農学） － －平成19年度同上 平成28年より学生募集停止

　共同獣医学科 6 30 － 180 学士（獣医学） 1.10 －平成24年度同上

　獣医学課程 6 － － － 学士（獣医学） － －平成19年度同上 平成24年より学生募集停止

大学全体 － 1030 35 4250 － 1.05 － － －

大 学 の 名 称 備　　考

総合科学研究科（修士課程） 2 294 － 588 － 0.95 －

　地域創生専攻 2 54 － 108 修士（農学）
修士（水産学）
修士（工学）
修士（スポーツ
健康科学）
修士（学術）

1.07 －平成29年度岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

　総合文化学専攻 2 10 － 20 修士（学術） 0.75 －平成29年度岩手県盛岡市上田3
丁目18番34号

　理工学専攻 2 180 － 360 修士（理工学）
修士（工学）
修士（芸術工
学）

0.96 －平成29年度岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

　農学専攻 2 50 － 100 修士（農学） 0.85 －平成29年度岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

　岩手大学

岩手県盛岡市上田3
丁目18番34号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番33号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

　岩手大学大学院
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人文社会科学研究科（修士課程） 2 16

　人間科学専攻 2 － － － 修士（学術） － －平成16年度 平成29年より学生募集停止

教育学研究科（専門職学位課程） 2 16 － 32 － 1.12 －

　教職実践専攻 2 16 － 32教職修士（専門職） 1.12 －平成28年度

工学研究科（博士前期課程） 2 165

　電気電子・情報システム工学専攻 2 － － － 修士（工学） － －平成21年度 平成29年より学生募集停止

　金型・鋳造工学専攻 2 － － － 修士（工学） － －平成18年度同上 平成29年より学生募集停止

農学研究科（修士課程） 2 67

　共生環境専攻 2 － － － 修士（農学） － －平成21年度 平成29年より学生募集停止

理工学研究科（博士課程） 3 18 － 18 － 0.61 －

　自然・応用科学専攻 3 6 － 6博士（理工学又は
理学）

0.50 －平成31年度

　システム創成工学専攻 3 9 － 9博士（工学） 0.33 －平成31年度同上

　デザイン・メディア工学専攻 3 3 － 3博士（工学又は芸
術工学）

1.66 －平成31年度同上

工学研究科（博士課程） 3 20

　フロンティア物質機能工学専攻 3 － － － 博士（工学） － －平成21年度 平成31年より学生募集停止

　電気電子・情報システム工学専攻 3 － － － 博士（工学） － －平成21年度同上 平成31年より学生募集停止

　機械・社会環境システム工学専攻 3 － － － 博士（工学） － －平成21年度同上 平成31年より学生募集停止

　デザイン・メディア工学専攻 3 － － －博士（工学又は芸
術工学）

－ － 平成21年度同上 平成31年より学生募集停止

獣医学研究科（博士課程） 4 5 － 10 － 1.50 －

　共同獣医学専攻 4 5 － 10 博士（獣医学） 1.50 －平成30年度

連合農学研究科（博士課程） 3 24 － 48 － 1.03 －

　生物生産科学専攻 3 9 － 18博士（農学又は学
術）

0.77 －平成30年度

　生物資源科学専攻 3 8 － 16博士（農学又は学
術）

0.75 －平成30年度同上

　地域環境創生学専攻 3 7 － 14博士（農学又は学
術）

1.71 －平成30年度同上

　生物生産科学専攻 3 － － －博士（農学又は学
術）

－ － 平成2年度同上 平成30年より学生募集停止

　生物資源科学専攻 3 － － －博士（農学又は学
術）

－ － 平成2年度同上 平成30年より学生募集停止

　寒冷圏生命システム学専攻 3 － － －博士（農学又は学
術）

－ － 平成18年度同上 平成30年より学生募集停止

　生物環境科学専攻 3 － － －博士（農学又は学
術）

－ － 平成2年度同上 平成30年より学生募集停止

大学院全体 － 357 － 696 － 1.04 － － －

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校種ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」の考え方は「大学設置等に係る提出書類の作成の手引き（平成31年度改訂版）」と同じです。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番34号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番33号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田4
丁目3番5号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号

岩手県盛岡市上田3
丁目18番8号
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【認可時又は届出時】 【平成２８年度】 【平成２９年度】 【平成３０年度】 【令和元年度】

安倍 正人
(65)

＜平成28年4月＞
工学博士

コンピュータアーキテク
チャ
集積回路
コンパイラ

今野 晃市
(56)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

微分方程式
ソフトパス理工学概論
情報工学基礎
メディアシステム
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

＜平成28年4月＞
博士（工学）

電気回路論Ⅱ
ディジタル電子回路
応用電子回路
組込ソフトウェア実習
電気電子工学英語研修Ⅱ
電気電子工学特別講義※
電気電子工学課題実習Ⅱ
卒業研究

髙木 浩一
(55)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

電気回路論Ⅰ
電磁気学Ⅰ
高電圧プラズマ工学
送配電工学
電気電子工学課題実習Ⅰ
電気電子工学英語研修Ⅱ
電気電子工学課題実習Ⅱ
電気法規
卒業研究
電気数学
エネルギー変換工学

恒川 佳隆
(62)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

制御システム工学
ディジタル信号処理
組込ハードウェア実習
電気電子工学英語研修Ⅱ
電気電子工学課題実習Ⅱ
卒業研究
フーリエ解析

西館 数芽

兼任 講師

安倍 正人

兼任 講師

安倍 正人

兼任 講師

(65) (65)

工学博士 工学博士
コンピュータアーキテ
クチャ
集積回路
コンパイラ

コンピュータアーキテ
クチャ
集積回路
コンパイラ

専 教授 専 教授 専 教授 専 教授 専 教授

今野 晃市
(55)

博士（工学）
微分方程式
ソフトパス理工学概論
情報工学基礎
メディアシステム
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

微分方程式
ソフトパス理工学概論
情報工学基礎
メディアシステム
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

微分方程式
ソフトパス理工学概論
情報工学基礎
メディアシステム
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

安倍 正人
(64)

専 教授

安倍 正人

専 教授 専 教授 専 教授 専 教授 専 教授

博士（理学）
確率統計学
コンピュータ工学
電子材料物性学
プログラム言語及び演習

電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学課題実習Ⅱ

卒業研究

(51) (51)

博士（理学）
確率統計学
コンピュータ工学
電子材料物性学
プログラム言語及び演習

電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学課題実習Ⅱ

卒業研究

博士（理学）
確率統計学
コンピュータ工学
電子材料物性学
プログラム言語及び演習

電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学課題実習Ⅱ

卒業研究

(52)

博士（理学）
確率統計学
コンピュータ工学
電子材料物性学
プログラム言語及び演習

電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学課題実習Ⅱ

卒業研究

(54)
＜平成28年4月＞
博士（理学）

確率統計学
コンピュータ工学
電子材料物性学
プログラム言語及び演習

電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学課題実習Ⅱ

卒業研究

専 教授 専 教授

専 教授 専 教授

＜平成28年4月＞

恒川 佳隆
(60)

博士（工学）
制御システム工学
ディジタル信号処理
組込ハードウェア実習
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究
フーリエ解析

西館 数芽

工学博士

今野 晃市
(53)

博士（工学）

工学博士
集積回路

今野 晃市
(53)

博士（工学）

工学博士
集積回路

今野 晃市
(54)

博士（工学）
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(63)
安倍 正人
(63)

微分方程式
ソフトパス理工学概論
情報工学基礎
メディアシステム
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

(59)

博士（工学）

恒川 佳隆

制御システム工学
ディジタル信号処理
組込ハードウェア実習
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

西館 数芽

恒川 佳隆
(59)

博士（工学）
制御システム工学
ディジタル信号処理
組込ハードウェア実習
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

西館 数芽

専 教授専 教授

専 教授

(52)
＜平成28年4月＞

専 教授 専 教授専 教授

髙木 浩一

専 教授

電気回路論Ⅰ
電磁気学Ⅰ
高電圧プラズマ工学
送配電工学
電気電子工学課題実習
Ⅰ
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
電気法規
卒業研究

髙木 浩一
(52)

＜平成28年4月＞

電気回路論Ⅰ
電磁気学Ⅰ
高電圧プラズマ工学
送配電工学
電気電子工学課題実習
Ⅰ
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
電気法規
卒業研究

髙木 浩一
(53)

＜平成28年4月＞

髙木 浩一
(54)

＜平成28年4月＞

(52)

博士（工学）

専 教授 専 教授専 教授

長田　洋

専 教授

電気回路論Ⅱ
ディジタル電子回路
応用電子回路
組込ソフトウェア実習
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学特別講義
※
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

長田　洋
(52)

博士（工学）
電気回路論Ⅱ
ディジタル電子回路
応用電子回路
組込ソフトウェア実習
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学特別講義
※
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

長田　洋
(53)

博士（工学）
電気回路論Ⅱ
ディジタル電子回路
応用電子回路
組込ソフトウェア実習
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学特別講義
※
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

長田　洋
(55)

長田　洋
(54)

博士（工学）
電気回路論Ⅱ
ディジタル電子回路
応用電子回路
組込ソフトウェア実習
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学特別講義
※
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

専 教授

５　教員組織の状況

＜理工学部　システム創成工学科＞

（１）ー① 担当教員表

担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

博士（工学） 博士（工学） 博士（工学） 博士（工学）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

電気回路論Ⅰ
電磁気学Ⅰ
高電圧プラズマ工学
送配電工学
電気電子工学課題実習
Ⅰ
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
電気法規
卒業研究
電気数学
エネルギー変換工学

集積回路

電気回路論Ⅰ
電磁気学Ⅰ
高電圧プラズマ工学
送配電工学
電気電子工学課題実習
Ⅰ
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
電気法規
卒業研究
電気数学
エネルギー変換工学

恒川 佳隆
(61)

博士（工学）
制御システム工学
ディジタル信号処理
組込ハードウェア実習
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究
フーリエ解析

西館 数芽
(53)

専 教授
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

廣瀬 宏一
(65)

＜平成31年4月＞
工学博士

初年次機械ゼミナール
機械科学実験※
熱力学
伝熱工学

船﨑 健一
(61)

＜平成28年4月＞
工学博士

複素解析
フーリエ解析
機械科学特別講義Ⅰ
機械科学特別講義Ⅱ
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
航空流体工学
航空宇宙システム工学
卒業研究

西山　清
(61)

＜平成28年4月＞
工学博士

線形代数学Ⅱ
信号処理
情報理論
キャリアセミナー
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

萩原 義裕
(54)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

基礎ゼミナール
オぺレーティングシステ
ム
ディジタル通信
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
ハードウェア実験※
情報工学専門実験
システム創成プロジェク
ト
卒業研究
理工学入門数学Ⅰ

上野 和之
(53)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

基礎数学
ベクトル解析
初年次機械ゼミナール

機械基礎製図Ⅱ
水力学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
航空宇宙工学概論
卒業研究

専 教授 専 教授 専 教授 専 教授 専 教授

工学博士
初年次機械ゼミナール

機械科学実験※
熱力学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
伝熱工学

船﨑 健一

複素解析
フーリエ解析
機械科学特別講義Ⅰ
機械科学特別講義Ⅱ
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
航空流体工学
航空宇宙システム工学
卒業研究

複素解析
フーリエ解析
機械科学特別講義Ⅰ
機械科学特別講義Ⅱ
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
航空流体工学
航空宇宙システム工学
卒業研究

複素解析
フーリエ解析
機械科学特別講義Ⅰ
機械科学特別講義Ⅱ
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
航空流体工学
航空宇宙システム工学
卒業研究

(62) (64)

専

工学博士

船﨑 健一
(58)

工学博士

工学博士
初年次機械ゼミナール

機械科学実験※
熱力学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
伝熱工学

(60)

工学博士

専 教授 専 教授 専 教授

＜平成28年4月＞
工学博士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

専 教授 専 教授 専 教授

上野 和之
(52)

博士（工学）
基礎数学
ベクトル解析
初年次機械ゼミナール

機械基礎製図Ⅱ
水力学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
航空宇宙工学概論
卒業研究

花原　和之
(53)

博士（工学）
微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ
線形代数学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
卒業研究

(52)

(50)

博士（工学）

上野 和之

基礎数学
ベクトル解析
初年次機械ゼミナール

機械基礎製図Ⅱ
水力学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
航空宇宙工学概論
卒業研究

上野 和之 上野 和之
(51)

専 教授 専 教授 専 教授 専 教授 専 教授

基礎ゼミナール
オぺレーティングシス
テム
ディジタル通信
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
ハードウェア実験※
情報工学専門実験
システム創成プロジェ
クト
卒業研究
理工学入門数学Ⅰ

西山　清
(60)

工学博士
線形代数学Ⅱ
信号処理
情報理論
キャリアセミナー
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

萩原 義裕萩原 義裕
(51) (53)

博士（工学）

西山　清
(58)

工学博士
線形代数学Ⅱ
信号処理
情報理論
キャリアセミナー
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

基礎ゼミナール
オぺレーティングシス
テム
ディジタル通信
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
ハードウェア実験※
情報工学専門実験
システム創成プロジェ
クト
卒業研究
理工学入門数学Ⅰ

専 教授

博士（工学）

専 教授 専 教授 専 教授

西山　清
(59)

工学博士
線形代数学Ⅱ
信号処理
情報理論
キャリアセミナー
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

専

廣瀬 宏一

＜平成28年4月＞

専

博士（工学）
微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ
線形代数学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
卒業研究

廣瀬 宏一
(63)

初年次機械ゼミナール

機械科学実験※
熱力学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
伝熱工学

教授

船﨑 健一
(58)

工学博士

船﨑 健一
(59)

工学博士
初年次機械ゼミナール

機械科学実験※
熱力学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
伝熱工学

花原　和之
(54)

＜平成28年10月＞
博士（工学）

微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ
線形代数学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
卒業研究

教授専 教授

廣瀬 宏一
(62)

廣瀬 宏一

博士（工学）
基礎数学
ベクトル解析
初年次機械ゼミナール

機械基礎製図Ⅱ
水力学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
航空宇宙工学概論
卒業研究

花原　和之

教授 専 教授 専 教授

萩原 義裕
(51)

博士（工学）
基礎ゼミナール
オぺレーティングシス
テム
ディジタル通信
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
ハードウェア実験※
情報工学専門実験
システム創成プロジェ
クト
卒業研究
理工学入門数学Ⅰ

(52)

博士（工学）

萩原 義裕

＜平成28年4月＞

西山　清
(58)

工学博士
線形代数学Ⅱ
信号処理
情報理論
キャリアセミナー
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

専 教授

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

兼任 講師

廣瀬 宏一

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(50)

博士（工学）
基礎数学
ベクトル解析
初年次機械ゼミナール

機械基礎製図Ⅱ
水力学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
航空宇宙工学概論
卒業研究

基礎ゼミナール
オぺレーティングシス
テム
ディジタル通信
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
ハードウェア実験※
情報工学専門実験
システム創成プロジェ
クト
卒業研究
理工学入門数学Ⅰ

兼任 講師

(65)
＜平成31年4月＞
工学博士

初年次機械ゼミナール
機械科学実験※
熱力学
伝熱工学

複素解析
フーリエ解析
機械科学特別講義Ⅰ
機械科学特別講義Ⅱ
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
航空流体工学
航空宇宙システム工学
卒業研究

＜平成28年10月＞ ＜平成28年10月＞
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

中澤　廣
(65)

＜平成28年4月＞
工学博士

廃棄物と環境
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

(65)
＜平成28年4月＞
工学博士

環境工学※
入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

出戸 秀明
(66)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

情報基礎
測量学
地域創生課題演習Ⅰ

海田 輝之
(65)

＜平成28年4月＞
工学博士

都市と環境
ソフトパス理工学概論
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

大塚 尚寛

水野 雅裕
(57)

兼任 講師

大塚 尚寛

兼任 講師

大塚 尚寛

兼任 講師

(65) (65)

工学博士 工学博士
環境工学※
入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

環境工学※
入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

兼任 講師

海田 輝之

兼任 講師

海田 輝之

兼任 講師

(65) (65)

工学博士 工学博士
都市と環境
ソフトパス理工学概論
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

都市と環境
ソフトパス理工学概論
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼任 兼任 講師

(65)

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

出戸 秀明
(66)

情報基礎
測量学
地域創生課題演習Ⅰ

博士（工学）

情報基礎
測量学
地域創生課題演習Ⅰ

専

水野 雅裕
(54)

工学博士

工学博士
環境工学※
入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

(63)

(63)

工学博士

海田 輝之

都市と環境
ソフトパス理工学概論
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

大塚 尚寛

海田 輝之
(63)

工学博士
都市と環境
ソフトパス理工学概論
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

大塚 尚寛

＜平成28年4月＞
工学博士

初年次機械ゼミナール
機械基礎製図Ⅰ
機械基礎製図Ⅱ
機械加工学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
卒業研究

柳岡 英樹
(50)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

ソフトパス理工学概論
初年次機械ゼミナール
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
自動車工学概論
燃焼工学
粘性流体工学
基礎計算力学
卒業研究

専 教授

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

専 教授

水野 雅裕
(56)

工学博士

専 教授

中澤　廣
(63)

工学博士
廃棄物と環境
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

中澤　廣
(63)

工学博士
廃棄物と環境
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

兼任 講師

中澤　廣

専 教授

工学博士
廃棄物と環境
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

(65)

博士（工学）

中澤　廣

専 教授

情報基礎
測量学
地域創生課題演習Ⅰ

情報基礎
測量学
地域創生課題演習Ⅰ

講師

(65)

工学博士
廃棄物と環境
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

専 教授 専 教授

出戸 秀明
(64)

(63)

工学博士
環境工学※
入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

出戸 秀明
(64)

(64)

工学博士
環境工学※
入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

専 教授 専 教授 専 教授

大塚 尚寛

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

専 教授

柳岡 英樹
(47)

博士（工学）
ソフトパス理工学概論
初年次機械ゼミナール
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
自動車工学概論
燃焼工学
粘性流体工学
基礎計算力学
卒業研究

柳岡 英樹
(47)

博士（工学）
ソフトパス理工学概論
初年次機械ゼミナール
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
自動車工学概論
燃焼工学
粘性流体工学
基礎計算力学
卒業研究

柳岡 英樹
(48)

博士（工学）
ソフトパス理工学概論
初年次機械ゼミナール
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
自動車工学概論
燃焼工学
粘性流体工学
基礎計算力学
卒業研究

専 教授 専 教授 専

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

教授 専 教授

教授 専 教授 専 教授 専 教授

初年次機械ゼミナール
機械基礎製図Ⅰ
機械基礎製図Ⅱ
機械加工学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
卒業研究

水野 雅裕
(54)

水野 雅裕
(55)

工学博士
初年次機械ゼミナール
機械基礎製図Ⅰ
機械基礎製図Ⅱ
機械加工学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
卒業研究

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(64)

工学博士
都市と環境
ソフトパス理工学概論
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

専 教授 専 教授

初年次機械ゼミナール
機械基礎製図Ⅰ
機械基礎製図Ⅱ
機械加工学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
卒業研究

柳岡 英樹
(49)

博士（工学）
ソフトパス理工学概論
初年次機械ゼミナール
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
自動車工学概論
燃焼工学
粘性流体工学
基礎計算力学
卒業研究

工学博士
初年次機械ゼミナール
機械基礎製図Ⅰ
機械基礎製図Ⅱ
機械加工学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
卒業研究

海田 輝之

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

中澤　廣
(64)

工学博士
廃棄物と環境
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

出戸 秀明
(65)

博士（工学）

博士（工学）
情報基礎
測量学
地域創生課題演習Ⅰ

博士（工学）

出戸 秀明
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

本間 尚樹
(45)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

基礎数学
電気数学
電気回路論Ⅲ
電磁波工学
通信システム
電気電子工学英語研修Ⅱ
電気電子工学課題実習Ⅱ
電波法規
卒業研究

向川 政治
(48)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

ベクトル解析
電磁気学Ⅱ
電子デバイス工学Ⅰ
電気機器工学
発電工学
電気電子工学英語研修Ⅱ
電気電子工学特別講義※
電気電子工学課題実習Ⅱ
卒業研究
電磁気学Ⅰ

(54)
＜平成28年4月＞
博士（工学）

入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
科学技術英語Ⅱ
都市計画学
公共政策学※
確率統計学
交通計画学
特別演習
卒業研究

小林 宏一郎
(50)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

電気電子計測学
情報通信ネットワーク
電子デバイス工学Ⅱ
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修Ⅱ
電気電子工学特別講義※
電気電子工学課題実習Ⅱ
卒業研究
電子デバイス工学Ⅰ

秋山　雅裕
(37)

＜平成29年10月＞
博士（工学）

電気機器工学
高電圧プラズマ工学
送配電工学
電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学課題実習Ⅱ

電気電子工学専門研修

卒業研究

羽原 俊祐
(63)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

技術者倫理
入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
科学技術英語Ⅱ
コンクリート工学
建設材料学
特別演習
卒業研究

南　正昭

向川 政治
(47)

博士（理学）
ベクトル解析
電磁気学Ⅱ
電子デバイス工学Ⅰ
電気機器工学
発電工学
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学特別講義
※
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究
電磁気学Ⅰ

准教
授

専
准教
授

専 教授 専 教授 専

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専 教授 専 教授 専 教授

情報基礎
ソフトパス理工学概論
アナログ電子回路
情報通信理論
半導体LSI工学
電気電子工学英語研修
Ⅰ
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学専門研修
電気電子工学課題実習

本間 尚樹

基礎数学
電気数学
電気回路論Ⅲ
電磁波工学
通信システム
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
電波法規
卒業研究

大坊 真洋

本間 尚樹
(42)

専

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

秋山　雅裕
(36)

博士（工学）
電気機器工学
高電圧プラズマ工学
送配電工学
電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学課題実習Ⅱ

電気電子工学専門研修

卒業研究

菊池 弘昭
(46)

博士（工学）
微分方程式
複素解析
エネルギー変換工学
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
電気設計製図
卒業研究
電磁気学Ⅱ

菊池 弘昭
(44)

博士（工学）

菊池 弘昭
(44)

専
准教
授

専 教授 専 教授 専 教授 専 教授 専 教授

専 教授 専 教授 専 教授 専 教授 専 教授

博士（工学）
入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
科学技術英語Ⅱ
都市計画学
公共政策学※
確率統計学
交通計画学
特別演習
卒業研究

小林 宏一郎
(49)

(51)

博士（工学）

南　正昭

専 教授 専 教授 専 教授 専 教授 専 教授

羽原 俊祐
(62)

博士（工学）
技術者倫理
入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
科学技術英語Ⅱ
コンクリート工学
建設材料学
特別演習
卒業研究

羽原 俊祐
(60)

博士（工学）
技術者倫理
入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
科学技術英語Ⅱ
コンクリート工学
建設材料学
特別演習
卒業研究

(52)

博士（工学）

教授

(42)

博士（工学）
基礎数学
電気数学
電気回路論Ⅲ
電磁波工学
通信システム
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
電波法規
卒業研究

(44)

博士（工学）

本間 尚樹
(43)

博士（工学）
基礎数学
電気数学
電気回路論Ⅲ
電磁波工学
通信システム
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
電波法規
卒業研究

(45)

博士（理学）

向川 政治

ベクトル解析
電磁気学Ⅱ
電子デバイス工学Ⅰ
電気機器工学
発電工学
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学特別講義
※
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

向川 政治
(45)

博士（理学）
ベクトル解析
電磁気学Ⅱ
電子デバイス工学Ⅰ
電気機器工学
発電工学
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学特別講義
※
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

ベクトル解析
電磁気学Ⅱ
電子デバイス工学Ⅰ
電気機器工学
発電工学
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学特別講義
※
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究
電磁気学Ⅰ

向川 政治
(46)

博士（理学）

大坊 真洋

微分方程式
複素解析
エネルギー変換工学
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
電気設計製図
卒業研究

(50)

博士（工学）
情報基礎
ソフトパス理工学概論
アナログ電子回路
情報通信理論
半導体LSI工学
電気電子工学英語研修
Ⅰ
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学専門研修
電気電子工学課題実習

微分方程式
複素解析
エネルギー変換工学
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
電気設計製図
卒業研究

大坊 真洋
(50)

博士（工学）
情報基礎
ソフトパス理工学概論
アナログ電子回路
情報通信理論
半導体LSI工学
電気電子工学英語研修
Ⅰ
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学専門研修
電気電子工学課題実習

微分方程式
複素解析
エネルギー変換工学
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
電気設計製図
卒業研究
電磁気学Ⅱ

大坊 真洋
(51)

博士（工学）
情報基礎
ソフトパス理工学概論
アナログ電子回路
情報通信理論
半導体LSI工学
電気電子工学英語研修
Ⅰ
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学専門研修
電気電子工学課題実習

菊池 弘昭
(47)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

微分方程式
複素解析
エネルギー変換工学
電気電子工学英語研修Ⅱ
電気電子工学課題実習Ⅱ
電気設計製図
卒業研究
電磁気学Ⅱ

大坊 真洋
(53)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

情報基礎
ソフトパス理工学概論
アナログ電子回路
情報通信理論
半導体LSI工学
電気電子工学英語研修Ⅰ
電気電子工学英語研修Ⅱ
電気電子工学専門研修
電気電子工学課題実習Ⅱ
卒業研究

博士（工学）
電気電子計測学
情報通信ネットワーク
電子デバイス工学Ⅱ
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学特別講義
※
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

(47) (47)

博士（工学）
電気電子計測学
情報通信ネットワーク
電子デバイス工学Ⅱ
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学特別講義
※
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

博士（工学）
電気電子計測学
情報通信ネットワーク
電子デバイス工学Ⅱ
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学特別講義
※
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

(48)

博士（工学）
電気電子計測学
情報通信ネットワーク
電子デバイス工学Ⅱ
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学特別講義
※
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

秋山　雅裕
(35)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（工学）
電気機器工学
高電圧プラズマ工学
送配電工学
電気電子工学英語研修Ⅱ

電気電子工学課題実習Ⅱ

電気電子工学専門研修

卒業研究

入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
科学技術英語Ⅱ
都市計画学
公共政策学※
特別演習
卒業研究

小林 宏一郎

南　正昭
(51)

博士（工学）
入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
科学技術英語Ⅱ
都市計画学
公共政策学※
特別演習
卒業研究

小林 宏一郎

南　正昭
(52)

博士（工学）
入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
科学技術英語Ⅱ
都市計画学
公共政策学※
特別演習
卒業研究

小林 宏一郎

南　正昭
(53)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

羽原 俊祐
(60)

博士（工学）
技術者倫理
入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
科学技術英語Ⅱ
コンクリート工学
建設材料学
特別演習
卒業研究

羽原 俊祐
(61)

博士（工学）
技術者倫理
入門地域創生論※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
科学技術英語Ⅱ
コンクリート工学
建設材料学
特別演習
卒業研究

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

＜平成29年10月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（工学）

菊池 弘昭
(45)

博士（工学）

専
准教
授

専
准教
授

博士（工学）
基礎数学
電気数学
電気回路論Ⅲ
電磁波工学
通信システム
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
電波法規
卒業研究

本間 尚樹

＜平成29年10月＞
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

吉森　久
(63)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

複素解析
確率統計学
データ解析
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

中谷 直司
(48)

＜平成28年4月＞
博士（学術）

コンピュータネットワー
ク
ソフトウェア構成論
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
プログラミング言語及び
演習Ⅱ
情報工学専門実験
卒業研究

張　建偉
(41)

＜平成30年10月＞
博士（工学）

プログラミング言語及
び演習Ⅲ
実用英語セミナー
情報工学専門実験
卒業研究

藤本 忠博
(52)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

明石 卓也
(40)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

(62)

博士（工学）
複素解析
確率統計学
データ解析
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

吉森　久
(60)

博士（工学）

吉森　久

准教
授

専
准教
授

専 教授 専 教授 専 教授 専 教授

中谷 直司
(47)

博士（学術）
コンピュータネット
ワーク
ソフトウェア構成論
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
プログラミング言語及
び演習Ⅱ
情報工学専門実験
卒業研究

藤本 忠博
(51)

博士（工学）
コンピュータグラ
フィックス
データ構造とアルゴリ
ズム
数値計算
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
プログラミング言語及
び演習Ⅲ
情報工学専門実験
卒業研究
理工学入門数学Ⅱ

藤本 忠博
(49)

博士（工学）

＜平成28年4月＞

＜平成30年10月＞

＜平成28年4月＞

藤本 忠博
(49)

博士（工学）
コンピュータグラ
フィックス
データ構造とアルゴリ
ズム
数値計算
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
プログラミング言語及
び演習Ⅲ
情報工学専門実験
卒業研究
理工学入門数学Ⅱ

コンピュータグラフィッ
クス
データ構造とアルゴリズ
ム
数値計算
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
プログラミング言語及び
演習Ⅲ
情報工学専門実験
卒業研究
理工学入門数学Ⅱ

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専 教授 専 教授

博士（工学）
人工知能
ロボティクス
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
創造プロジェクト
卒業研究

工学博士
ディジタル回路設計
プログラミング言語入
門
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
ハードウェア設計及び
演習
情報工学専門実験
集積回路
卒業研究

ディジタル回路設計
プログラミング言語入
門
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
ハードウェア設計及び
演習
情報工学専門実験
卒業研究

ディジタル回路設計
プログラミング言語入
門
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
ハードウェア設計及び
演習
情報工学専門実験
卒業研究

ディジタル回路設計
プログラミング言語入
門
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
ハードウェア設計及び
演習
情報工学専門実験
卒業研究

人工知能
ロボティクス
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
創造プロジェクト
卒業研究

博士（工学）

永田 仁史
(54)

工学博士

博士（工学）
人工知能
ロボティクス
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
創造プロジェクト
卒業研究

准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

明石 卓也
(39)

博士（工学）
ヒューマンインタ
フェース
数理計画法
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
プログラミング言語及
び演習Ⅰ
情報工学専門実験
卒業研究

博士（工学）
ヒューマンインタ
フェース
数理計画法
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
プログラミング言語及
び演習Ⅰ
情報工学専門実験
卒業研究

(37)
＜平成28年4月＞

ヒューマンインタフェー
ス
数理計画法
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
プログラミング言語及び
演習Ⅰ
情報工学専門実験
卒業研究

明石 卓也

専
准教
授

専
准教
授

博士（工学）
複素解析
確率統計学
データ解析
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

専
准教
授

専 専
准教
授

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

専
准教
授

中谷 直司
(45)

博士（学術）
コンピュータネット
ワーク
ソフトウェア構成論
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
プログラミング言語及
び演習Ⅱ
情報工学専門実験
卒業研究

専
准教
授

中谷 直司
(45)

博士（学術）
コンピュータネット
ワーク
ソフトウェア構成論
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
プログラミング言語及
び演習Ⅱ
情報工学専門実験
卒業研究

博士（学術）
コンピュータネット
ワーク
ソフトウェア構成論
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
プログラミング言語及
び演習Ⅱ
情報工学専門実験
卒業研究

中谷 直司
(46)

専
准教
授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

藤本 忠博
(50)

博士（工学）
コンピュータグラ
フィックス
データ構造とアルゴリ
ズム
数値計算
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
プログラミング言語及
び演習Ⅲ
情報工学専門実験
卒業研究
理工学入門数学Ⅱ

准教
授

(40)

博士（工学）
プログラミング言語及
び演習Ⅲ
実用英語セミナー
情報工学専門実験
卒業研究

金　天海
(40)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

人工知能
ロボティクス
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
創造プロジェクト
卒業研究

永田 仁史
(57)

＜平成28年4月＞
工学博士

ディジタル回路設計
プログラミング言語入門
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
ハードウェア設計及び演
習
情報工学専門実験
集積回路
卒業研究

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

永田 仁史
(54)

工学博士

永田 仁史
(56)

博士（工学）
人工知能
ロボティクス
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
創造プロジェクト
卒業研究

永田 仁史
(55)

工学博士

専
准教
授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

金　天海
(37)

(37)

博士（工学）
ヒューマンインタ
フェース
数理計画法
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
プログラミング言語及
び演習Ⅰ
情報工学専門実験
卒業研究

金　天海
(37)

(38)

博士（工学）
ヒューマンインタ
フェース
数理計画法
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
プログラミング言語及
び演習Ⅰ
情報工学専門実験
卒業研究

金　天海
(38)

専
准教
授

専
准教
授

＜平成28年4月＞

専
准教
授

金　天海
(39)

＜平成28年4月＞

専
准教
授

明石 卓也 明石 卓也

専

専
准教
授

張　建偉

専

コンピュータグラ
フィックス
データ構造とアルゴリ
ズム
数値計算
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
プログラミング言語及
び演習Ⅲ
情報工学専門実験
卒業研究
理工学入門数学Ⅱ

複素解析
確率統計学
データ解析
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

吉森　久
(60)

博士（工学）
複素解析
確率統計学
データ解析
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

吉森　久
(61)

＜平成28年4月＞

専
准教
授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
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保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

博士（工学）
確率統計学
機械設計学
初年次機械ゼミナール

工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
精密工学
卒業研究

情報基礎
初年次機械ゼミナール

工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
ロボット工学概論
生体工学
計測工学
卒業研究

湯川 俊浩
(51)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

機械力学
機械科学実験※
機械力学演習
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
ロボティクス工学
卒業研究

吉野 泰弘
(50)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

機械設計製図
機械材料学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
卒業研究

吉原 信人
(42)

＜平成28年4月＞

清水 友治
(59)

＜平成28年4月＞
工学博士

機械設計製図
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
生産加工学
卒業研究

西村 文仁
(48)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

ＦＯＲＴＲＡＮ実習
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
数値計算法
固体力学
卒業研究
材料力学演習

三好　扶
(46)

＜平成28年4月＞
博士（学術）

小野寺 英輝
(57)

＜平成28年4月＞
工学博士

岩手大学ミュージアム学
科学・技術と現代社会
技術者倫理
機械科学実験※
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
環境とエネルギー
卒業研究

佐藤　淳
(47)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

初年次機械ゼミナール
制御工学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
システム制御工学
卒業研究

確率統計学
機械設計学
初年次機械ゼミナール

工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
精密工学
卒業研究

吉原 信人
(41)

博士（工学）
確率統計学
機械設計学
初年次機械ゼミナール

工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
精密工学
卒業研究

博士（工学） 博士（工学）

専
准教
授

専

准教
授

専
准教
授

専

准教
授

専
准教
授

(48)

博士（工学）

湯川 俊浩

機械力学
機械科学実験※
機械力学演習
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
ロボティクス工学
卒業研究

吉野 泰弘

湯川 俊浩

准教
授

湯川 俊浩
(50)

博士（工学）
機械力学
機械科学実験※
機械力学演習
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
ロボティクス工学
卒業研究

吉野 泰弘
(49)

博士（工学）
機械設計製図
機械材料学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
卒業研究

博士（工学）
機械設計製図
機械材料学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
卒業研究

(47)

専
准教
授

専
准教
授

専 教授 専 教授 専 教授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

博士（学術）
情報基礎
初年次機械ゼミナール

工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
ロボット工学概論
生体工学
計測工学
卒業研究

西村 文仁
(47)

三好　扶
(43)

情報基礎
初年次機械ゼミナール

工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
ロボット工学概論
生体工学
計測工学
卒業研究

三好　扶
(45)

専
准教
授

専
准教
授

西村 文仁
(45)

博士（工学）
ＦＯＲＴＲＡＮ実習
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
数値計算法
固体力学
卒業研究

西村 文仁
(45)

博士（工学）
ＦＯＲＴＲＡＮ実習
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
数値計算法
固体力学
卒業研究

西村 文仁
(46)

博士（工学）
ＦＯＲＴＲＡＮ実習
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
数値計算法
固体力学
卒業研究
材料力学演習

(57)

佐藤　淳
(46)

博士（工学）
初年次機械ゼミナール
制御工学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
システム制御工学
卒業研究

清水 友治
(58)

工学博士
機械設計製図
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
生産加工学
卒業研究

博士（工学）

清水 友治
(56)

工学博士

博士（工学）
初年次機械ゼミナール
制御工学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
システム制御工学
卒業研究

清水 友治
(56)

機械設計製図
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
生産加工学
卒業研究

機械設計製図
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
生産加工学
卒業研究

機械設計製図
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
生産加工学
卒業研究

専
准教
授

専
准教
授

博士（工学）

清水 友治

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

岩手大学ミュージアム
学
科学・技術と現代社会
技術者倫理
機械科学実験※
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
環境とエネルギー
卒業研究

(56)

工学博士

(55)

工学博士
岩手大学ミュージアム
学
科学・技術と現代社会
技術者倫理
機械科学実験※
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
環境とエネルギー
卒業研究

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（工学）
ＦＯＲＴＲＡＮ実習
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
数値計算法
固体力学
卒業研究
材料力学演習

専
准教
授

博士（工学）
確率統計学
機械設計学
初年次機械ゼミナール

工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
精密工学
卒業研究

准教
授

吉原 信人
(39)

(47)

博士（工学）
機械設計製図
機械材料学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
卒業研究

吉原 信人
(39)

(48)

博士（工学）
機械設計製図
機械材料学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
卒業研究

吉原 信人
(40)

専
准教
授

専
准教
授

確率統計学
機械設計学
初年次機械ゼミナール

工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
精密工学
卒業研究

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(48)

博士（工学）
機械力学
機械科学実験※
機械力学演習
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
ロボティクス工学
卒業研究

吉野 泰弘

博士（工学）
機械力学
機械科学実験※
機械力学演習
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
ロボティクス工学
卒業研究

湯川 俊浩
(49)

吉野 泰弘

専

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

専
准教
授

専
准教
授

専

准教
授

専
准教
授

専
准教
授

工学博士

小野寺 英輝

専
准教
授

工学博士
岩手大学ミュージアム
学
科学・技術と現代社会
技術者倫理
機械科学実験※
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
環境とエネルギー
卒業研究

(54)

佐藤　淳
(44)

(54)

工学博士
岩手大学ミュージアム
学
科学・技術と現代社会
技術者倫理
機械科学実験※
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
環境とエネルギー
卒業研究

佐藤　淳
(44)

専
准教
授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

小野寺 英輝 小野寺 英輝 小野寺 英輝

専
准教
授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

専
准教
授

専
准教
授

佐藤　淳
(45)

初年次機械ゼミナール
制御工学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
システム制御工学
卒業研究

工学博士

初年次機械ゼミナール
制御工学
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
システム制御工学
卒業研究

三好　扶
(43)

博士（学術）

三好　扶
(44)

博士（学術）
情報基礎
初年次機械ゼミナール

工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
ロボット工学概論
生体工学
計測工学
卒業研究

博士（学術）
情報基礎
初年次機械ゼミナール

工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
ロボット工学概論
生体工学
計測工学
卒業研究

専
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

博士（工学）
基礎ゼミナール
国際研修
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
鉄筋コンクリート工学

施設維持管理工学※

設計製図※
特別演習
卒業研究

＜平成28年4月＞
博士（工学）

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実験
科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
土質力学Ⅰ
土質力学Ⅱ
土質力学演習
地盤工学
水・土砂防災工学※
特別演習
卒業研究

大西 弘志
(48)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

構造力学Ⅰ
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実験
科学技術英語Ⅱ
構造力学Ⅱ
鋼構造学
施設維持管理工学※
設計製図※
特別演習
卒業研究

小笠原 敏記
(45)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
数値計算法
科学技術英語Ⅱ
水理学Ⅰ
水理学Ⅱ
水工学
水・土砂防災工学※
特別演習
卒業研究

小山田 哲也

脇　裕之
(46)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

微分方程式
社会体験学習
材料力学Ⅰ
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
材料力学Ⅱ
卒業研究
機械科学実験

伊藤　歩
(47)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実験
科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
上下水道工学
水環境工学※
生態環境保全学※
特別演習
卒業研究

大河原 正文
(54)

専
准教
授

小山田 哲也
(44)

博士（工学）
基礎ゼミナール
国際研修
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
鉄筋コンクリート工学

施設維持管理工学※

設計製図※
特別演習
卒業研究

基礎ゼミナール
国際研修
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
鉄筋コンクリート工学

施設維持管理工学※

設計製図※
特別演習
卒業研究

准教
授

専
准教
授

准教
授

博士（工学）

(45)
＜平成28年4月＞

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

博士（工学）

小笠原 敏記
(44)

博士（工学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
数値計算法
科学技術英語Ⅱ
水理学Ⅰ
水理学Ⅱ
水工学
水・土砂防災工学※
特別演習
卒業研究

大西 弘志
(47)

博士（工学）

専

准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

伊藤　歩
(46)

博士（工学）
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
上下水道工学
水環境工学※
生態環境保全学※
特別演習
卒業研究

大河原 正文
(53)

博士（工学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
土質力学Ⅰ
土質力学Ⅱ
土質力学演習
地盤工学
水・土砂防災工学※
特別演習
卒業研究

大河原 正文
(51)

博士（工学）

専
准教
授

伊藤　歩

環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
上下水道工学
水環境工学※
生態環境保全学※
特別演習
卒業研究

(45)

博士（工学）

伊藤　歩

教授

(45)

博士（工学）
微分方程式
社会体験学習
材料力学Ⅰ
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
材料力学Ⅱ
卒業研究
機械科学実験

微分方程式
社会体験学習
材料力学Ⅰ
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
材料力学Ⅱ
卒業研究

微分方程式
社会体験学習
材料力学Ⅰ
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
材料力学Ⅱ
卒業研究

微分方程式
社会体験学習
材料力学Ⅰ
工業英語
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
材料力学Ⅱ
卒業研究
機械科学実験

脇　裕之
(43)

博士（工学）

専
准教
授

専
准教
授

専 教授 専 教授 専

脇　裕之
(43)

博士（工学）
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

専
准教
授

大西 弘志
(46)

博士（工学）
構造力学Ⅰ
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
構造力学Ⅱ
鋼構造学
施設維持管理工学※
設計製図※
特別演習
卒業研究

小笠原 敏記

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
数値計算法
科学技術英語Ⅱ
水理学Ⅰ
水理学Ⅱ
水工学
水・土砂防災工学※
特別演習
卒業研究

(42)

小山田 哲也
(42)

(42)

博士（工学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
数値計算法
科学技術英語Ⅱ
水理学Ⅰ
水理学Ⅱ
水工学
水・土砂防災工学※
特別演習
卒業研究

小山田 哲也
(42)

小山田 哲也
(43)

(43)

博士（工学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
数値計算法
科学技術英語Ⅱ
水理学Ⅰ
水理学Ⅱ
水工学
水・土砂防災工学※
特別演習
卒業研究

専

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（工学）

基礎ゼミナール
国際研修
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
鉄筋コンクリート工学

施設維持管理工学※

設計製図※
特別演習
卒業研究

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
土質力学Ⅰ
土質力学Ⅱ
土質力学演習
地盤工学
水・土砂防災工学※
特別演習
卒業研究

大河原 正文
(51)

博士（工学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
土質力学Ⅰ
土質力学Ⅱ
土質力学演習
地盤工学
水・土砂防災工学※
特別演習
卒業研究

大河原 正文
(52)

博士（工学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
土質力学Ⅰ
土質力学Ⅱ
土質力学演習
地盤工学
水・土砂防災工学※
特別演習
卒業研究

専
准教
授

専

(44)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
上下水道工学
水環境工学※
生態環境保全学※
特別演習
卒業研究

脇　裕之脇　裕之
(44)

博士（工学）

専
准教
授

(45)

博士（工学）

大西 弘志

構造力学Ⅰ
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
構造力学Ⅱ
鋼構造学
施設維持管理工学※
設計製図※
特別演習
卒業研究

小笠原 敏記

大西 弘志
(45)

博士（工学）
構造力学Ⅰ
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
構造力学Ⅱ
鋼構造学
施設維持管理工学※
設計製図※
特別演習
卒業研究

小笠原 敏記

構造力学Ⅰ
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
構造力学Ⅱ
鋼構造学
施設維持管理工学※
設計製図※
特別演習
卒業研究

博士（工学）
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
上下水道工学
水環境工学※
生態環境保全学※
特別演習
卒業研究

専
准教
授

伊藤　歩
(44)

博士（工学）

＜平成28年4月＞
博士（工学）

基礎ゼミナール
国際研修
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ

地域創生課題演習Ⅲ

社会基盤・環境工学実験

科学技術英語Ⅰ
科学技術英語Ⅱ
鉄筋コンクリート工学

施設維持管理工学※

設計製図※
特別演習
卒業研究
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

(50)
＜平成28年4月＞
博士（工学）

基礎数学
画像処理とパターン認識
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
ソフトウェア設計及び演
習
情報工学専門実験
卒業研究
複素解析

平山 貴司
(47)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

離散数学
論理回路
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

越谷　信
(60)

＜平成28年4月＞
理学博士

微分方程式
地学
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実験
科学技術英語Ⅱ
地質工学
地震•火山防災工学※
特別演習
卒業研究

齊藤　貢
(48)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

フーリエ解析
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実験
科学技術英語Ⅱ
大気環境工学※
生態環境保全学※
特別演習
卒業研究

博士（工学）
離散数学
論理回路
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

博士（工学） 博士（工学）
離散数学
論理回路
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

山本 英和
(51)

博士（理学）
くらしと科学技術
基礎数学
ベクトル解析
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
科学技術英語Ⅱ
耐震工学
地震•火山防災工学※
特別演習
卒業研究

木村 彰男
(49)

博士（工学）
基礎数学
画像処理とパターン認
識
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
ソフトウェア設計及び
演習
情報工学専門実験
卒業研究

博士（工学）
基礎数学
画像処理とパターン認
識
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
ソフトウェア設計及び
演習
情報工学専門実験
卒業研究

(47)

くらしと科学技術
基礎数学
ベクトル解析
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
科学技術英語Ⅱ
耐震工学
地震•火山防災工学※
特別演習
卒業研究

木村 彰男

山本 英和 山本 英和
(52)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

くらしと科学技術
基礎数学
ベクトル解析
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
科学技術英語Ⅱ
耐震工学
地震•火山防災工学※
特別演習
卒業研究

専
准教
授

専
准教
授

(47)
齊藤　貢

平井　寛
(41)

(49)

博士（理学）

山本 英和

専
准教
授

専
准教
授

専 教授 専 教授 専 教授

越谷　信
(59)

理学博士
微分方程式
地学
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
地質工学
地震•火山防災工学※
特別演習
卒業研究

越谷　信
(57)

専

専 講師

平山 貴司
(46)

＜平成28年4月＞

専
准教
授

(45)

専 講師 専 講師

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

離散数学
論理回路
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究

博士（工学）
離散数学
論理回路
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
情報工学専門実験
卒業研究 専 講師

専
准教
授

木村 彰男

(49)

博士（理学）
くらしと科学技術
基礎数学
ベクトル解析
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
科学技術英語Ⅱ
耐震工学
地震•火山防災工学※
特別演習
卒業研究

木村 彰男

(50)

博士（理学）

山本 英和

くらしと科学技術
基礎数学
ベクトル解析
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
科学技術英語Ⅱ
耐震工学
地震•火山防災工学※
特別演習
卒業研究

木村 彰男

専
准教
授

専

専 講師

専
准教
授

平山 貴司
(44)

(47)

博士（工学）
基礎数学
画像処理とパターン認
識
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
ソフトウェア設計及び
演習
情報工学専門実験
卒業研究

平山 貴司
(44)

(48)

博士（工学）
基礎数学
画像処理とパターン認
識
実用英語セミナー
情報工学特別講義※
ソフトウェア設計及び
演習
情報工学専門実験
卒業研究

平山 貴司

准教
授

齊藤　貢

微分方程式
地学
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
地質工学
地震•火山防災工学※
特別演習
卒業研究

(45)

博士（工学）
フーリエ解析
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
大気環境工学※
生態環境保全学※
特別演習
卒業研究

微分方程式
地学
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
地質工学
地震•火山防災工学※
特別演習
卒業研究

齊藤　貢
(45)

博士（工学）
フーリエ解析
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
大気環境工学※
生態環境保全学※
特別演習
卒業研究

博士（工学）
フーリエ解析
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
大気環境工学※
生態環境保全学※
特別演習
卒業研究

微分方程式
地学
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
地質工学
地震•火山防災工学※
特別演習
卒業研究

齊藤　貢
(46)

博士（工学）
フーリエ解析
環境工学※
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
大気環境工学※
生態環境保全学※
特別演習
卒業研究

専
准教
授

准教
授

専
准教
授

専
准教
授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

理学博士

越谷　信
(57)

理学博士

越谷　信
(58)

理学博士

博士（農学）
確率統計学
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
交通計画学
公共政策学※
特別演習
卒業研究
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

佐々木 誠
(41)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

機械科学実験※
Ｃ言語実習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
生体工学
工業英語
卒業研究

電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修Ⅱ
電気電子工学課題実習Ⅱ
卒業研究
電気電子工学課題実習
Ⅰ

髙橋　克幸
(34)

＜平成29年4月＞
博士（工学）

電気電子工学課題実習
Ⅰ
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

三浦 健司
(43)

＜平成28年4月＞
博士（情報科学）

電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修Ⅱ
電気電子工学課題実習Ⅱ
卒業研究
基礎数学
ソフトパス理工学概論
電子デバイス工学Ⅱ

内舘 道正
(44)

＜平成28年4月＞

阿部　貴美
(36)

＜平成29年4月＞
博士（工学）

電気電子工学課題実習
Ⅰ
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

専
准教
授

佐々木 誠

機械科学実験※
Ｃ言語実習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
生体工学
工業英語
卒業研究

佐々木 誠
(38)

博士（工学）
機械科学実験※
Ｃ言語実習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

佐々木 誠
(39)

博士（工学）
機械科学実験※
Ｃ言語実習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

機械科学実験※
Ｃ言語実習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

専 助教

＜平成28年4月＞

専 助教 専 助教

内舘 道正
(43)

博士（工学）
ＣＡＤ実習
機械科学実験※
Ｃ言語実習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
トライポロジー
初年次機械ゼミナール
工業英語
卒業研究

ＣＡＤ実習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

ＣＡＤ実習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

専 助教

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（工学） 博士（工学）
ＣＡＤ実習
機械科学実験※
Ｃ言語実習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
トライポロジー
初年次機械ゼミナール
工業英語
卒業研究

専 助教 専 助教 専 助教

専 助教 専 助教 専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

(33)

三浦 健司
(42)

博士（情報科学）
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究
基礎数学
ソフトパス理工学概論
電子デバイス工学Ⅱ

髙橋　克幸

ＣＡＤ実習
機械科学実験※
Ｃ言語実習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
トライポロジー

専 助教 専 助教 専 助教 専 助教 専 助教

叶　榮彬
(52)

博士（工学）
基礎ゼミナール
光エレクトロニクス
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究
半導体LSI工学
電気電子工学英語研修
Ⅰ

佐藤 宏明
(51)

博士（工学）
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究
電気電子工学課題実習
Ⅰ

佐藤 宏明
(49)

博士（工学）

専 助教

叶　榮彬
(50)

博士（工学）
基礎ゼミナール
光エレクトロニクス
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

専
准教
授

叶　榮彬
(53)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

基礎ゼミナール
光エレクトロニクス
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修Ⅱ
電気電子工学課題実習Ⅱ
卒業研究
半導体LSI工学
電気電子工学英語研修
Ⅰ

専 助教 専 助教 専 助教

阿部　貴美
(35)

博士（工学）
電気電子工学課題実習
Ⅰ
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

電気電子工学課題実習
Ⅰ
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

(40)

博士（工学）

専
准教
授

専 助教

佐々木 誠
(38)

博士（工学）

加藤 大雅
(42)

博士（Ph.D）（米国）

博士（工学）
ＣＡＤ実習
機械科学実験※
Ｃ言語実習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
トライポロジー

加藤 大雅
(42)

博士（Ph.D）（米国）

博士（工学）
ＣＡＤ実習
機械科学実験※
Ｃ言語実習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
トライポロジー
初年次機械ゼミナール
工業英語
卒業研究

専
准教
授

内舘 道正
(41)

博士（情報科学）
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

内舘 道正
(41)

内舘 道正

(41)

博士（情報科学）
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究
基礎数学
ソフトパス理工学概論
電子デバイス工学Ⅱ

(42)

専 助教 専
准教
授

専

＜平成29年4月＞

准教
授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

叶　榮彬
(50)

博士（工学）
基礎ゼミナール
光エレクトロニクス
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

叶　榮彬
(51)

博士（工学）
基礎ゼミナール
光エレクトロニクス
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究
半導体LSI工学
電気電子工学英語研修
Ⅰ

専 助教

＜平成29年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

佐藤 宏明
(49)

博士（工学）
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

佐藤 宏明
(50)

博士（工学）
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究
電気電子工学課題実習
Ⅰ

専
准教
授

電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

佐藤 宏明
(52)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

阿部　貴美
(34)

博士（工学）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

三浦 健司 三浦 健司

博士（工学）
電気電子工学課題実習
Ⅰ
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

髙橋　克幸
(32)

博士（工学）
電気電子工学課題実習
Ⅰ
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

三浦 健司

博士（情報科学）
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

(40) (40)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

専 助教 専
准教
授

＜平成29年4月＞

＜平成29年4月＞
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

＜平成28年4月＞
博士（工学）

プログラミング言語入門
プログラミング言語及び
演習Ⅰ
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※
情報基礎
創造プロジェクト
実用英語セミナー
情報工学専門実験
卒業研究

山中 克久
(38)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

形式言語とオートマトン
プログラミング言語及び
演習Ⅱ
ソフトウェア設計及び演
習
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※
実用英語セミナー
情報工学専門実験
卒業研究

佐藤　信
(59)

＜平成28年4月＞
工学士

プログラミング言語入門
プログラミング言語及び
演習Ⅰ
プログラミング言語及び
演習Ⅱ
プログラミング言語及び
演習Ⅲ

藤岡 豊太
(49)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

プログラミング言語及び
演習Ⅲ
ハードウェア設計及び演
習
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

松山 克胤
(42)

谷口 英夫
(50)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

機械科学実験※
水力学演習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

西川 尚宏
(40)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

機械工作実習
機械科学実験※
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

末永 陽介
(43)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

機械工作実習
機械科学実験※
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ
熱力学
熱力学演習
工業英語
卒業研究

専
准教
授

専
准教
授

専 助教 専 助教 専 助教 専
准教
授

専
准教
授

松山 克胤

プログラミング言語入
門
プログラミング言語及
び演習Ⅰ
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※
情報基礎
創造プロジェクト
実用英語セミナー
情報工学専門実験
卒業研究

山中 克久
(37)

博士（工学）
形式言語とオートマト
ン
プログラミング言語及
び演習Ⅱ
ソフトウェア設計及び
演習
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※
実用英語セミナー
情報工学専門実験
卒業研究

(39)

博士（工学）

松山 克胤

プログラミング言語入
門
プログラミング言語及
び演習Ⅰ
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

山中 克久

(41)

博士（工学）

松山 克胤
(40)

専 助教

佐藤　信
(58)

工学士
プログラミング言語入
門
プログラミング言語及
び演習Ⅰ
プログラミング言語及
び演習Ⅱ
プログラミング言語及
び演習Ⅲ

藤岡 豊太
(48)

博士（工学）
プログラミング言語及
び演習Ⅲ
ハードウェア設計及び
演習
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

藤岡 豊太
(46)

博士（工学）
プログラミング言語及
び演習Ⅲ
ハードウェア設計及び
演習
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

博士（工学）
プログラミング言語及
び演習Ⅲ
ハードウェア設計及び
演習
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

藤岡 豊太
(47)

博士（工学）
プログラミング言語及
び演習Ⅲ
ハードウェア設計及び
演習
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

専 助教

＜平成28年4月＞

専 助教

専 助教 専 助教
機械科学実験※
材料力学演習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

機械科学実験※
材料力学演習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

熱力学演習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

熱力学演習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

専 助教

＜平成28年4月＞

(33)

専 助教 専 助教

専 助教 専 助教 専 助教 専 助教 専 助教

谷口 英夫
(49)

博士（工学）
機械科学実験※
水力学演習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

西川 尚宏
(39)

博士（工学）
機械工作実習
機械科学実験※
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

(47)

西川 尚宏

谷口 英夫
(47)

博士（工学）

専 助教 専 助教 専 助教 専 助教 専
准教
授

末永 陽介
(42)

博士（工学）
機械工作実習
機械科学実験※
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

藤岡 豊太
(46)

専 助教 専 助教

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

(38)

福江 高志

専 助教

博士（工学）
形式言語とオートマト
ン
プログラミング言語及
び演習Ⅱ
ソフトウェア設計及び
演習
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

(35) (35)

博士（工学）
形式言語とオートマト
ン
プログラミング言語及
び演習Ⅱ
ソフトウェア設計及び
演習
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

形式言語とオートマト
ン
プログラミング言語及
び演習Ⅱ
ソフトウェア設計及び
演習
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

(36)

博士（工学）

山中 克久

専 助教

佐藤　信
(56)

工学士
プログラミング言語入
門
プログラミング言語及
び演習Ⅰ
プログラミング言語及
び演習Ⅱ
プログラミング言語及
び演習Ⅲ

専 助教

専 助教 専 助教 専 助教

専 助教

専 助教 専 助教 専 助教

佐藤　信
(56)

工学士
プログラミング言語入
門
プログラミング言語及
び演習Ⅰ
プログラミング言語及
び演習Ⅱ
プログラミング言語及
び演習Ⅲ

佐藤　信
(57)

工学士
プログラミング言語入
門
プログラミング言語及
び演習Ⅰ
プログラミング言語及
び演習Ⅱ
プログラミング言語及
び演習Ⅲ

博士（工学）
熱力学演習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

北條 智彦
(37)

博士（工学）

機械工作実習
機械科学実験※
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

(37)

福江 高志
(32)

(37)

博士（工学）
機械工作実習
機械科学実験※
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

福江 高志
(32)

専 助教 専 助教

博士（工学）

博士（工学）

谷口 英夫

機械科学実験※
水力学演習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

北條 智彦
(37)

博士（工学）

博士（工学）

博士（工学）
機械工作実習
機械科学実験※
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

専 助教

末永 陽介
(40)

博士（工学）
機械工作実習
機械科学実験※
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

末永 陽介
(40)

博士（工学）
機械工作実習
機械科学実験※
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

機械工作実習
機械科学実験※
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

末永 陽介
(41)

博士（工学）
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

機械科学実験※
水力学演習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

西川 尚宏

谷口 英夫
(48)

博士（工学）
機械科学実験※
水力学演習
機械科学研修Ⅰ
機械科学研修Ⅱ

西川 尚宏

博士（工学）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

山中 克久

松山 克胤
(39)

博士（工学）
プログラミング言語入
門
プログラミング言語及
び演習Ⅰ
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

博士（工学）
プログラミング言語入
門
プログラミング言語及
び演習Ⅰ
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

晴山　渉
(39)

＜平成28年4月＞
博士（環境科学）

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実験
科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅰ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究

松林(渡邉)由里子
(38)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実験
社会基盤・環境プログラ
ミング演習
科学技術英語Ⅱ
水理学演習
特別演習
卒業研究

(42)
＜平成28年4月＞
博士（農学）

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実験
科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅰ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究
確率統計学
廃棄物と環境

鴨志田 直人
(45)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実験
社会基盤・環境プログラ
ミング演習
科学技術英語Ⅱ
特別演習
卒業研究

小山　猛
(43)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境プログラ
ミング演習
科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究

廬　忻
(40)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

ソフトウェア設計及び演
習
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

石川（亀井）奈緒

専 助教 専 助教 専 助教 専 助教

専 助教 専 助教 専 助教 専 助教 専 助教

晴山　渉
(38)

博士（環境科学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅰ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究

専 助教 専 助教 専 助教

専 助教 専 助教 専 助教 専 助教 専 助教

小山　猛
(42)

博士（工学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境プログ
ラミング演習
科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究

専 助教

専 助教 専 助教 専 助教 専 助教 専
准教
授

廬　忻
(39)

博士（工学）
ソフトウェア設計及び
演習
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

石川（亀井）奈緒
(41)

博士（農学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅰ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅰ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅰ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究

ソフトウェア設計及び
演習
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

博士（工学）

(36)

博士（環境科学）

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅰ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究

鴨志田 直人
(43)

博士（工学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
社会基盤・環境プログ
ラミング演習
科学技術英語Ⅱ
特別演習
卒業研究

鴨志田 直人
(42)

博士（工学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
社会基盤・環境プログ
ラミング演習
科学技術英語Ⅱ
特別演習
卒業研究

専 助教

専 助教

鴨志田 直人
(44)

(37)

博士（工学）

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
社会基盤・環境プログ
ラミング演習
科学技術英語Ⅱ
特別演習
卒業研究

博士（工学）

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
社会基盤・環境プログ
ラミング演習
科学技術英語Ⅱ
水理学演習
特別演習
卒業研究

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
社会基盤・環境プログ
ラミング演習
科学技術英語Ⅱ
水理学演習
特別演習
卒業研究

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
社会基盤・環境プログ
ラミング演習
科学技術英語Ⅱ
水理学演習
特別演習
卒業研究

晴山　渉

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅰ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究

松林(渡邉)由里子

晴山　渉
(36)

博士（環境科学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅰ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究

松林(渡邉)由里子

晴山　渉
(37)

博士（環境科学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅰ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究

松林(渡邉)由里子

博士（工学）

(35)

博士（工学）

(36)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

(35)

博士（工学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
社会基盤・環境プログ
ラミング演習
科学技術英語Ⅱ
水理学演習
特別演習
卒業研究

松林(渡邉)由里子

専 助教

小山　猛
(40)

博士（工学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境プログ
ラミング演習
科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究

小山　猛
(40)

博士（工学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境プログ
ラミング演習
科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究

博士（工学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境プログ
ラミング演習
科学技術英語Ⅱ
測量学実習Ⅱ
特別演習
卒業研究

小山　猛
(41)

専 助教

鴨志田 直人
(42)

博士（工学）
地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
社会基盤・環境工学実
験
社会基盤・環境プログ
ラミング演習
科学技術英語Ⅱ
特別演習
卒業研究

石川（亀井）奈緒
(39)

博士（農学）

博士（工学）
ソフトウェア設計及び
演習
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

石川（亀井）奈緒
(39)

博士（農学）

専 助教

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（工学）
ソフトウェア設計及び
演習
ハードウェア実験※
ネットワーク実験※

石川（亀井）奈緒
(40)

博士（農学）

専 助教専 助教

廬　忻
(37)

廬　忻
(37)

廬　忻
(38)

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

(35) (35)
＜平成29年10月＞ ＜平成29年10月＞
博士（工学） 博士（工学）

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
測量学実習Ⅰ
測量学実習Ⅱ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
特別演習
卒業研究

地域創生課題演習Ⅰ
地域創生課題演習Ⅱ
地域創生課題演習Ⅲ
測量学実習Ⅰ
測量学実習Ⅱ
社会基盤・環境工学実
験
科学技術英語Ⅱ
特別演習
卒業研究

フーリエ解析
工業英語
機械科学研修Ⅰ
数値計算法
卒業研究
機械科学研修Ⅱ

専 助教

谷本　真佑

専 助教

谷本　真佑

専
准教
授

山田　和豊
(43)

＜平成30年10月＞
博士（工学）
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職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

足立　寛太
(26)

＜平成30年10月＞
博士（工学）

機械科学研修Ⅰ
機械科学実験
材料力学演習
機械科学研修Ⅱ

専 助教

(29)
＜平成30年10月＞
博士（工学）

電気電子工学課題実習
Ⅰ
電気電子工学基礎実験
電気電子工学応用実験
電気電子工学英語研修
Ⅱ
電気電子工学課題実習
Ⅱ
卒業研究

専 助教

岩井　守生
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(65) (65) (66)
＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞ ＜平成31年4月＞
理学博士 理学博士 理学博士

物質の世界 物質の世界 自然と法則兼任 講師

吉澤　正人

兼任 講師

吉澤　正人

兼任 講師

吉澤　正人

＜平成28年4月＞
博士（理学）

自然と数理
微分積分学Ⅰ

兼担 教授

兼担 教授

准教
授

准教
授

理工学入門化学
化学Ⅰ

尾台　喜孝

担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

兼担 教授

(60)
＜平成28年4月＞
博士（理学）

数理のひろがり
微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ

成田 晋也
(50)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

科学技術
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

西崎　滋
(64)

＜平成28年4月＞
理学博士

宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理学Ⅱ
物理学Ⅰ

中西　良樹
(46)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

フーリエ解析

横田　政晶
(53)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

寺﨑　正紀
(48)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

物質の世界
化学
化学Ⅰ
化学Ⅱ
化学実験

花見　仁史

兼担
准教
授

(60)
＜平成28年4月＞
理学博士

自然のしくみ
物理学
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
物理学実験

石垣　剛
(48)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

宇宙のしくみ
物理学Ⅰ
物理学
物理学Ⅱ
物理学実験

川崎　秀二
(51)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

自然と数理
線形代数学
線形代数学Ⅰ
微分積分学Ⅰ

奈良　光紀
(45)

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

兼担
准教
授

(45) (45) (46) (47)

博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）

兼担
准教
授

石垣　剛

兼担
准教
授

石垣　剛

博士（理学）
宇宙のしくみ
物理学Ⅰ
物理学
物理学Ⅱ
物理学実験

宇宙のしくみ
物理学Ⅰ
物理学
物理学Ⅱ
物理学実験

兼担
准教
授

石垣　剛

兼担
准教
授

石垣　剛

宇宙のしくみ
物理学Ⅰ

宇宙のしくみ
物理学Ⅰ

博士（理学） 博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）

尾台　喜孝 尾台　喜孝 尾台　喜孝 尾台　喜孝

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼担 教授

理学博士 理学博士

兼担 教授

兼担 教授 兼担

中西　良樹

博士（理学）
フーリエ解析 フーリエ解析

中西　良樹

兼担
准教
授

兼担
准教
授

横田　政晶

兼担
准教
授

兼担
准教
授

理工学入門化学 理工学入門化学
化学Ⅰ

理工学入門化学
化学Ⅰ

横田　政晶

兼担 教授

博士（理学）

(47) (48) (49)

兼担 教授

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼担 教授 兼担

(43) (43) (44) (45)

博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）
兼担

准教
授

中西　良樹

兼担
准教
授

(50) (50) (51) (52)

博士（工学） 博士（工学）

横田　政晶

兼担 教授

横田　政晶

兼担
博士（工学）

理工学入門化学

中西　良樹

フーリエ解析 フーリエ解析

教授
博士（工学）

博士（理学）

奈良　光紀

兼担
准教
授

兼担

(48) (48) (49) (50)

博士（工学） 博士（工学）

教授

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

(61) (61) (62) (63)

理学博士 理学博士

博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）
科学技術
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

科学技術
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

科学技術
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

科学技術
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

成田 晋也 成田 晋也 成田 晋也 成田 晋也
(47)

数理のひろがり
微分積分学Ⅱ

数理のひろがり
微分積分学Ⅱ

数理のひろがり
微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ

数理のひろがり
微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ

兼担 教授

(57) (57) (58) (59)

兼担 教授

西崎　滋 西崎　滋 西崎　滋 西崎　滋

兼担
准教
授

(45) (45) (46) (47)

博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）

兼担
准教
授

寺﨑　正紀

兼担
准教
授

寺﨑　正紀

博士（理学）
物質の世界
化学
化学Ⅰ
化学Ⅱ
化学実験

物質の世界
化学
化学Ⅰ
化学Ⅱ
化学実験

兼担
准教
授

寺﨑　正紀

兼担
准教
授

寺﨑　正紀

物質の世界
化学
化学Ⅰ
化学Ⅱ
化学実験

物質の世界
化学
化学Ⅰ
化学Ⅱ
化学実験

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

教授 兼担 教授

博士（理学）
自然と数理
微分積分学Ⅰ

自然と数理
微分積分学Ⅰ

自然と数理
微分積分学Ⅰ

自然と数理
微分積分学Ⅰ

宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理学Ⅱ

宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理学Ⅱ
物理学Ⅰ

宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理学Ⅱ
物理学Ⅰ

宇宙のしくみ
地球環境と社会
物理学Ⅱ
物理学Ⅰ

奈良　光紀

兼担兼担
准教
授

川崎　秀二

兼担
准教
授

川崎　秀二

博士（工学）
自然と数理
線形代数学
線形代数学Ⅰ
微分積分学Ⅰ

自然と数理
線形代数学
線形代数学Ⅰ
微分積分学Ⅰ

兼担
准教
授

川崎　秀二

兼担

(57) (57) (58) (59)

理学博士 理学博士

花見　仁史

兼担 教授

花見　仁史

兼担 教授

理学博士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（工学）

兼担
准教
授

自然と数理
線形代数学
線形代数学Ⅰ

自然と数理
線形代数学
線形代数学Ⅰ

理学博士
自然のしくみ
物理学

自然のしくみ
物理学
物理学Ⅰ

自然のしくみ
物理学
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
物理学実験

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

兼担 教授

花見　仁史

兼担 教授

准教
授

川崎　秀二

(42) (42) (43) (44)

博士（理学） 博士（理学）

奈良　光紀

兼担
准教
授

奈良　光紀

兼担
准教
授

(63) (63) (64)

理学博士 理学博士 理学博士
兼担 教授

吉澤　正人

物質の世界兼担 教授

吉澤　正人

兼担 教授

吉澤　正人

物質の世界 物質の世界

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

自然のしくみ
物理学
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
物理学実験

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

花見　仁史

172



担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

(57) (57) (58) (59) (60)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

社会的人間論
現代社会の社会学

社会的人間論
現代社会の社会学 現代社会の社会学

社会的人間論
現代社会の社会学

社会的人間論
現代社会の社会学

兼担 教授

竹村（大渕）祥子

兼担 教授

竹村（大渕）祥子

兼担 教授

竹村（大渕）祥子

兼担 教授

竹村（大渕）祥子

兼担 教授

竹村（大渕）祥子

兼担 教授

髙橋　宏一

兼担 教授

髙橋　宏一

兼担 教授

髙橋　宏一

兼担 教授

髙橋　宏一

兼担 教授

髙橋　宏一

兼担 教授

北村　一親

兼担 教授

北村　一親

兼担 教授

北村　一親

兼担 教授

北村　一親

兼担 教授

北村　一親

兼担 教授

織田　信男

兼担 教授

織田　信男

兼担 教授

織田　信男

兼担 教授

織田　信男

兼担 教授

織田　信男

(61) (61) (62) (63) (64)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学修士 理学修士 理学修士 理学修士 理学修士

地域と生活
地域と社会

(57) (57) (58) (59) (60)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

尾崎　拓
(37)

＜平成29年4月＞
博士（学術）

生物学

金子　武人
(43)

＜平成29年10月＞
博士（医学）

生物学兼担
准教
授

兼担
准教
授

(35) (36)

博士（学術）
兼担

准教
授

尾崎　拓

兼担
准教
授

尾崎　拓

博士（学術）
生物学 生物学

心の理解 心の理解 心の理解 心の理解

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

地域と生活
地域と社会

地域と生活
地域と社会
岩手の研究

地域と生活
地域と社会
岩手の研究

地域と生活
地域と社会
岩手の研究

是永 敏伸
(56)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

(52) (52) (53) (54) (55)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（文学） 修士（文学） 修士（文学） 修士（文学） 修士（文学）

心の理解

関本　英弘

兼担 助教

関本　英弘

兼担

微分積分学Ⅰ
数理のひろがり

宮島　信也

兼担
准教
授

博士（理学）
物理学実験

兼担 教授

宮島　信也
(40)

＜平成28年10月＞
博士 (情報科学)

微分積分学Ⅰ
数理のひろがり

松川 倫明
(58)

＜平成28年4月＞
工学博士

微分積分学Ⅰ

荒木　功人
(53)

＜平成28年4月＞
博士（理学）

生物学

関本　英弘
(36)

＜平成28年4月＞
博士（工学）

物理学実験

谷口　晴香
(32)

＜平成28年4月＞
博士（理学） 博士（理学）

兼担 助教

谷口　晴香

博士（工学）
物理学実験 物理学実験 物理学実験 物理学実験

関本　英弘
(33) (33) (34) (35)

博士（工学） 博士（工学）
助教

関本　英弘

兼担 助教

(50) (50) (51) (52)

博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）
兼担

准教
授

荒木　功人

兼担
准教
授

荒木　功人

博士（理学）
生物学 生物学兼担

准教
授

荒木　功人

兼担
准教
授

荒木　功人

生物学 生物学

助教
博士（工学）

兼担 助教

博士 (情報科学)

兼担 教授
工学博士

微分積分学Ⅰ

(38) (39)

兼担

＜平成28年4月＞

微分積分学Ⅰ

兼担 助教

(29) (29) (30) (31)

博士（理学）

兼担
准教
授

兼担 助教

谷口　晴香

博士（理学）
物理学実験 物理学実験兼担 助教

谷口　晴香

兼担 助教

谷口　晴香

物理学実験 物理学実験

博士（医学）

兼担

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

化学Ⅱ

＜平成28年4月＞
基礎ゼミナール

七尾 英孝
(47)

＜平成28年4月＞
基礎ゼミナール

博士（工学）
化学Ⅱ

兼担
准教
授

七尾 英孝

兼担
准教
授

(56)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

金子　武人
(43)

(58)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

＜平成28年10月＞ ＜平成28年10月＞

＜平成28年4月＞

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

＜平成29年10月＞

(32)

基礎ゼミナール

＜平成29年10月＞

兼担 教授

松川 倫明

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

(47)

兼担
准教
授

是永 敏伸

＜平成28年4月＞

兼担 助教

万代　俊彦

教授

宮島　信也

兼担 教授
博士 (情報科学)

生物学
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
教育学修士 教育学修士 教育学修士 教育学修士 教育学修士

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｅ
英語発展Ｇ
英語発展Ｈ

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

東北の歴史 東北の歴史 東北の歴史 東北の歴史

兼担 教授

松林　城弘

兼担 教授

松林　城弘

兼担 教授

松林　城弘

兼担 教授

松林　城弘

兼担 教授

松林　城弘
(57) (57) (58) (59) (60)

＜平成28年4月＞

兼担 教授

樋口　知志

兼担 教授

樋口　知志

兼担 教授

樋口　知志

兼担 教授

樋口　知志

兼担 教授

樋口　知志
(56) (56) (57) (58) (59)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）

日本の歴史と文化
東北の歴史

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）

日本の思想と文化 日本の思想と文化 日本の思想と文化 日本の思想と文化 日本の思想と文化

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

兼担 教授

中村　安宏

兼担 教授

中村　安宏

兼担 教授

中村　安宏

兼担 教授

中村　安宏

兼担 教授

中村　安宏
(54) (54) (55) (56) (57)

＜平成28年4月＞

兼担 教授

齋藤　博次

兼担 教授

齋藤　博次

兼担 教授

齋藤　博次

兼担 教授

齋藤　博次

兼担 教授

齋藤　博次
(61) (61) (62) (63) (64)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｃ
英語発展Ｄ
英語発展Ｆ
欧米の文学

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）
欧米の言語論

英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
欧米の言語論
英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
欧米の言語論

英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
欧米の言語論

英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
欧米の言語論

初級フランス語(発展)
ボランティアとリー
ダーシップ
危機管理と復興

初級フランス語(発展)
ボランティアとリー
ダーシップ
危機管理と復興

初級フランス語(発展)
ボランティアとリー
ダーシップ
危機管理と復興

初級フランス語(発展)
ボランティアとリー
ダーシップ
危機管理と復興

兼担 教授

齋藤　伸治

兼担 教授

齋藤　伸治

兼担 教授

齋藤　伸治

兼担 教授

齋藤　伸治

兼担 教授

齋藤　伸治
(54) (54) (55) (56) (57)

＜平成28年4月＞

兼担 教授

後藤　尚人

兼担 教授

後藤　尚人

兼担 教授

後藤　尚人

兼担 教授

後藤　尚人

兼担 教授

後藤　尚人
(57) (57) (58) (59) (60)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

初級フランス語(発展)
ボランティアとリー
ダーシップ
危機管理と復興

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
哲学博士 哲学博士 哲学博士 哲学博士 哲学博士

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展）

中級ドイツ語
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

欧米の思想と文化

兼担 教授

大友　展也

兼担 教授

大友　展也

兼担 教授

大友　展也

兼担 教授

大友　展也

兼担 教授

大友　展也
(55) (55) (56) (57) (58)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

池田　成一

兼任 教授

池田　成一
(65) (65)

＜平成31年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士

欧米の思想と文化

(62) (62) (63) (64)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

欧米の思想と文化 欧米の思想と文化 欧米の思想と文化 欧米の思想と文化

心の理解 心の理解 心の理解 心の理解

日本の文学
日本語表現技術入門

日本の文学
日本語表現技術入門

日本の文学
日本語表現技術入門

日本の文学
日本語表現技術入門

兼担 教授

池田　成一

兼担 教授

池田　成一

兼担 教授

池田　成一

兼担 教授

池田　成一

兼担 教授

家井　美千子

兼担 教授

家井　美千子

兼担 教授

家井　美千子

兼担 教授

家井　美千子

兼担 教授

家井　美千子

兼担 教授

山口　浩

兼担 教授

山口　浩

兼担 教授

山口　浩

兼担 教授

山口　浩

兼担 教授

山口　浩

兼担 教授

松岡　和生

兼担 教授

松岡　和生

兼担 教授

松岡　和生

兼担 教授

松岡　和生

兼担 教授

松岡　和生

(59) (59) (60) (61) (62)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

日本の文学
日本語表現技術入門

(61) (61) (62) (63) (64)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

心の理解

(58) (58) (59) (60) (61)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

心の理解 心の理解 心の理解 心の理解 心の理解
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

兼担
准教
授

小林　葉子

兼担
准教
授

小林　葉子

兼担
准教
授

小林　葉子

兼担
准教
授

小林　葉子

兼担
准教
授

小林　葉子
(45) (45) (46) (47) (48)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

ＰＨ．Ｄ
（Education)

ＰＨ．Ｄ
（Education)

ＰＨ．Ｄ
（Education)

ＰＨ．Ｄ
（Education)

ＰＨ．Ｄ
（Education)

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（文学） 修士（文学） 修士（文学） 修士（文学） 修士（文学）

言葉の世界 言葉の世界 言葉の世界 言葉の世界
宮沢賢治の世界

言葉の世界
宮沢賢治の世界

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

兼担
准教
授

小島（川端）聡子

兼担
准教
授

小島（川端）聡子

兼担
准教
授

小島（川端）聡子

兼担
准教
授

小島（川端）聡子

兼担
准教
授

小島（川端）聡子
(47) (47) (48) (49) (50)

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

GRAS　Alexandre　Jean

兼担
准教
授

GRAS　Alexandre　Jean

兼担
准教
授

GRAS　Alexandre　Jean

兼担
准教
授

GRAS　Alexandre　Jean

兼担
准教
授

GRAS　Alexandre　Jean

(41) (41) (42) (43) (44)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士前期課程（言
語・文学・社会）
（INALCO）

博士前期課程（言
語・文学・社会）
（INALCO）

博士前期課程（言
語・文学・社会）
（INALCO）

博士前期課程（言
語・文学・社会）
（INALCO）

博士前期課程（言
語・文学・社会）
（INALCO）

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
欧米の文学

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
欧米の文学

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
欧米の文学

欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化

兼担
准教
授

川村　和宏

兼担
准教
授

川村　和宏

兼担
准教
授

川村　和宏

兼担
准教
授

川村　和宏

兼担
准教
授

川村　和宏
(39) (39) (40) (41) (42)

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

梶（福家）さやか

兼担
准教
授

梶（福家）さやか

兼担
准教
授

梶（福家）さやか

兼担
准教
授

梶（福家）さやか

兼担
准教
授

梶（福家）さやか
(38) (38) (39) (40) (41)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）

欧米の歴史と文化

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（学術） 博士（学術） 博士（学術） 博士（学術） 博士（学術）

ジェンダーの歴史と文
化
女性と科学の関係史

ジェンダーの歴史と文
化
女性と科学の関係史

ジェンダーの歴史と文
化
女性と科学の関係史

ジェンダーの歴史と文
化
女性と科学の関係史

ジェンダーの歴史と文
化
女性と科学の関係史

哲学の世界 哲学の世界 哲学の世界 哲学の世界

兼担
准教
授

海妻（内田）径子

兼担
准教
授

海妻（内田）径子

兼担
准教
授

海妻（内田）径子

兼担
准教
授

海妻（内田）径子

兼担
准教
授

海妻（内田）径子
(47) (47) (48) (49) (50)

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

音喜多　信博

兼担
准教
授

音喜多　信博

兼担
准教
授

音喜多　信博

兼担
准教
授

音喜多　信博

兼担
准教
授

音喜多　信博
(49) (49) (50) (51) (52)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）

哲学の世界

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
Master of Arts　in
the Humanitie（米

国）

Master of Arts　in
the Humanitie（米

国）

Master of Arts　in
the Humanitie（米

国）

Master of Arts　in
the Humanitie（米

国）

Master of Arts　in
the Humanitie（米

国）
対人関係の心理学 対人関係の心理学 対人関係の心理学 対人関係の心理学 対人関係の心理学

現代社会の社会学
社会的人間論
現代社会の社会学

社会的人間論
現代社会の社会学 現代社会の社会学

兼担
准教
授

鈴木　護

兼担
准教
授

鈴木　護

兼担
准教
授

鈴木　護

兼担
准教
授

鈴木　護

兼担
准教
授

鈴木　護
(46) (46) (47) (48) (49)

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

小野澤　章子

兼担
准教
授

小野澤　章子

兼担
准教
授

小野澤　章子

兼担
准教
授

小野澤　章子

兼担
准教
授

小野澤　章子
(48) (48) (49) (50) (51)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（社会学） 修士（社会学） 修士（社会学） 修士（社会学） 修士（社会学）

社会的人間論
現代社会の社会学

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（教育学） 博士（教育学） 博士（教育学） 博士（教育学） 博士（教育学）

心の理解 心の理解 心の理解 心の理解 心の理解

芸術の世界 芸術の世界 芸術の世界 芸術の世界

兼担
准教
授

奥野　雅子

兼担
准教
授

奥野　雅子

兼担
准教
授

奥野　雅子

兼担
准教
授

奥野　雅子

兼担 教授

奥野　雅子
(56) (56) (57) (58) (59)

＜平成28年4月＞

兼担 教授

木村　直弘

兼担 教授

木村　直弘

兼担 教授

木村　直弘

兼担 教授

木村　直弘

兼担 教授

木村　直弘
(54) (54) (55) (56) (57)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

芸術の世界

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

欧米の文学

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展) 初級フランス語(発展)

兼担 教授

横井　雅明

兼担 教授

横井　雅明

兼担 教授

横井　雅明

兼担 教授

横井　雅明

兼担 教授

横井　雅明
(55) (55) (56) (57) (58)

＜平成28年4月＞

兼担 教授

山本　昭彦

兼担 教授

山本　昭彦

兼担 教授

山本　昭彦

兼担 教授

山本　昭彦

兼担 教授

山本　昭彦
(59) (59) (60) (61) (62)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
宮沢賢治の世界
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ａ

英語発展Ｄ
宮沢賢治の世界

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ａ

英語発展Ｄ
宮沢賢治の世界

兼担 講師

秋田　淳子

兼担 講師

秋田　淳子

兼担 講師

秋田　淳子
(50) (50) (51)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（文学） 修士（文学） 修士（文学）

英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ａ
英語発展Ｂ

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学）

憲法
現代の諸問題

憲法
現代の諸問題

憲法
現代の諸問題

憲法
現代の諸問題

憲法
現代の諸問題

憲法 憲法 憲法

兼担
准教
授

河合　塁

兼担
准教
授

河合　塁

兼担
准教
授

河合　塁

兼担
准教
授

河合　塁

兼担
准教
授

河合　塁
(40) (40) (41) (42) (43)

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

江原　勝行

兼担
准教
授

江原　勝行

兼担
准教
授

江原　勝行

兼担
准教
授

江原　勝行
(44) (44) (45) (46)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（法学） 修士（法学） 修士（法学） 修士（法学）

憲法

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（社会学） 博士（社会学） 博士（社会学） 博士（社会学） 博士（社会学）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

中級ロシア語
初級ロシア語（入門）

中級ロシア語
初級ロシア語（入門）

中級ロシア語
初級ロシア語（入門）

中級ロシア語
初級ロシア語（入門）

兼担
准教
授

梁　仁實

兼担
准教
授

梁　仁實

兼担
准教
授

梁　仁實

兼担
准教
授

梁　仁實

兼担
准教
授

梁　仁實
(44) (44) (45) (46) (47)

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

堀口　大樹

兼担
准教
授

堀口　大樹

兼担
准教
授

堀口　大樹

兼担
准教
授

堀口　大樹

兼担
准教
授

堀口　大樹
(31) (31) (32) (33) (34)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（学術） 博士（学術） 博士（学術） 博士（学術） 博士（学術）

中級ロシア語

(54) (54) (55) (56) (57)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅱ（初級）
コミュニケーションの
現在

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅱ（初級）
コミュニケーションの
現在

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅱ（初級）
コミュニケーションの
現在

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

コミュニケーションの
現在
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅱ（上級）
コミュニケーションの
現在
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

欧米の歴史と文化

兼担
准教
授

橋本　学

兼担
准教
授

橋本　学

兼担
准教
授

橋本　学

兼担
准教
授

橋本　学

兼担
准教
授

橋本　学

兼担
准教
授

水野　延之
(39)

＜平成31年4月＞
博士（文学）

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
博士(学術) 博士(学術)

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ａ
英語発展Ｄ

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

兼担
准教
授

髙橋　愛

兼担
准教
授

髙橋　愛
(43) (44)

兼担
准教
授

鋤田　智彦

兼担
准教
授

鋤田　智彦
(40) (41)

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
博士(文学) 博士(文学)

＜平成28年4月＞
Master of Arts（米国） Master of Arts（米国）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中国の文学

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

兼担
准教
授

西田　文信

兼担
准教
授

西田　文信
(43) (43)

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

中里　まき子

兼担
准教
授

中里　まき子

兼担
准教
授

中里　まき子

兼担
准教
授

中里　まき子

兼担
准教
授

中里　まき子
(40) (40) (41) (42) (43)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)
中級フランス語

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Doktorder
Philosophie（独国）

Doktorder
Philosophie（独国）

Doktorder
Philosophie（独国）

Doktorder
Philosophie（独国）

Doktorder
Philosophie（独国）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）
中級ドイツ語

兼担
准教
授

Schwamborn　Frank

兼担 教授

Schwamborn　Frank

兼担 教授

Schwamborn　Frank

兼担 教授

Schwamborn　Frank

兼担 教授

Schwamborn　Frank
(56) (56) (57) (58) (59)

＜平成28年4月＞
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

(57) (57) (58) (59) (60)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士 理学博士 理学博士 理学博士

生命のしくみ
地域の環境保全を考え
る

生命のしくみ
地域の環境保全を考え
る

生命のしくみ
地域の環境保全を考え
る

生命のしくみ
地域の環境保全を考え
る

生命のしくみ
地域の環境保全を考え
る

兼担 教授

竹原　明秀

兼担 教授

竹原　明秀

兼担 教授

竹原　明秀

兼担 教授

竹原　明秀

兼担 教授

竹原　明秀

＜平成30年4月＞
博士（経営学）

現代社会と経済

兼担
准教
授

渡部（角谷）あさみ
(35)

兼任 講師

田口　典男
(65)

＜平成29年4月＞
博士（経営学）

現代社会と経済

＜平成28年4月＞
博士（経営学） 博士（経営学）

現代社会と経済 現代社会と経済
兼担 教授

田口　典男

兼担 教授

田口　典男
(64) (64)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

菊池　孝美
(65)

＜平成29年4月＞
博士（経済学）

現代社会と経済

＜平成28年4月＞
博士（経済学） 博士（経済学）

現代社会と経済 現代社会と経済

憲法 憲法 憲法 憲法

兼担 教授

菊池　孝美

兼担 教授

菊池　孝美
(64) (64)

＜平成28年4月＞

兼担 教授

内田　浩

兼担 教授

内田　浩

兼担 教授

内田　浩

兼担 教授

内田　浩

兼担 教授

内田　浩
(54) (54) (55) (56) (57)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学）

憲法
現代社会をみる視角

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（学術） 博士（学術） 博士（学術） 博士（学術）

初級ロシア語（入門）
初級ロシア語（発展）

初級ロシア語（入門）
初級ロシア語（発展）

初級ロシア語（入門）
初級ロシア語（発展）

初級ロシア語（入門）
初級ロシア語（発展）

情報基礎 情報基礎 情報基礎 情報基礎

兼担
准教
授

麻田　雅文

兼担
准教
授

麻田　雅文

兼担
准教
授

麻田　雅文

兼担
准教
授

麻田　雅文
(35) (36) (37) (38)

兼担 教授

白倉　孝行

兼担 教授

白倉　孝行

兼担 教授

白倉　孝行

兼担 教授

白倉　孝行
(59) (60) (61) (62)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
工学博士 工学博士 工学博士 工学博士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
教育学修士 教育学修士 教育学修士 教育学修士

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

情報基礎
三陸の研究
初年次自由ゼミナール

情報基礎
三陸の研究
初年次自由ゼミナール

情報基礎
三陸の研究

情報基礎
三陸の研究

兼担 教授

浅沼　道成

兼担 教授

浅沼　道成

兼担 教授

浅沼　道成

兼担 教授

浅沼　道成
(57) (58) (59) (60)

兼担 教授

五味　壮平

兼担 教授

五味　壮平

兼担 教授

五味　壮平

兼担 教授

五味　壮平
(48) (49) (50) (51)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士(理学) 博士(理学) 博士(理学) 博士(理学)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士(医学) 博士(医学) 博士(医学) 博士(医学)

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

情報基礎 情報基礎 情報基礎

兼担 教授

栗林　徹

兼担 教授

栗林　徹

兼担 教授

栗林　徹

兼担 教授

栗林　徹
(58) (59) (60) (61)

兼担 教授

遠藤　教昭

兼担 教授

遠藤　教昭

兼担 教授

遠藤　教昭
(58) (59) (60)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
歯学博士 歯学博士 歯学博士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（歴史音楽学） 修士（歴史音楽学） 修士（歴史音楽学） 修士（歴史音楽学）
英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

兼担 教授

SMILEY JIM

兼担 教授

SMILEY JIM

兼担 教授

SMILEY JIM

兼担 教授

SMILEY JIM
(47) (48) (49) (50)
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
博士（経済学） 博士（経済学）

公共社会 公共社会

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ
公共社会

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ
公共社会

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ

現代社会をみる視覚

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ
現代社会をみる視覚
地域課題演習H

兼担
准教
授

佐藤　一光

兼担
准教
授

佐藤　一光
(39) (40)

兼担
准教
授

藤本　幸二

兼担
准教
授

藤本　幸二

兼担
准教
授

藤本　幸二

兼担
准教
授

藤本　幸二

兼担
准教
授

藤本　幸二
(42) (42) (43) (44) (45)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学）

憲法
知的財産入門
知財ワークショップ
公共社会

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（法学） 修士（法学） 修士（法学） 修士（法学） 修士（法学）

市民生活と法 市民生活と法 市民生活と法 市民生活と法 市民生活と法

市民生活と法
現代社会をみる視角

市民生活と法
現代社会をみる視角

市民生活と法 市民生活と法

兼担
准教
授

深澤　泰弘

兼担
准教
授

深澤　泰弘

兼担
准教
授

深澤　泰弘

兼担
准教
授

深澤　泰弘

兼担
准教
授

深澤　泰弘
(39) (39) (40) (41) (42)

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

西牧　正義

兼担
准教
授

西牧　正義

兼担
准教
授

西牧　正義

兼担
准教
授

西牧　正義

兼担
准教
授

西牧　正義
(49) (49) (50) (51) (52)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学）

市民生活と法

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（学術） 博士（学術） 博士（学術） 博士（学術） 博士（学術）

持続可能なコミュニ
ティーづくり実践学
地元の企業に学ぶＥＳ
Ｄ
環境マネジメント実践
学

持続可能なコミュニ
ティーづくり実践学
地元の企業に学ぶＥＳ
Ｄ
環境マネジメント実践
学

持続可能なコミュニ
ティーづくり実践学
地元の企業に学ぶＥＳ
Ｄ
環境マネジメント実践
学

持続可能なコミュニ
ティーづくり実践学
地元の企業に学ぶＥＳ
Ｄ
環境マネジメント実践
学

持続可能なコミュニ
ティーづくり実践学
地元の企業に学ぶＥＳ
Ｄ
環境マネジメント実践
学

現代社会の社会学
社会的人間論

現代社会の社会学
社会的人間論 社会的人間論 社会的人間論

兼担
准教
授

中島　清隆

兼担
准教
授

中島　清隆

兼担
准教
授

中島　清隆

兼担
准教
授

中島　清隆

兼担
准教
授

中島　清隆
(41) (41) (42) (43) (44)

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

塚本　善弘

兼担
准教
授

塚本　善弘

兼担
准教
授

塚本　善弘

兼担
准教
授

塚本　善弘

兼担
准教
授

塚本　善弘
(47) (47) (48) (49) (50)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（地域社会システム） 修士（地域社会システム） 修士（地域社会システム） 修士（地域社会システム） 修士（地域社会システム）

現代社会の社会学

現代社会と経済

経済のしくみ
環境マネジメントと岩
手大学

経済のしくみ
環境マネジメントと岩
手大学

経済のしくみ
環境マネジメントと岩
手大学

経済のしくみ
環境マネジメントと岩
手大学

兼担
准教
授

島田　佳憲
(31)

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

笹尾　俊明

兼担 教授

笹尾　俊明

兼担 教授

笹尾　俊明

兼担 教授

笹尾　俊明

兼担 教授

笹尾　俊明
(42) (42) (43) (44) (45)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（経済学） 博士（経済学） 博士（経済学） 博士（経済学） 博士（経済学）

経済のしくみ
環境マネジメントと岩
手大学

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（経済学） 博士（経済学） 博士（経済学） 博士（経済学） 博士（経済学）

経済のしくみ 経済のしくみ 経済のしくみ 経済のしくみ 経済のしくみ

経済のしくみ 経済のしくみ 経済のしくみ 経済のしくみ

兼担
准教
授

齊藤　彰一

兼担
准教
授

齊藤　彰一

兼担
准教
授

齊藤　彰一

兼担
准教
授

齊藤　彰一

兼担
准教
授

齊藤　彰一
(46) (46) (47) (48) (49)

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

杭田　俊之

兼担
准教
授

杭田　俊之

兼担
准教
授

杭田　俊之

兼担
准教
授

杭田　俊之

兼担
准教
授

杭田　俊之
(50) (50) (51) (52) (53)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
経済学修士 経済学修士 経済学修士 経済学修士 経済学修士

経済のしくみ

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（農学） 博士（農学） 博士（農学） 博士（農学） 博士（農学）

現代社会と経済
岩手の研究

現代社会と経済
岩手の研究

現代社会と経済 現代社会と経済 現代社会と経済

市民生活と法 市民生活と法 市民生活と法 市民生活と法

兼担 教授

横山　英信

兼担 教授

横山　英信

兼担 教授

横山　英信

兼担 教授

横山　英信

兼担 教授

横山　英信
(53) (53) (54) (55) (56)

＜平成28年4月＞

兼担 教授

宮本　ともみ

兼担 教授

宮本　ともみ

兼担 教授

宮本　ともみ

兼担 教授

宮本　ともみ

兼担 教授

宮本　ともみ
(55) (55) (56) (57) (58)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学）

市民生活と法

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学） 博士（法学）

市民生活と法 市民生活と法 現代の諸問題

哲学の世界
「環境」を考える

哲学の世界 哲学の世界 哲学の世界

兼担 教授

松岡　勝実

兼担 教授

松岡　勝実

兼担 教授

松岡　勝実
(53) (53) (56)

＜平成28年4月＞

兼担 教授

開　龍美

兼担 教授

開　龍美

兼担 教授

開　龍美

兼担 教授

開　龍美

兼担 教授

開　龍美
(61) (61) (62) (63) (64)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

哲学の世界
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）

自然のしくみ
図書館への招待

自然のしくみ 自然のしくみ

自然のしくみ 自然のしくみ

兼任 講師

武井　隆明

兼任 講師

武井　隆明

兼任 講師

武井　隆明
(65) (65) (65)

＜平成30年4月＞

兼担 教授

武井　隆明

兼担 教授

武井　隆明

兼担 教授

武井　隆明
(63) (63) (64)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）

自然のしくみ
図書館への招待

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
体育学修士 体育学修士 体育学修士 体育学修士 体育学修士

健康・スポーツＢ
健康・スポーツＣ
（シーズン)

健康・スポーツＢ 健康・スポーツＢ 健康・スポーツＢ 健康・スポーツＢ

上級日本語Ｄ 上級日本語Ｄ 上級日本語Ｄ 上級日本語Ｄ

兼担 教授

清水　茂幸

兼担 教授

清水　茂幸

兼担 教授

清水　茂幸

兼担 教授

清水　茂幸

兼担 教授

清水　茂幸
(54) (54) (55) (56) (57)

＜平成28年4月＞

兼担 教授

菊地　悟

兼担 教授

菊地　悟

兼担 教授

菊地　悟

兼担 教授

菊地　悟

兼担 教授

菊地　悟
(58) (58) (59) (60) (61)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

上級日本語Ｄ

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

アジアの思想と文化
日本の歴史と文化
アジアの歴史と文化

アジアの思想と文化
日本の歴史と文化
アジアの歴史と文化

アジアの思想と文化
日本の歴史と文化

アジアの思想と文化
日本の歴史と文化

アジアの思想と文化
日本の歴史と文化兼担 教授

菅野　文夫

兼担 教授

菅野　文夫

兼担 教授

菅野　文夫

兼担 教授

菅野　文夫

兼担 教授

菅野　文夫
(60) (60) (61) (62) (63)

＜平成28年4月＞

兼担 教授

川田　浩一
(50)

＜平成28年4月＞
博士（数学）

数理のひろがり

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
体育学修士 体育学修士 体育学修士 体育学修士 体育学修士

健康・スポーツＡ 健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

上級日本語Ｈ

兼担 教授

鎌田　安久

兼担 教授

鎌田　安久

兼担 教授

鎌田　安久

兼担 教授

鎌田　安久

兼担 教授

鎌田　安久
(58) (58) (59) (60) (61)

＜平成28年4月＞

兼担 教授

大野　眞男

兼担 教授

大野　眞男
(61) (61)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士

上級日本語Ｈ
言葉の世界

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士 理学博士 理学博士 理学博士

地域と生活 地域と生活 地域と生活 地域と生活 地域と生活

倫理学の世界 倫理学の世界 倫理学の世界 倫理学の世界

兼担 教授

遠藤　匡俊

兼担 教授

遠藤　匡俊

兼担 教授

遠藤　匡俊

兼担 教授

遠藤　匡俊

兼担 教授

遠藤　匡俊
(61) (61) (62) (63) (64)

＜平成28年4月＞

兼担 教授

宇佐美　公生

兼担 教授

宇佐美　公生

兼担 教授

宇佐美　公生

兼担 教授

宇佐美　公生

兼担 教授

宇佐美　公生
(59) (59) (60) (61) (62)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

倫理学の世界

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
保健学博士 保健学博士 保健学博士

心の理解
心と表象 心と表象 心と表象

心と表象

兼任 講師

我妻　則明

兼任 講師

我妻　則明

兼任 講師

我妻　則明
(65) (66) (66)

＜平成29年4月＞

兼担 教授

我妻　則明

兼担 教授

我妻　則明
(64) (64)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
保健学博士 保健学博士

心の理解
心と表象

哲学博士（Ph.D.）
（米国

心の理解

兼任 講師

阿久津　洋巳
(65)

＜平成30年4月＞

兼担 教授

阿久津　洋巳
(63)

＜平成28年4月＞
哲学博士（Ph.D.）

（米国
心の理解
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化 欧米の歴史と文化
兼担

准教
授

安井　もゆる

兼担
准教
授

安井　もゆる

兼担
准教
授

安井　もゆる

兼担
准教
授

安井　もゆる
(52) (52) (54) (54)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）

欧米の歴史と文化

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（医学） 博士（医学） 博士（医学） 博士（医学） 博士（医学）

社会的人間論 社会的人間論 社会的人間論 社会的人間論 社会的人間論

自然と数理の世界 自然と数理の世界
数理のひろがり

自然と数理の世界
数理のひろがり

自然と数理の世界
数理のひろがり

兼担
准教
授

三井　隆弘

兼担
准教
授

三井　隆弘

兼担
准教
授

三井　隆弘

兼担
准教
授

三井　隆弘

兼担
准教
授

三井　隆弘
(45) (45) (46) (47) (48)

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

本田　卓

兼担
准教
授

本田　卓

兼担
准教
授

本田　卓

兼担
准教
授

本田　卓

兼担
准教
授

本田　卓
(44) (44) (45) (46) (47)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（理学） 博士（理学） 博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）

自然と数理の世界

＜平成28年4月＞
Master of Arts（米国） Master of Arts（米国）

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（上級）

兼担
准教
授

HALL JAMES MERIWETHER

兼担
准教
授

HALL JAMES MERIWETHER

(41) (43)
＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

土屋　明広
(41)

＜平成28年4月＞
博士（法学）

現代社会の社会学

芸術学修士
芸術の世界

芸術の世界

兼任 講師

煤孫　康二
(65)

＜平成29年4月＞

兼担 教授

煤孫　康二

兼担 教授

煤孫　康二
(64) (64)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
芸術学修士 芸術学修士

芸術の世界

修士（スポーツ科
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＣ
（シーズン)
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＣ
（シーズン)
健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＢ

兼担 教授

清水　将
(49)

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

澤村　省逸

兼担
准教
授

澤村　省逸

兼担
准教
授

澤村　省逸

兼担
准教
授

澤村　省逸

兼担
准教
授

澤村　省逸
(52) (52) (53) (54) (55)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（医学） 博士（医学） 博士（医学） 博士（医学） 博士（医学）

健康・スポーツＣ
（シーズン)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学）

憲法 憲法 憲法 憲法 憲法

地域課題演習D

兼担 教授

菊地　洋

兼担 教授

菊地　洋

兼担 教授

菊地　洋

兼担 教授

菊地　洋

兼担 教授

菊地　洋
(44) (44) (45) (46) (47)

＜平成28年4月＞

兼担 教授

藪　敏裕

兼担 教授

藪　敏裕
(58) (58)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士

上級日本語Ｇ
地域課題演習D

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（人間科学） 博士（人間科学） 博士（人間科学） 博士（人間科学） 博士（人間科学）
社会的人間論
現代社会の社会学

社会的人間論
現代社会の社会学

社会的人間論 社会的人間論
現代社会の社会学

社会的人間論
兼担 教授

麥倉　哲

兼担 教授

麥倉　哲

兼担 教授

麥倉　哲

兼担 教授

麥倉　哲

兼担 教授

麥倉　哲
(60) (60) (61) (62) (63)

＜平成28年4月＞

兼担 教授

名越　利幸
(60)

＜平成28年4月＞
博士（教育学）

三陸の研究

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
博士（理学） 博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）

地域と社会
自然災害と社会 自然災害と社会 自然災害と社会 自然災害と社会

地域と社会
自然災害と社会

兼任 講師

土井　宣夫

兼任 講師

土井　宣夫

兼任 講師

土井　宣夫

兼任 講師

土井　宣夫
(65) (65) (66) (67)

＜平成29年4月＞

兼担 教授

土井　宣夫

兼担 教授

土井　宣夫
(64) (64)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（理学） 博士（理学）

地域と社会
自然災害と社会
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

生命のしくみ 生命のしくみ
廃棄物と環境 廃棄物と環境

兼担
准教
授

立石　貴浩

兼担
准教
授

立石　貴浩

兼担
准教
授

立石　貴浩
(55) (56) (57)

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
博士(学術) 博士(学術) 博士(学術)

(58) (59) (60) (61)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士(農学) 博士(農学) 博士(農学) 博士(農学)

情報基礎 情報基礎 情報基礎 情報基礎兼担
准教
授

塚本　知玄

兼担
准教
授

塚本　知玄

兼担 教授

塚本　知玄

兼担 教授

塚本　知玄

(50)
＜平成28年4月＞
博士（農学）

生命のしくみ兼担 教授

西山　賢一

(59)
＜平成28年4月＞
農学博士

水と環境兼担 教授

河合　成直

(48) (48) (49) (50) (51)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（農学） 博士（農学） 博士（農学） 博士（農学） 博士（農学）

植物栽培と環境テクノ
ロジー

植物栽培と環境テクノ
ロジー

植物栽培と環境テクノ
ロジー

植物栽培と環境テクノ
ロジー

植物栽培と環境テクノ
ロジー

兼担
准教
授

立澤　文見

兼担
准教
授

立澤　文見

兼担
准教
授

立澤　文見

兼担
准教
授

立澤　文見

兼担
准教
授

立澤　文見

(41) (42) (43)
＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
博士（理学） 博士（理学） 博士（理学）

初年次自由ゼミナール 初年次自由ゼミナール 初年次自由ゼミナール兼担
准教
授

芝　陽子

兼担
准教
授

芝　陽子

兼担
准教
授

芝　陽子

兼担 教授

境野　直樹
(60)

兼任 教授

安川洋生

兼任

博士(学校教育学)
情報基礎 情報基礎 情報基礎 情報基礎

＜平成31年4月＞
修士(英語英文学)
英語総合Ⅰ（上級）

生活と環境 生活と環境

兼担
准教
授

宮川　洋一

兼担
准教
授

宮川　洋一

兼担
准教
授

宮川　洋一

兼担
准教
授

宮川　洋一

兼担 教授

吉井　洋二

兼担 教授

吉井　洋二

兼担 教授

吉井　洋二

教授

安川洋生
(56) (56)

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
博士(理学) 博士(理学)

(52) (53) (54) (55)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士(学校教育学) 博士(学校教育学) 博士(学校教育学)

(58) (59) (60)
＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

自然と数理 自然と数理 自然と数理

＜平成29年4月＞
教育学修士

英語総合Ⅱ（中級）

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＣ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＣ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＣ

健康・スポーツＡ
健康・スポーツＣ

兼担 教授

山崎　友子
(64)

兼担 教授

上濱　龍也

兼担 教授

上濱　龍也

兼担 教授

上濱　龍也

兼担 教授

上濱　龍也
(52) (53) (54) (55)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士(医学) 博士(医学) 博士(医学) 博士(医学)

＜平成28年4月＞
文学修士

英語総合Ⅱ（初級）

動物と環境

兼担 教授

犬塚　博彦
(55)

兼担
准教
授

梶原　昌五
(58)

＜平成28年4月＞
理学修士

(62)
＜平成28年4月＞
理学博士

数理のひろがり兼担 教授

押切　源一
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

生命のしくみ
自然の科学 自然の科学

兼任 講師

御領　政信

兼任 講師

御領　政信

兼任 講師

御領　政信
(65) (65) (65)

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
獣医学博士 獣医学博士 獣医学博士

生命のしくみ
自然の科学

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
獣医学博士 獣医学博士 獣医学博士

生命のしくみ
自然の科学 自然の科学 自然の科学

情報基礎

兼担 教授

御領　政信

兼担 教授

御領　政信

兼担 教授

御領　政信
(63) (63) (64)

＜平成28年4月＞

兼担 教授

築城　幹典

兼担 教授

築城　幹典
(57) (57)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（農学） 博士（農学）

情報基礎

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（農学） 博士（農学） 博士（農学） 博士（農学） 博士（農学）

生命のしくみ 生命のしくみ 生命のしくみ 生命のしくみ 生命のしくみ

人の暮らしと生物環境 人の暮らしと生物環境 人の暮らしと生物環境 人の暮らしと生物環境

兼担
准教
授

松原　和衛

兼担
准教
授

松原　和衛

兼担
准教
授

松原　和衛

兼担
准教
授

松原　和衛

兼担
准教
授

松原　和衛
(59) (59) (60) (60) (60)

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

小田　伸一

兼担
准教
授

小田　伸一

兼担
准教
授

小田　伸一

兼担
准教
授

小田　伸一

兼担
准教
授

小田　伸一
(58) (58) (59) (60) (61)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
農学博士 農学博士 農学博士 農学博士 農学博士

人の暮らしと生物環境

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
農学博士 農学博士 農学博士 農学博士 農学博士

動物と環境
環境の科学 環境の科学 環境の科学 環境の科学 環境の科学

地域課題演習Ｈ 地域課題演習Ｈ

兼担 教授

佐野　宏明

兼担 教授

佐野　宏明

兼担 教授

佐野　宏明

兼担 教授

佐野　宏明

兼担 教授

佐野　宏明
(61) (61) (62) (63) (64)

＜平成28年4月＞

兼担 教授

田中　教幸

兼担 教授

田中　教幸
(63) (64)

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
博士（水産学） 博士（水産学）

＜平成29年4月＞
博士(農学)

情報基礎

水と環境 水と環境 水と環境

兼担
准教
授

濱上　邦彦
(35)

兼担
准教
授

木下　幸雄

兼担
准教
授

木下　幸雄

兼担
准教
授

木下　幸雄
(46) (47) (48)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士(農学) 博士(農学) 博士(農学)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
農学博士 農学博士 農学博士 農学博士 農学博士

初年次自由ゼミナール 初年次自由ゼミナール
現代の諸問題

初年次自由ゼミナール

地域課題演習Ｃ
地域課題演習Ｈ

初年次自由ゼミナール

地域課題演習Ｈ
地域課題演習Ｂ

初年次自由ゼミナール

地域課題演習Ｈ
地域課題演習Ｂ

「環境」を考える

兼担 教授

廣田　純一

兼担 教授

廣田　純一

兼担 教授

廣田　純一

兼担 教授

廣田　純一

兼担 教授

廣田　純一
(61) (61) (62) (63) (64)

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

山本　清龍
(44)

＜平成29年4月＞
博士（農）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
農学博士 農学博士

森林と環境 森林と環境

情報基礎 情報基礎 情報基礎 情報基礎

兼担 教授

関野　登

兼担 教授

関野　登
(57) (58)

兼担
准教
授

伊藤　幸男

兼担
准教
授

伊藤　幸男

兼担
准教
授

伊藤　幸男

兼担
准教
授

伊藤　幸男
(46) (47) (48) (49)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士(農学) 博士(農学) 博士(農学) 博士(農学)

(40) (43)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（農学） 博士（農学）

「環境」を考える 「環境」を考える
兼担 講師

松木（佐藤）佐和子

兼担 講師

松木（佐藤）佐和子
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

(46)
＜平成31年4月＞
博士(農学)

動物と環境兼担
准教
授

西向めぐみ

＜平成31年4月＞
農学博士

生命のしくみ

地域課題演習Ｈ 地域課題演習Ｈ

兼担 教授

高橋　透
(55)

兼担 助教

平田統一

兼担 助教

平田統一
(55) (56)

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
博士（獣医学） 博士（獣医学）

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
博士（農学） 博士（農学）

森林と環境 森林と環境

情報基礎 情報基礎
水と環境

兼任 教授

小藤田久義

兼任 教授

小藤田久義
(54) (55)

兼担
准教
授

武藤由子

兼担
准教
授

武藤由子
(44) (44)

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
博士(学術) 博士(学術)

＜平成31年4月＞
博士(工学)

情報基礎

情報基礎 情報基礎

兼担
准教
授

三宅　諭
(47)

兼担
准教
授

大沼俊名

兼担
准教
授

大沼俊名
(39) (40)

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
博士（獣医学） 博士（獣医学）

＜平成30年4月＞
博士(農学)

動物と環境

生命のしくみ

兼担
准教
授

山内貴義
(48)

兼担
准教
授

山田　美鈴
(40)

＜平成28年4月＞
博士（農学）

(54) (55)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士(獣医学) 博士(獣医学)

情報基礎 情報基礎兼担 教授

佐藤　至

兼担 教授

佐藤　至

兼担 教授

小出　章二

兼担 教授

小出　章二
(49) (50)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（農学） 博士（農学）

(65)
＜平成30年4月＞

森林と環境

生活と環境 生活と環境

兼任 講師

澤口　勇雄

(63)
＜平成28年4月＞

森林と環境兼担 教授

澤口　勇雄

＜平成29年4月＞
博士(薬学)

動物と環境兼担 教授

木﨑　景一朗
(50)
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

初年次自由ゼミナール

兼担
准教
授

江本　理恵

兼担
准教
授

江本　理恵
(45) (45)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（理学） 修士（理学）

大学の歴史と現在
地域を考える

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

博士（日本学）
（Ph.D）（瑞典）

博士（日本学）
（Ph.D）（瑞典）

博士（日本学）
（Ph.D）（瑞典）

博士（日本学）
（Ph.D）（瑞典）

博士（日本学）
（Ph.D）（瑞典）

日本事情Ａ
日本事情Ｂ

日本事情Ａ
日本事情Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
英語で学ぶ日本の文化

日本事情Ａ
日本事情Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
英語で学ぶ日本の文化
海外研修－世界から地
域を考える－
地域課題演習Ｅ

日本事情Ａ
日本事情Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
英語で学ぶ日本の文化
海外研修－世界から地
域を考える－
地域課題演習Ｅ

日本事情Ａ
日本事情Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
英語で学ぶ日本の文化
海外研修－世界から地
域を考える－

情報基礎
地場産業・企業論

情報基礎
地場産業・企業論
地域課題演習Ｂ

情報基礎
地場産業・企業論
地域課題演習Ｂ

情報基礎
地場産業・企業論
地域課題演習Ｂ

兼担
准教
授

Anders Carlqvist

兼担
准教
授

Anders Carlqvist

兼担
准教
授

Anders Carlqvist

兼担
准教
授

Anders Carlqvist

兼担
准教
授

Anders Carlqvist
(48) (48) (49) (50) (51)

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

今井　潤

兼担
准教
授

今井　潤

兼担 教授

今井　潤

兼担 教授

今井　潤

兼担 教授

今井　潤
(51) (51) (52) (53) (54)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（学術） 博士（学術） 博士（学術） 博士（学術） 博士（学術）

情報基礎
地場産業・企業論

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

心の理解 心の理解 心の理解 心の理解 心の理解

心の理解 心の理解 心の理解 心の理解

兼担
准教
授

早坂　浩志

兼担
准教
授

早坂　浩志

兼担
准教
授

早坂　浩志

兼担
准教
授

早坂　浩志

兼担
准教
授

早坂　浩志
(51) (51) (52) (53) (54)

＜平成28年4月＞

兼担
准教
授

立原　聖子

兼担
准教
授

立原　聖子

兼担
准教
授

立原　聖子

兼担
准教
授

立原　聖子

兼担
准教
授

立原　聖子
(41) (41) (42) (43) (44)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（教育学） 修士（教育学） 修士（教育学） 修士（教育学） 修士（教育学）

心の理解

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

社会的人間論
地域課題演習G

社会的人間論
地域課題演習G 地域課題演習G

現代社会の社会学
地域課題演習G
現代社会の社会学

地域課題演習G
現代社会の社会学

初年次自由ゼミナール
大学の歴史と現在

初年次自由ゼミナール
大学の歴史と現在

初年次自由ゼミナール
大学の歴史と現在

初年次自由ゼミナール
大学の歴史と現在

兼担
准教
授

堀　久美

兼担
准教
授

堀　久美

兼担
准教
授

堀　久美

兼担
准教
授

堀　久美

兼担
准教
授

堀　久美
(56) (56) (57) (58) (59)

＜平成28年4月＞

兼担 教授

大川　一毅

兼担 教授

大川　一毅

兼担 教授

大川　一毅

兼担 教授

大川　一毅

兼担 教授

大川　一毅
(56) (56) (57) (58) (59)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

初年次自由ゼミナール

医学博士
初年次自由ゼミナール

兼任 講師

立身　政信
(65)

＜平成29年4月＞

兼担 教授

立身　政信
(64)

＜平成28年4月＞
医学博士

初年次自由ゼミナール

(58)
＜平成28年4月＞
農学博士

初年次自由ゼミナール

地域課題演習A
地域課題演習B
地域課題演習C
地域課題演習H
図書館への招待
キャリアを考える
現代の諸問題
地域を考える

地域課題演習C
地域課題演習H
図書館への招待

現代の諸問題
地域を考える

地域課題演習A

地域課題演習C
地域課題演習H
図書館への招待
キャリアを考える
現代の諸問題
地域を考える
初年次自由ゼミナール

地域課題演習A

地域課題演習C
地域課題演習E
地域課題演習H

キャリアを考える
現代の諸問題
地域を考える

兼担 教授

比屋根　哲

兼担 教授

脇野　博

兼担 教授

脇野　博

兼担 教授

脇野　博

兼担 教授

脇野　博

兼担 教授

脇野　博
(61) (61) (62) (63) (64)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（社会学） 博士（社会学） 博士（社会学） 博士（社会学） 博士（社会学）

科学と技術の歴史
地域課題演習A
地域課題演習B
地域課題演習C
地域課題演習H
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
歴史学博士 歴史学博士 歴史学博士

地域と国際社会
アジアの歴史と文化 アジアの歴史と文化

情報基礎 情報基礎

兼担 教授

劉　海宇

兼担 教授

劉　海宇

兼担 教授

劉　海宇
(46) (47) (48)

兼担
准教
授

川村　暁

兼担
准教
授

川村　暁
(42) (43)

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
博士（工学） 博士（工学）

(44) (45) (46)
＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

PhD.(University of
Newcastle(UK))

PhD.(University of
Newcastle(UK))

PhD.(University of
Newcastle(UK))

地域課題演習Ｆ 地域課題演習Ｆ 地域課題演習Ｆ

日本の思想と文化
アジアの歴史と文化
市民と政治
現代政治を見る眼
初年次自由ゼミナール
心と表象

現代政治を見る眼
初年次自由ゼミナール
図書館への招待
日本の思想と文化

兼担
准教
授

石松　弘幸

兼担
准教
授

石松　弘幸

兼担
准教
授

石松　弘幸

兼担
准教
授

平野　敬和

兼担
准教
授

織田　健志

兼担
准教
授

主濱　祐二

(46)
＜平成31年4月＞
博士（文学）

(38)
＜平成29年4月＞
博士（政治学）

(35)

(42) (43) (43) (43)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士(農村開発学) 修士(農村開発学) 修士(農村開発学) 修士(農村開発学)
地域と国際社会 地域と国際社会

海外研修－世界から地
域を考える－

地域と国際社会
海外研修－世界から地
域を考える－

地域と国際社会
海外研修－世界から地
域を考える－

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

情報基礎 情報基礎 情報基礎 情報基礎

生命のしくみ
初年次自由ゼミナール

生命のしくみ 生命のしくみ
初年次自由ゼミナール
「環境」を考える
科学と技術の歴史

生命のしくみ
初年次自由ゼミナール

科学と技術の歴史

＜平成29年4月＞
教育学修士

兼担
准教
授

平井　華代

兼担
准教
授

平井　華代

兼担
准教
授

平井　華代

兼担
准教
授

平井　華代

兼担
准教
授

冨永　陽子

兼担
准教
授

冨永　陽子

兼担
准教
授

冨永　陽子

兼担
准教
授

冨永　陽子

兼担
准教
授

中西　貴裕

兼担
准教
授

中西　貴裕

兼担
准教
授

中西　貴裕

兼担
准教
授

中西　貴裕

兼担 教授

松岡　洋子

兼担 教授

松岡　洋子

兼担 教授

松岡　洋子

兼担 教授

松岡　洋子

兼担 教授

松岡　洋子

(44) (45) (46) (47)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（農学） 博士（農学） 博士（農学） 博士（農学）

(46) (47) (48) (49)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士(工学) 博士(工学) 博士(工学) 博士(工学)

(55) (55) (56) (57) (58)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（地域研究） 修士（地域研究） 修士（地域研究） 修士（地域研究） 修士（地域研究）
上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケー
ションＡ
多文化コミュニケー
ションＢ
地域課題演習E
地域と国際社会

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
Master of Arts（米国） Master of Arts（米国） Master of Arts（米国） Master of Arts（米国） Master of Arts（米国）

地域課題演習F
英語で学ぶ日本の文化
海外研修－世界から地
域を考える－

地域課題演習F

海外研修－世界から地
域を考える－
キャリアを考える
現代の諸問題
初年次自由ゼミナール

キャリアを考える
現代の諸問題
初年次自由ゼミナール

海外研修－世界から地
域を考える－
キャリアを考える
現代の諸問題
初年次自由ゼミナール

海外研修－世界から地
域を考える－
キャリアを考える
現代の諸問題
初年次自由ゼミナール

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケー
ションＡ
多文化コミュニケー
ションＢ
地域課題演習E

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケー
ションＡ
多文化コミュニケー
ションＢ

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケー
ションＡ
多文化コミュニケー
ションＢ

上級日本語Ａ
上級日本語Ｅ
多文化コミュニケー
ションＡ
多文化コミュニケー
ションＢ

兼担
准教
授

尾中（高島）夏美

兼担
准教
授

尾中（高島）夏美

兼担
准教
授

尾中（高島）夏美

兼担 教授

尾中（高島）夏美

兼担 教授

尾中（高島）夏美
(58) (58) (59) (60) (61)

＜平成28年4月＞
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

兼任 講師

鈴木　正幸

兼任 講師

鈴木　正幸

兼任 講師

鈴木　正幸
(64) (65) (66)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅰ

兼任 講師

内澤　英明

兼任 講師

内澤　英明

兼任 講師

内澤　英明

兼任 講師

内澤　英明
(66) (67) (68) (69)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理工学入門化学 理工学入門化学 理工学入門化学 理工学入門化学

兼任 講師

佐々木　繁夫

兼任 講師

佐々木　繁夫

兼任 講師

佐々木　繁夫

兼任 講師

佐々木　繁夫
(68) (69) (70) (71)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

理工学入門物理Ⅰ
理工学入門物理Ⅱ

兼任 講師

大畑　　学

兼任 講師

大畑　　学

兼任 講師

大畑　　学

兼任 講師

大畑　　学
(63) (64) (65) (66)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理工学入門数学Ⅰ
理工学入門数学Ⅱ

理工学入門数学Ⅰ
理工学入門数学Ⅱ

理工学入門数学Ⅰ
理工学入門数学Ⅱ

理工学入門数学Ⅰ
理工学入門数学Ⅱ

兼任 講師

三輪 譲二

兼任 講師

三輪 譲二

兼任 講師

三輪 譲二

兼任 講師

三輪 譲二

兼任 講師

三輪 譲二
(65) (65) (66) (67) (68)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
工学博士 工学博士 工学博士 工学博士 工学博士

ベクトル解析
データベース

ベクトル解析
データベース

ベクトル解析
データベース

ベクトル解析
データベース

ベクトル解析
データベース

兼任 講師

佐藤　文夫

兼任 講師

佐藤　文夫

兼任 講師

佐藤　文夫

兼任 講師

佐藤　文夫

兼任 講師

佐藤　文夫
(64) (64) (65) (66) (67)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
工学士 工学士 工学士 工学士 工学士

施工法 施工法 施工法 施工法 施工法

講師

佐藤 祐介

兼任 講師

佐藤 祐介

兼任 講師

佐藤 祐介
(72) (72) (73) (74) (75)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学） 博士（法学）

知的財産権概論
特許法特講

知的財産権概論
特許法特講

知的財産権概論
特許法特講

知的財産権概論
特許法特講

知的財産権概論
特許法特講

兼任 講師

松山 成男

兼任 講師

松山 成男

兼任 講師

松山 成男

兼任 講師

松山 成男

兼任 講師

松山 成男
(53) (53) (54) (55) (56)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（工学） 博士（工学） 博士（工学） 博士（工学） 博士（工学）

原子力工学 原子力工学 原子力工学 原子力工学 原子力工学

(78) (78) (79) (80) (81)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

工学士 工学士 工学士 工学士 工学士
工業経営管理論 工業経営管理論 工業経営管理論 工業経営管理論 工業経営管理論

兼任 講師

江原 真司

兼任 講師

江原 真司

兼任 講師

江原 真司

兼任 講師

江原 真司

兼任 講師

江原 真司
(46) (46) (47) (48) (49)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（工学） 博士（工学） 博士（工学） 博士（工学） 博士（工学）

原子力工学 原子力工学

兼任 講師

八木　一正
(66)

＜平成28年4月＞
博士（教育学）

自然と法則

(51)
＜平成28年4月＞
英語教育修士

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

兼任 講師

Mark de Boer

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
博士(教育学) 博士(教育学)

地域課題演習Ｈ 地域課題演習Ｈ
地域課題演習Ｅ

兼任 講師

稲田　興

兼任 講師

稲田　興

兼任 講師

稲田　興

兼任 講師

稲田　興

兼任 講師

稲田　興

原子力工学 原子力工学 原子力工学

兼任 講師

佐藤 祐介

兼任 講師

佐藤 祐介

兼任

初年次自由ゼミナール
日本の歴史と文化

初年次自由ゼミナール
日本の歴史と文化

兼担
准教
授

朴賢淑

兼担
准教
授

朴賢淑
(47) (48)

兼担
准教
授

小暮克哉

兼担
准教
授

小暮克哉
(38) (38)

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
修士（大学アドミニ
ストレーション）

修士（大学アドミニ
ストレーション）
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

(57) (57) (58) (59) (60)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（農学） 博士（農学） 博士（農学） 博士（農学） 博士（農学）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

兼任 講師

呉　慧敏

兼任 講師

呉　慧敏

兼任 講師

呉　慧敏

兼任 講師

呉　慧敏

兼任 講師

呉　慧敏

兼任 講師

GAVIN　YOUNG

兼任 講師

GAVIN　YOUNG

兼任 講師

GAVIN　YOUNG

兼任 講師

GAVIN　YOUNG
(50) (50) (51) (52)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
Master of Arts（米国） Master of Arts（米国） Master of Arts（米国） Master of Arts（米国）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（情報科学) 博士（情報科学) 博士（情報科学) 博士（情報科学) 博士（情報科学)

対人関係の心理学 対人関係の心理学 対人関係の心理学 対人関係の心理学 対人関係の心理学

初級中国語（発展） 初級中国語（発展） 初級中国語（発展） 初級中国語（発展）

兼任 講師

川原　正広

兼任 講師

川原　正広

兼任 講師

川原　正広

兼任 講師

川原　正広

兼任 講師

川原　正広
(44) (44) (45) (46) (47)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

亀田　金花

兼任 講師

亀田　金花

兼任 講師

亀田　金花

兼任 講師

亀田　金花

兼任 講師

亀田　金花
(50) (50) (51) (52) (53)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（農学） 修士（農学） 修士（農学） 修士（農学） 修士（農学）

初級中国語（発展）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

上級日本語Ｂ
上級日本語Ｃ
上級日本語Ｆ
上級日本語Ｇ

上級日本語Ｂ

上級日本語Ｆ

上級日本語Ｂ

上級日本語Ｆ

上級日本語Ｂ

上級日本語Ｆ

上級日本語Ｂ

上級日本語Ｆ

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

兼任 講師

加藤　理恵

兼任 講師

加藤　理恵

兼任 講師

加藤　理恵

兼任 講師

加藤　理恵

兼任 講師

加藤　理恵
(44) (44) (45) (46) (47)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

加藤　隆

兼任 講師

加藤　隆

兼任 講師

加藤　隆

兼任 講師

加藤　隆

兼任 講師

加藤　隆
(62) (62) (63) (64) (65)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

修士（社会学）
初年次自由ゼミナール
キャリアを考える

兼任 講師

遠藤　雅子
(56)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

遠藤　スサンネ
(46)

＜平成28年4月＞
博士（文学）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

＜平成28年4月＞
Master of Arts（英国） Master of Arts（英国）

英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

兼任 講師

William Oscar Lewis Ⅳ

兼任 講師

William Oscar Lewis Ⅳ

(47) (47)
＜平成28年4月＞

兼任 講師

Ishikawa Peggy Marrie

兼任 講師

Ishikawa Peggy Marrie

兼任 講師

Ishikawa Peggy Marrie

兼任 講師

Ishikawa Peggy Marrie

兼任 講師

Ishikawa Peggy Marrie

(46) (46) (47) (48) (49)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語発展Ｈ

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

兼任 講師

ASANO　ROBERT KEN

兼任 講師

ASANO　ROBERT KEN

兼任 講師

ASANO　ROBERT KEN

兼任 講師

ASANO　ROBERT KEN

兼任 講師

ASANO　ROBERT KEN
(46) (46) (47) (48) (49)

＜平成28年4月＞
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門)兼任 講師

平野　ユキ子

兼任 講師

平野　ユキ子

兼任 講師

平野　ユキ子

兼任 講師

平野　ユキ子

兼任 講師

平野　ユキ子
(63) (63) (64) (65) (66)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士（文学） 学士（文学） 学士（文学） 学士（文学） 学士（文学）

初級フランス語(入門)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

初級中国語（入門）

中級中国語

初級中国語（入門）

中級中国語
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）
中級中国語

兼任 講師

中安　貴子

兼任 講師

中安　貴子

兼任 講師

中安　貴子
(59) (59) (60)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

陳　茜

兼任 講師

陳　茜

兼任 講師

陳　茜

兼任 講師

陳　茜

兼任 講師

陳　茜
(44) (44) (45) (46) (47)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士（教育） 学士（教育） 学士（教育） 学士（教育） 学士（教育）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）
中級韓国語

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

兼任 講師

崔　在繕

兼任 講師

崔　在繕

兼任 講師

崔　在繕

兼任 講師

崔　在繕

兼任 講師

崔　在繕
(58) (58) (59) (60) (61)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

崔　宰誠

兼任 講師

崔　宰誠

兼任 講師

崔　宰誠

兼任 講師

崔　宰誠

兼任 講師

崔　宰誠
(37) (37) (38) (39) (40)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
教育学修士
（韓国）

教育学修士
（韓国）

教育学修士
（韓国）

教育学修士
（韓国）

教育学修士
（韓国）

初級韓国語（入門）
初級韓国語（発展）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
Bachelor's　Degree

（豪州）
Bachelor's　Degree

（豪州）
Bachelor's　Degree

（豪州）
Bachelor's　Degree

（豪州）
Bachelor's　Degree

（豪州）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｅ
英語発展Ｆ
英語発展Ｇ

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｅ
英語発展Ｆ
英語発展Ｇ
英語総合Ⅱ（上級）
英語発展Ｈ

英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｅ
英語発展Ｆ
英語発展Ｇ
英語総合Ⅱ（上級）
英語発展Ｈ
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ｅ
英語発展Ｆ
英語発展Ｇ
英語総合Ⅱ（上級）
英語発展Ｈ
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

兼任 講師

Townsend Simon

兼任 講師

Townsend Simon

兼任 講師

Townsend Simon

兼任 講師

Townsend Simon

兼任 講師

Townsend Simon
(45) (45) (46) (47) (48)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

Joseph Allan Angerhofer

兼任 講師

Joseph Allan Angerhofer

兼任 講師

Joseph Allan Angerhofer

兼任 講師

Joseph Allan Angerhofer

兼任 講師

Joseph Allan Angerhofer

(42) (42) (43) (44) (45)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

日本の文学 日本の文学

兼任 講師

柴田　聡美

兼任 講師

柴田　聡美

兼任 講師

柴田　聡美

兼任 講師

柴田　聡美

兼任 講師

柴田　聡美
(48) (48) (49) (50) (51)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

佐藤　竜一

兼任 講師

佐藤　竜一

兼任 講師

佐藤　竜一
(57) (57) (58)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士（法学） 学士（法学） 学士（法学）

日本の文学

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士（教育学） 学士（教育学） 学士（教育学） 学士（教育学） 学士（教育学）

英語基礎 英語基礎
英語総合Ⅰ（中級）

英語基礎

英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語基礎

英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語基礎
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師

佐藤　信幸

兼任 講師

佐藤　信幸

兼任 講師

佐藤　信幸

兼任 講師

佐藤　信幸

兼任 講師

佐藤　信幸
(64) (64) (65) (66) (67)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

後藤（木立）厚子
(48)

＜平成28年4月＞
博士（農学）

初年次自由ゼミナール
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

兼任 講師

齋藤　俊明
(63)

＜平成28年4月＞
修士（法学）

市民と政治
現代政治を見る眼

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

初級ロシア語(発展)
中級ロシア語

初級ロシア語(発展)

初級ロシア語（入門）

初級ロシア語(発展)

初級ロシア語（入門）

初級ロシア語(発展)

初級ロシア語（入門）

初級ロシア語(発展)

初級ロシア語（入門）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師

KOROBOV　DMITRY

兼任 講師

KOROBOV　DMITRY

兼任 講師

KOROBOV　DMITRY

兼任 講師

KOROBOV　DMITRY

兼任 講師

KOROBOV　DMITRY
(37) (37) (38) (39) (40)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

桑原　俊明

兼任 講師

桑原　俊明

兼任 講師

桑原　俊明
(59) (59) (60)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門) 初級フランス語(入門)

現代社会と経済 現代社会と経済 現代社会と経済 現代社会と経済

兼任 講師

熊本哲也

兼任 講師

熊本哲也

兼任 講師

熊本哲也

兼任 講師

熊本哲也
(57) (57) (59) (59)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

影山　一男

兼任 講師

影山　一男

兼任 講師

影山　一男

兼任 講師

影山　一男

兼任 講師

影山　一男
(57) (57) (58) (59) (60)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（経済学） 修士（経済学） 修士（経済学） 修士（経済学） 修士（経済学）

現代社会と経済

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級） 英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師

遠藤　健樹

兼任 講師

遠藤　健樹

兼任 講師

遠藤　健樹

兼任 講師

遠藤　健樹
(35) (35) (36) (37)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

伊東　栄志郎

兼任 講師

伊東　栄志郎

兼任 講師

伊東　栄志郎

兼任 講師

伊東　栄志郎

兼任 講師

伊東　栄志郎
(50) (50) (51) (52) (53)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（文学） 修士（文学） 修士（文学） 修士（文学） 修士（文学）

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)
初級フランス語(発展)

初級フランス語(入門)

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）

兼任 講師

横井　郁子

兼任 講師

横井　郁子

兼任 講師

横井　郁子

兼任 講師

横井　郁子

兼任 講師

横井　郁子
(54) (54) (55) (56) (57)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

山本　勢津子

兼任 講師

山本　勢津子

兼任 講師

山本　勢津子

兼任 講師

山本　勢津子

兼任 講師

山本　勢津子
(59) (59) (60) (61) (62)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

修士（ドイツ語
ドイツ文学）

修士（ドイツ語
ドイツ文学）

修士（ドイツ語
ドイツ文学）

修士（ドイツ語
ドイツ文学）

修士（ドイツ語
ドイツ文学）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

中級ロシア語
初級ロシア語(発展)

中級ロシア語
初級ロシア語(発展)

中級ロシア語
初級ロシア語(発展)

中級ロシア語
初級ロシア語(発展)

兼任 講師

山口春樹

兼任 講師

山口春樹

兼任 講師

山口春樹

兼任 講師

山口春樹

兼任 講師

山口春樹
(63) (63) (64) (65) (65)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

増田エレーナ

兼任 講師

増田エレーナ

兼任 講師

増田エレーナ

兼任 講師

増田エレーナ

兼任 講師

増田エレーナ
(37) (37) (38) (39) (40)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

初級ロシア語(入門)
中級ロシア語

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
Master of Arts（米国） Master of Arts（米国） Master of Arts（米国） Master of Arts（米国） Master of Arts（米国）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

兼任 講師

Blair Benjamin Reed

兼任 講師

Blair Benjamin Reed

兼任 講師

Blair Benjamin Reed

兼任 講師

Blair Benjamin Reed

兼任 講師

Blair Benjamin Reed

(48) (48) (49) (50) (51)
＜平成28年4月＞
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

(53) (53) (54) (55) (56)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
初級フランス語(入門)

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
初級フランス語(入門)

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
初級フランス語(入門)

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
初級フランス語(入門)

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
初級フランス語(入門)

対人関係の心理学 対人関係の心理学 対人関係の心理学

兼任 講師

Larcens Malcome

兼任 講師

Larcens Malcome

兼任 講師

Larcens Malcome

兼任 講師

Larcens Malcome

兼任 講師

Larcens Malcome

兼任 講師

細越　久美子

兼任 講師

細越　久美子

兼任 講師

細越　久美子

兼任 講師

細越　久美子
(43) (43) (44) (46)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成31年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

対人関係の心理学

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語総合Ⅰ（中級）

英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語総合Ⅰ（中級）

兼任 講師

Hareyama James Franciscus

兼任 講師

Hareyama James Franciscus

兼任 講師

Hareyama James Franciscus

兼任 講師

Hareyama James Franciscus

兼任 講師

Hareyama James Franciscus

(51) (51) (52) (53) (54)
＜平成28年4月＞

兼任 講師

Newbury Daniel Copeland

兼任 講師

Newbury Daniel Copeland

兼任 講師

Newbury Daniel Copeland

兼任 講師

Newbury Daniel Copeland

兼任 講師

Newbury Daniel Copeland

(41) (41) (42) (43) (44)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

Bachelor's Degree
（米国）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士 理学博士 理学博士 理学博士

いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

いわて学Ⅰ
いわて学Ⅱ

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師

豊島　正幸

兼任 講師

豊島　正幸

兼任 講師

豊島　正幸

兼任 講師

豊島　正幸

兼任 講師

豊島　正幸
(64) (64) (65) (66) (67)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

筑後　勝彦

兼任 講師

筑後　勝彦

兼任 講師

筑後　勝彦

兼任 講師

筑後　勝彦

兼任 講師

筑後　勝彦
(55) (55) (56) (57) (58)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

言葉の世界 言葉の世界 言葉の世界 言葉の世界 言葉の世界

市民と政治
現代政治を見る眼 現代政治を見る眼 現代政治を見る眼

兼任 講師

田中　宣廣

兼任 講師

田中　宣廣

兼任 講師

田中　宣廣

兼任 講師

田中　宣廣

兼任 講師

田中　宣廣
(54) (54) (55) (56) (57)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

高橋　秀行

兼任 講師

高橋　秀行

兼任 講師

高橋　秀行

兼任 講師

高橋　秀行
(61) (61) (62) (63)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（政治学） 修士（政治学） 修士（政治学） 修士（政治学）

市民と政治
現代政治を見る眼

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師

席　時宜

兼任 講師

席　時宜

兼任 講師

席　時宜

兼任 講師

席　時宜

兼任 講師

席　時宜
(62) (62) (63) (64) (65)

＜平成28年4月＞

兼任 講師

佐藤　智子

兼任 講師

佐藤　智子

兼任 講師

佐藤　智子
(63) (63) (64)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学博士 文学博士 文学博士 文学博士 文学博士

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

兼任 講師

齋藤　直樹

兼任 講師

齋藤　直樹

兼任 講師

齋藤　直樹

兼任 講師

齋藤　直樹

兼任 講師

齋藤　直樹
(46) (46) (47) (48) (49)

＜平成28年4月＞
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

(67) (68) (69)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士 理学博士

数理のひろがり 数理のひろがり 数理のひろがり兼任 講師

三浦　康秀

兼任 講師

三浦　康秀

兼任 講師

三浦　康秀

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士 学士

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（上級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

中国の文学 中国の文学

兼任 講師

三浦　勲夫

兼任 講師

三浦　勲夫
(76) (77)

兼任 講師

砂山稔

兼任 講師

砂山稔
(69) (70)

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
文学博士 文学博士

(67) (68) (69) (70)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

自然と法則
化学

自然と法則
化学
化学Ⅱ
化学実験

自然と法則
化学
化学Ⅱ
化学実験

化学
化学Ⅱ
化学実験

兼任 講師

吉村　泰樹

兼任 講師

吉村　泰樹

兼任 講師

吉村　泰樹

兼任 講師

吉村　泰樹

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門） 初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

自然と法則 自然と法則 自然と法則

兼任 講師

海老澤君夫

兼任 講師

海老澤君夫

兼任 講師

海老澤君夫

兼任 講師

海老澤君夫
(69) (70) (71) (72)

兼任 講師

河田　裕樹

兼任 講師

河田　裕樹

兼任 講師

河田　裕樹
(67) (68) (69)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士 理学博士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
Master of Arts Master of Arts Master of Arts Master of Arts

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーションⅠ
（初級）
英語コミュニケーションⅡ
（初級）
英語コミュニケーションⅠ
（中級）
英語コミュニケーションⅡ
（中級）
英語コミュニケーションⅠ
（上級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語総合Ⅰ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅱ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

兼任 講師

FARR Alan

兼任 講師

FARR Alan

兼任 講師

FARR Alan

兼任 講師

FARR Alan
(70) (71) (72) (73)

兼任 講師

Akasaka Kathryn Annne

兼任 講師

Akasaka Kathryn Annne

兼任 講師

Akasaka Kathryn Annne

兼任 講師

Akasaka Kathryn Annne

(47) (48) (49) (50)
＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

学士 学士 学士 学士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学） 博士（文学）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

兼任 講師

Lupsa　Cornelia　Daniela

兼任 講師

Lupsa　Cornelia　Daniela

兼任 講師

Lupsa　Cornelia　Daniela

兼任 講師

Lupsa　Cornelia　Daniela

兼任 講師

Lupsa　Cornelia　Daniela

(42) (42) (43) (44) (45)
＜平成28年4月＞

兼任 講師

Rutella David Owen

兼任 講師

Rutella David Owen

兼任 講師

Rutella David Owen

兼任 講師

Rutella David Owen

兼任 講師

Rutella David Owen
(51) (51) (52) (53) (54)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

自然のしくみ 自然のしくみ 自然のしくみ 自然のしくみ
兼任 講師

北爪　英一

兼任 講師

北爪　英一

兼任 講師

北爪　英一

兼任 講師

北爪　英一
(65) (66) (67) (68)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
工学博士 工学博士 工学博士 工学博士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士 学士 学士 学士

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級） 英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展） 初級ドイツ語（発展）

兼任 講師

平野　清八

兼任 講師

平野　清八

兼任 講師

平野　清八

兼任 講師

平野　清八
(68) (69) (70) (71)

兼任 講師

能登　惠一

兼任 講師

能登　惠一

兼任 講師

能登　惠一

兼任 講師

能登　惠一
(70) (71) (72) (73)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ｂ
英語発展Ｃ

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ｂ
英語発展Ｃ

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語発展Ｂ
英語発展Ｃ

兼任 講師

大嶋由美

兼任 講師

大嶋由美

兼任 講師

大嶋由美

兼任 講師

大嶋由美
(49) (50) (51) (52)

兼任 講師

大上　治子

兼任 講師

大上　治子

兼任 講師

大上　治子
(67) (68) (69)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士 学士 学士 学士

上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ

上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
上級日本語H

上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
上級日本語H

上級日本語Ｃ
上級日本語Ｇ
上級日本語H

科学と技術の歴史 科学と技術の歴史

兼任 講師

大高　久枝

兼任 講師

大高　久枝

兼任 講師

大高　久枝

兼任 講師

大高　久枝
(59) (60) (61) (62)

兼任 講師

村上　祐

兼任 講師

村上　祐
(71) (72)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
文学修士 文学修士 文学修士 文学修士

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅰ（上級）

英語総合Ⅱ（上級） 英語総合Ⅱ（上級）

地域と生活
地域と社会 地域と社会 地域と社会

兼任 講師

星野　勝利

兼任 講師

星野　勝利

兼任 講師

星野　勝利

兼任 講師

星野　勝利
(72) (73) (74) (75)

兼任 講師

杉浦　直

兼任 講師

杉浦　直

兼任 講師

杉浦　直
(71) (72) (73)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
理学博士 理学博士 理学博士

＜平成28年4月＞
理学博士

自然と数理

情報基礎 情報基礎 情報基礎 情報基礎

兼任 講師

沼田　稔
(73)

兼任 講師

松舘　敦子

兼任 講師

松舘　敦子

兼任 講師

松舘　敦子

兼任 講師

松舘　敦子
(54) (55) (56) (57)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士 学士 学士 学士

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞
学士 学士 学士 学士

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

市民と政治
現代政治を見る眼

市民と政治 市民と政治
現代政治を見る眼

市民と政治
現代政治を見る眼

兼任 講師

小林　徳子

兼任 講師

小林　徳子

兼任 講師

小林　徳子

兼任 講師

小林　徳子
(67) (68) (69) (70)

兼任 講師

小山　花子

兼任 講師

小山　花子

兼任 講師

小山　花子

兼任 講師

小山　花子
(42) (43) (44) (45)

＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞ ＜平成28年4月＞

Ph.D.(New School
for Social
Research)

Ph.D.(New School
for Social
Research)

Ph.D.(New School
for Social
Research)

Ph.D.(New School
for Social
Research)
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
中国の文学 中国の文学

ボランティアとリー
ダーシップ

ボランティアとリー
ダーシップ

兼任 講師

福本郁子

兼任 講師

福本郁子
(51) (52)

兼任 講師

越野修三

兼任 講師

越野修三
(68) (68)

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
学士 学士

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
修士 修士

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

兼任 講師

Hamish Smith

兼任 講師

Hamish Smith
(32) (32)

兼任 講師

佐藤康紀

兼任 講師

佐藤康紀
(48) (48)

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
修士 修士

キャリアを考える
初年次自由ゼミナール
地域課題演習Ａ

兼任 講師

猪又　優
(57)

＜平成29年4月＞
工学修士

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
博士（人文科学） 博士（人文科学） 博士（人文科学）
地域課題演習Ｄ 地域課題演習Ｄ 地域課題演習Ｄ

地域課題演習Ｃ 地域課題演習Ｃ 地域課題演習Ｃ

兼任 講師

伊藤　博幸

兼任 講師

伊藤　博幸

兼任 講師

伊藤　博幸
(69) (70) (71)

兼任 講師

山崎　憲治

兼任 講師

山崎　憲治

兼任 講師

山崎　憲治
(70) (71) (72)

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
博士（地理学） 博士（地理学） 博士（地理学）

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
修士 修士 修士

芸術の世界 芸術の世界 芸術の世界

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

初級中国語（入門）
初級中国語（発展）

兼任 講師

長内　努

兼任 講師

長内　努

兼任 講師

長内　努
(59) (60) (61)

兼任 講師

佐竹　一郎

兼任 講師

佐竹　一郎

兼任 講師

佐竹　一郎
(27) (28) (29)

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
修士 修士 修士

＜平成29年4月＞
文学修士

初級フランス語（発
展）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）

兼任 講師

柳沢文昭
(67)

兼任 講師

Maher Patrick　Jeffrey

兼任 講師

Maher Patrick　Jeffrey

兼任 講師

Maher Patrick　Jeffrey

(33) (34) (35)
＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞

修士 修士 修士

＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞ ＜平成29年4月＞
学士 学士 学士

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（上級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

英語総合Ⅰ（初級）

英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（上級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（初級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）

兼任 講師

Short Kevin Anthony

兼任 講師

Short Kevin Anthony

兼任 講師

Short Kevin Anthony

(59) (60) (61)
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担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

地域課題演習Ｈ

初級ドイツ語（入門）
初級ドイツ語（発展）

＜平成31年4月＞
学士

英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）

自然のしくみ

兼任 講師

井上　博夫
(68)

＜平成31年4月＞

兼任 講師

重松　公司
(65)

＜平成31年4月＞
理学博士

兼任 講師

松崎　裕人

＜平成31年4月＞
修士（学術）

英語総合Ⅰ（上級）

兼任 講師

田代　愛

(53)
＜平成31年4月＞
文学修士

修士
地域課題演習F

兼任 講師

熊谷　哲孝
(48)

修士
中級韓国語

兼任 講師

村上　清
(59)

英語発展Ｂ

兼任 講師

張　眞英
(45)

＜平成31年4月＞

英語コミュニケーショ
ンⅠ（上級）

兼任 講師

熊本　早苗
(47)

＜平成31年4月＞

兼任 講師

樋口　シモン
(37)

＜平成31年4月＞
学士

(47)
＜平成31年4月＞
M.A. MBA

英語総合Ⅰ（上級）

＜平成30年4月＞ ＜平成30年4月＞
修士（学術） 修士（学術）

英語コミュニケーショ
ンⅠ（中級）
英語コミュニケーショ
ンⅡ（初級）
英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）

英語総合Ⅰ（初級）
英語総合Ⅱ（初級）
英語総合Ⅰ（中級）
英語総合Ⅱ（中級）
英語発展Ａ
英語発展Ｃ
英語発展Ｄ

兼任 講師

小川修平

兼任 講師

五十嵐祐太

兼任 講師

五十嵐祐太
(33) (34)

博士（国際文化）

＜平成31年4月＞

(40)

経済学修士
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【平成２８年度】
・平成２８年３月　平井寛准教授辞職
・平成２８年４月　藤本忠博　准教授から教授へ昇任。平成２８年２月教員審査済
・教育効果を高めるため及び習熟度別クラスを導入したため、「微分積分学Ⅰ」に三浦康秀兼任講師を追加。
・教育効果を高めるため、「理工学入門数学Ⅰ」「理工学入門数学Ⅱ」に大畑学兼任講師を追加、「理工学入門物理Ⅰ」「理工学入門物理Ⅱ」に佐々木繁夫兼任講師を追加、
「理工学入門化学」に内澤英明兼任講師を追加、「化学」に吉村泰樹兼任講師、北爪英一兼任講師を追加、「化学Ⅰ」に北爪英一兼任講師を追加。
・旧カリキュラム及び教養科目等の調整や受講者数を勘案し、「物理学Ⅰ」に西崎滋兼担教授、花見仁史兼担教授を追加。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため吉村泰樹講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤俊明講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためRutella David Owen講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためAkasaka Kathryn Annne講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためFARR Alan講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため河田裕樹講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため海老澤君夫講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためTownsend Simon講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため中安貴子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためBlair Benjamin Reed講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため増田エレーナ講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本勢津子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためKOROBOV　DMITRY講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためWilliam Oscar Lewis Ⅳ講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため遠藤スサンネ講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため遠藤雅子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため加藤理恵講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため後藤（木立）厚子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤信幸講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため中西貴裕准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため冨永陽子准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平井華代准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためMark de Boe講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため八木一正講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためASANO　ROBERT KEN講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため立身政信教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大川一毅教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためAnders Carlqvist准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため江本理恵准教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため尾中（高島）夏美准教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松岡洋子教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため御領政信教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため澤口勇雄教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤至教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため脇野博教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため菅原悦子教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため比屋根哲教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松木（佐藤）佐和子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため伊藤幸男准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため関野登教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため廣田純一教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため木下幸雄准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐野宏明教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため河合成直教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため西山賢一教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため塚本知玄准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため澤村省逸准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため清水将准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため土屋明広准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHALL JAMES MERIWETHER准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため押切源一教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため梶原昌五准教授の担当科目を追加した。

・兼担教員の退職により、島田佳憲准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため塚本善弘准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため西牧正義准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため阿久津洋巳教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため我妻則明教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大野眞男教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため犬塚博彦教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため上濱龍也教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため宮川洋一講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため樋口知志教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松林城弘教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本昭彦教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小野寺章子准教授の担当科目を削除した。

・ｼｭｳﾞｧﾑﾎﾞﾙﾝ,ﾌﾗﾝｸ准教授から教授に昇任(兼担のため教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため西田文信准教授の担当科目を削除した。

（１）ー②担当教員表に関する変更内容
　　　　 　　　　

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大友展也教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤伸治教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤博次教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため堀口大樹准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため秋田淳子講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためSMILEY JIM准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため浅沼道成教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため白倉孝行教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため麻田雅文准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため内田浩准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため開龍美教授の担当科目を追加した。

・笹尾俊明准教授から教授に昇任(兼担のため教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため遠藤教昭教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため栗林徹教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため五味壮平教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため鎌田安久教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため川田浩一教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため清水茂幸教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため武井隆明教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため名越利幸教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため藪敏裕教授の担当科目を削除した。
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【平成２９年度】
・平成２９年１０月　秋山雅裕准教授就任、「電気機器工学」「高電圧プラズマ工学」「送配電工学」「電気電子工学英語研修Ⅱ」「電気電子工学課題実習Ⅱ」「電気電子工学
専門研修」「卒業研究」を担当。平成２８年１２月教員審査済み
・平成２９年４月　高橋克幸助教就任、「電気電子工学課題実習Ⅰ・Ⅱ」「電気電子工学基礎実験」「電気電子工学応用実験」「電気電子工学英語研修Ⅱ」「電気電子工学課題
実習Ⅱ」「卒業研究」を担当。平成２８年１２月教員審査済み
・平成２９年４月　阿部貴美助教就任、「電気電子工学課題実習Ⅰ・Ⅱ」「電気電子工学基礎実験」「電気電子工学応用実験」「電気電子工学英語研修Ⅱ」「電気電子工学課題
実習Ⅱ」「卒業研究」を担当。。平成２８年１２月教員審査済み
・平成２８年１０月　花原和之教授就任、「微分積分学Ⅰ・Ⅱ」「線形代数学」「工業英語」「機械科学研修Ⅰ・Ⅱ」「卒業研究」を担当。平成２８年６月教員審査済み
・平成２８年１０月　本間尚樹、向川政治、西村文仁、脇裕之、越谷信　准教授から教授へ昇任。平成２８年６月教員審査済み
・平成２８年１０月　三浦健司　助教から准教授へ昇任及び「電子デバイス工学Ⅱ」を追加、内舘道正　助教から准教授へ昇任及び「初年次機械ゼミナール」「工業英語」「卒
業研究」を追加。平成２８年６月教員審査済み
・平成２９年４月　叶榮彬　助教から准教授へ昇任及び「半導体LSI工学」「電気電子工学英語研修Ⅰ」を追加。平成２８年１２月教員審査済み
・教育効果を高めるため、「電子デバイス工学Ⅰ」に小林宏一郎教授を追加、「電気数学」「エネルギー変換工学」に高木浩一教授を追加、「フーリエ解析」に恒川佳隆教授を
追加、「電磁気学Ⅰ」に向川政治教授を追加、「電磁気学Ⅱ」に菊池弘昭准教授を追加、「基礎数学」「ソフトパス理工学概論」に三浦健司准教授を追加、「電気電子工学課題
実習Ⅰ」に佐藤宏明助教を追加、「材料力学演習」に西村文仁教授を追加、「機械科学実験」に脇裕之教授を追加。平成２８年１２月教員審査済み
・教育効果を高めるため、「物理学」に石垣剛兼担准教授を追加、「化学」に河田裕樹兼任講師を追加、「化学Ⅰ」に横田政晶兼担教授を追加、「化学Ⅱ」「化学実験」に吉村
泰樹兼任講師を追加、「生物学」に尾崎拓兼担准教授を追加、「物理学Ⅱ」「物理学実験」に花見仁史兼担教授、石垣剛兼担准教授を追加。
・教育効果を高めるため、また、再履修者用クラスを導入したため、「微分積分学Ⅰ」に尾台喜孝兼担教授、宮島信也兼担教授、川崎秀二兼担准教授、鈴木正幸兼任講師を追
加。
・平成２８年１２月　北條智彦助教辞職
・平成２９年４月　加藤大雅助教辞職

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHareyama James Franciscus講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため柴田聡美講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためTownsend Simon講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため中安貴子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため伊東栄志郎講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため熊本哲也講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋秀行講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため石松弘幸准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため川村暁准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため劉海宇教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためASANO　ROBERT KEN講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためWilliam Oscar Lewis Ⅳ講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤信幸講師の担当科目を追加・削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため尾中（高島）夏美准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松岡洋子教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため冨永陽子美准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平井華代准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため主濱祐二准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため織田健志の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため脇野博教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため堀久美准教授の担当科目を削除・追加した。

・今井潤准教授から教授に昇任(兼担のため教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため今井潤教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためAnders Carlqvist准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため江本理恵准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本清龍准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため廣田純一教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため濱上邦彦准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため田中教幸准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため築城幹典教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため木﨑景一朗教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため梶原昌五准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため犬塚博彦教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山崎友子教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため吉井洋二教授の担当科目を追加した。

・新規採用教員の芝陽子准教授に担当科目を追加した。平成29年2月AC教員審査済。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため立石貴浩准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため藪敏裕教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため澤村省逸准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため煤孫康二講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため本田卓准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため安井もゆる准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため押切源一教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため横山英信教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため我妻則明講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大野眞男教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため菅野文夫教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため土井宣夫講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため麥倉哲教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため川村和宏准教授の担当科目を追加した。

・兼担教員の退職により、西田文信准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため菊池孝美講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため田口典男講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため開龍美教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松岡勝実教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため北爪英一講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋宏一教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため竹村（大渕）祥子教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤伸治教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本昭彦教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小野寺章子准教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため村上祐講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大高久枝講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大上治子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大嶋由美講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため能登惠一講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平野清八講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小出章二教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小林徳子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松舘敦子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため沼田稔講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため杉浦直講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため星野勝利講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため砂山稔講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三浦勲夫講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三浦康秀講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山田美鈴准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小山花子講師の担当科目を追加した。
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【平成３０年度】
・平成３０年１０月　張建偉准教授就任、「プログラミング言語及び演習Ⅲ」「実用英語セミナー」「情報工学専門実験」「卒業研究」を担当。平成２９年６月教員審査済み
・平成２９年１０月　谷本真佑助教就任、「地域創生課題演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「測量学実習Ⅰ・Ⅱ」「社会基盤・環境工学実験」「科学技術英語Ⅱ」「特別演習」「卒業研究」を
担当。平成２９年６月教員審査済み
・平成２９年９月　永田仁史　准教授から教授へ昇任及び「集積回路」を追加。平成２９年６月教員審査済み
・平成２９年９月　松山克胤　助教から准教授へ昇任及び「情報基礎」「創造プロジェクト」「実用英語セミナー」「情報工学専門実験」「卒業研究」を追加。佐々木誠　助教
から准教授へ昇任及び「生体工学」「工業英語」「卒業研究」を追加。平成２９年６月教員審査済み
・平成３０年３月　山中克久　助教から准教授へ昇任及び「実用英語セミナー」「情報工学専門実験」「卒業研究」を追加。平成２９年１２月教員審査済み
・教育効果を高めるため、「確率統計学」「交通計画学」に南正昭教授を追加。平成２９年６月教員審査済み
・教育効果を高めるため、「微分積分学Ⅰ」に松川倫明兼担教授を追加、「化学Ⅰ」に是永敏伸兼担准教授を追加、「生物学」に金子武人兼担准教授を追加。
・平成３０年３月　福江高志助教辞職

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小山花子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小出章二教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため星野勝利講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため村上祐講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため細越久美子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためRutella David Owen講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためFARR Alan講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため海老澤君夫講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため砂山稔講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三浦勲講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため伊東栄志郎講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため熊本哲也講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため桑原俊明講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤直樹講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤智子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためNewbury Daniel Copeland講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため朴賢淑准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤竜一講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためTownsend Simon講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため陳茜講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため中安貴子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためBlair Benjamin Reed講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため尾中（高島）夏美教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため冨永陽子准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため主濱祐二准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため織田健志准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため劉海宇講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小暮克哉准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山内貴義准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大沼俊名准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平田統一助教の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため武藤由子准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため脇野博教授の担当科目を追加した。

・尾中（高島）夏美准教授から教授に昇任(兼担のため教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本清龍准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため廣田純一授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため濱上邦彦准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため木崎景一朗教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤至教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小藤田久義教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため安川洋生教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため吉澤正人講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため宮島信也教授の担当科目を追加した。

・塚本知玄准教授から教授に昇任(兼担のため教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため立石貴浩准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため関野登教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため我妻則明講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため麥倉哲教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため澤村省逸准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHALL JAMES MERIWETHER准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため安井もゆる准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山崎友子教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため笹尾俊明准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため塚本善弘准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため西牧正義准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため藤本幸二准教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤一光准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため阿久津洋巳講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小島（川端）聡子准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため鋤田智彦准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋愛准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため橋本学准教授の担当科目を追加した。

・兼担教員死亡のため,秋田淳子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため五味壮平准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため猪又優講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため中澤廣講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松山克胤准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため竹村（大渕）祥子教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため齋藤博次教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松林城弘教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためMaher Patrick　Jeffre講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため柳沢文昭講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐竹一郎講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため長内努講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山崎憲治講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため伊藤博幸講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小山花子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため沼田稔講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため杉浦直講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大高久枝講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため能登惠一講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためShort Kevin Anthony講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためRutella David Owen講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためFARR Alan講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため海老澤君夫講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三浦勲夫講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山田美鈴准教授の担当科目を削除した。
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【令和元年度】

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

・平成３０年１０月　山田和豊准教授就任，「フーリエ解析」「工業英語」「機械科学研修Ⅰ・Ⅱ」「数値計算法」「卒業研究」を担当。平成３０年６月教員審査済み
・平成３０年１０月　岩井守生助教就任，「電気電子工学課題実習Ⅰ・Ⅱ」「電気電子工学基礎実験」「電気電子工学応用実験」「電気電子工学英語研修Ⅱ」「卒業研究」を担
当。平成３０年６月教員審査済み
・平成３０年１０月　足立寛太助教就任，「機械科学実験」「材料力学演習」「機械科学研修Ⅰ・Ⅱ」を担当。平成３０年６月教員審査済み
・平成３１年４月　末永陽介　助教から准教授へ昇任及び「熱力学」「熱力学演習」「工業英語」「卒業研究」を追加。平成３０年１２月教員審査済み
・平成３１年４月　石川奈緒　助教から准教授へ昇任及び「確率統計学」「廃棄物と環境」を追加。平成３０年１２月教員審査済み
・教育効果を高めるため，「複素解析」に木村彰男准教授を追加。平成３０年１２月教員審査済み

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため五十嵐裕太講師の担当科目を追加した。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため柳沢文昭講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため猪又優講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤康紀講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHamish Smith講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため越野修三講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため福本郁子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平野清八講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためShort Kevin Anthony講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大友展也教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松林城弘教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山本昭彦教授の担当科目を削除した。

・奥野雅子准教授から教授に昇任（教員審査省略）。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小野澤章子准教授の担当科目を削除加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋愛准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため水野延之准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため橋本学准教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため梁人實准教授の担当科目を削除した。

・専任教員の退職により、江原勝行准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため遠藤教昭教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため渡部あさみ准教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松岡勝実教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため藤本幸二准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため麥倉哲教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため澤村省逸准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHALL JAMES MERIWETHER准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため境野直樹教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため吉澤正人講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため立石貴浩准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松木（佐藤）佐和子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため木下幸雄准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため御領政信講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため山内貴義准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三宅諭准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため武藤由子准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋透教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため西向めぐみ准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため脇野博教授の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためAnders Carlqvist准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため冨永陽子准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平野敬和准教授の担当科目を追加した。

・専任教員の退職により、川村暁准教授の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため朴賢淑准教授の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためGAVIN　YOUNG講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため佐藤信幸講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため柴田聡美講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためBlair Benjamin Reed講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため横井郁子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため遠藤健樹講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため高橋秀行講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため筑後勝彦講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため細越久美子講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため河田裕樹講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため吉村泰樹講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため三浦康秀講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため杉浦直講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため大上治子講師の担当科目を削除した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため平野清八講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためShort Kevin Anthony講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったためHamish Smith講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため重松公司講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため井上博夫講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため五十嵐祐太講師の担当科目を削除・追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため小川修平講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため樋口シモン講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため熊本早苗講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため張眞英講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため村上清講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため熊谷哲孝講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため田代愛講師の担当科目を追加した。

・教育効果を高めるために、教養教育科目に関してクラス編成の変更を行ったため松崎裕人講師の担当科目を追加した。
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　および、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
70

= 107.69 ％
65

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= 0 ％
70

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 0 0

歳 名 名

年齢構成

1

　（２）－③　年齢構成

1 21 65
22 32

［　8　］ ［　3　］［　0　］

15 70

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ｄ）

14 29

(21) (27) (1) (21) (70)

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員数【大学】

設置時の計画 現在（報告時）の状況

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

14 7

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

［ △6 ］ ［ 5 ］

22 32 1 15 70 22 32 1 15 70

［　8　］ ［　3　］［　0　］ ［ △6 ］ ［ 5 ］
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目0

科目

後任補充状況

0 科目

0 科目

10 科目 計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

必修

必修

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

必修 ①
H28.12

0自由

H29.4

0

1
科目

助教 加藤　大雅

ＣＡＤ実習

番　号 職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修

必修

①

自由自由

計 計計

機械科学研修Ⅰ ①

選択

自由

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

5

材料力学演習

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

0

10 0

必修・選択・自由の別 辞任等の理由

H29.4.30付け一身上の都合のため辞任（29）

H28.12.31付け一身上の都合のため辞任（29）

担当予定科目

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

辞任した教員数

3 人

計

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

0

選択 0 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

10 計

必修 0

計 0

自由

10

0 選択 0

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

選択

①

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

H28.3.31付け一身上の都合のため就任辞退（28）

担当予定科目

准教授 H28.3

地域創生課題演習Ⅲ ①

必修 社会基盤・環境工学実験 ①

必修
平井　寛

地域創生課題演習Ⅰ

１

選択 地域創生課題演習Ⅱ ①

選択

科学技術英語Ⅱ ①

必修 機械科学研修Ⅱ ①

3 助教

職　位 専任教員氏名

確率統計学

必修・選択・自由の別

①

必修

機械科学研修Ⅱ ①

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

必修

1

人
科目

10

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

③の合計数（c）

合計（Ｄ）

0 自由 0

必修

2

機械科学実験

選択

自由

科目

①

助教 北條 智彦

必修 10

H30.3.31付け一身上の都合のため辞任（30）

自由 0

5 0

0必修必修 5 科目

選択

必修 交通計画学 ①

選択 公共政策学 ①

選択 特別演習 ①

必修 卒業研究 ①

福江 高志 H30.3

必修 熱力学演習 ①

必修 機械科学研修Ⅰ ①

必修 機械科学研修Ⅱ ①

必修 機械科学研修Ⅰ ①

後任補充状況の集計（Ｅ）

5

選択

必修
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　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 6.15 ％
4
65

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

10 必修 0 必修 0

選択 13 科目 選択 11
人

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

6
0 自由 0

計 23 科目 計 21 計 2

選択 2 選択 0

自由 0

必修 10 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c）①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

H30.3.31付け65歳のため定年退職（30）2 教授 安倍 正人

選択 集積回路 ①

3 教授 海田 輝之

H29.3.31付け65歳のため定年退職（29）選択 測量学 ②

必修 地域創生課題演習Ⅰ ①

1 教授 出戸 秀明

選択 情報基礎 ①

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 5

015

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

4 人

必修 15 科目 必修

計

0 選択

必修

科目 選択 0

③の合計数（c）①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

専任教員の退職に伴う担当授業科目については、他の専任教員及び兼任兼担教員が担当するため問題ない。
また，学生への周知に関しては，新入生に配布する「履修の手引き」やWebシラバスにおいて，学生の授業に支障のないよう周知してい
る。

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

辞任等した教員数

0

5 選択

必修

0

自由 0

計 20 科目 計 20 計 0

選択 都市と環境 ①

H30.3.31付け65歳のため定年退職（30）

必修 ソフトパス理工学概論 ①

選択 地域創生課題演習Ⅱ ①

必修 地域創生課題演習Ⅰ ①

選択 環境工学 ①

4 教授 大塚 尚寛

選択 環境工学 ①

H30.3.31付け65歳のため定年退職（30）
選択 入門地域創生論 ①

必修 地域創生課題演習Ⅰ ①

選択 地域創生課題演習Ⅱ ①

5 教授 中澤　廣

選択 廃棄物と環境 ①

H30.3.31付け65歳のため定年退職（30）
選択 環境工学 ①

必修 地域創生課題演習Ⅰ ①

選択 地域創生課題演習Ⅱ ①

6 教授 廣瀬 宏一

必修 初年次機械ゼミナール ①

H31.3.31付け65歳のため定年退職（元）

必修 機械科学実験 ①

必修 熱力学 ①

選択 伝熱工学 ②

工業英語

機械科学研修Ⅰ

①

①

必修

必修
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区　　　分
今後の
の実施計画

認　可　時

（○○年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（○○年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（□□年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（□□年）

履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等　【該当なし】

附　帯　事　項　等

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、調査結果が公表された年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

　ｂ　実施方法

　　（全学）教育推進機構から各学部事務を通じて教員へ周知の上，実施

　　（理工学部）
　　　・平成３０年度の授業実施状況調査を行った。
　　　・ＨＰにて周知を行い授業公開を実施した。

　　（理工学部）
　　　・平成３０年度授業実施状況調査の実施
　　　・授業公開　前期・後期で理工学部専門科目について授業公開を実施

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　ｃ　委員会の審議事項等

②　実施状況

　　（全学）　６回（参加教員１３人ほか事務職員２人）

　　（理工学部）１４回（参加教員１０人）ほか事務職員３人

　　（全学）　ＦＤ実施計画，ＧＰＡ，学年暦，卒業生・修了生アンケートについて審議

　　（理工学部）教育課程の編成，授業科目の履修、教育実習、非常勤講師、
　　　　　　　　インターンシップ、国際研修、教育の質保障に関することを審議

　ａ　委員会の設置状況

　　（理工学部）理工学部教務委員会　　【規則：別添資料２】

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　ａ　実施内容

　　（全学）

　　・　全学ＦＤ研修
　　・　授業公開
　　・　新任教員研修会
　　・　授業評価アンケートの実施

　　（全学）教育推進機構教育推進連携部門　【規則：別添資料１】

７　その他全般的事項

＜理工学部　システム創成工学科＞

（１） 設置計画変更事項等　【該当なし】

①　実施体制
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（３） 教育課程連携協議会に関する事項　【該当なし】

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

①　体制

　ａ　委員会の設置状況（各区分を踏まえた委員構成を踏まえた委員の追加や交代状況含む）

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

　ｃ　委員会の審議事項等

②　審議状況

　ａ　審議した内容

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　（理工学部）毎年度、前期及び後期に授業アンケートを実施し、アンケート結果の分析を行っている。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｄ　その他

　　（全学）全学ＦＤ研修（平成３０年８月３０日）　教員１１４名参加

　　（理工学部）
　　　・授業評価アンケート
　　　　アンケート結果を科目ごとに担当教員へ返却し、授業改善に役立てるとともに、
　　　　学科ごとにアンケート結果の分析を検討し、改善点のまとめを行った。
　　　・授業実施報告
　　　　平成３０年度の授業実施状況調査を行った。
　　　・授業公開
　　　　実験、実習、研修以外の講義科目について、一般市民向けに授業の公表を行った。

　　（全学）授業評価アンケート結果及び全学ＦＤ研修アンケート結果を踏まえ，教育推進機構教育推進連携部門に
　　　　　　おいて，改善事項を整理し，全学ＦＤ研修のテーマとして改善に向けた取組を実施。

　　（理工学部）各学科で改善点の把握を行い授業改善につなげている。また、授業評価
　　　　　　アンケート結果については、学生にも公表を行い学生からのチェックにも役立てている。

　　（全学）前期及び後期に授業アンケートを実施（全学共通教育）

　　（全学）アンケートの集計結果を授業担当教員に通知。（学生には非公開）

　　（理工学部）アンケートの集計結果とともに、各学科での分析結果を報告書にまとめ、
　　　　　　　　教職員および学生に向けてホームページにて公表している。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況
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（注）・　今後公表する予定の場合は、「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は、

　　　　「無」にマルを記入してください。

　ａ　ホームページへの公表予定の有無　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表無の場合の特段の理由　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　ｂ　公表有の場合の公表（予定）時期　　（　　令和元年　７月　　）

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和元年度）

　ｂ　公表方法

　　・令和元年度年度計画の自己点検・評価を通じた「自己点検・評価報告書」等を
　　　大学ホームページ上に公開予定（令和２年度中）

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・令和２年度　公表予定

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

③　認証評価を受ける計画

　　・今年度、評価機関の評価を受ける予定

　　　設置計画に基づき着実に履行した。引き続き設置計画に沿って履行する。

（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見
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岩手大学教育推進機構教育推進連携部門会議規則 

平成２６年 ４ 月 １ 日 制  定 

平成２９年 ４ 月 １ 日 最終改正 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、岩手大学教育推進機構規則第１８条第２項の規定に基づき、岩手大学教

育推進機構教育推進連携部門会議（以下「部門会議」という。）に関し、必要な事項を定め

る。 

 

（審議事項等） 

第２条 部門会議は、次に掲げる事項を審議するとともに、必要に応じて、教育推進機構会議

への提言を行う。 

一 教育推進連携部門に係る中期目標・中期計画及び年度計画に関すること。 

二 学生（卒業生を含む）に対する各種調査、学修成果測定等に関する企画、実施及び報告

等に関すること。 

三 各種教育プログラムの点検評価の企画、実施及び報告に関すること。 

四 各学部における教育改善に資する情報提供及び助言等に関すること。 

五 ファカルティ・ディベロップメントに関する研修会・講演会、ワークショップ、公開授

業の企画及び開催・実施並びに評価に関すること。 

六 カリキュラム、授業科目及び成績評価方法の調査・開発等に関すること。 

七 教養教育と専門教育の連携に関すること。 

八 複数学部間にまたがる専門基礎教育の連携に関すること。 

九 その他教育改善及び専門教育の全学的な連携に関すること。 

 

（組織） 

第３条 部門会議は、次に掲げる者をもって組織する。 

一 部門長 

二 専任教員 

三 兼務教員 

四 各学部の教務関係委員会から選出された教員 各１名 

五 各学部のＦＤ又は教育評価を担当する委員会から選出された教員 各１名 

六 学務企画課長及び大学院・専門教育課長 

七 その他部門長が必要と認めた者 

２ 岩手大学教育推進機構教育推進連携部門に岩手大学教育推進機構規則第１２条に定める副

部門長を置いた場合は、前項の部門会議の組織構成員とするものとする。 

 

（任期） 

第４条 前条第４号及び第５号の組織構成員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠

員が生じた場合の後任の任期は、前任者の残任期間とする。 
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（議長及び副議長） 

第５条 部門会議に議長を置き、部門長をもって充てる。 

２ 議長は、部門会議を招集し、主宰する。 

３ 部門会議に副議長を置き、議長が指名する者をもって充てる。 

４ 副議長は、議長を補佐し、議長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第６条 部門会議は、組織構成員の３分の２以上の出席をもって成立する。ただし、第３条第

４号及び第５のうちから１名以上の出席がなければ、会議を開くことができない。なお、第

３条第４号及び第５号の組織構成員の代理出席を認めるものとする。 

２ 部門会議の議事は、出席した組織構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

 

（組織構成員以外の者の出席） 

第７条 部門会議が必要と認めたときは、組織構成員以外の者を会議に出席させ、その意見を

聴くことができる。 

 

（庶務） 

第８条 部門会議の庶務は、学務企画課において処理する。 

 

（雑則） 

第９条 この規則に定めるもののほか、部門会議に関し必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 

この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この規則は、平成２７年１０月１日から施行し、平成２７年４月１日から適用する。 

 

附 則 

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 
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岩手大学理工学部教務委員会規則 

（平成２８年４月１日制定） 

 

（設置） 

第１条 岩手大学理工学部運営会議規則第７条の規定に基づき、岩手大学理工学部教務委員

会（以下「委員会」という。）を置く。 

（審議事項） 

第２条 委員会は、岩手大学の教養教育及び岩手大学理工学部の専門教育に関して、次の各

号に掲げる事項を審議する。 

一 教育課程の編成に関すること。 

二 授業科目の履修に関すること。 

三 教育実習および教職実践演習に関すること。 

四 専門基礎科目に関すること。 

五 非常勤講師に関すること。 

六 インターンシップに関すること。 

七 理工学部国際研修に関すること。 

八 教育の質保証に関すること。 

九 全学の教務についての連絡調整に関すること。 

十 研究生、科目等履修生、特別聴講学生等に関すること。 

十一 学生の転学部、転学科、転コース等に関すること。 

十二 その他教務に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる者をもって組織する。 

一 評議員１名 

二 学部長特別補佐１名 

三 学部の各コースから選出された教員各１名 

四 その他委員長が必要と認めた者 

２ 先端理工学特別プログラムおよび地域創生特別プログラムにかかる事項を審議する場合

で、委員長が必要と認めた場合は、前項のほかに関係する者を委員として加えることがで

きる。 

（任期） 

第４条 前条第１項第３号の委員の任期は、２年とする。ただし、再任は、原則として１回

を限度とする。 

２ 前項の委員が欠員となった場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、第３条第１項第１号及び第２号の委員から学部長が指名する。 

３ 副委員長は、委員の互選による。 

４ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

５ 委員長に事故あるときは、副委員長がその職務を代行する。 

（会議） 

第６条 委員会は、第３条第１項第３号委員全員の出席を要する。ただし、第３条第１項第

３号委員の代理出席を認めるものとする。 

２ 委員会の議事は、出席した委員の過半数の賛成をもって決し、可否同数のときは、議長

の決するところとする。 
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（委員以外の者の出席） 

第７条 委員会が必要と認めたときは、委員以外の者を出席させ、その意見を聴くことがで

きる。 

（専門部会） 

第８条 委員会に、専門の事項を具体的に検討するため、専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会に関し必要な事項は、別に定める。 

（庶務） 

第９条 委員会の庶務は、大学院・専門教育課において処理する。 

（雑則） 

第１０条 この規則に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

 

 

附 則 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ この規則は、平成２８年度入学者から適用し、平成２７年度以前の工学部入学者にかか

る第２条各号に掲げる事項については、第６条の審議をもって、岩手大学工学部教務委員

会で審議したものとみなすものとする。 

３ この規則施行後、最初に委嘱される第３条第１項第３号の委員の任期は、第４条第１項

の規定にかかわらず、半数の者については、平成２９年３月３１日までとする。 

４ 岩手大学工学部教務委員会規則（平成１６年４月１日制定）は、廃止する。 

 

附 則 

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 
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